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頁/行 誤 正

2頁、 2行 両者ついて 両者について

3頁、 3行 られた発掘例 られた遺跡の発掘例

3頁、25行 前期 早期

7頁、35行 (28)「荒迫遺跡」

宮崎県盤蔵文lLWセ ンター発掘調査報告書第11集

平成10年 宮崎県埋歳文化財センター

8頁、22行 としていて として

19妥嚢、 29↑子 黒色土層が 黒色土層を

21F嚢、 22↑子 土壌な 土壌に

21F嚢、 37↑〒 3mを 31nが

25F氣、 234〒 機械痕の 機械痕に

49頁、4行 押 し型文 押型文

49罪霊、 214子 堺 境

50F霊、 34↑子 段つ くらず 段をつくらず

108頁、 7行 もは少 ものは少

109頁 、 3行 成形と 成形が
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191頁 、36行 陥とし穴状土城 陥し穴状土壊

20買、8・ 9行 陥とし穴状土壌 陥し穴状上壌

2ととく、  54F 陥とし穴状上墳 陥し穴状土墳

2と 1貞 、 暫f 堆積0.665∬ 体積0.665∬

23〆玉、 37令F 陥とし穴状土竣 陥し穴状上墳

25工:、 234iF 床面平面 床面は平面

31ユ宝 4区陥穴状 上壊 4区陥し穴状「li壌

33～34F氣 SG6-1 SC6-1
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133デ顎、 13 電ヽ 甫守コ明 早期
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1 耕作土及び盛土

2 黒色土  責色の粒が混ざる (根痕)

3 黒色土  鈍い色をする。責色と白灰色の粒子を含む。締まらない粘質の上

4 黒色土  やや鈍い也をする。黄色の粒子を含む。良く締まった粘質の上 (土残)

5 暗灰色土 暗い色をする。責色の粒を含む。締まらない粘質の上

6 黒色土  鈍い色をする。黄色の粒子を含む。締まらない粘質の上

7 暗褐色土 明るい色をする。良く締まった硬質の上 (基本土層Ⅲ)

8 暗褐色土 暗い色をする。砂礫のブロックを挟む。良く締まった硬質の上

9 暗灰色土 鈍い色をする。良く締まった硬質の上

10褐色上  やや暗い色をする。責色の粒子を含む。締まらない粘質の上

11 暗灰色土 鈍い色をする。褐灰色の大きな粒を含む。良く締まった硬質の礫層

12暗灰色土 暗い色をする。良く締まらない粘質の上

13 暗灰色土 暗い色をする。褐灰色の粒を合む。良く締まらない粘質の上

14 暗灰色土 やや暗い色をする。多量の褐灰色の粒を含む。良く締まった硬質の礫層

15 暗褐色土 やや明るい色をする。灰色の粒を含む。締まらない粘質の上

16 暗褐色土 暗い色をする。灰色の粒を少量含む。締まらない粘質の上

17 暗褐色土 暗い色をする。薄く砂礫の層を挟む。良く締まった硬質の上

18 暗灰色土 やや暗い色をする。少量の灰色の粒と白色の粒子を含む。良く締まった硬質の上

やや暗い色をする。少量の灰色の粒と白色、黄色の粒子を含む。

堅く締まった砂質の上

暗い色をする。多量の灰色の粒と白色、責色の粒子を含む。

堅く締まった砂質の上

明るい色をする。ブロック状に入る砂質の上

鈍い色をする。良く締まった砂質の上

やや暗い色をする。多量の褐灰色の粒を含む。締まった砂質の上

赤味のある光沢性の色をする。良く締まった粘質の上 (基本土層I黒色土上層)

鈍い色をする。多畳の灰色の粒を含む。良く締まった砂質の上

鈍い色をする。プロック状に入る堅い砂質の上

鈍い色をする。ブロック状に入る堅い砂質の上。26よ りも堅い

光沢性のある明るい色をする微量に責色の粒子が入る。良く締まった粘質の

土 (基本土層I)

光沢性のある明るい色をする。多量の責色の粒が混ざる。根痕を含む。

良く締まった粘質の上 (遺構を含む)

やや淡い色をする。締まった砂質の上

淡い色をする。灰色の粒を少量合む。締まった砂質の土

鈍い色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上
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暗灰色土 やや暗い色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上

暗灰色土 淡い色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上

暗灰色土 明るい色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上 (イ モ穴)

暗褐色土 やや明るい色をする。若干の灰色の粒を含む。良く締まった粘質の土

暗褐色土 明る立追 をする。多量の礫が混ざる。良く締まった粘質の上          第 20図  6、 7区 南 側 壁 土 層 図
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19 暗灰色土

20 暗灰色土

21 灰白色土

22 暗灰色土

23 暗灰色土

24黒色土

25 暗灰色土

26 暗灰色土

27 暗灰色土

28黒色土

29黒色土

30 暗灰色上

31 暗灰色土

32 暗灰色土
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序

小林市は、宮崎県の南西部、霧島火山の麓にあり、古 くは日向国十六駅の一

つである夷守駅の所在地に比定されるなど、歴史と伝説を残す町です。現在は

花と星空と湧水の美しい田園観光都市として発展を続けています。

市教育委員会では、社団法人宮崎県農業開発公社からの依頼を受け、平成 9

年度から2ケ年に渡り、市内東方栗巣野地区にある梅木原遺跡の発掘調査を行

いました。その結果、梅木原遺跡からは縄文、弥生、古墳時代、古代、近世の

遺物が多数出土しました。特に縄文時代においては、南九州で特徴的な遺物だ

けでなく、中九州、東九州を代表する土器も出土しております。これらの結果

により、熊本県、鹿児島県に隣接する小林地方の当時の様相の一端が解明され

ました。

最後に、調査にあたりご指導、ご協力いただきました宮崎県文化課の方々を

はじめ、畜産課の方々、地元の方々、また発掘、整理作業に従事 くださいまし

た皆様に対して厚 くお礼申し上げます。

平成12年 3月

小林市教育委員会

教 育 長 瀬戸口 克 彦



例   言

1.本書は霧島東地区栗巣野団地畜産環境整備特別財策事業に伴う発掘調査報告書である。

2。 本事業は、社団法人宮崎県農業開発公社の依頼を受け、平成10年 1月 5日 から平成二年 1月 30

日まで、小林市教育委員会が調査主体となっておこなった。

3.本事業の調査主体は、以下の通りである。

調査主体 河ヽ林市教育委員会

教  育  長  瀬戸口克彦

社会教育課長  山口 末男

社会教育係長  堀  英博

庶 務 担 当  堀  英博 (平成 9年度)

同  主事  三澤 悦子 (平成10年度～
)

調査担当主事  中村真由美 (平成 9年度)

同  委託  工藤 基志 (平成10・ ■年度)

4.発掘調査は平成 9年度に中村、同10年度に工藤がおこなった。発掘は以下の作業員の協力を得

た。

      
     

    
      

      
       
       

5。 発掘調査の実測は杭打ち、及び 1～ 3区のピット群と1～ 3、 7区の地形測量はltlジパング・

サーベイに委託 し、その他は中村 と工藤がおこなった。平成10年度の測量は工藤がおこない、

が補助 した。

6,本書で使用 した方位は全て磁北である。

7.整理調査は平成二年度に小林市教育委員会において工藤がおこなった。整理調査は以下の作業

員の協力を得た。

      

8.本書の執筆及び編集は工藤がおこない、 が補助 し

た。

挿図の実測は工藤がおこない、 が補助 した。 トレースは工藤が

おこなった。図版の写真は工藤、 がおこなった。拓本 は

がおこなった。

9.梅木原遺跡に関する出土遺物および図面、写真は小林市教育委員会に保管 してある。
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1。 遺構番号は「遺構記号一区番号一順番」号の順になる。 (例 :SC 3-2)発掘時は仮呑号を使

用 していた。本文遺構呑号とは異なる。記号は以下の通 りである。

SC i土媛  SR:焼土墳  MI陥 穴状土崚  P:ピ ット  SX:不 明、根痕

2.焼土はスクリーントーンで表現 した。

3.梅木原遺跡では第Ⅳ層のアカホヤ火山灰層を地山とし、遺構検出をおこなった。第Ⅳ層は斜線

で表現した。第Ⅳ層と第Ⅲ層の間はスクリーントーンで表現 した。

4。 本書で使用 した標高は海抜高を表す。

5。 土器の実測は口縁部と底部が残るものを中心におこなった。復元径が不明なものは断面のみ実

測 した。また土器の表面に文様が残るものは拓本をおこなった。

6.黒色土器及び彩色土器はスクリーントーンで表現 した。

7.石器の実測は表・裏の 2面 を中心におこなった。側面は主に断面と見通しの 2つ方法を用いて

いる。混乱 しているため観察表に明記する。

8.土器及び土層の色調は「1994年版標準土色帖」を参考にした。
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はじめに

梅木原遺跡は小林市大字東方栗巣野にある。

小林市は宮崎県に所在 し、宮崎市から西へ約50km離れた内

陸部に位置する。南北を鹿児島・熊本県と隣接するが、鹿児

島県は天孫降臨の舞台となる霧島連山に、熊本県とは九州山

地に挟まれ、小林市との直接の往来は無きに等 しい。同様に、

隣の市町村 とも、程度の違いであつて、やはり往来には不便

を要する。このように小林市は標高200m級の山間の都市で

あり、盆地に形成された街である。

そのため、宮崎市をはじめとする海岸線に立地する各市町

村 とは、イメージが著 しく異なる。「観光の街宮崎」を連想さ

せる温暖な気候 とは違い、夏は避暑地として全国から観光客

を集めるが、冬は霧島連山から吹 きおろす風が厳 しさを増

す。

精神性 もまた独特なものとなる。宮崎県は、豊臣から徳川

の時代にかけて分割統治の対象 となり、直轄地と各藩が細か く重なっていた。この時代小林市は、島

津家薩摩藩領である。薩摩藩は他藩からの流れを厳 しく監視 したといわれ、その風習は、言語から風

俗にいたるまで、独自性を発揮 している。現在の小林の気質はこの時培われたもので、鹿児島から遠

く離れ、他領に近かったこの地では、さらにより地域的なものに発展 したものと思われる。

現在の小林市は、1945年 以降、全国的な戦後復興 と伴に大きく変化 していき、これまでの薩摩藩統

治や地理的条件等の諸々の制限は取 り除かれていく。自動車の普及に伴い、九州自動車道や国道の整

備は隣県や各市町村 との流通を円滑にさせ、伝統的な独自性は薄れつつあるが、新 しい力を柔軟に受

け入れる要素を作 り上げている。特に小林は、九州地方の経済 。文化の中心である西九州からの物流

を、かつての地理的制限を活用 して都城市・宮崎市等の分岐点としての役割を果たしてきた。

ところで、小林市は伝統的に林業と農業、そして畜産を中心としてきた街である。古代より日向の

地は良質の牧地として、その記録を留めている。(1)現在 も、その土壊を継承 しているのか、周辺を

含め、畜産は盛んで、上等の牛を産しているとうかがった。

山間部の街 として、林業の発展は当然の帰着ではあるが、狭い土地を開墾する労力は世代に引き継

がれていき、その流通も小規模なものだったと思われる。しかしながら今 日までの大規模な開発は、

これまでの伝統的な農法も一蹴させる。全国規模で行われる交通網の整備は、需要と供給を拡大 して

いく。小林市においても、事は同様であり、同市の地場産業は全国に展開していかなければならない。

大量の消費に答えるためには、大型機械の導入が必要である。そして大型機械の導入には、運搬通路

の確保 と、より広い単位の農地が不可欠である。梅木原も、このような事情が伴って、各地でおこな

われている農地整備の一端と思われる。

梅木原遺跡の調査から報告書の作成にあたつて、多 くの方々のご協力を得た。調査において伊東但

(宮崎県清武町教育委員会 )、 森田浩史 (同田野町教育委員会)の ご指導を受け、縄文土器や石器等の

資料整理において金九武司 (同田野町教育委員会)、 重留康宏 (小林市教育委員会委託職員)、 宮崎県

埋蔵文化財センター、宮崎県えびの市教育委員会、須木村教育委員会 (敬称略)の多大なるご指導を

賜ったことを、感謝の意で表したい。

Oプ
第 1図 九州・小林市位置図

宮崎県

ふ
ナ
ｆ＋
ヽ

-1-



第 2図 宮崎県小林市栗巣野位置図

位置と環境

梅木原遺跡は、宮崎県小林市大字東方栗巣野に所在する。

東方は小林市の中心街から東を占める。隣の野尻町と須木村

の境界線となる。そして他区と同じく農業・林業・畜産の生

産場を中心とする地区である。栗巣野は、東方にある生産場

の集落の一つである。梅木原は、栗巣野集落の農地の一つで

ある。最初に梅木原 とその周辺の環境から見ていきたい。

栗巣野集落は、大淀川の上流、西から廻る岩瀬川 (1)と 東か

らの谷ノ木川の合流点に形成された州の高台に営まれる。梅

木原は、谷ノ木川を渡 り、北に坂道を上がった台地にある。

梅木原から南側を望むと、標高1500m級の霧島連山を背景に

小林市をパノラマ状の広が りを映す。北側を望むと、標高

1200m級の白髪岳を筆頭に九州山地の山々が面々と続 く。こ

のように梅木原は、山林に囲まれた景勝の地にある。

梅木原は、九州山地から舌状に延びた支脈の最先端部に位

置している。梅木原の北限は、急な斜顎地にぶつかる。切り

崩された坂道を上って行くと、永野集落を抜け、大久津集落

に行 き当たる。

ところで南九州は、シラスの層が厚 く堆積 している。シラスの特徴の一つとして、もろく崩れ易い

ことがあげられる。そこを流れる河川はシラスを侵食 し、断崖絶壁の地形を形成 していく。岩瀬川は

このような絶壁の河川である。岩瀬川の侵食は激 しく、対岸を大きく隔てている。このことが東方を

複雑な地形にし、中世には4つ の城が、岩瀬川沿いに築城されている。

また梅木原の東側は、開析谷地形を形成 している。城ノ岡山 (標高365m)を最高とする九州山地

の300m級の支脈 (以後城ノ岡丘陵)に挟まれた地形である。この支脈の尾根部は、野尻町との境界

線となっている。開析谷の下部は複雑に入 り組んだ地形となり、主に水田が作 られる。梅木原は、九

州山地から舌状に延びる山と侵食 した岩瀬川に挟まれた場所 と想定できる。

次に梅木原周辺の歴史的環境を見ていきたい。人々の営みを考慮する時、周辺の地理的条件を切 り

離 して考えることはできない。梅木原周辺の歴史的環境 もまた、地理的環境が大きく関わっている。

同地の地理は、城ノ岡丘陵と岩瀬川で構成される。両者ついて、もう少 し詳 しく述べていき、特に岩

瀬川を中心に歴史的環境を見ていきたい。

栗巣野集落からさらに岩瀬川を下ると、城ノ岡山に当たり、山に沿って大きく南に曲がる。上流と

比べ川幅が広 くなると対岸との隔たりが大きくなり、ここから河川は小林市と野尻町の境界 となる。

この付近は、 2～ 3段になる河岸段丘を形成 している。小林市と野尻町の間には城ノ岡山とその西側

を流れる岩瀬川によって大 きく返断される。城ノ岡丘陵はさらに東南に廷び、霞ヶ丘 (標高342m)

に続 く。岩瀬川の渡 りを古代から交通の難所 としていた。岩瀬川の河川名の明記は古 く、F日 本書紀』

[古事記』の景行天皇紀にその名が見 られる。江戸期の古図には、「渡 り」が明記され (2)、 橋の記述

はない。現在の道路は、律令期の駅制による肥後街道の整備が本格的なものと思われる。岩瀬川付近

の通路は、城ノ岡山と霞ヶ丘の低い場所 と思われる。その前後の野尻 (野後)(3)と 小林 (夷守)(4)

には駅家が設置されている。両者とも所在は不明だが、両者を結ぶ推定通路は現在の国道268号線を

平行 していると思われる。以上のように城ノ岡丘陵と岩瀬川によって分けられた小林 と野尻の境界は、
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時には天然の要害ともなり、戦国と明治の時代には岩瀬川を境界に戦場となっている。

また岩瀬川を境界線とする野尻町側に柿川内遺跡が所在する。同遺跡は岩瀬川によって形成された

河岸段丘の最上部一帯に位置し、岩瀬川と霞ヶ丘々陵に狭まれた平地部の遺跡である。柿川内遺跡は、

段丘上に営まれた縄文時代前期から古墳時代後期までの複合遺跡になり、時期ごとに遺跡が区分でき

る。縄文時代前期の柿川内第 1遺跡、縄文時代後期から弥生時代を柿川内第 2遺跡、古墳時代後期の

地下式横穴墓群で構成される大萩地下式横穴墓群の3支群である。梅木原遺跡から最も近い大規模な

遺跡となる。柿川内遺跡は、梅木原遺跡を考慮するにあたって重要視するものと思われる。

(1)岩瀬川の上流は、地図や各種文章では「浜ノ瀬川」と明記されてる。本文では全て「岩瀬川」

とする。

(2)『野尻町史』に記載

(3)所在不明。

(4)所在不明。F/1ヽ林市史』と『宮崎県史』ではそれぞれ候補地を挙げている。

梅木原の歴史的環境

南九州地方の発掘調査では、火山灰による層序の考察が重要視される。火山灰の分析による年代考

察 と土器型式は、セットで捉えられる。つまり発掘調査に当たって、何処の火山灰層を掘ることで、

時代や遺物を推察 していく。

この点から、梅木原周辺の旧石器から縄文時代早期の層まで下げられた発掘例は現在の所無い。従

ってこの時代の遺構はまだ例を見ないが、遺物は表採によって確認される。この時代の遺跡は、存在

すると思われる。梅木原周辺の各遺跡の成果を時代を追って紹介 していきたい。

現時点では、遺跡の所在は平成 4年 に実施された分布調査に大 きく頼る。(1)分布地図 (図 4)に

よると、梅木原周辺の開墾されたほとんどの畑から、遺物が収集されている。小林市の他区と比べて

も包蔵密度は高い。そして採集された畑から縄文時代の遺物が多 く入つていることから、東方地区の

縄文時代の密度は高いと予測できる。(2)(3)(4)野 尻町でも同様であり、対岸の遺跡の大部分は分布調

査に依存する。(5)

岩瀬川沿いで、現在最古にあたる遺跡は縄文時代前期になる。本田遺跡 (6)は 、梅木原遺跡から直

線距離で 6～ 7 km離 れた岩瀬川上流に位置し、民家から離れた山間部の遺跡である。発掘が行われた

昭和41年当時、考古学的に空白に近い同地域における組織的な発掘調査 として注目され、成果を出し

た遺跡である。調査の結果、アカホヤの上層面から竪穴住居が検出され、前期を中心とした土器、前

平式土器と曽畑式土器が多量に取 り出された。本田遺跡は、宮崎県考古学の学史としても、山間の定

住性 と曽畑式 。前平式の組み合わせの例 として大きな位置を占める。

柿川内 。大萩遺跡では、縄文時代前期のオ市ナH内第 1遺跡から始まる。霞ヶ丘と岩瀬川の間、第 2段

丘に位置する。報告では (7)曽畑式土器の単純遺跡になる。標高190m出、河川の段丘上に位置する点

で、梅木原遺跡と立地条件が類似する。

弥生時代に入ると、柿川内・大萩遺跡では、大萩第 1～ 3遺跡 (大萩遺跡)で確認される。住居趾 (8)

と土壊墓 (9)が、多数検出された。土娠墓は 2群、それぞれ17基 と2基の計19基 から構成される。地

形図から周辺より小高い位置に群集する。平面の形態は長方形、楕円形が主である。5号土頻墓のみ、

断面を2段から成る。副葬品が認められるのは 4、 5、 6号土壊墓である。土墳内からガラス製の玉

類 と貝輪が出土する。土墳直上から免田式土器等の壷や高杯が、意図的に破損されたと思われる状況
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1 梅木原遺跡
4 新田場地下式横穴墓群

7 易ノ崎地下式横穴墓群
10 立切地下式横穴墓群
13 高原畜産高校遺跡
16 保楊枝原遺跡
19 谷ノ木城
22 小林城

ワ 下の平地下式横穴墓群

5 三山地下式横穴墓群

8 大荻地下式横穴墓群

11 荒迫遺跡

14 水落遺跡
17 柿川内第I I遺跡
20 内小場城
23 三山城

3 東二原地下式横穴墓群

6 旭台地下式横穴墓群

9 日守 仮屋地下式横穴墓群
12 立山遺跡

15 内屋敷遺跡
18 岩牟礼城
21 野首城

24 高原城

0      1      2km
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第 3図 遺跡の位置及び周辺遺跡分布図 (約 1/70,000)
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で検出され、葬送儀礼に伴 う共献土器

と指摘 される。住居趾は土媛墓群が立

地する第 3段丘下の第 2段丘か ら 5

軒、竪穴住居が検出された。この住居

趾からH型をしたものや、一部が張 り

出した床面を持つ住居が確認され、後

に「日向型」間仕切 り住居、または花弁

状住居 と命名させる南九州特有の変型

住居が初めて出た遺跡 として、学史に

残る。出土 した土器より上墳墓 と同時

期のものとされ、弥生時代後期の山間

部の集落趾として大きな位置を示す。

古墳時代は、前方後円墳を代表とす

る高塚墳が確立、定着 し、衰退 してい

くまでの時代である。宮崎県下の古墳

時代は、墳丘や土器の視点からも、そ

の始まりは曖昧で、一時期の爆発的な

導入から一気に衰退 してしていく。

県下における古墳の形態は、大 きく

3種に分けられる。高塚墳 (竪穴式土

娠、横穴式石室 )、 地下式横穴墓 (以

下地下式墓 )、 横穴墓の 3種で、古墳

の形態は地域性をよく表 し、 しかも地

域ごとに分布が限定されている。そのため現在の行政区分で県下の古墳時代を研究することはできな

い。このことは律令期に成立した「日向国」の範囲をほぼ踏襲 している現行の行政区分に対 して、律

令期以前の文化圏を想定できると思われる。墓制の分布にあたって、河川を単位として紹介される。住。

時期 として、墓制そのものは古墳時代から古代へと形態を変えて面々と続 く。中期から後期にかけ

て高塚墳、後期から終末期にかけて地下式墓、終末期から古代にかけて、横穴墓が盛行する。高塚墳

は、各河川下流域の平野部を中心に分布する。横穴墓は、大淀川下流域、宮崎平野を中心に分布する。

そして地下式横穴墓は、大淀川以南に分布する。小林市は、東側を日向灘に流れる大淀川の支流のひ

とつとなる河川である岩瀬川の上流である。吉墳時代の梅木原は、大淀川支流岩瀬川流域・山間部の

グループに入る。墓制は、地下式墓の分布圏である。地下式墓は横穴式石室の一形態といわれ、その

最古のものも古墳時代後期にあたる。従って当地における古墳時代前・中期の古墳は無い、といわれ

る。地下式墓の発見は偶然に頼るところが多い。小林市でもかつては所在 したといわれてる場所が多

いざけ大淀川上流の地下式横穴墓群を、立地条件から分けて見ていく。

東二原地下式横穴墓群 (り は岩瀬川沿いの中で最 も上流に位置する。段丘上の端の位置に営われ、

4支群16基が確認される。地下式墓群から南束へ約30mの所、段丘の急斜面に入る位置に、人工と思

われる土盛が確認される。以前から高塚墳 といわれていたが、調査の結果、周溝が確認される。主体

部の発掘は、おこなわれていない。地下式墓 との関係について等の不明な点は多い。

新田場地下式横穴墓群 (Dは 、岩瀬川と石氷川の合流点に所在する。東二原地下式横穴墓から1段

下がった低い段丘上にあり、川面から最も低い場所に営まれた墓群である。新田場一帯は小林盆地の

0        1        2km
l        l        l

第 4図 遺跡の位置及び周辺包蔵地 (1/50,000)
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低位置にあたり、河川が最 も集中する場所である。その肥沃な土壌の恩恵により、早 くから開けた場

所と思われる。新田場地下式横穴墓は、このような場所にある。報告は、大正年間から始まり、現在

2支群 9基が確認される。

下の平地下式横穴墓群 Q。 は野尻町と境界線 となる岩瀬川沿いの段丘、岩瀬川 と国道268号線に囲ま

れた水流迫の集落に所在する。梅木原から最も近い地下式墓群である。前述のとおり、肥後街道を側

に通る最 も交通の多い地に営まれた墓群である。現在 2基が調査されている。

柿川内 。大萩遺跡では大萩地下式横穴墓 住0が営まれる。前述の弥生後期の上壊墓群を中心に3支

群38基が確認される。上媛墓群から西に約40mの場所に直径10mの 円墳が所在する。墳頂部の調査は

おこなわれていないが、地下式墓に封上の有無について論議があった時期に、直下に地下式墓が確認

されたことで注目される。

以上の 4つ の地下式横穴墓群が、岩瀬川の河岸段丘沿いに立地することで共通点とする。岩瀬川周

辺の地下式横穴墓群は、三山 住0・ 尾中原 Qの ・湯ノ崎 住0。 切畑 ⑩ ・九琢地下式横穴墓群 90が所在

する。いずれも岩瀬川支流を共通点とする。その他近辺の地下式横穴墓群 として、旭台 鬱D。 日守 Qり ・

立切地下式横穴墓群 ¢0が所在する。

古代の小林市は、日向国諸県郡に所属する。日向の国府は現在の西都市と推定され、関連遺構が確

認される。諸県の郡衡現在所在不明で、有力地が高岡町又は国富町付近 と言われる。●。小林市を含

め宮崎県下における古代は不明な点が多いが、近年の発掘はその視点を変えはじめ、成果をあげてい

る。特に宮崎市余 り田遺跡 い やえびの市昌明寺遺跡 鬱0か ら約150点の墨書土器が出上 し、都城市大

島畠田遺跡 9の では大型の掘立柱建物が検出されている。古代の遺跡として最 も近い所で荒迫遺跡 90

がある。梅木原遺跡から約 6 km離 れた高原町との境に所在する。今回梅木原遺跡において参照とした

遺跡である。

■世紀には県南部で摂関家領島津本荘が成立している。島津本荘は島津院を中心に島津一円荘とし

て拡大を続け、12世紀には島津荘寄郡を加え、当時最大の荘園となる。諸県郡はこの島津荘寄郡とな

り、諸県は真幸院として発展 していった。島津荘寄郡の真幸院の中には栗巣野を含む小林 も入ってい

たと思われる。

古代においては在庁官人日下部氏が管理 し、末期には土持氏にかわる。鎌倉時代に島津氏が島津荘

の地頭職として日向に下っている。しかし日下部氏が鎌倉・室町時代を通じて、真幸院郡司としてい

たとされる。15世紀から真幸院は北原氏による支配となる。戦国時代には島津・伊東氏の勢力争いに

挟まれる。1560年頃の小林は伊東氏の勢力圏であった。そして1576年の高原城陥落とともに伊東氏は

小林を救退し、小林は約300年の間、島津氏領となる。この時小林に郷制が施行される。以降九州征

伐・関ヶ原を経て、梅木原は薩摩藩小林郷東方村に置かれる。廃藩置県後は鹿児島県から始まり、

美々津県、都城県を経て宮崎県に編成される。

古代末に成立した島津荘は現在の都城が中心となる。後に成立 した真幸院も現在のえびの市を中心

とする。このため古代の小林は不明な点が多い。治承・寿永の時期に小林市細野に三山城が整備され、

現在の小林市の原型ができたと思われる。戦国期には同市真方に三ッ山城が築かれ、藩政時もこの場

所が中心となり、今 日に至ると思われる。

最後に近年戦時の遺跡に注目が集まり出したことを踏まえて、戦時下の栗巣野を述べて終わりとし

たい。戦争末期に本土決戦に備えて、栗巣野に武器弾薬を収める大洞窟が掘られたいう。規模は不明

だが、現在も残る防空嫁の一部がそれだという。

以上、周辺の歴史環境を踏まえた点で、梅木原の成果を報告 していきたい。
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(1)「小林市遺跡詳細分布調査報告書」F小林市文化財報告書第 7集』平成 5年 小林市教育委員会

(2)収集した縄文式土器の中で、時期的に分けていくと前期以降が多い。

(3)文化庁が昭和52年度に発行した F全国遺跡地図 :宮崎県』によると、栗巣野集落を上がった

所に畑地があり、栗巣野遺跡として登録されている。梅木原遺跡とは谷ノ木川を挟んだ岸に位

置する。調査当時は大量の土器が散布していたと聞くが、平成二年に当地を踏査したが、散見

する程度であった。

(4)昭和40年度発行の『小林市史』を編纂にあたって、委員会が東方周辺で収集されたとされる

遺物を聞き取りしている。当書においても、当地域の高い収集率を上げている。

(5)「野尻町遺跡詳細分布調査報告書」『野尻町文化財調査報告書第 6集』 平成 6年 野尻町教育

委員会

(6)『「宮崎県史」資料編 考古 1』 平成元年 宮崎県

(7)「オ市川内第 I。 第Ⅱ遺跡」昭和51年 宮崎県教育委員会

(8)「大萩遺跡 (二 )」 昭和51年 宮崎県教育委員会

(9)「大萩遺跡 (― )」 昭和50年 宮崎県教育委員会

(10)『「宮崎県史」資料編 考古 2』 平成 5年 宮崎県

(■ )『「小林市史」第 1巻』小林市 昭和40年発行

(12)「東二原・下の平地下式横穴墓群」 F/Jヽ林市文化財調査報告書』平成 2年 小林市教育委員会

(13)F宮 崎県文化財調査報告書 第20集』昭和53年 。第34集 平成 3年 宮崎県教育委員会

(14)F宮 崎県文化財調査報告書 第24集』昭和56年 宮崎県教育委員会

(15)『宮崎県文化財調査報告書 第 5集』昭和35年 。第23集 昭和55年 。第27集 昭和59年 。第28

集 昭和60年 宮崎県教育委員会

(16)小林市細野に所在したとされる

(17)『宮崎県文化財調査報告書 第 9集』昭和39年 宮崎県教育委員会

(18)『宮崎県文化財調査報告書 第17集』昭和48年 宮崎県教育委員会

(19)『宮崎県文化財調査報告書 第20集』昭和53年 宮崎県教育委員会

(20)F宮 崎県文化財調査報告書 第29集』昭和61年 宮崎県教育委員会

(21)『宮崎県文化財調査報告書 第19集』昭和52年 宮崎県教育委員会

(22)『宮崎県文化財調査報告書 第15集』昭和45年・第22集 昭和55年 。第23集 第24集  昭和56

年 宮崎県教育委員会

(23)「立切地下式横穴墓群」『高原町文化財調査報告書 第 1集』平成 3年 高原町教育委員会

(24)「 国衛・郡衛・古寺跡等遺跡詳細分布調査概要報告書」平成元～10年 宮崎県教育委員会

(25)「余 り田遺跡」

(26)「昌明寺遺跡」

(27)「大島畠田遺跡現地説明会資料」平成二年 宮崎県埋蔵文化財センター
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調査の結果

調査の方法

調査 は、遺構 を畑地の区画 に従 って分割 し、 1区か ら 7区 までを

調査対象 とした。検 出面 は、全 区画 アカホヤ (Ah)上 層面 までに

した。重機で耕作地 を掘削後、 さらに黒色土層 を掘 り進め、遺物が

多 く出上 しだ した場所 で重機 を止めた。以降は、手作業 によって遺

物 を拾いなが ら掘 り下 げていった。黒色土層の下 に10cm程度の赤掲

色の回い層があ り、そこを若干削 りなが ら精査 をした後、遺構検出

をおこなった。遺構検 出後、手作業 によって ピッ ト等 を掘 り、再び

精査、写真撮影後、平板 による実測 に入 り、調査の終了 とした。 こ

れを 1区か ら 7区 まで、同 じ手順 で進行 した。遺物の出土状況図や

出土地点の図面落 としは、参考 のため一部行 ったのみで厳密 にはお

こなっていない。

基本土層図

第I層  耕作土及び盛土 土器を採集
第Ⅱ層 暗灰色土層   軽石やスコリヤを含む2～ 3の薄い層が重なる。

砂礫や鉄分を含むブロックが入る 土器を採集
第Ⅲ層 黒褐色土層   (黒 ボク土)光沢のある粘性の軟らかい土 上器包含層
第Ⅳ層 橙色土層    (ア カホヤ火山灰層)粘性のある締まった土 遺構検出画

塞弘層 燈侯と星層1  甲豪客絹良E雹義ゞ憂屁とそ絞好ξ
Jれる。

第Ⅶ層 浅責色土層   硬質の締まった土。黄色と橙色の粒子を多量に含む。

第Ⅷ層 浅黄色土層   硬質の締まった土。

淡黄色のブロックや黄色と橙色の粒子を小量含む。

第Ⅸ層 淡責色土層   粘性のあるやや締まった上 軽石を若干含む。

地形

現地形の観察と調査時のアカホヤ層の流れ方から、梅木原の地形は3つ に分けられる。全体図から、

まず梅木原の旧地形は 1区～ 3区の東側にみられる丘陵と谷ノ木川の段丘に挟まれた斜面上の地形を

開墾 して平地化 していったものと、 2つめは4区で、前述の丘陵の先端部を切 り崩 して平地化 してい

つたもの、最後に4区から5区～ 7区方向に段丘沿いまでの丘一帯を切 り崩 していった3つ に分けら

れる。

梅木原は地元の方々の話 しによると、1960年頃から大型機械が入 りだし、機械による拡張を各自に

おこなってきて現在に至るという。かつては狭い区画を棚田状に広がっていたと聞く。 4～ 7区横を

走る道路は、その当時に作 られたもので、永野・大久津 と栗巣野集落を直線的に結ぶ目的としていて

いた。そのため地形を崩 して道路を造成 している。旧道は 4区～ 7区の東脇で調査終了時まで残って

いた。

基本層序

土層の堆積は基本的に金区同じであるが、細かい部分や層の厚さに違いがあった。

横乱

畑地の大部分は「 トレンチャー」と呼ばれる幅20cm、 高さ lm弱の撹乱溝が縦横無尽に走っていた。

これは1980年頃作 られたと思われるゴボウを植える機械の跡である。黒色土層の大部分は撹乱されて

いるが、アカホヤ層は黒色土層の厚い部分では撹乱を免れていた。また幅50cm、 長さ2～ 3m、 深番

基本土層図
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第 5図 梅木原遺跡調査区周辺地形図 (約 1/4,000)
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第 6図 小林市周辺地形図
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50cm、 壁面を丸 く削 りこんだものと、直径 1～ 1.5m、 深 さ0.2～ lm,壁面を同じく丸 く削 りこんだ

2種類の上壊が全区画で検出された。地元や農家の方々の話によると、「イモ穴」と呼ばれる掘 り出し

たイモ類を入れてお くための穴と似ている、ということで調査時は撹乱 として処理 していた。平面図

4のみ点線で図イとしている。

遺構

遺構の 9害」以上は、ピットであった。しかしその中には木の根痕等の自然の穴も多数含まれている

と思われる。深さは20cmか ら60釦 がほとんどで、深いもので 2m近いものまであった。

埋土

遺構に埋 まっていた埋土は、全てアカホヤ上層の黒色土層 と同じ黒色の上であった。これによって

検出した遺構の全ては、黒色土が埋上 した時期の もの考えられる。黒色土は20～ 50cmの層で間々に

0.5～ 541m程の責色の粒や硬軟の違いは、観察できた。 しか しこれが埋没するにあたっての堆積の段

階にあたるのかは不明。

根痕

直径 2m前後のほぼ円や楕円に、中央にアカホヤが残った ドーナツ状の形をしている。中央のアカ

ホヤは、 lm前 後の塊で黒色土に浮いた様 に見えた。アカホヤの塊は、下層の牛の腫層まで含み、

45° 前後傾いていた。そのため黒色土層を掘 り下げている段階から確認できた。 5～ 7区を中心に多

く見つかった。椀状の形をしてお り、深さ80釦前後出会った。壁面は、柔らかいアカホヤで掘 りやす

くなっていた。以上のような条件のものは、調査時は根痕としていた。4区では2つ、5～ 7区では

14確認された。

3区

丘陵斜面の下に位置し、梅木原のほぼ中央にあたる。急斜面から緩やかな斜面に変化 した所で、丘

陵と3区の間に農道が走る。調査の結果、道路に面する部分はアカホヤ上層まで削られていた。第 3

区は、東側の丘陵から流れる緩やかな斜面上の遺跡である。

基本土層は同じであるが、高い所ほど土層は平地化により削られていた。黒色土層の上面は、耕作

時に半分は失っていた。東側は、すでにアカホヤが露出していた。

遺構

断面 3-1

西側壁から6m離れた所から斜面の段差が日視できた。その段差のある西面から、細か く分けられ

た層が黒色土層を切る形で確認できた。上面は削平されていた。隣接する畑とは石垣を組まれ、大 き

な段差があった。後に試掘調査で、隣の畑は大 きく削られて平地化されていることが分かつた。その

ため断面3-1の左以降は確認できなかった。ただ しNo。 2や No.3の ように溝状に上がってい く部分

もみられた。このことで丘陵から落ちて行った最深部とも考えられる。

土層では土層から土層までは薄い堆積層で砂利や鉄分を含む物で固く締められていた。この層につ

いて、第 6区で似た層が確認されている。

土墳 (SC3-1～ 7)

3区では、大土蹟 3基 と小土媛 4基確認された。小土墳は円・楕円で、最長1.5～ 2m、 幅50cmを

計る。 S C3-1を 中心に南側に集中して検出された。

SC3-1(第 ■図)

南 よりやや西から検出された遺構で 3区中、最 も状態の良い土墳であった。北西側にアカホヤの盛

り上が りが確認できたが、赤褐色上が下から確認できなかったので、土墳の捨て土等ではないと思わ

れる。
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第12図  3区焼土墳2実測図 (約 1/40)
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黒色土  光沢のある青黒色。しまりがなく黄色の粒子を着干含む
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SC3-3(第 ■図)

土羨3-1か ら南東約20mの位置で検出された。 3区中最も撹乱を受けていた場所で、上部は削られ

ていた。撹乱が激 しくて図化できなかったが、北側直 ぐに土娠状の遺構が確認された。北偵I壁 は固い

アカホヤ上層の赤褐色土に覆われ、南側壁は柔らかいアカホヤ上であった。

焼土 (SR3-1～ 4)

3区では、計 4基確認された。いずれも黒色土層中から確認された。北側西よりに3基、南側中央

に 1基、それぞれ 2群に分けられる。北側焼土は、断面図3-1付 近に位置する。黒色土層の高い位

置から確認できた。焼土の上面は、黒色土層中から染み状に確認できた。 3基中 2基は、直径50cIIl程

度の範囲内で集中し、黒色土層中のみ確認できた。隣のS R3-2(第 12図 )は、上部で拡散 して検出

できた。上部は染み状で確認されたが、下部では土崚状に検出できた。その直下、アカホヤ面から不

定形土壊が検出された。

南側焼土は単独で、 S C3-2か ら西 5m付近に位置する。アカホヤ層に近い、黒色上下層から検出

された。焼土はアカホヤ層まで掘 り込まれているため、焼土媛 と認められる。

2地点の焼土は、北側焼上が黒色土上面から、南側焼上がアカホヤ直上と、異なる面から出上して

いる。しかしほぼ同じレベルから検出されたことが、共通していた。

ビット群

合計925個、ピットとして図化 した。

4区

調査以前

4区は 3区の南方向、丘陵に沿つて登った地点、梅木原の中で最 も標高の高い位置の耕地である。

土地は北東から南東にかけて廷びる砲弾型で、面積約7431m2の 区画である。先端部以外、周 りとの段

差が激 しく立ち入ることが出来なかった。地権者の話では、1960年代に丘陵の尾根上の上を削って、

北側斜面を埋めて平地にしている。その際に多 くの上器や石器を見たという。元はいくつかの畑地だ

ったのを一つにしたという。道路側の北西斜面は一部 2段に構成されてお り、旧地形の畑地の名残が

あった。

調査区域の設定

試掘や表土剥ぎの過程で、上層に黒色土を辛うじて残 したアカホヤ面は、北東部側だけだつた。北

西と南西斜面は埋め立ての際に、上の流失を防ぐ目的の 2～ 3の段を形成するため大きく削られてい

た。これらによって大部分は遺物を包含する黒色土層が失っていることが分かつた。調査は当初の発

掘計画に乗っ取 り、北東部側のアカホヤ面による遺構検出と旧地形の復元に努めることにした。

調査の結果 (第 15図 )

重機による掘削の結果、北東部でも一部でアカホヤ上層が削られていることが分かった。遺構が残

る箇所は調査時、ブロックごとに aか らd区まで設定しておこなった。さらに南西斜面からも遺構 と

思えるものが検出されたので、 e区を追加 した。

遺構のほとんどはピットであった。計712個検出され、深さ lm以上あるピットも確認された。そ

の他に焼土壊、小土墳、陥とし穴状土媛、畑状の溝が確認された。

a区

4区の北東角に位置する。面積は約181ポ を有 した。地形は西から東に落ち込んでいく。機械痕は

なかった。遺構は表土から約0.5～ lm下から検出され、ピット群、小土墳、焼土墳、その他根痕、

いも穴等が出た。
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b区

北西と南西側を廃屋で挟まれた区画で、面積53ド を有 した。地形は北々東から南々西へ落ちていく。

機械痕はなかった。遺構は表土から約0.5～ lm下から検出され、ピット群、小土墳、焼土娠、その

他にいも穴等が出た。

c区

4区の南西側中央より、廃屋の南西隣に位置する。造成時に削平と埋め立てを多 くおこなった場所

で、急斜面上の区画である。面積は約174m2を 有 した。地形は南東から北西に落ち込んでい く。等高

線の高い場所程、撹乱が激 しい。遺構は表土から約0。 2～ 2.5m下から検出され、ピット群、陥とし穴

状土墳、その他にいも穴等が出た。

d区

4区の南東側、廃屋の南西隣に位置する。面積は約232ポ を有 した。地形は北西から南東へ落ち込

んでいく。遺構は表土から約0.5m下 から検出され、ピット群、焼土墳、その他にいも穴等が出た。

e区

畑状の溝で明記。

断面 4-8(第 17図 )

c区の南西壁を北西方向にトレンチを掘 り、下の段の確認をした。その結果、上段斜面から下段に

かけて、アカホヤ層が大きく削られていることが確認された。

断面 4-4(第 16図 )

4区の南西側、撹乱区域に位置する。撹乱区から隣の人工杉の間を経て、旧農道まで トレンチを設

定した。北西―南東方向に延びる。撹乱はゴボウの機械痕と農業用のゴミ穴があった程度で良 く残っ

ていたがアカホヤ層は複雑に入 り組み、赤橙色土はブロック状に分層された。斜面上に入るとアカホ

ヤ層はなくなり、浅い黄色上の層が基層となる。基本層の色合いは黒色土層の黒が基本であった。遺

構は焼土壊、ピットが 3～ 4確認できた。浅い責色土の面から掘 りこみが確認された。

断面 4-5(第 16図 )

断面4-4の北東側、13m先 に設定した トレンチの断面図である。畑地から旧道にかけている。土層

は基本的に断面4-4と 同じである。各層の基本色は黒色土層の黒だが、斜面では茶色が基本色 となる。

アカホヤは上面のみで、斜面は浅い黄色上になる。断面4-5か らも各層で遺構が確認される。土壊 1

はⅢ層 目をアカホヤを切った形で確認された。片側は掘 り形が良 く残 り、 2段で構成される。焼土城

はV層上を切った形で確認される。土崚 2は V層面から確認される。土墳 3は薄い黄色土の層を検出

面とする。

土境

4区では直径50cm、 深さ50cm程度の小土壊が 2点確認された。

焼土墳 (SR)4-1～ 3

SR4-1
a区北東壁際から検出された。黒色上が最 もよく残っていた箇所で、焼土も黒色土を掘 り下げてい

る途中で見つかった。50cmを 直径に拡散 していた。深さは1～ 20cm程度だった。

SR4-2(第 18図 )

b区南西側廃屋の壁際から検出された。黒色土と明確に分けることのできた焼土媛の一つである。

直下にピットがあり、流れ込むように焼上が分層できた。ピットは他と同じように黒色土で埋められ

ていたが、黒色土に明橙色の粒子が混ざっていた。
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SR4-3

d区の中央付近から検出された。黒色土は消滅 していたが、土壊はアカホヤ内にまで達 していたの

で下部が観察できた。最長70cm、 最短30伽 の細長の上墳に黒色土と混ざりあつたような焼土が確認さ

れた。

陥とし穴状土境 (ST)4-1(第 18図 )

c区の東側、廃屋から西 5m程離れた場所から検出された。長軸を北東―南西に向ける。横1.90m、

縦0.5m、 深さ0,7mと なり、堆積0。 665m2を 計る。横 :縦 :深 さの比率は、約 4:1:1.51こ なる。北西

側の横壁は耕作機により崩れがあったが、比較的残 りは良好であった。埋土は黒色上で、黄色粒子の

混ざり方に3つ には分層することができる。

平面は縦がやや膨 らみをもった長方形となる。横壁はほぼ垂直に落ちていくが、縦壁はハの字型に

開いていく。北東側縦壁は真っすぐハの字型に落ちていき、下部で調整気味に垂直に落としている。

対 して南西側はアカホヤ層ではほぼ垂直に落としていくが、牛の怪層からえぐるように中に入つてい

く。底部は凹凸はあるが、ほぼ平面に削られていた。また直径15伽、深さ18cmの 小ピットが横壁に平

行 して 4列、縦壁に平行 して 2列検出できた。さらにS T4-1周辺にピットが多数検出された。直径

15～ 40cll、 深さのピットが周辺にある。

畑状の溝 (第 19図 )断面図 4-2、

遺構は e区全面から検出された。上層の黒色土は畑地造成時に削減されたおり、検出はやや削られ

たアカホヤ面となる。 e区 は4区の南西側に位置 し、北東側遺構から約70m離れている。横約55m、

縦約6.Om、 面積約340ポ を計 り、横軸を平行に南西に下がつていく斜面上の区画である。

畑状の溝は幅約50cul、 深さ3～40cmを 計る。断面はU字、V字など一定 していなかった。等高線に

沿って、北西―南東を軸に廷びてい く。両端はそろえた形で終わっている。最長が42mで、最短が

5,5mを 計る。坦土は黒色土だが、ピットや土壊な入る黒色土 とはやや目立って黄色の粒の混在があ

った。遺構の掘 り形となるアカホヤの土は、根痕に見られる柔らかい上であった。また北西側中央に

土娠4-4が検出された。直径約 2mを 計る不定の円形土壊で、掘 り形は柔らかいアカホヤ上であった

が、中央にアカホヤ塊は見られなかった。

5～ 7区

調査以前

5～ 7区は4区の下の畑地で、2段 3面で構成されていた。5区は4区の直下の畑地の区域である。

4区 とは2m近い壁に隔てられ、アカホヤ層が露出していた。面積は約1494♂を有する。 6区は 5区

の隣、 4区の南東壁まで延長した区域である。 6区は4区の丘陵の廷長で先端部になり、地形上は段

丘から突き出た形になる。 6区北東壁は削平を受けておリアカホヤ層が既に露出していた。面積は約

3662♂ を有する。 7区は 5、 6区の下段の畑地で、上段 とは約 lmの高低差があった。 7区の下段の

畑 とは1.5mの 段差があり、壁面からアカホヤ層が露出していたため、 7区の状態が確認できた。こ

の壁面からは小林軽石層まで観察することができた。面積は3593m2を有する。

調査区の設定

5、 6区北東壁はアカホヤが露出していたため、両区のアカホヤ層が残る箇所で設定した。試掘の

結果北東壁から約 3m、 道路側北西部 3mを撹乱区であった。7区は道路側北西部が撹乱されていた。

5、 6区 と7区の間は段があったが、調査では段を取 り除き、最終的には同じ区画とする。結果 5～

7区の発掘面積は約6046m2を 有する。

調査の結果

5-7区は、ほぼ南一北に延びる長方形の形をする。黒色土層は南側は深 く、北にいくほど浅 くなっ
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ていく。ゴボウ機械痕は黒色土が浅い所でアカホヤ面まで達 した。 5区 は全面、 7区 は北側 4分の 3

撹乱 していた。 6区はなかった。

断面 1(第20図 )

6区 と7区の南壁にあたる。東一西方向を取 り、約47.75mを 計る。アカホヤ面の低い場所で、丘

陵上の端にあたる。基層は I層からⅣ層まで分けられる。

I層 は耕作土及び埋土とした。 I層は3～ 4層分層できたが、東端から観察できたアカホヤ面まで

達した土媛からビニール類が見つかったことで造成時の埋土とした。

Ⅱ層は、表土から0。7～ 1.5cm下 Ⅱ-8～ 27ま で分層できる。黒味のかかった灰色を基本色 とする。

l cm大のボラを含む。Ⅱ層はさらに上層と下層で分けることができる。上層は I層 によって削られて

いるが、上が東から西に流れていることが観察できる。 6区中央付近で6.5m幅で落ち込みが見られ、

下部で根痕が観察できた。ボラは若干含み、黄色の固い粒子が観察できた。下層はほぼ水平に堆積 し

ている。 6区 と7区の間、断面図の中央付近が特に細かな分層となった。ボラを多 く含む。砂質や硬

質、白色の層が 5～ 10釦の間隔で観察できる。西方向の 7区端に移ると、Ⅲ層は大まかな層が、細か

い層の下にくる形で観察できる。下層からは根痕も観察できた。

Ⅲ層は黒色土層になる。3～ 40cmの堆積 となる。Ⅲ層の上層から、赤味を帯びた黒色上の上質に近

い層が、Ⅱ層とⅢ層を明確に区切つている。若干ボラを含むのでⅡ層にしている。Ⅲ層は図面では単

層にしているが、上の密度や含有物等によってブロック状の分類が観察できた。遺物の包合はⅡ層と

Ⅲ層間、Ⅲ層上層に多 く集中した。また参考の 6区黒色土層平面図はこの付近である。

Ⅳ層はアカホヤ層になる。東端と西端の高低差が50cmと 緩やかに落ちていく。遺構面は根痕による

撹乱が観察できる。根痕付近のアカホヤ土は木痕に見られる柔らかいものである。根痕の埋土は黒色

の上に責色の粒子の混入率が高 く、複雑な混ざり方を見せる。上層の赤掲色土はブロック状に入る。

断面図から確認できる遺構はピットが 4、 土墳が 2である。いずれも埋土は黒色土に黄色の粒子が

混ざる。また赤褐色土もアカホヤ層に土娠状や根痕状に入 り込んでいるのが観察できた。

断面 2(第 19図 )

7区の中央と5区 と7区の境壁に、東北東―西南西を軸にする。長さ約67mを計る。断面図 1と 同

じくI～ Ⅳ層大別できる。

I層 は耕作土である。第 3層が第 4層 を切った形で入っている。また東北東端でアカホヤ層を切っ

ていることからI層は第 3層 までと考える。tt I-2、 3層 は造成以前の旧耕作土と思われる。

Ⅱ層は2層で構成される。 I層 に大きく削られていれば、断面図 1の Ⅱ層の最下層部にあたる。ま

た落ち込みが観察でき、遺構の可能性がある。第Ⅱ-5層は断面図 1の 第Ⅱ-24層 にあたる。

Ⅲ層は黒色土層になる。上下 2層 に分層できるが、断面図 1の Ⅲ層の様に複雑な入 り組みはない。

Ⅳ層はアカホヤ層になる。断面図 1か ら約2.5mの高低差がある。根痕による検出面の撹乱は見ら

れない。東北東端から約13mか ら上が り始め、大 きく削減を受けた約 4mの場所で急激に上が り、

4。5m先の 4区の斜面、 4mの高低差に連なる。

断面 3

5、 7区の北西壁、北東一南西を軸に長さ28.5mを 計る。アカホヤ面まで削平を受けていた。

遺構

5～ 7区ではピット群、25基の焼土壊、土壊状遺構、その他多数の木痕、イモ穴等が検出された。

ビット

総数3116基 のピット群が検出された。直径10～ 30cm、 深さ10～ 50cmを 計る。全て不定形の円形で、

任意に掘った様な形をしている。大部分が直下に落ち込んでいくが、Pl～ 4は斜めに掘 り込まれて
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いた。

土壊状遺構

1 集石土境 SC7-1(第 22図 )

7区の西側の壁の中から、重機による壁の掘削中にアカホヤ面から検出された。 5～ 7区の中央か

ら】ヒ西約27m先 に位置する。アカホヤ面のほta水平ラインに位置する。土墳から西側直ぐは下段の畑

地によって削平されている。周辺からは複数のピットも検出された。土壊の形は上部が長径約85cm、

短径約75cm、 深さ約16cmの 不定形の円形で、下部が長径約62cm、 短径約44cm、 深さ約37cmの楕円の円

筒形で、底は牛の歴まで達する。全体的に断面の形は漏斗型となる。

土墳内には大小 9個の石が詰められていた。石の特徴 として、石 (3)を 除き全て河原石であ り、ま

た石 (7)以外割れていることが挙げられる。被熟を確実に受けた痕跡が見 られるのは石 (4)石 (9)で あ

る。

石類の取 り除き作業から、 3段階に分けて積まれたと思われる。第 1段階は、割れた面を上にした

平 らな石 (1)を 土墳下部の底の角に置かれていた。中央に石の小片② が同じく底から見つかった。 2

段階目は石o～ ⑥が詰まれる。上面を揃えたように置かれている。石(3)～ (5)を 詰めた後、石 (6)を

詰めた形となる。石(3)は 石 (1)の 上に置かれている。平らにした割れ面を上に、長方形の石を立てた

様に詰めている。 3段階目は石(7)～ (9)が置かれる。石③ は石oの間を詰めた形で置く。石(7)は 2

段面の石の上に乗せるように置かれている。最後に石⑨が土壊の掘り形と石 (3)に合うように置かれ

ている。石の配置については、石 (1)～ (6)は土媛内に詰める様に置き、石 (7)～ (9)はその上に乗せる

様に置かれていた。

埋土は上・下部で様相が変わる。上部はⅢ層の黒色上に若干黄色の粒子が入る。下部の埋土は小さ

い土媛に石が鮨詰めに積まれている中で、隙間にまで黒色上が埋まっていた。下部土娠の壁や底は固

い暗褐色の上で覆われていた。黒色土は基本的に石の間を詰めるように堆積していた。上壊内埋土に

は、わずかな災化物が含まれていたが、焼土はなかった。ところで石(1)は最長50伽、断面直径22cm

を計る川原石で、梅木原遺跡の中で最も大きな石である。他の石と違い、土娠内では埋土によっても

位置の安定が保たれている (断面A)。 上部はⅢ層から検出される。そのため土壊の上面はアカホヤ

面より上とも考えられる。また割れ面を上に置かれているが、その割れた一方の石は、同じ7区南東

約30m離れた位置からⅢ層最下部Ⅳ層直前からから検出された。割れ面を下に置かれており、一方向

から圧力がかかり割れた痕跡が観察できた。石④ も一部薄片が接合できた。

以上の様に、土壊内から9個の石が検出されたが、縄文時代の層に顕著な集石土媛とは違う。ほと

んどが,可原石で、それぞれ色や質が異なるものであった。梅木原周辺から、河川の氾濫による層は見

つかっていない。他所から持ちこまれたものと考えた方が自然であろう。石(1)が土媛内に埋設か、

土壊上に露出か不明だが、 2段階以降は意図的に埋められたものと考えられる。土娠自体に熱を受け

た痕跡は見当たらない。さらにほとんどの石が割れた状態であったが、被熱によるものや石器を製作

するための人為的な打痕は観察されなかった。しかし一部で接合できる石が遺跡内から検出されたこ

とは、同遺跡内に持ちこまれた以降、「割られた」と考えた方が自然で、ある目的を持って集められ

ていたことは十分考えられることと思う。

2 陥とし穴状土墳SC5-1(第 24図 )

S T5-1は、 5区の北西壁ほぼ中央から検出された。横1.48m、 縦0.44m、 深さ0.51mを 計る。縦

壁、横壁は垂直に落ちていき、V層面を底にする。底は平らに整形されている。長軸を北東―南西に

向ける。縦がやや膨らみをもつ角柱型の土壊である。横 :縦 :深 さの比率は約 3:1:1と なる。体

積は0.33m3を 計る。埋土は黒色土が基本で部分的に黄色の粒子が入る。底から3つのピットが長軸に
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合わせて等間隔で検出された。直径 7 cm、 深さ22cm、 25cm、 37cmを 計る。断面は逆茂木形になる。ピ

ットの埋土は責色の粒子を多 く含む黒色上が入る。

3 井戸状土渡 SC6-1(第 25図 )

S C6-1は 5区 と6区の間、断面 2を取 り除いた後検出された。平面横 1,25m、 縦0,74mを計る長

方形に近い形をする。長軸を北東―南西に向ける。縦南西側は直線に切られ、北東側は膨 らみをもっ

て切 られている。

深 さは 5m以上を計る。縦南西壁 と横両壁は約 0。92m下 まで垂直に落ちる。対 して縦北東壁は約

80° の傾斜で南西に下がってい く。途中 3カ所、約1.22m下 と約2.22m下、さらに約2,96m下 に足場

状の段がある。 1段 目と3段 目が広 く、 1段 目はここを足場の様にして南西壁も約80° の傾斜角で南

西方向に入 り込んでい く。南西の壁体は崩れやす くなっていた。1段 目の段から平面形は楕円となる。

3段 目の段は楕円の底をしてお り、ここから約60° の傾斜角南で西方向に入 り込んでいく。平面が直

径37cmの ほぼ円形で、人が入れる幅ではなかった。

埋土はⅢ層の黒色上で部分的に責色の粒子が混入する。 しかし1段 目の足場状の段から様子が変わ

る。南西側の壁体は黄色 と黒色の混在上が10～ 15cm厚 さで張 りついていた。また 2段 目の足場状の段

下からⅥ層の河ヽ林軽石層になるが、微妙に水色のかかった白色のシル ト質の上が、土墳表面を覆って

いた。底にあたる 3段 目の足場状の段には、10～ 15cm程度堆積 していた。 3段 目足場状の段から下は

空洞になっていた。基本層はシラスとなる。 3段 目から深さ約 3mの所まで確認できたが、以降は再

び堆積 していた。埋土はシラスと多少の黒色土 と思われる。

以上の観察から、 SC併 1は 3つの段階があったと思われる。 1段階は 1段 目の足場状の段 を底と

して、楕円状の長方形型をほぼ垂直に掘 りこまれている。 2段階は 3段 目の足場状の段を底 として、

横 に約0.3m程ず らした位置で掘 られている。 3段階は 3段 日以降の管状の上渡が奥に延びてい く。

このことは埋上の状況からも分けることができる。掘 り形 と埋土の状況から、 1段 目は人為的なもの

で、 2段 目は人為的なものだが半ば崩れた後埋 まったものと思われる。そして観察上洞窟に近い形か

ら3段階は自然に空いたものと考えられる。自然に空 く現象は、第 1に水流が予測できる。

SC6-2(第 25図 )

SC6 2は S C6-1か ら東へ約5,7mの場所から検出された。アカホヤ面撹乱に近い所で、急斜面

直下に掘 られている。南々西―北々東を縦軸 とする約2.48mの長楕円形の上墳である。長楕円形だが、

北々東側から約35° の傾斜でU字型に下がってい く。北々東側から距離約1.66m、 深さ約0。92mの所

で傾斜約80° となる。傾斜の変わり目にはSC6 1と 同じく足場状の段が見られる。

南々西側は始めから傾斜約■0° で下がってい く。 SC併 1の ように壁体は崩れやす くなっている。

途中で段があるが、突出部である。深さは約2.14mを計る。平面を円形に落ちこんでい く。 しかし下

部にい くほどいびつになっていく。底部分は南方向に入っていく。大人一人がしゃがんで入れるくら

いの空間となる。

埋土はⅢ層の黒色土に黄色の粒子が混ざる。南々東壁体及び底は黒色土と黄色上の複雑な混入土で

覆われている。

以上のことからSC併 2は長い楕円形の一方のみを深 く掘っていることが特徴で、それだけではS

C3-1と 同形態である。しかしSC6 2は直径約90clnの 円形の土娠に補助のような形で斜めに切 り込

みをいれた土壊 と思える。また立地は4区の尾根部に上が り始める所で、長軸を等高線が上がってい

く場所にほぼ合わせていることも特徴 として挙げられる。

SC5-1(第 23図 )

SC卜 1は 7区の北東側ほぼ中央に検出された。南西方向に緩やかに流れていく、ほぼ平地形にち
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かい場所 に位置する。アカホヤ層から検出された。Ⅲ層は半分ほど削 られていた。長軸推定2.5m、

短軸約0.6m、 深 さ約0.16mの浅い不定形土壊である。大まかにすれば 2段 に分けられる土壊である。

埋土はⅢ層の黒色土である。特色 として、埋土中から多少の木炭を含む炭が検出された。焼土壊の部

類に入る。 しか し他の焼土羨 と違うのは、唯一本炭が確認されたこと、焼土墳のように焼けたような

赤い土が含まれていないことである。

焼土渡

SR5-3(第 23図 )

S R5-3は 5区のやや北西より、北東壁側の撹乱面に近い所で検出された。Ⅲ層上部は削 られてお

り、耕作土を剥が した段階から確認された。Ⅲ層中から土媛状に黒色土と橙色上が混ざって入る。底

はアカホヤ面まで達する。東―西を長軸に約 1.6m、 短軸約0.6m内 に長方形に近い不定形に入 り込む。

断面図は橙色土の濃度で分層 している。ここから黒色土単色で占められ、橙色土が凹状に入る。さ

らに橙色土が下に流れ込むように入ることも観察できる。 しかし焼土羨の橙色上の密度は場所によっ

て異なるため、焼土壊の分層はその面に限ってのことである。

SR5-2(第 23図 )

SR5 2は 7区の北西壁角から検出された。アカホヤ面撹乱区に入 り、アカホヤ層に入 り込んだ部

分のみ確認できた。橙色土は北東―南西を長軸に約1.2mを 蛇行 して走る不定形土墳内の中央に入る。

ほぼ黒色上の混ざらない橙色土が確認された。

SR5-1(第 24図 )

SR5 1は 7区の南西壁から検出された。遺構の南西側は下段畑地によって消滅 していた。アカホ

ヤ面の撹乱区となリアカホヤ層に入 り込んだ部分のみ確認できた。 SR5 1は焼土墳中最 も広範囲に

橙色土が広がる遺構である。橙色土は土娠内のほぼ中央に集中しているが、粒子レベルまで見ると、

土崚内全域に広がっている。土壊は北西―南東を幅に約4,Omで北東側は消滅 し、南西側はゴボウの

機械痕のよって撹乱されていた。当初、竪穴の住居趾を予測 していた。しかし床面平面に近いが、複

雑に入 り組んでいたことで、上面がほぼ削られた土墳 (SC)と した。

橙色土は北を中心に濃度を濃 くし、南側にい くほど薄 くなる。最 も濃い部分にはピット上 となる。

土漿内からピット1つ、小土墳 1つ検出された。ピットは直径約53cm、 深さ約55cmで、橙色土はピッ

ト内に半分ほど入 り込んでいた。小土壊は根痕に近 く、枝状に入 り組んだ細かい部分まで橙色上が入

っていた。

断面図は橙色土の濃度の濃淡差で分層 している。特に集中している部分にアミ線を貼った。断面か

ら、橙色上の分層は交互に入 り組んだ複雑さを見せる。また濃度の高い赤上の断面両端は斜めからア

カホヤ面を切るように入つていることが観察できる。

この焼土墳からは焼土竣を切る形で、埋上を黒色土 とするピットが 2つ観察された。両ピットとも

深さ15cm程度の浅いものだが、大量に検出されたピット群の時期差を示す唯―のピットである。

SR7-1(第 27図 )

S R7-1は 7区南東側北東壁付近から検出された。長軸推定1.76m、 短軸約0.92m楕円形の焼土娠

である。最 も深い部分が約0。 18mで、最初に検出されたとき、小円だつたことから、断面レンズ状で

あったと思われる。 S R7-1か ら橙色土上面から礫および土器が検出された。多数の焼土壊から、赤

土埋土中からではないが、礫が伴う唯―の焼土壊である。

その他の焼土墳群

その他 5～ 7区から20基の焼土媛が確認できた。全てⅢ層の黒色土を掘 り下げている段階で、高い

位置から検出された。Ⅲ層中から検出される焼土媛は黒色土 との混在土で、最も橙色上の濃度の高い
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部分を中心とした。従って図化は観念的なものであ り、濃度に関係なく橙色土の広が りを線でくくっ

たものである。このことは断面図でもいえることで、土墳 という概念では捕らえにくい。しかしアカ

ホヤ層にまで達 している橙色土は、土娠内に入 り込んでいる。Ⅲ層上面から検出された焼土にも、土

壊はあると考えられる。

橙色土の広が りは精円形から長楕円が一般的と思われる。深さは10cm程度の浅いものから50cm以上

の深いものまである。

地形 (第 14図 )

検出の結果、 4区から7区にかけてのアカホヤ面上の等高線が確認できた。調査前の周辺踏査によ

って多 くの場所でアカホヤ層までの撹乱は予想されていたが、残った箇所 と削平を受けた箇所を結ん

で大まかな復元ができた。 4区北東 a区から7区下段 トレンチ南西方向まで順に述べていく。

a区は南西から北東に下がってい く地形で、 c区は北東から西に下がっていく。

b区は南から北に下がってい く。 a区 とc区の間は牛の腫層が出てお り、 a区 とb区の間もアカホ

ヤ土が大きく削られていた。このことからa区 とb区は尾根状の丘陵の両斜面にあたり、 c区 は丘陵

の尾根部にあたる。尾根は牛の圧層露出部分を最高所 として南西に下がっていく。この尾根は4区か

ら北西に位置する山頂から廷びる丘陵で、 c区からさらに d区 に下がっていく。

d区から南西以降はアカホヤ層の撹乱区域 として調査区域外 となった。そのため南西以降は大部分

が トレンチによる確認調査に頼った。前述のとお りc区は傾斜地の深部だが、隣に道路が走るため、

段差掘 りによって造成されている。そのため幸うじてアカホヤ面は残るが、上部の包含層は失ってい

た。その結果安全面 も考慮 した末、 c区南西以降もまた部分的な トレンチ調査で終了した。断面4-4
と5の調査 も諸制限からトレンチ調査になった。調査の結果、南西 トレンチは南東から北西に下がっ

てい く。等高線は c区 とe区 に接続する。斜面は南西方向に廷びてい く。南東 トレンチは北西から南

東に下がっていく。斜面は南西方向に延びてい く。これをd区 とe区 につなげてい くと、等高線はd

区の下方向に廷びる。 しかしe区 とトレンチの間は 6区造成時に消滅 している。

以上から両 トレンチは d区から続 く尾根の左右の傾斜地にあたり、撹乱区域は尾根部であったこと

を示す。撹乱区の トレンチ調査では南西側 e区寄 りから小林軽石層までの露出が確認された。このこ

とから撹乱区域は、かつては丘陵上に小高い丘があったと想像する。小高い丘は e区を斜面に北東か

ら南西に下がってい く。斜面は 5区北東側で結ぶことができ、第図の断面図からも確認できる。また

約3～40%の急な傾斜率を示 し、南西―北東を軸に廷びてい く。撹乱区から丘陵が南西方向と北東方

向に分かれて下がってい くと思われる。北東方面は 6区東北東域力Mヽ林軽石まで露出していたことか

ら分かる。

また調査区から道路を挟んだ畑地の北東角をグリット設定 した。グリッドは南西から北東に下がっ

てい く傾斜地で、北西―南東を軸にする。グリッドからはピット群や木痕が確認された。

グリッド周辺の確認調査で、傾斜地の上部はシラス層まで露出していた。このシラス層は4区から

南西方向にいく尾根部と考えられる。斜面南東方向は 4区の北西斜面の一部と結ぶ。 4区北西側斜面

は北西方向から延びてくることから、谷地形が形成されていたと思われる。

5～ 7区 は北西―南東に続 く尾根部を段に、 50/Oの緩やかな傾斜率で南西方向に流れていく。下段の

畑地は トレンチ調査で小林軽石まで削られお り、さらに調査区から約30m離れた下段の畑地の調査で

は I、 Ⅱ層下約 2mか ら傾斜率 10°/。 の地形が確認された。5～7区 と下段の畑地に大きな段差は確認で

きなかったが、5～ 7区 は南狽1に面 した広い面積のテラス状の地形であったと思われる。
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A

―-219.000

T4-9

1

2

3

4

5

6

7

耕作土及び盛土

明褐色土  やや明るい色をする。礫が着干混ざる。締まった粘質の上
黒色土   光沢性がある。良く締まった消質の上。微量に黄色の粒子が入る盛 本土層Ⅱ)

混在土   明るい色をする。黒色土や責色土が混ぎる

明褐色土  やや鈍い色をする。責色上や礫が混ざる

灰褐色土  鈍い色をする。礫が混ざる。締まらない粘質の上

暗褐色土  淡い色をする。礫が混ざる。締まらない軟質の上

明掲色土  やや明るい色をする。礫が混ざる。締まらない粘質の上

黄橙色土  やや暗い色をする。礫が混ざる。締まらない粘質の上

混在土   やや暗い色をする。礫が混ざる。締まらない粘質の上d日地形)

11 暗赤褐色土 暗い色をする。礫が混ざる。やや締まった粘質の上
12 暗赤褐色土 礫を多く含む。
13 暗褐色土  やや暗い色をする。締まった粘質の土
14 黒色土   光沢性がある。責色の粒を多く含む。やや締まった粘質の上

第17図  4区 トレンチ

８

９

‐。

―-221.000

―-220.000

-219,000

―-30-―
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213500-―

212.500十一

213500_

212500_

211.500 __

212.500_

211500__

耕作土及び盛土

黒色土  責色の粒が混ざる (根痕)

黒色土  鈍い色をする。責色と白灰色の粒子を含む。締まらない粘質の上

黒色土  やや鈍い色をする。責色の粒子を含む。良く締まった粘質の土 (土羨)

暗灰色土 暗い色をする。黄色の粒を含む。締まらない粘質の上

黒色土  鈍い色をする。責色の粒子を含む。締まらない粘質の上

暗褐色土 明るい色をする。良く締まった硬質の上 (基本土層Ⅱ)

暗褐色土 暗い色をする。砂礫のブロックを挟む。良く締まった硬質の上

暗灰色土 鈍い色をする。良く締まった硬質の上

褐色土  やや暗い色をする。黄色の粒子を含む。締まらない粘質の上

暗灰色土 鈍い色をする。褐灰色の大きな粒を合む。良く締まった硬質の礫層

暗灰色土 暗い色をする。良く締まらない粘質の上

暗灰色土 暗い色をする。褐灰色の壮を含む。良く締まらない粘質の土

暗灰色土 やや暗い色をする。多量の褐仄色の粒を含む。良く締まった硬質の礫層

暗褐色土 やや明るい色をする。灰色の粒を含む。締まらない粘質の上

暗褐色土 暗い色をする。灰色の粒を少量合む。締まらない粘質の上

暗褐色土 暗い色をする。薄く砂礫の層を挟む。良く締まった硬質の上

暗灰色土 やや暗い色をする。少量の灰色の粒と白色の粒子を含む。良く締まった硬質の上

-212.500

―-211 500

6

7

8

9

10

11

12

13

14

16

16

17

18

19 暗灰色土

20 暗灰色土

21 灰白色土

22 暗灰色土

23 暗灰色土

24黒色土

25 暗灰色土

26 暗灰色土

27 暗灰色土

28 黒色土

29 黒色土

30 暗灰色土

31 暗灰色土

32 暗灰色土

やや暗い色をする。少量の灰色の粒と白色、黄色の粒子を含む。

堅く締まった砂質の上

暗い色をする。多量の灰色の粒と白色、責色の粒子を含む。

堅く締まった砂質の土

明るい色をする。ブロック状に入る砂質の上

鈍い色をする。良く締まった砂質の上

やや暗い色をする。多量の褐灰色の粒を含む。締まった砂質の上

赤味のある光沢性の色をする。良く締まった粘質の上 (基本土層Ⅱ黒色土上層)

鈍い色をする。多量の灰色の粒を含む。良く締まった砂質の上

鈍い色をする。ブロック状に入る堅い砂質の上

鈍い色をする。ブロック状に入る堅い砂質の上。26よ りも竪い

光沢性のある明るい色をする微量に責色の粒子が入る。良く締まった粘質の

上 (基本土層Ⅱ)

光沢性のある明るい色をする。多量の責色の粒が混ぎる。根痕を含む。

良く締まった粘質の土 (遺構を含む)

やや淡い色をする。締まった砂質の上

淡い色をする。灰色の粒を少量含む。締まった砂質の土

鈍い色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上

4m

I   I

暗灰色土 やや暗い色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上

暗灰色土 淡い色をする。灰色の粒を多畳合む。良く締まった砂質の上

暗灰色土 明るい色をする。灰色の粒を多量含む。良く締まった砂質の上 (イ モ穴)

暗褐色土 やや明るい色をする。若干の灰色の粒を含む。良く締まった粘質の上

暗褐色土 明るい色をする。多量の礫が混ざる。良く締まった粘質の上                第 20図  6、 7区 南 1則壁 三上層 図
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耕作土及び盛土

褐色土  明るい色をする。礫を含む (1日 耕作土)

暗灰色土 鈍い色をする。責色の粒と白灰色の粒を若干含む。締まった砂質の上

暗灰色土 やや明るい色をする。灰色の粒を多く含む。良く締まった砂質の上

暗灰色土 やや淡い色をする。灰色の粒を多く含む。良く締まった砂質の上

暗灰色± 4と 同一。やや明るい色をする。灰色の粒を最も多く含む。良く締まった砂質の土

黒色土  赤味のある光沢性の色をする。良く締まった粘質の上 (基本上層Ⅱ黒色上上層)

暗灰色土 明るい色をする。灰色の粒を多く含む。良く締まった堅い砂質の上

暗灰色土 鈍い色をする。灰色の粒を多く含む。締まった砂質の上

暗灰色土 やや明るい色をする。灰色の粒を多く含む。良く締まった堅い砂質の上

黒色土  光沢性のある明るい色をする。微量に責色の粒子が入る。良く締まった粘質の上 (基本土層I)
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第21図  6、 ア区中央壁土層図 (T6‐ 2)

A′

―-37-― ^ヤーー38-―



A一

二 213.000

B′

―-213.000

=劉
3.000±

第22図  7区集石状土壊実測図 (約 1/20)

0              1m
i

:=213.000

些鰤3000

ど
―

　

＼
Ｅ

Ｂ
一

C

―-39-―



ｏ
ｏ
ｏ
６
″Ｎ
く
―
―

6   7   8

焼土墳 (SR5‐ 3)
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1 暗灰色土

2 黒色土

3 赤褐色土 (焼土)

4 赤褐色土 (焼土)

5 赤褐色土 (焼土)

6 赤褐色土 (焼土)

7 赤褐色上 (焼土)

8 赤褐色土 (焼土)

1 赤褐色

1 黒色土

2 木炭
3 黒色土

4 黒色土

鈍い色をする。灰色の粒を多く含む。
締まった砂質の上

光沢性のある明るい色をする微量に黄
色の粒子が入る。良く締まった粘質の

上 (基本土層Ⅱ)

明るい色をする。やや粘質の細かい粒
子。炭を僅かに含む

明るい色をする。黒色上が混ざる

明るい色をする。黒色上の割合が大き
やヽ

やや鈍い色をする。黒色上の吉」合力Mヽ
さい

明るい色をする。赤褐色上のブロック
やや鈍い色をする。黒色上の割合が小
さ▼ヽ

明るい色をする。やや粘質の細かい粒
子。(焼土)

光沢性のある明るい色をする。微量に

責色の粒子が入る。良く締まった粘質
の上

やや鈍い色をする。黄色の粒子が入る。
良く締まった粘質の上

明るい色をする。責色の粒が多く混ざ
る。締まった粘質の上

土城 (Sc 5引 )

第23図  5区焼土境 3、 2 土壊 1
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1 黒色土

2 赤褐色土 (焼土)

3 赤掲色土 (焼土)

4 赤褐色土 (焼土)

5 赤褐色土 (焼土)

6 赤褐色土 (焼土)

7 赤褐色土 (焼土)

8 赤褐色土 (焼土)

9 赤褐色土 (焼土)

10赤褐色土 (焼土)

11 赤褐色土 (焼土)

12赤褐色土 (焼土)

13赤褐色土 (焼土)

14赤褐色土 (焼土)

15赤褐色土 (焼土)

16赤褐色土 (焼土)

17 黒色土

18 黒色土

19黒色土

黒色土

黒色土

黄色土

明るい色 をする。微量 に黄色 の粒子が入 る。史 く締 まった粘質の

上

黒色土と赤褐色上の混在ほぽ均―に混ざる。

赤褐色土混在なし

黒色土と赤褐色上の混在赤褐色上の比率が高い

赤褐色土若子の混在はある

赤褐色土混在なし

4と 同じ

黒色土と赤褐色上の混在黒色上の比率が高い

3と 同じ

黒色土と赤褐色上の混在黒色上に赤掲色の粒子が混ぎる

黒色土赤褐色の粒子が若干混ざる

2と 同じ

3と 同じ

4と 同じ

2と 同じ

黒色土と赤褐色上の混在微量の炭が観察できる

とと同じ

やや鈍い色をする。責色の粒が混ざる。締まった粘質の上

やや明るい色をする。責色の粒が若千混ざる。良く締まった粘質
の土

鈍い色をする。責色の粒と白色の粒子を含む。硬めの粘質の上

責色土を多く含む。

明るい色をする。アカホヤ土
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第24図  5区焼土境 1 陥穴状境 1実測図 (約 1/40)
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1 黄橙色土

2 暗灰色土

3 暗灰色土

4 暗灰色土

5 暗灰色土

6 暗灰色土

7 黄褐色土

(基本土層Ⅳアカホヤ火山仄層)

硬質の締まった土。やや明るい暗灰色土。

硬質の締まった土。粒子を微量に含む。

硬質の締まった土。黄色と橙色の粒子を多量含む。

硬質の締まった上。粒子を微量に含む。

硬質の締まった上。責色と橙色の粒子を小量含む。

硬質の締まった層。白色や橙色の粒子の集まり。

(基本土層Ⅸ小林軽石)

ヽ
一 A′ 214000

6区井戸状土壊 大土境実測図 (約 1/45)

………A′

一 A′ 215000

」

■

ｌ

Ⅲ

Ｌ
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_A′ 214.000

0           1m

―

   |

― A

一 A'213500

光沢性のある明るい色をする。微量に責色の粒子

が入る。

良く締まった粘質の上 (基本土層I)

黒色土と赤褐色土の混在ほぼ均―に混ざる。

赤掲色土混在無し

黒色土と赤褐色土黒色上に赤褐色の粒子が混ざる。

黒色土と赤謁色土赤褐色の粒を多く混ざる

3と 同じ

黒色土と赤褐色土黒色上を多く合む

黒色土と赤褐色土赤褐色の粒を多く混ざる

芽
_A′

メ
'

_ A'214000

一―A′

A―

― A′ 213500

― A′

黒色土 やや明るい色をする。黄色の粒子を含む。締まった粘質の上

黒色土 ltい色をする。責色の粒子を多く含む。締まらない粘質の上

黒色土 明るい色をする。黄色の粒子を若干含むよく締まった粘質の

上

黒色土 黄色と黒色の上の混在根痕を含む。

黒色± 9と 同じ

第26図  6区焼土境 3、 ア、 4 7区焼土墳 3、 7

A―― 邪
　
　
　
ｍ

1 黒色土

2 赤褐色土 (焼土)

3 赤褐色土 (焼土)

4 赤褐色土 (焼土)

5 赤褐色土 (焼土)

6 赤褐色土 (焼土)

7 赤褐色土 (焼土)

8 赤褐色土 (焼土)

９
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一 A′ 213.500

1 黒色土

赤褐色土 (焼土)

赤褐色土 (焼土)

赤褐色土 (焼土)

黒色土

― A′ 212500

7-6

光沢性のある明るい色をする。微量に責色の粒子が

メ、る。

良く締まった粘質の上 (基本土層■)

黒色土と赤褐色上の混在ほぼ均―に混ざる。

黒色土と赤褐色土赤褐色の粒を多く混ざる

黒色土と赤褐色土黒色土に赤褐色の粒子が混ざる。
明るい色をする。黄色の粒子を若干含むよく締まっ

た粘質の上

一 A′ 213000

A __
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0              1m
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7区焼土境 5、 6、 1実測図 (1

諭
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第27図
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遺物

梅木原遺跡の遺物は土器と石器類で占められる。他は金属類が少量出土 した。時期は縄文時代から

近世にまで至る。出土した地区は、90°/O以上が 4～ 7区である。

遺物が出上 した層は第Ⅲ層の黒色土内からである。ただし4区のみ第 I層の耕作土および撹乱層か

ら採集される。観察から、縄文～歴史時代までの遺物全てが同一の層から出上 している。近世 。近代

は耕作土および撹乱層から取 り出された。遺物は第Ⅲ層の上部ほど多量の遺物が出上 し、下部にいく

ほど少量になっていく傾向があった。 6区 と7区からは第Ⅱ層にも土器が包含 していることが、断面

図 (第20図 )か ら観察することができた。第Ⅳ層直上には全 く遺物が見られなかった。遺構から出土

した遺物 もほとんど無い。数点のピットから、土熙馬片 と黒曜石の剥片が確認された程度である。従

って梅木原遺跡の遺物は4～ 7区に大半が分布 し、第Ⅲ層から掘 り起こされたものと耕作土から採集

されたものからなる。

土器は縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器そして近世 。近代 と思われる陶磁器が出土 した。量的

には土師器、縄文土器が最も多い。

石器は石鏃、石斧、石錐、石匙、石皿、磨石、敲石が出上 した。他に石類として、大量の焼礫 と剥

片、そして五輪塔の空風輪が出上 した。

金属類は貨幣とキセルが出土した。

その他に鉄屑が出上 した。

I 土器 (1～ 796)

礫を含む遺物の500/0程 が土器である。コンテナ20箱程度の量である。その内700/O以上が細かい小片

で出土 した。以下、出土した土器について概要をおこなっていく。

今回陶磁器類の図化は見送った。

土器の出土状況

土器は主に 6、 7区から出土した。 4区からは採取という形になる。道路を挟んで西側にあたる 1

～ 3区からは数十点しか出上 しなかった。 5～ 7区の中では、全体的に散布 していたが、南側壁から

20m離れた区域が集中していた。検出された層は第Ⅱ層下から第Ⅲ層上の0.5m程 の厚さに集中して

いた。アカホヤ層上層部ではほとんど出土されていない。第Ⅲ層を埋土とするピットやアヵホャ層上

の茶褐色土内からは3～ 4 cmの小片のみ確認された。

A 縄文時代の上器

梅木原遺跡から出土した縄文時代の上器は、コンテナ 3箱分程度であった。接合できる資料はなく、

大部分が土器片としての出土であった。形を復元できた資料は数点である。縄文時代に関する土器は、

大まかに文様や口縁部の形、そして調整によって分けている。I類からⅧ類まで分けることができた。

I類が最も多 く、他は3～ 5点 と少なくなる。以下これに乗っ取 り記述 していく。

I類 (1～ 133)第28～32図

長短の縦・横・斜の沈線文の組み合わせによって器面一帯に文様を施 している土器を集めた。曽畑

式土器を指す。図は基本的に文様 と口縁端部の形で分けてみた。始めにこれに従って分類を試みた。

個々の詳細は観察表による。
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1 回縁部～胴部周辺

I― a(1)

一点のみとする。4-a区から検出されたもので、削られたアカホヤ層と埋土の堺界から見つかっ

た。口唇部の形は不明だが、頸部から胴部の部分が残る。施文は裏面も施される。顎部の表裏面に多

重の刺突連点文を施しているのを特徴とする。胴部は縦列に横、縦の沈線を引く。連点文とともに粗

雑な施文をおこなう。

I― b(2)
一点のみとする。口縁部は一度内側に括れ、端部を外開きに折 り曲げて尖端を横に延びていく。端

部は裏面で段ができる。施文は裏面 も施される。文様は頂部上に刺突連点文を打ち、縦列に羽状文、

横の短沈線を裏表に引 く。

I一 c(3～ 8)

口縁部をハの字型に廷び、そのまま端部を尖らせる。端部は裏面で段をつ くる。施文は裏面も引 く。

頂部上に刺突連点文を打ち、表面は縦列に縦、横、縦、やや長目の沈線を引き、裏面に横沈線の上に

山形文を引 く。

I― d(9～ 13)

胴部からほぼ直行して延び、口縁端部を尖らせる。頂部の段が裏面や表面にある。施文は裏面も引

かれるが、(12)の ように条痕のような引き方も見られる。頂部の刺突連点文は上、表、裏と様々で

ある。表面は横列に縦、横の沈線を引き、裏面は横沈線のみ観察できる。

I― d'(14)

(14)は dの文様に近いもので、口縁端部を横に折 り曲げている。また裏面の施文に、縦の沈線が

観察できる。

I― e(15～ 21、 51～ 53)

その他一括となる。口縁端部まで、ほぼ直行又はやや外開きで廷びていく。端部は尖らせるものか

ら九いもの、そして断面角形になる。頂部の刺突連点文の間隔が、主に無 くなっているのが特徴であ

る。文様は (19)で は裏面の施文が消える。基本的に表裏に横の短沈線 と羽状文が引かれるが、沈線

が交差する粗雑なものもある。

I― f(29～ 30)

口縁部端部を下方に舌状に延ばし、明確な端部の段を外側に向けた形をつくる。端部の面には工具

の刺突面の広い面を取つたレンズ状の刺突連点文を斜方向に短い間隔で打つ。施文は裏面も引 く。表

面は横の沈線が引かれる。その下は (37)か ら縦の沈線が来ると思われる。裏面は I― cと 同じ文様

が来る。

I― g(31)

f類 とは異なる。端部を舌状に延ばして端部の面を広 く取ることなく、端部断面を角形に成形して、

外側に折 り曲げたのみの形をする。端部の面は f類 と同じ刺突連′点文が打たれる。施文は裏面も引 く。

表面は f類 と同じだが、横の沈線の間に 1条の縦沈線が観察できる。裏面は縦列に2条の押 し引き文

と1条の刺突連点文が引かれる。

I― h(32、 33)

(32)イよ (31)と ほぼ同じ形をするが、(33)は端部を外側に折 り曲げた形ではなく、開いた形をす

る。端部の面は f類 と同じである。施文は裏面も引 く。表面は横列に横から縦の沈線を引き、格子目

状の文様を引 く。裏面は縦列に3条の押 し引き文から横の短沈線が観察できる。
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I― i(40、 41)

端部の形が f類 と同じになる。端部の面は d類 に似た短間隔の刺突連点文を打たれる。施文は裏面

も引 く。表面は短 。長の縦・横の沈線を組み合わせた文様を引 く。この表面の施文を i類の特徴 とな

る。 (43)は縦列上を押 し引き文から始まっている。裏面には2条の押 し引き文が引かれる。

I― j(96、 97)

やや舌状に延びた幅広の端部をつ くるが、折 り曲げられることなく端部に延びていく。端部は刺突

連点文だが、棒状の工具とヘラ状の工具によって形が異なる。施文は裏面 も引 く。表面は c類の裏面

に似るが、山形文が 2条 となる。裏面は横の短沈線を引 く。

I― k(88～ 98、 95)

主にその他の形となる。端部断面は折 り曲がったもの、肥厚させたもの、直線的に廷びていくもの

と様々となる。

以上最初に口縁端部が残る土器片を集めることから始め、次に端部の形態の違いによって分けてい

き、最後に文様の違いで組み合わせていった。多少細かく述べてきたが、日縁部の端部の形は、 (12)

のように胴部から直線的に廷び、先端を鋭角気味にするものと (41)の ように胴部から一度折れ曲が

り、先端を角型にするものに大 きく分かれる。この 2群を基準に、九 くなるものや舌状に大 きく肥厚

するものがでてくる。曖味な土器片 も見られるが、前者は c～ e類 となり、後者は f～ k類 となる。

さらにA類 とB類を基準 として文様 も分けられる。文様の点から言えば、 I― a、 bの 2類を入れ

て 4つ に分けられる。 4類の共通点は口縁部裏面まで施文をおこなわれていることで、 (19)の 1点

のみおこなわれていない。 a類は胴部に見られる刺突連点文を特徴 とする。出土地点も含めて唯 1点

のものである。 b類は端部が残る。 c～ e類に入るが、口縁部に見られるクの字に打たれた羽状文を

特徴 とする。 c～ e類は縦列に一定の長さの横→縦→横の比較的単純な文様に対 して、 f～ k類は長

短のある縦・横線の組み合わせによる複雑な文様を引 く。 c～ eと f～ k類の共通′点は表裏に引かれ

た山形文が両方から観察されたことである。

2 胴部～底部周辺

主に前述の口縁部との関連性の薄いものは後ろの方へ置き、関連性があると思えるものは口縁部の

近 くに置いてある。ここでは関連性の薄い土器片を中心に述べてい く。

文様は胴部では、前述の縦・横の単純線 と組み合わせの線に加えて、縦線 と横線を渦巻き状に引い

た四角文と綾杉文が観察できる。

底部は弧を描 くものや折れ曲がる土器片を中心に集めた。主に横の沈線 と下から放射状に広がる沈

線が観察できる。

I― I(22～ 28)

主に縦・横の単純線を引 く。沈線の長さに統一感がなく、線の前後が消えるように引かれる。彫 の

深さもやや浅い。

I― ド (■ 0)

横→縦→縦の単純線 となる。沈線の引き方からc類に最も近いと思われる。

I― m (42、 44～ 50、 80～ 87)

主に組み合わせの文様 となる。口縁部の i類 と組み合わされる。薄手の器壁に彫の深い明確な沈線

を引き、丁寧に表面を撫でている。表面からは赤い朱のような色が観察できる。
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I― n(98～ 108)

主 に四角文 を引 く。しか し土器片の復元か らひ し形 になると思われる。図ではひし形 と捉 えている。

口縁部の j類 と組み合わされる。やや統一感のない器壁厚 にヘラ状工具によって、 I類中最 も幅の細

い沈線が引かれる。

I― n'(109)

同 じ四角文だが、沈線の太さを始め、大 きく異 なる。やや厚手の器壁に短い間隔で沈線 を引 く。そ

のために表面 に凹凸感がでる。線の重 な りがあるが全体的に丁寧な施文をおこなっている。

I― o(1■～11働

主 にひ し形文の変形である綾杉文 となる。断片のみで確認 されるために口縁部は不明である。 2～

4条の縦線 を軸 にひし形の線 を引 く。個体 によって引 き方が異なる。施文方か らB類に近い と思われ

る。

I― o'(55～ 71)

o類だが、小片と (70)の ように粗雑なものを集めた。

I― p(77、 78、 129～ 133)

主に胴部のその他 となる。全体的に彫の浅 く、条痕のように見えるもので、 (78、 133)の ように最

も粗雑な沈線 も含まれる。また (131)の ように弧を描 く沈線 も入れている。

I― q(114～ 120、 122、 123)

主に縦列を横の沈線からひし形文の変形 と思える三角文を引 く。

I― r(121、 124～ 128)

p類 に含 まれる彫の浅 く、条痕のようにも見えるもので集めた。

以上最初に器壁の文様 と施文の違いから分けていき、次に断面の変化によって分けていった。口振

部の分類 とは逆の方法でおこなった。

文様は主に4つのパターンからなり、それぞれ工具の違いや施文の工程に変化が観察された。形の

変化は、断面から直線的なものから緩やかに弧を描 くもの、そして大きく描 くものから折 り曲がるも

のがある。前者は 1～ p類 となり、後者は q～ r類 となる。

c～ eと f～ k類が主に口縁部の形態の違いによって分けたことに対 して、 1～ pと q～ r類は胴

部と底部で分けている。

3 土器の復元

以上の点から考察も踏まえて、土器の復元を若干おこないたい。

I類の土器は当遺跡において多 く出土 した土器であるが、全て土器片として出上 しているために接

合できるものがなく復元は容易ではない。土器片から、口縁部・胴部・底部の 3カ 所は分けることが

できた。 I類の上器の形は、曽畑式上器の典型的な形である深鉢型から外れるものではないと思われ

る。 3つ の部位の内、回縁部の器形の違いが観察できた。端部の形が大きく2つに分けられることに

述べたが、全体的に見ると、前者は張 りのない胴部から直行 した立ち上が り気味の形態をしていると

思われる。後者は口縁部を横に広がる形をつ くり、そして胴部は膨 らました形をつ くるものと直行 し

て底部にい くものがあると思われる。

文様は、概略すると、回縁部表で 9パ ターン (1、 2、 3、 12、 29、 32、 41、 88、 96)確認できる∝

胴部で大 きく4パ ターン (42、 109、 ■0、 ■1)、 底部で 3パ ターン (■ 5、 121、 126)確認できる。
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各部位のパターンは沈線の太さ等によって分かれ、さらに口縁部では端部の連点文や口縁部裏のパタ

ーンによって細か く細分される。

I類 (134～ 136)第33図

横方向の山形文を文様とする押 し型文土器である。施文状況と施文箇所によって 2種類又は 2個体

の上器と考えられる。

Ⅲ類 (137～ 139)第 33図

口縁部と胴部の間に斜方向に連続 した貝殻腹縁の刺突文を施されている。斜めの向きや間隔、長 さ

が異なる。形態は端部の先端を鋭角にする。口縁部を膨 らせるものと内湾するものに分かれ、器壁の

厚さがそれぞれ異なる。

V類 (140～ 159)第 33、 34図

形態によって大 きくまとめている。端部を角形につ くり、上に向かって平坦にする。口縁部と胴部

の間に粘土紐 を余分に付け加えることで、両者間に段を形成 している。胴部から直行すると思われる。

鉢形の上器類 と思われる。

V一 a(140～ 143)第 33図

浅い沈線を婉曲して引 く。そしてその円内又は円外に貝殻腹縁の刺突文を連続 して詰めてい くよう

に打ってい く。 (140)で は押 し引き文が観察できる。形態は胴部から外反気味に直行 していく。

V― b(144、 145)第 33図

浅い沈線を横方向に流水から波状に変えて引 くものと縦方向に流水状に引いていく。形態は端部に

部分的に突起部をつ くる。内湾 しながら直行 してい くと思われる。

Ⅳ一 c(146～ 152)第 34図

斜め方向から工具を刺突していき、横列に連続 した連点文を施文する。主に胴部と口縁部の堺 とな

る段の上側に施文されるが、段の有無が不明である。 (146、 149)イよ口縁部上に 1条 または 2条施文

されている。形態は付近を最 も肥厚させ、裏面をクの字に曲げて外側に直行 していく。端部は (149)

から山形の突起を連続 した 3つ まで確認できる。

V― d(153～ 159)第 34図

口縁部にやや浅い沈線 と押 し引き文を引き、図形的な文様を施文している。形態は胴部から内湾 し

なが ら直行 してい く。端部を平坦に成形 し、山形の突起を連続 した 2つ まで確認できる。

V類 (160、 161、 172～ 178)第 35図

胴部から内湾気味に大 きく開いて、口縁部を山形状に成形 している土器である。 (160)と (161)

は同 じ3区から出土 した同一個体又は同一形態 と考えられ、両者から胴部に擦消縄文と刺突連点文の

文様が見 られる土器である。胴部の文様体に違いが見られる。

V― a類 (160、 161)第 35図

口縁部はヘラ磨 きをおこない光沢をだす。口縁部の縁は 2条の沈線を引き、間に擦消縄文を施す。

胴部は口縁部との境から円錐形の刺突連′点文を施す。そして下に 2条の沈線を引き、間に擦消縄文 を

施す。

V一 b類 (172～ 178)第35図

胴部の文様体が残る。口縁部の残存からナデによる調整がおこなわれる。文様は刺突連点文 と沈線、

擦消縄文で構成される。刺突はやや深目の三角錐状、浅い球状、竹管状、串状の工具を使用 している。

沈線は (161)よ り幅広の施文をおこなわれている。
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Ⅵ類 (167～ 171)第 36図

口縁部をやや外反気味に開いていき、端部で直立する。V類 とは出土地区が異なる。施文は端部の

表面に2～ 3条の沈線を引 く施文 と調整によりそれぞれ異なる。 (169)は 端部下側に擦消縄文を施さ

れる。 (170)は端部に (169、 171)と 比べて、省略された沈線を引 く。口縁部は表裏にヘラ磨きを施

され、特に裏面は黒色の光沢をもつ器面となる。

Ⅶ類 (179～ 185、 220)第36図

沈線 とその間の擦消縄文による文様で構成する。主に胴部上側付近と思われる。形態から膨らみを

もつものと直線的なものに分かれる。 (184)は 2つの刺突が見られる。

Ⅷ類 (186～ 215、 237～246)第 36、 37、 39図

主に沈線、刺突文、条痕等の施文が観察できるが、上記の土器群 とは明確に異なる土器である。全

体的に厚 目の上器が多い。個体数が少なく、 1～ 2点の上器片又は 1個体である。概略で述べていき

たい。

(186)は Ⅶ類 と同じく沈線に囲まれた擦消縄文を施す。 (187)、 (188)、 (189)は条痕が施されてい

る。 (190)は 口縁部に胴部が入 り込む形で段をつ くる。回縁部は波状 となる。口縁部には山形に横の

沈線が引かれ、頂部には刻み目を施す。

(191)は 深鉢型の上器で全体の1/4程度の残存を残す。九味を帯びた体部を最高径 として顎部から

短 く直行 して端部で立ち上がる形をつ くる。口縁部は波状の形をし、肥厚 した端部をもつ。体部と口

縁部に欠損 しているが、左右に把手状の帯が付 くと考えられる。文様は顎部から口縁部に3条の凹線

を引き、体部に渦巻の沈線を引いている。そして把手の部分 となる貼 り付け部には、沈線による2つ

の文様がある。

(192)は頂部に九型の刺突連点文を打たれ、口縁部には横 と九の凹線を施 している。 (193)は 波状

の回縁部をする。頂部を軸に外側に張 り出した形をする。口縁部には横方向の凹線を引 くが内側に窪

んだ形をする。(194)は胴部付近 と思われる。やや幅広の浅い沈線を施文 している。 (195)は端部を

やや尖がらせ、頂部を凸の形で突起する。口縁部は下方向から円柱形の工具で刺突された連点文を施

し、その下に横方向の凹線文を施文する。(196)は横方向に凹線を引き、下に中央に突起が戎るよう

なパイプ状の工具で刺突された連点文で施文される。

(197)は 口縁部が立ち上がり、九味を帯びた端部をする。表面に浅く粗雑な沈線を施文する。(198)

は胴部に爪形のような弧状の線が並ぶ。(199)は胴部に浅く粗雑な沈線を施文する。(200)は横の浅

い沈線を引き、その間に擦消縄文を施文する。(201)は横に浅く細い沈線を引く。(206)は 厚目の胴

部に浅い沈線を鋸歯状に施文する。

(207)は 約1/3を 残して出土した。胴部と底部は接合できないが、同地点から検出されている。厚

めの器壁をした重型の土器となる。体部中央を14.7cmの最大径として、内傾しながら立ち上がり、口

縁部との明確な境をもたずに緩やかに括れていき、やや外反して端部に至る。端部は九味を帯びた角

形となる。底部は0.3cmの上げ底をする。内側は段つくらず、九味を帯ながら底の中央に至る。口縁

部には沈線と線刻による文様が施文される。縦の2条 と1条の線に長短の斜めの線刻を組み合わせた

図柄と、その間に2つ以上連続した2条の菱形の施文を残す。

(208)、 (209)は胴部を残す。表面に貝殻条痕が残 り、裏面は指で快るように強く撫でられている。

(210)は 胴部に刻み目の連点を施す。 (2■ )は胴部と頸部に突帯を貼 り付け、刻み目を施す。(212)

は九味を帯びた胴部に、横と縦の貼 り付け突帯を残す。(213)は立ち上がる口縁部の先端にやや幅広

の突帯を貼 り付け、楕円の連点を押圧している。(214)は立ち上がる口縁部の先端に突帯を貼 り付け、
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一部をさらに張 り出させる。張 り出した部分の端部はV字に切られた形で残 り、その形に沿ってV字

の線刻が残る。 (215)は 厚 目の胴部に条痕が残る。

(237)は 鉢形の土器になると思われる。全体的に摩減 している土器で不明な点が多い。形態は胴部

から浅い段をつ くり、やや外反気味に立ち上がる。口縁端部は角形に成形する。摩減 と欠損で不明で

ある。一部に突起物の貼 り付けと端部を内側に折 り曲げた箇所が観察できる。

(238)は外反気味に立ち上がる日縁部を羽状に成形 している。端部は九味を帯びている。頂部には

3条の短沈線を施文する。

(239)は 約1/2残る。横半分が削られた形で出土 した。口縁部から底部まで残った形で検出された。

底部からやや外反気味に立ち上が り、口縁部で僅かに内湾する。口縁部を最大径とする。底部は側面

を外側に張 りだし、厚 目にする。裏面は裏底偏平の薄い平底 となる。内底は体部から一度段をつくり

平坦につ くられる。口縁部は端部を丸味の帯びた角形をして、狽1面やや下に幅広の突帯を貼 り付ける。

突帯には貝殻腹縁を刺突している。調整は体部全面に貝殻条痕が観察される。

(241)は体部から口縁部まで、ほぼ直行 してタト側に開き、端部で立ち上がる。 (171)と 同じだが、

無文であり、ヘラ磨きを全面におこない、鋭角な削 りで製作 している。 (242)～ (245)は (239)と

同じく、ほぼ直行 して立ち上がる口縁部に突帯を貼 り付けている。いずれも無文となる。 (246)は 直

行 して立ち上が り、日縁部を肥厚 して段を成形している。

底部 1(216～236)第 38図

6区 と7区を中心に底部が100点近 く出上 した。体部及び口縁部と接合できたのは (239)の 1点だ

けであった。底部を分類する基準の一つにした。底部の分類にあたって、底部 1と 後述の底部 2に大

別 した。基本的に底部 2の厚底に対 して薄い平底のを、底部 1と している。 (239)は底部 1と なる。

底部 1は焼成が軟 らか く、色調は褐色で占めている。調整に条痕が観察できる。底部底の最大径は

12.3cmを 計 り、最小に5.5cmを 計る。

形態は底部から立ち上がり気味に外側に開いていく。 (219、 222、 231、 232)は 、(239)の ように

外側に肥厚する。底部は薄い平底となり、裏面は調整にナデがおこなわれる。(234)の ように土圧痕

を残すものもある。 (220)、 (221)の底は網代底となる。 (234)イ よやや厚底の底部となる。文様も若

千観察できる。(235)は やや肥厚した底部に横の沈線が見られる。(236)は 刺突点が打たれる。

B 弥生～古墳時代の上器

縄文時代の上器と同様に、弥生時代以降の土器もまた形式の分類を主としている。以下これにのっ

とり記述していく。

I類 主に突帯の付いた土器類

主に胴部に1～ 5条の突帯を貼り付けた土器が出土している。残存部位から考えても、器種の中で

最も多い数量となる。 a類からc類の 3つ に分けられる。形状から奏形土器と重形土器に分けられ

る。

I一 al 主に5条の実帯を持つ土器 (263～ 284)第 42、 43図

胴部に5条の突帯を貼 り付け、肥大した口縁端部を持つ土器を中心にまとめた。同じく底部を伴

うもの、または接合できる団体はなかった。甕形土器となる。

(法量)

検出された土器群の中で最大径約50cmを 計るもの (263)が属する。口径32～ 20cmま でを計る。

(形態)
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口縁部は体部から外側に折れた直後に肥大 した九い端部となる。体部は肩部から胴部にかけて残

る。丸味を帯び、張った肩部をつくる。最大径が肩部にくる。 I類中唯一、口径を上回る。

突帯は、残るもので 5条の多重の帯から構成される。体部最大径の辺 りを一番下にして、上部に重

ねて巻かれる。粘土紐は 3類の中で最も細いものを使っている。またヘラ状工具で左斜めに刺突され

た刻み目を持つものがあり、突帯の上部 (266、 274)と 下部 (281)に刻みロカ沫J突 される。

細かな点をみると、口縁端部や胴の張 り方等でそれぞれが異なる形をする。 I― a類は全てが肩部

の張った胴部ではない。肩部を張らない体部は、日径 と体部最大径が同じ程度となるもの (264)や

肩部がなく口縁部が最大径 となるもの (272等)がある。

帯状突起の位置も分けることができる。肩部の傾斜途中にあるもの (266、 312)や体部最大径から

下にあるもの (281)等がある。

(266)は 3条の突帯で構成され、胴部から肩部にかけて内傾 していく途中に貼 り付けられる。突帯

上部に違点が刻まれる。傾きから肩部から胴部にかけて大きく膨 らむ体部となる。 (267)は 肥厚 した

端部の下側に、棒状の工具で斜め方向に軽 く押圧 している。(269)は 口縁部と体部が残る中で口径 と

体部径の差があるものとなる。器壁の厚さから端部は肥厚 してなく、右上に短 く廷びた形となる。

(成形および調整 )

I― a類の甕形土器は体部を顎部までつ くり、外側に向けた口縁部 (264)を 、または直行 したも

の (267)を一度つ くりあげ、さらに太い粘土紐を巻き付けて口縁端部を形成する。粘土紐の太さが

異なるため顎部と端部の間に補助的に別の粘上を貼 り付けているもの (271)が観察できる。調整に

はナデがおこなわれ、肩部に膨 らみを持たせるために内側からの指押サエのあとがみえる。

突帯は粘土紐の中で最も細いものを使用 している。蔓状の紐を3本または 5本並べて貼 り付けてい

る。突帯の断面は、やや外側に張 り出した二等辺三角形となる。突帯の間隔が l cm前後と、狭い幅の

ため突帯間の調整は細い棒状工具によってナデ調整がおこなわれている。

I― a2(285～ 293)第 43図

ほぼ上に直行 した体部の横部に同じ厚さの粘土紐を貼 り付けて、突帯部としている。厚さから突帯

よりも口縁端部に近い。刻み目はない。体部の突帯は (173)のみ認められるが、後述の bl群 とal
群のように明確な突帯ではない。体部にやや膨 らみを持つ凸線となる。形態は a類 とb類の間で曖味

になっている。土器 (285)は 土器 aの (271)の 端部貼 り付け方が同じとなる。

以上のように土器 I― a類の概観をしてきた。全公的に肩部の張った体部が多いと思われる。(264)

や (272)の ように肩部の張らない伝部と、形態は甕形と董形の 2種に分けられるが、全体像が不明

なために分けることは困難であった。大型は壷形のみ構成され、小型に甕形が見られる。肥大された

口縁端部は、基本的に大型の上器にみられるもので回径力Mヽ さくなるにつれて肥大部分が縮小、又は

形骸化していく。このために口径の小さな土器 I― a2類 と後述の上器1-b2類は区別が困難とな

る。

I― b 主に口縁端部に突帯を有する土器 (294～ 331)第 44、 45図

底部からやや内湾気味に直行 して口縁部に至る。口縁部は端部に突帯を只占り付け、大きく肥厚する

形態と口縁部の突帯を基準としている。主に法量と成形によって大きく2種類に分けられる。
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I― bl(294～ 321)

(法量 )

口径35cul前後から、最小16cm前後までを計る。 b類の中で大型を含める。

(形態)

体部から内湾ぎみに直行する。端部に突帯を付け、横の頂部に刻み目を施す。最大径は口縁部とす

る。後述の上器 c群 と似たような、バケツ状の形をする。体部にさらに突帯を付け加える等のバリエ

ーションが見られる。体部は突帯の有無に関わらず、直行 して端部に延びていく。 I―bl類も同じ

く底部を伴うまたは接合できる個体はなかった。

突帯は l om程の紐状の粘土で、断面三角形を形成する。突帯の頂部には刻み目を施すものとされな

いものがある。b類の端部の突帯は刻み目が施されている。

(バ リエーシヨン)

bl類は日縁端部の突帯をベースに、体部の突帯と刻み目を組み合わせて構成されている。突帯の

先端は様々で、ほぼ横に向けているのがほとんどだが、上に向けて受部のような形をするもの (297)

や、下に向けるもの (295、 303)の 3つ に分けることができる。

体部の突帯は端部から0,3cln程 下がつた箇所に 1条 (298等 )と 、 4 cm程下がった箇所に2条 (297、

294等)の突帯が只占り付けられる。主に 1条の突帯 と2条の突帯、そして突帯のないものに分けられ

る。体部の突帯の代わりに、 2条のヘラによる横線が刻まれたもの (304)が見られる。

突帯に刻まれる刻み目は、断面が三角形となる頂部に刻まれる。やや間隔を空けて刻まれるものか

ら、狭い間隔で刻まれるなど様々である。主に口縁部の突帯は細 く、密に刻まれる。対 して体部の突

帯は広 く、間隔があまり統一されていない。また刻み目を刻まれるものと刻まれない突帯がある。刻

み目のある突帯は断面が主に台形となる。大型のものは主に刻み目まで刻まれるが、河ヽ型になる程刻

み目を省略されている。大型のうち (295)イま、 2条のうち 1条 しか刻まれてない。

(成形および調整)

一部でハケを使用 していると思われるが、内外をナデで調整されており、やや丁寧なつ くりをして

いる。しかし焼成は全体的に軟らかく、 (553)の み堅い焼成を見せている。

突帯部の貼 り付けは、突帯上下をナデて安定させている。貼 り付けにはやや粗雑さも見られ、特に

端部突帯の下部では粘土紐の線が残る箇所がある。突帯は均―して巡ってなく、やや波打つ様に巡る。

刻み目は細 く削 られた棒の先端 と、九または四角の削られた棒の腹部で刺突または押圧されている。

主に正面または右方向から刻まれている。刻み後は軽 くナデる程度で、刻まれた粘上の淳が残る。

I― b2(322～ 331)第 45図

口縁端部に突帯を持つが、土器 blと は様相の異なる土器を集めた。土器 blの突帯より太い紐状の

粘土を使用し、上面を平坦に仕上げている (322、 326)。 また突帯横は凹線を入れている (322～ 327)。

土器 (322、 323)は 口径23cm程の大きさを計る。小形の部類に入る。

以上のようにbl類は口縁端部および体部に刻み目と1～ 3条の突帯を組み合わせた土器である。

上器 (553)イ よ、この中で突帯と刻み目を最も多く施された土器である。端部の刻み目は深く、近い

間隔で刻まれており、丁寧におこなわれている。対して (312)等 の小型になると、刻み目は省略さ

れ、体部の突帯は 1条あるかないかとなる。従って大型から小型になるにつれて、刻み目および突帯

の省略化の傾向が強いと思われる。さらにb2類になると突帯の形も大きく変わり、肥厚した突帯の

端部となり刻み目の代わりに凹線等が引かれる。
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突帯は、特に体部のものは装飾的なものと思われ、同じく体部に突帯を持つ土器 a群の突帯、(332)

や (333)等 の大型の土器に関すれば、重量を支える機能的な要素を持つと考えられることからも比

較できる。体部の突帯は (258)等 に見られる帯状突起に近い。

土器 (553)は、また突帯端部を上向きにして口縁上部に窪みを入れていることも他とは異なる様

相を持つ。

また土器 blに は付着 した煤を観察できる (304等 )。 これは他の甕に見られる不完全燃焼による黒

色化とは異なる。

I― c 主に縄目状の刻み目突帯を持つ土器 (332～ 463)第 46～ 51図

縄 目に模 した 1条の突帯を体部に貼 り付けた土器を基準にする。主に外側に開きながら直行する円

筒形の部分を残す。 a～ c類中最 も大きな形態となる。

I― cl類

体部から口縁端部まで大きく括れることなく直行 していく。甕形の形態となる。

(形態)

I― c類は体部から外側に直行 して、端部に至る。形態は I― b類 と類似する。最大径を口縁部と

する。底部を伴う土器 I― c類は検出できなかった。従って (333)が高さ24.lcmま で復元できた土

器である。土器は突帯部を境に口縁部と体部を区切っている。体部はほぼ共通して突帯部まで垂直に

立ち上が り、突帯部付近でやや膨 らみを持つ程度で、口縁部までラッパ状に開くバケツ形をする。法

量は口径約14cmの 小型 (403～ 408)と 口径約20cmの 中型 (343～ 345)と 口径30～ 40cmの大型 (332～

342)に分かれる。また器壁の厚さと突帯の太さからは大中型と小型に分かれる。

(成形及び調整)

調整は内外共にハケで調整される。外面は口縁部を中心に横から左斜め方向に調整され、端部でナ

デ消 しされる。内面は横方向に均整の取れたハケ調整 c―②がおこなわれ、ユビ押さえ c引③がおこ

なわれる。

(口縁部)

突帯から上部を回縁部とする。 3 cm前後と10cm前後の短】こと長腫に分かれる。基本的に外側に開い

ていくものだが、土器 I― cの違いは主に口縁部で観察できる。突帯を境に形の変化が見られる口縁

音呂 (332、 333等)と 、体部の延長上的な口縁部 (334、 348等)の 2つ に分かれる。さらに内湾 して開

いてい くもの (333、 336)と外反して開いていくもの (332、 334)に 分かれる。口縁部高は3～ 10cm、

直径23～ 41釦 を計る。端部は九および丸味のある角形の単純な形で、歪みが見られる。

(突帯部)

口縁端部から下に 1条貼 り付けられる。紐状の粘土を巻き付け、指で断面三角形に形成 しながら器

壁に安定させる。紐状粘土は大いものと細いものに分かれるが、前者が多い。 (344)の 様に、突帯の

大さと土器の法量に比例関係はない。帯の上下はナデまたはハケで調整 し、その後ヘラまたは棒状の

工具で一定の角度と一定の間隔を保ちながらエグリを入れていく。刻み目には布目状の痕跡を残すも

のと無いもの (395、 399等 )に分かれ、角度には右斜めに刻まれるものと垂直に刻まれるもの (398

等)に分かれる。全体的に布 目状の痕跡を残 し、右斜めに刻まれた突帯が多 く、後者は例外的である。

また垂直に刻まれた突帯の上器 (398)は 他よりも肥厚 した粘上に、太目の棒状工具を使用 している。

突帯を貼 り付けた土器の部位は突帯が補強の役 目を果たしているものがある。しかし突帯部分周辺

の上器の巻き上げ痕が残るなどの粗雑さが観察できるものがあり、突帯によって被熱に差ができ、安

定性が無 くなっている。破損 した c類の大半は突帯部で割れている。
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I一 c2類 (409～ 417)第 50図

突帯部を境にして体部と口縁部を明確に括れる。体部からほぼ直進 している土器 alに対する。

体部と口縁部の境界で大きなくびれを持ち、 くびれ部に刻み目の突帯を貼 り付ける。胎土や色調は

土器1-cと 変わらない。口径13～21cmを 計 り、括れ部は14cmを 計る。法量は中型になる。調整もま

たハケを主体としている。突帯の貼 り付け方や布を巻いた棒状工具による刻みは同じだが、突帯の刻

み目は1-cl類 の持つ刻み目よりも横に刻むため、一単位が細長 く施文されている。

口縁部は (409、 413、 411)の 3つ と思われる。ほぼ直立 し端部でやや内湾する (409)、 大きく内

湾する椀形をする (413)、 外側に廷びていき、端部でやや外反する (411)の 3つである。また突帯

と口縁端部が、つながる個体はない。しかし (409)と (410)、 (413)と (414)イ よ、部位が違うが、

同一と思われる。口縁部は短 く延びる。以上からI― c2類は小型の短腫壷と思われる。

以上回縁部や体部に貼 り付け突帯が見られる土器を見てきた。 a、 b、 c類の 3種に分けられ、そ

れぞれ甕形と重形が見られる。甕形と壷形の比率をを見ると、 a類は壷形が占め、boc類 は甕形が

占める。いずれも比率の高いものは大型を含み、技法も丁寧に成形されている。 a・ b類は小型にな

るほど粗雑になっていき、 a類 とb類の明確な分類が困難となる。刻み目突帯は主に a・ b類 とc類

で大きく分かれる。前者は肩部や胴部に貼 り付けており、突帯による体部の変化は見られず、後者は

突帯による体部の変化が見られる。機能的にも両者は異なる。構造上からもa類は突帯を軸に壊れや

す くなっている。色調は a類は暗褐色、 b類は灰白色、 c類は赤褐色を基調とする。含まれる胎土は

a類は透色の粒を多量に含み表面がザラザラする。 b類は茶色の粒を多量に含む。 c類は胎土が少な

く、表面を硬 くする。

I類 主に突帯のない土器群 (453～ 555)第 52～ 57図

体部から口縁端部にかけて短 く外側に開く、断面「ク」の字から逆の「 L」 宇形の上器を基準に上器Ⅱ

類 とした。調整、色調、胎土、焼成等に様々な違いが観察できる土器群である。図は主に調整と形態

を基準に分類をおこなった。主に甕形と壷形に分けられる。

正一 a類

主に体部から口縁部にかけて「ク」の字に折れる土器で、最大径が口縁部になると思われる。胴部が

余 り張らない。甕形土器となる。

(法量 )

口径は30釦前後で、口縁部高は 3 cm前後となる。ほぼ統一的な法量となる。 (466～ 468、 479)が 口

径17cmを 計る。 I類 と比較すると大型の小さい部類 と小型となる。端部と括れ部の差は1.4～ 3,Ocmを

計る。高さは体部を最大限まで残すもので22cmを 計る。

(形態 )

口縁部が外側に開いていくこと以外は、全体的な統一感は無い。回転台を使用 した様にバランスの

とれた土器 (453～ 467等)があれば、手捏状の不得手な指ナデ成形の土器 (484、 487等)も ある。口

縁部は 3 cm程 ほぼ直行 し、端部を丸 く成形する。Ⅱ― al～ 2類 もまた I類 と同じく底部まで残る土

器は見つからなかった。 I類のように体部まで戎る個体 もなく、大部分が口縁部付近しか残 らない。

体部まで接合できるものはほとんどない。体部最大径を残すものも無 く、わずかに (480)の み体

部最大径より下があった。 (490)は 口縁部の立ち上が り方や体部の形、色調に違いが見られ、前述の

突帯のある I類の形に近い甕である。

体部は九味を帯びているもの al類 (468、 486、 480等 )と 、ほぼ直行 して下に開いていくもの a

2類 (457、 475、 478等 )がある。さらに開きがなく真下に直行 してい くもの a3類 (496、 491等 )
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の 3つ に分けられ、「ク」の字から逆の「 L」 字となる。 al、 2類においては開き具合から体部の最大

径は口縁部の最大径を越えないと思われる。また同一個体 と思われる土器片は、九味のあるものは少

なく、偏平としたものが多い。体部は最大径を肩部とした長胴形と思われる。

a3類においては al、 2類土器と口縁部の形から様相を変える。器壁がやや厚 く、外面と内面の

口縁部の位置が大きく異なるもの (364等 )、 横に向かって大きく開くもの (494、 497等 )、 外面の口

縁部と体部の境が不明瞭なもの (473、 493等)な ど様々である。(501)は a3類の中でも形態を異に

する。端部は角形に成形 している。壁面を丁寧なナデ調整をおこない、口縁端部から体部まで均―の

器壁をつ くる。

(成形及び調整 )

調整は主にナデa一①とハケa引②の2調整で分けられる。

口縁部では外面を指ナデまたは横ナデと、横ハケに分かれる。そして内面は指ナデと、横ハケまた

はカキロに分かれる。

体部はタト面で横ハケまたはハケが施されているものが観察できる。内面に対 しては縦方向と若千の

横方向のハケと思われるが、強弱に違いがある。器壁の厚さを統一するように、大まかな壁面調整を

内面でおこなわれている。中には (478)の 様に削 り込むような調整も見られる。

前述 したが、同一の形態ではあるが、均勢の取れたものと手捏のようなものには、その趣に差があ

る。これは調整時において横ナデと指ナデの違いで分けることができる。さらに端部においても均一

感があるものとないものから、回転台の使用の有無も想定できる。また全体的にハケで調整された土

器Ⅱa類は少数で、ハケ調整を主とした土器 Ic類 とは反対に近い。土器Ⅱの半数は焼成が軟らかい

もので調整痕が見られないものもあるが、ハケとナデの調整の違いに形態等のつ くり分けは見いだせ

ないと思う。

以上 I類 に対する突帯のない奏は九味を帯びた体部から頸部で外狽1に折れ曲がる形をする。全体的

に、色調・焼成 。胎土からそれぞれイ回々 に異なる。

I b類  突帯を持たず、口縁部を外側に開く土器群 (504、 503)第 56図

全体像不明の土器をもって甕類 と壷類の識別は、事実上困難なものと思われる。前述の工a類では

最高径が口縁部を上回ることがないが、体部が九味を帯びて頚部で大きく括れているⅡ類をⅡbと し

て、壷形の土器 とした。口縁部から体部にかけて、大きく括れて「ク」の字となる。体部最大径が口径

を越えないⅡa類に対する。体部最大径が口径を越えたもの (504)。 また口径20cm以下となったもの

(503)を 壺 (2-b)と した。日径15cm前後の小型の壷となる。

以上Ⅱ類を概観 してきた。基本的に突帯のない土器群として総括 しているが、統一感がない。主に

成形の粗雑なものと丁寧に製作されたものに差が見られる。形態は肩部をやや上に置き、体部が張ら

ない形をする。壷形は少なく、小型のものしか見つかっていない。

Ⅲ類 特殊な形態をする土器 (255～ 262)第 41図

I・ Ⅱ類 とは形態の異なる土器群である。 I・ Ⅱ類 と比べて少数で、土器片で出土した。

壼と思われるのは (255～ 261)で ある。 (255～ 257、 269、 270)は 回縁部を残す。形態、調整、色

調など異なり、焼成が軟らかい土器が多い。

(255)は 体部と顎部が くびれる。口縁部はタト側に直行 し、さらに角度を曲げる。端部は九みを帯び

た角形となる。朝顔形の二重回縁 となる。 (256)は 口縁上部のみを残す。やや外反する口縁部から端
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部の下方に突帯をつけ、二重の縁を作る。 (257)は 口縁部のみを残す。顎部から外反して廷び、内側

貼 り付けでやや短 く内傾する断面クの字の二重回縁 となる。端部は角形となる。貼 り付け部分近 くで、

内外から摘まみを入れて外側に反るようにしている。 (257)は頸部のみを残す。三重の突帯が巡る。

(259)は 体部と顎部が明確に分かれてなく、頸部付近から垂直に立ち上がる。すぐに外反し端部に至

る。端部に一重の沈線を引 く。短頚重の形をする。 (260)は 口縁部を残す。体部から外反し、垂直に

立ち上がる。端部は外に突帯状に貼 り付けて、逆のL字状になる。長頸壼の形をする。 (261)は 底部

のみを残す。厚みのある逆台形の平底からさらに外側に広がっていく。内部には段を形成 し、丸みの

ある底を作る。色調、焼成程度から (260)と 同一個体 と思われる。 (264)イ よ土器片である。ハケ調

整がおこなわれた後、器壁にヘラで線が刻まれる。土器は平板状であり、上下の確定はできない。線

刻は大線、細線の二種に分かれる。細線は途切れ途切れの細さとなる。

以上主に口縁部に特徴がでている土器である。長睡から短に とそれぞれが個々に異なる。口径は17

cm前後を計る。

底部 2(577～ 621)第 59、 61図

前述の底部と異なり、主に厚底 となる。底部 1と 比べると個々に細分できる。色調は赤褐色から灰

白色 と多彩で、焼成は硬 くしまっている。調整にはヘラ磨き等が観察できる。底部底最大径は10,Ocm

を計 り、最小径は4.4cmを 計る。

(形態)

形態は最初に I脚台無 し (577～ 609)と Ⅱ脚台付 (610～ 621)に大別した。そして次に底部底が a

平底 (577～ 584、 588～ 596、 600～ 609等 )、 B上げ底 (598、 615等 )、 C丸底 (609)に 分かれる。数的に

平底で占める。内側底は尖底または直径 2 cm程度の九底をつくる。

底部底から体部へ向かう形は、主に① 一度立ち上がり、外側に開くもの (577～ 596)、 ② 底部

底から外側に開き、折れ曲がってさらに開くもの (597～ 601)、 ③ 底部底からそのままタト側に開く

もの (602～ 609)、 ④ 底部と底に明確な境界がなく、九底に近いもの (609)、 ⑤ 底部底から内傾

し、くびれをつくり外側に開くもの (610～ 617)、 ⑥ 主に上げ底で杯の器台のような形をするもの

(618～ 621)の 6種に分かれる。

①の立ち上がり高は、底部底から少し立ち上がり、すぐに開いていくものから、2 cm程度立ち上が

って開いていくものとそれぞれの形をする。これは断面を観察すると、最初に底部を作る粘上の台が、

それぞれの厚さをしているためと思われる。このことは基本的に立ち上がり高が高いもの程、底部底

と内側底の差が開くことになる。

上げ底の中空部には底部径に対 して、 a 1/2以下の径を

b約 1/2の 径をとり、断面円錐形となるもの (604、 613)c

の (597、 598)お よび (618～ 620)の 3種に分かれる。

とり、断面角形になるもの (586、 587)、

1/2以上の径をとり、杯の器台に近いも

(成形および調整)

調整には外側が主にナデをおこない、内側は指押サエをおこなう。 (577～ 579、 616)イま外面に縦方

向のヘラ磨キがおこなわれる。 (615)は 指ナデ、接合の跡消 しにハケ調整がおこなわれる。

(583)等 には土圧痕が観察され、底部底は未調整と思われる。 しかし (578)の底部にはヘラによ

る線がみられる。また (589等 )の ように底部底から粘土淳がはみでてお り、軽 くナデて巻きこんで

いる。底部底を調整 してできた粘土淳と思われ、底部の裏側にもいくらかの処置が施されている。

底部は、紐状の粘土を渦巻き状に巻いていき、一重か二重にすることによって高さを調整 している。
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渦巻きの痕跡は (585)で観察できる。 (607、 608)イま焼成時に側面が剥がれたと思われる。ところで

底部底は主に平底 と中空の上げ底がみられるが、上げ底 aの中心部の粘土を省略 したものと思われる。

(586、 587)省略部に対 しての断面を角形にある程度調整がされるが、 (585)は 未処理である。対 して

上げ底 bは同じく省略によるものか不明だが、ナデによって丁寧な円錐形にして、意図的ものに仕上

げている。

製作法は①～⑥ ともに同じと思われる。③、⑥は別に台を作ってから、合わせていることが (618)

から観察できる。底部底から開く角度もそれぞれ異なる。傾斜をもって上がっていくもの (578、 606

等)や横に広が りを見せるもの (599等)に分かれる。

以上底部 2を まとめてきた。基本的に底部 1と 異なる底部としてまとめている。底部 1と 異なる点

は統一感がなく、個々に細分できる。主に底部と体部を明確に分ける平底 となる。 (609)は 九底とな

り形を異にする。

形状や技法面等からみても、同一遺跡出土という性格からも I・ Ⅱ及びⅢ類の甕形土器や壺形土器

の底部になると思われるが、 I・ Ⅱ類の個体数に対 してバリエーションの多さと個体数に差がみられ

る。 (577)等のように、口縁部を中心とする I・ Ⅱ類では観察されなかったヘラ磨キの調整が観察さ

れ、決定的に組み合わせることはできない。底部 (599)は (261)と 類似する形をする。また法量面

からも口径が20～ 40cmと 大/Jヽ20cmの格差があるのに対 して、底部径 4～ 7 cmと 大刻ヽ 3 cm程度の格差し

かないことから、土器の大きさにかかわらず、底部径はほとんど変わらないことを示す。

Ⅲ類 高杯 (622～ 662)第 62、 63図

高杯は土器群の中で少ない数量で検出された。残存は杯部、脚部である。杯部と脚部で接合できる

ものはなかった。また脚部の端部も確定的な資料が確認できなかったため、図化を取 りやめた。杯部

の端部の上器片は主に上器 I、 Ⅱに対 して器壁の薄い土器を選びだした。

(法量 )

付部は口径20cm前後、器高 8 cm前後を計る。脚部は接合部の口径 4 cm前 後を計る。脚端部は不明で、

脚部の形態から様々な法量をだすと思われる。

(形態 1)杯部

杯部では端部から杯底部まで復元できたものが 1点 (622)、 ほぼ完形に近いものが 1点 (623)が

確認できた。杯部と脚部の接合が確認できたものは3点 (624等)である。

杯部は I 体部と底部が明確な境界をつ くるもの (622)と 工 つ くらないもの (624)と なる。少

数なので個別にみていく。

(622)は 杯部 Iに なる。脚部の接合部からやや外反気味に廷びていく底部をつくり、体部下で内傾

する段を形成する。体部下から端部にかけて外反して廷びていき、端部を丸味の帯びた角形を形成す

る。杯内部は外部の曲線に沿った格好でつ くられる。そのため器壁の厚さが一定している。底部は中

心部から上っていく形をして、体部は外側と平行 して外反しながら上がっていく。杯部と脚部の接合

面は均勢の取れた箇所にある。

(623)と (624)は杯部Ⅱになる。高杯 (623)は 脚部の接合部から内湾 しながら口縁端部に延びて

いく。底部と体部は、九味を帯びて曲がっていく。明確さはないが、体部と底部の境界を形成する。

内部は高杯 (622)と 同じ形態をする。ほぼ平底に近い底部から明確な境界をつ くって端部までやや

外反 して延びていく。外面とは断面で平行線をたどらず器壁の厚さが不安定となる。脚部の接合部は

中心からずれている。高杯 (624)イよ内部が九底 となると思われる。
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(形態 2)脚部

脚部は主に杯部の接合面から残 り、脚の端部まで残るものはない。個体数は少ないが成形や調整、

色調等でそれぞれ違う。割面の観察からになるが、脚部は、 I 下部で大きく曲が り胴部と口縁部を

形成する (624、 650等 )、 Ⅱ 接合部から端部までほぼ直接廷びていくと思われるもの (652)イこ大き

く分別できる。数的に脚部 Iが占めていると思われる。脚部 Iで は高杯 (624)が接合部から広がり

をみせながら、4.5cm下 まで下がつた箇所で大 きく外側に開いてい くと思われる。脚部の中で唯一、

直径0.3cmの 円形透かし孔をもつ。高杯 (654)イ よ胴部下に膨 らみを持ち、口縁部と胴部にくびれをつ

くる。高杯 (655)イ よ接合部からやや膨 らみながら直下に下がつていく。そして胴部で大 きく曲がる

ものと思われる。脚部 Ⅱでは高杯 (652)接合部からラッパ状に開いていき、胴部と口縁部に若干の

変化をだす。

(成形および調整)

高杯は杯部と脚部の接続法に違いをみることができる。成形 I 円錐型の中心軸をつ くり、最初に

杯部を円錐形の広い部分が内部底になるように巻き上げ、別に製作 した脚部を円錐形の先端部にはめ

込む。そして体部と脚部の接合部を別の紐状の粘土を貼 り付け、継ぎ目を消 していく作業をおこなっ

たと思われる。高杯 (622～ 626)に この技法がみられる。成形 I Iの 円錐形粘土を軸につ くられて

いないものとなる。杯部と体部をそれぞれ製作 し、軸なしで直接貼 りつけたと思われる。高杯 (645、

647)等 にみられる技法で、中心部に直径0,3伽程度の刺突がみられる。中心の基準にされたと思われ

るが詳細は不明。

調整には個体によって異なる。杯部 (622)は 内外を横ハケで調整される。杯部 (623)はハケをお

こなった後、適当にナデ消シをおこない、最後に縦方向にヘラ磨キを数条引いている。内面には全面

ハケ調整がおこなわている。脚部 (653、 652等)は縦方向ヘラ磨キが施される。脚部 (655)イよ横方向

ハケが施される。

以上高杯をまとめてきた。確認される個体数は少なく、それぞれが個別の成形がみられる。高杯を

分けるには主に杯部と体部の接合の方法と思われ、成形 Iと Ⅱと分けてみた。Ⅱは Iに対 して省略し

たような製作になる。見た目上、厚い円錐形の粘土をつけることによって重心を中心に集めることは、

安定性をだす。さらに高杯の最も弱い部分である接合部の補強にも役立てている。しかし実際には焼

成面で軟 らかいものが多 く、高杯 (625)は パーツがきれいに剥がれた形で検出された。

高杯と思われる土器について

高杯 と思われるものが数点出上 している。個別に観察していく。土器 (657)は口径6.7cm、 高さ4,4

cmを計る。摩滅 しているために杯部との接合は不明である。中央にO.6cmの孔が空いている。成形 I

の被孔部は径2.Ocm前後を計 り、成形Ⅱの被孔部は0.6cm前後を計る。高杯ならば成形 Ⅱに近い。土器

(656)は やや内傾 しながら立ち上が り、口縁部で内側に引っ込む段をつ くる。直径4.4釦 を計る。接

合面は摩滅 している。段の側面には右斜め方向にヘラによる線刻の列点がみられる。高杯 (624)の

接合部にも似たようなものが観察される。土器 (660)イよ巻き上げ痕が全面に残 り、粗 くつ くられる。

外面と内面口縁部にはハケで調整される。破損面も堅 く焼成されている。 (660、 661)は割れ方から

脚の端部と思われたが、底部 2の 中空された脚台の平底とも思える。

V類 杯 (663～ 780)第 64～ 67図

杯類は小片を含めて甕類に続いて多 く出土した。完形品はなく、器高は不明。口縁端部から底部底

まで復元できるものは一点のみである。杯類では素焼きの上師器である杯 1と 内面を黒色に覆ってい
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る杯 2に大別できる。底部に対 しては高台を貼 り付けない底部 1と 高台を貼 り付けた底部 2に大別で

きる。杯 1、 杯 2は ともに底部 1と 底部 2を伴っている。また墨書土器 2点、ヘラによる記号が 1点

確認される。

V― a類 杯 1

杯 (690)

記録された杯身中、唯一完形が復元できたものなので表記する。口径 12.9cnI、 底部径6.7cmを 計る法

量に対 して、器高4,7cmを 計る。外面は底部を強 く指ナデすることで、底部底から一度立ち上が り、

高台の形をつ くりだす。O.6cm程上がった後、外側にくびれて内湾気味に上がってい く。口縁部付近

でわずかに外反 し、口縁端部を九 く成形する。

内面は底部底の中央を指ナデをおこない最も深 く成形 し、内湾 しながら上がる。そのまま口縁部ま

で至らず、外面の立ち上が りの高さに合わせた所で、底部と体部の境界を強く横なですることによっ

て水平の段のくびれをつ くりだす。体部中央付近まで外反して上が り、また内湾 して端部に至る。断

面から底部外側に向けて肥厚 して、体部中央で薄 く造形されている。底部底はヘラ切 り離 し後、ナデ

消 しをおこなわれている。内面は内側底の形で分かれる。

内面 1 内面底 と体部で大きく曲が り明確な境界ができる。内面底は平底、内面底中央を深部とす

る丸底、そして中央に人差 し指大のくぼみを入れた丸底及び平底からなる。

内面 2 内面底を深部として弧を描 くように口縁端部まで上がっていく。

底都 1(690～ 711、 725～ 731)第 65、 66図

高台を伴なう杯の底部で、底径は5,Ocmか ら8.Ocmの 間を計る。底部はヘラによる回転切り離しの痕

跡が残る。調整は内外とも横ナデをおこなわれ、一部指ナデがされる。横ナデ痕である凹凸を良くだ

すものとないものがあり、特に丁寧なものは布または革で横ナデされている。器形の変化は底部底か

ら体部へ向かい方で現れる。

底部 1-a(690、 694～ 698、 703)

底部底の横部を強く横ナデすることによって、底部底から立ち上がり、高台をつくったような形を

する。杯 (690)で はやや内湾して端部にいたる。体部と底部は明確ではなく、やや九まったもの

(690、 697、 698、 703)か ら底部から丸味を帯びて体部にいたるもの (694～ 696)|こ 分かれる。

内面は底部底中央を指ナデによる成形で窪みが入る (690、 694～ 696)。 最も薄いもので0.2cmと な

る。さらに底部と体部の間を横ナデによって窪みを入れている。体部の接合付近を肥厚させて、口縁

部に廷びていく。また同じく底部底中央を最深部とするが、0,4cm以上の厚さとする (697、 698、 703)。

前者のように凹凸による変化はみられない。

底部 1-b(692、 693、 705、 725～ 731)

回転台から切り離した後、横に飛びでた粘上の淳を切り取らずに、外側に巻き込み、横ナデ処理で

終えている。場所によって円盤状の低い高台を貼 り付けたように見える。0.5～ 1,Octl程 度を円筒状に

立ち上げた部分から切り離している。杯 (727)は成形時に約1,Ocm下 から切り離して、飛びでた粘土

滓を巻き込むスペースをつくっている。

内面は底部 1-aの凹凸のない内面とほぼ共通する。九底の底部から体部で出がり、口縁部に至る。

中央付近が残るものは人差し指大の窪みをつくっている。

底部 1-c(699～ 701、 706、 711)

底部からくびれや段がない、無台の杯となる。底部 1-a、 bに対して回転台からの切り離しを体

部付近でおこなわれている。残存は体部下まで残り、底部底と体部の境界をやや曖味にし、九味をも
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って上がっていく。

内面は上記の底部と同じように底部中央を人差し指大のくぼみを入れる。底部 1-aと 同じく底部

と体部の境を肥大させている。

底部 1-d(702、 704、 707～ 710)

底部 1-cと 同じく、無台の杯である。底部底と体部の境界を明確にする。体部を残す土器は、口

縁部へ直線的に上がっていく。

内面は、底部と体部を明瞭な境界をもたない。底部底からやや上がり気味に体部で大きく屈曲する

もの (704、 707、 709、 710)と 、口縁部からなだらかに底部底中央に下がつていくもの (702、 708)に分

かれる。

底部 1 その他 (691)

底部 1-aの ように、底部底が立ち上がり、体部の境界が底から上に位置する土器。1,Oclll程度立

ち上がり、円盤状高台となる。内面は底部 1-d(702、 708)の ように底部底中央からなだらかに上

がっていく。

底部 2(712～ 724)第 66図

貼 り付け高台を伴う杯になる。半数以上の高台底部が破損する。高台と体部の接合部の口径は6.0

cmか ら8.Ocmを 計る。

底部 2-a(717、 720、 721、 723、 724)

厚手の器壁となる高台で分けられる。高台の高さは最長1.8cmか ら1.Ocmを 計る。接合部から垂直に

下がり、端部付近で外反する。端部は丸く肥厚して成形される。

内面は底部の底を平底に成形し、体部と底部の境界で大きく立ち上がる。杯 (720、 688)は底部の

底中央にくぼみを入れるものや、杯 (684)は 底部の底を反時計周りの横ナデ痕がみえる。

(底部の切り離し痕)

切り離し痕は、反時計回りの渦巻きとなる。丁寧なものは切り離し後ナデ消されている。切り離し

後ナデ消されたものが多くみられる。底部 1-a類は底部から体部にかけて、再び横ナデが入れられ

る。また杯 (691)イよナデ消し後に上圧痕がみえる。

底部 2(685)

杯部と高台の接合部を強く横ナデを入れることによって、高台の下部を内湾気味に落としていく。

端部は角形に成形される。内面は底部底中央に向かって反時計回りに横ナデされる。底部底中央から

体部にかけてなだらかに上がっていく。

底部 2-b(679～ 681)

底部2-aに対する。杯部と高台の接合部から細くなって端部に向かう。接合部から「ハ」の字型

で外に開いていく。最も細くなるのは高台の中間付近で、端部でまた肥厚する。

内面は底都底中央から口縁部に向かって底と体部の区別がなく上がっていく。同じく杯 (681)は

底中央に向かって反時計回りの横ナデがみえる。

(底部の切り離し痕)

切り離しの痕跡はa類 とb類では異なる。杯部と高台の接合は、ヘラ切り後は未調整で貼り付けて

いると思われる。底部 2-a類は丁寧に高台の接合部や切り離し痕をナデ消したもの (687、 690等 )

と切 り離し痕を残す粗雑な指ナデで終えるもの (684)に分かれる。底部 2-b類は複雑な調整をお

こなう。ヘラ切り後は未調整で高台を接合し、接合部の周辺のみナデ調整をおこなう。そしてヘラ切

りによって出た粘土淳は、時計方向によじりを入れながら中央に集めている。底部 (685)も 同じ底
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部の底 となる。

杯 1(663～ 690)第 64図

口縁部

杯 1の口縁部は計28点図化 した。口径は■cmか ら15clllを 計る。口径差 4 cmの杯群となる。図面は口

径の大きいものから並べている。口径の判る杯 1は、日縁部から底部付近まで残るものから口縁部し

か残 らないものまである。器形を復元できるのは、杯 (663、 664、 666～ 669、 676～ 678、 680、 682、

685、 689)の 13′点の半数である。

杯 1-a(663、 666、 680、 676)等

体部下部から直線的に延び、他よりも直行 して口縁端部にいたる。横ナデによる凹凸の強調が強く、

間隔が短 くなる。器壁厚は薄 くつ くられ、軽 くなるという特徴が挙げられる。端部は九 く成形される。

杯 (663)は 口縁部を横ナデによって薄 く成形 してるため、端部が鋭 くなる。器壁の厚さは、残存部

の下においても器壁の厚さは変わらない。杯 (666)イ ま口縁端部から5,Ocm下で器壁厚が変化する。杯

1-a類 は杯 (690)の 器高4.7cmよ りも高い器高をすると思われる。

杯 1(677)

杯 1-a類 と形態を同じだが、器壁の厚さがあり、比重が高い。端部をやや肥厚 した九い形で成形

されている。

杯 1(689)

底部まで残す杯 1で、高台を伴うものと思われる。器高5。 2cm以上となる。底部から大 きく内湾 し

て口縁部に向かって直線的に延びていく。あまり大きく内湾 しない部位から上は杯 1-a′ と同じ形

態をする。内面は外面で内湾する部位で最も厚みのある器壁をつ くる。調整に横ナデによる凹凸は残

るが比較的丁寧なミガキがかけられる。

杯 1-b類 (664、 667、 669、 677、 678、 685)等

杯 1-a類 に対する杯 となる。器壁の厚いもので比重がある。体部は九味を持つ。横ナデによる凹

凸の強調感が少ない。端部は九 く成形される。杯 (690)の 口縁部もこの類に入る。杯 1-b類 の器

高は5,Oclll前後になると思われる。

杯 (667)と (664)は 調整面で他の杯 1-bと 異なる。内外面に丁寧なミガキを施されているため、

横ナデによる表面の凹凸が消されている。

杯 2 黒色土器 (733～ 750)第 67図

黒色土器の破片が50′点近 く出土 した。内面のみ黒色に燻されている。その中でそれぞれ口縁部と底

部を17点図化できた。個体数は10点程度と思われる。同じく完全に復元できるものはなかった。

口縁部 (733～ 743)

口縁部を図化できた杯 2は■点で、最大口径は17cHlで最小口径は■omで あった。口径差は 6 omと な

り、杯 lよ りも多 くのバリエーシヨンが予想できる。器形は大きく2種に分かれる。

杯 2-a類 (733、 735～ 742)

体部から内湾気味に伸びていく、杯 1-a類 に近い。口縁部も直線的に延びるものもあるが、やや

外反して端部に至る。杯 1-a類 よりも厚みのある端部をする。形態は均勢の取れた形をする。

杯 2(733)イ ま底部付近までよく残 している。高台付の杯 となる。付底部から口縁端部までの器高

は5.6clHを 計る。高台の接合部から内湾気味に外側に廷びてい く。口縁部では少 し外反して、杯 1よ

りも肥厚 した丸い端部を成形する。梅木原では大型の部類に入る。椀形に近いと思われる。

杯 2-b類 (734、 743)
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肥厚 した体部の下から口縁端部に向かって、徐々に細 くなっていく。口縁部をやや内反 りして端部

に至る。端部は鋭端に仕上げている。個体数は少ないため、種別になるか不明。

内面は黒色で統一される。杯 2(733)か ら、底部と体部に明確な境界をもたず、底部底中央から

弧を描いて口縁部に向かう形をする。表面は、 a 丁寧なヘラ磨キによって、光沢感があり、凹凸の

ないもの (733、 735～737等)と 、b くぼみが残るヘラ磨キをおこない、粗雑感のでるもの (734、

739、 743)がみられる。

底部 (744～ 749)

底部は10点確認され、 7点図化できた。10点 中 8点が高台付の底部となる。端部まで残る高台は杯

2(747)の みで、底部 2-a類 となる。形態は接合部からやや開いた形をする。外面は端部との境

を明確にして横ナデをおこなって、断面角形となる。高台の中で最 も丁寧な作 り方をする。無台の底

部は杯 2(748)で 、底部 1-b類 となる。

内面は全て内面 2に なると思われる。その中で表面 bは、底部 1-b類 となる杯 2(748)の みで

他は丁寧に磨かれた表面 aと なる。

底部の切 り離 し痕は底部 2-a類 と同じように高台を接合後、切 り離し痕に丁寧なナデ消 しをおこ

なわれている。

墨書土器 (678、 725、 750)第 64、 67図

当遺跡において墨書土器が 3点確認された。杯 (678)イ よ杯 1の土器で外面の回縁部に、墨汁で書

かれている。欠損だが一字の墨書 と思われる。上器の破片に一字完形で残る。書き順から、杯部を反

対にして読むと思われる。最も近いものとして『令』の省略された字と思われる。

杯 (750)イ ま杯 2の上器で、外面に墨汁で書かれている。文字とともに欠損されてお り、読むこと

はできない。書き順から、例えば『日』のような、右端の部分と思われる。また下部にも墨書らしき

黒斑が観察できる。これが墨書となるか不明であり、さらに仮に墨書 とすれば字数も不明となる。

杯 (725)イよ杯 1と なる土器で、外面中央に付近にヘラによる刻みが確認される。線刻は細い線で、

摩滅によって消えるか消えないかの状態である。正面左側が欠損 しているので、全体像は不明だが、

縦線が 4本と横線が 1本 まで確認することができ、記号 と考えられる。

外面が朱色 となる黒色土器 (749)

残存底部のみだが、表面を朱色に塗られた杯 2が 1点出土している。高台付 となり底部 2-b類 の

形となるが、断面「ハ」の字状には開かない。朱色の塗料は高台裏側にもみられる。高台の裏側の接

合後の調整は底部 2-b類 にみられるように粘土津を中央に集め、指で時計方向にねじりを入れてい

る。

V 布痕土器 (788～ 796)第 69図

布痕土器が30点余 り、土器小片で出土 した。個体数不明だが、 1～ 2点 と少ないものと思われる。

図化できたのは計 9点で、特に大きな破片を集めたのみである。全体的に軟質で長時間被熱を受けた

ような赤桃を色調をする。内面は布痕を残すが、外面は摩滅 したように胎土が露出する。胎土は0.5

cm以上の大粒の小石を多量に含め、他と比べて粘土質を落としている。

布痕土器 (788)イ ま口縁部を残す、と思われる。体部から内湾気味に廷びていき、端部断面を三角

形に形成する。布痕土器 (789)イま底部である。尖底型をしている。

以上布痕土器がわずかに出土している。形を残すのは2点 しかなく、それから推察しても、尖底の

砲弾型をしたものと思われる。
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Ⅵ その他 (556～ 574)第 58図

上記の分別に入 りにくいものを集めた。時期区分も不明である。

土器 (556)は 口縁部を直行 しながら端部にいたる。調整にヘラ状の工具を使用 し粗削 りをおこな

うのみである。色調は土器 a群よりも深い赤褐色 となる。高杯の脚口縁部とも考えられる。

土器 (557)1ま 口縁端部から底部付近まで残るもので、形態がよく分かる。鉢形をするものだが、

一点しか確認されていない。九底になると思われる底部から内湾気味に立ち上が り端部を若干外反さ

せる。調整には一部ハケがみられるが、巻き上げ痕が明瞭に残る粗い調整で終えている。色調は土器

(556)に 近い。

土器 (561)は直径 8 cm、 高さ推定 5 cm前後を計る。小型の上器類になる。形態は鉢形に近いと思

われる。

土器 (562)は体部と口縁部の堺でやや くびれ、短 く直行 し断面 3角形の端部をつ くる。そして端

部の先端に凹線を入れている。甕類になると思われる。

Ⅶ類 須恵器 (781～ 787)第 68図

須恵器は、破片40点余 りが出上した。個体数は10点余 りと思われる。計 8点図化 した。

口縁部は確認されなかった。断片的だが、主に甕類と思われる。

表面の調整には叩キ調整がおこなわれている。主に平行線の当テ具と格子目の叩キ具でおこなわれ

ている。

須恵器 (781、 783、 784)イよ、調整に彫の深い肌理細かな格子目叩きと平行線当て具を使用 している。

須恵器 (781)イ よ10′点近い破片から復元できた。九い形状を示 し、前後の器壁の厚さが異なる。体部

から底部にかけての部分と思われる。調整には下から上にと、上から下にと部分で分かれて叩かれて

いる。平行線当て具は後にナデ消されている。軽 く消されているため、がさつな表面となる。須恵器

(783、 784)1ま (781)と 同じ調整法で成形される。同一個体とも思えるが、格子 目の 1辺の大きさが

異なり、平行線当て具のナデ消シも丁寧におこなわれている。道具と丁寧さに多少の違いがみられる。

須恵器 (782)イ よ格子 目の叩きと平行線当て具を使用 している。焼成が軟質のため格子 日はやや摩滅

している。ここでは内面の平行線当て具が消されずに残る。 5条の 3× 3 cmの 道具が使われている。

須恵器 (786)は 外面に格子目の叩キを残す。内面は丁寧にナデ消されている。0.5× 0.5cmの 格子目は

他の格子 日と大きさが異なる。

須恵器 (785)イ よ平行線の叩キと同心円文の当テ具と他の須恵器 と異なる。上下は不明。青灰色に

赤鉄色がかかる。須恵器片40数点中一点のみ確認された。叩キは0.6cmの 幅で、1.5～ 6 cm以上の長さ

がみられ、細かく叩かれている。同心円文は3～ 6条の放射状の円の跡がみられる。

須恵器 (787)イ よ平底の底部が残る。唯一法量の確認できる。直径15cmを 計る底部底から右斜めに

立ち上がっていく。底部底は中央に厚みを持たせ、体部の接合面を斜めにしている。そのため外面に

接合線は底部底付近となる。接合線は丁寧に消されていない。調整には外面格子目の叩きがおこなわ

れ、内面は当て具使用後丁寧にナデ消されている。底 と底部の境面は爪の跡が残る。外面は底部下部

は縦横揃えて叩かれているが、上部になると斜め方向で叩かれている。底部底 と体部の接合面はナデ

がおこなわれている。平底の底部をもつ須恵器は、一般的に重の形が多いが詳細は不明。

以上須恵器片を観察 してきた。格子目の叩キに平行線の当テ具を使用 し、内面をナデ消 しているこ

とが、確認された須恵器の特徴 と言える。他は平行線の叩キと同心円文の当テ具を使用 したものが一

点のみである。器種についても甕類 と思われ、一点のみ重形の底部が出土 している。
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第57図  出土遺物実測図 土器 (30)
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Ⅱ 石類 (797～ 966、 968)第 70～ 84図

土器と並んで、遺物の500/O近 い量で検出された。大半は焼礫 と黒曜石の剥片であった。

石器と思われるものは171点確認できた。検出された層は全て第Ⅱ層で、耕作土中からも表採され

た。出上分布は土器 と同じく6区、 7区が中心となる。組成は、石鏃、石匙、石錐、石斧、石錘、凹

石、敲石、磨石、石皿、石庖丁、石核、使用痕と観察できる剥片、剥片、焼礫である。

打製石鏃 (797～ 844)第 70。 71図

打製石鏃は48点確認できた。その内12点 は未製品と思われる。法量は全体的に小型の製品が多 く、

1,0～ 2.5cmを 計るもので占める。

形状は、A 正三角形とB 二等辺三角形の 2つ に分かれる。B類は長さ:幅が 3:2を 占めている。

例外は (823)で ある。断面形は剥離調整によって、中央部を盛 り上げて、辺側を鋭角にしているも

のが多いが、平面形に辺側のみ鋭角に仕上げたものも見られる。

脚部から先端までの両側辺は、 I 微妙に内湾するもの、Ⅱ 直線的なもの、Ⅲ 外湾するものに

なる。V 基部から内湾 しながら立ち上が り、先端部近 くで曲が り直線的になるものに分類できる。

その他に側辺部を鋸歯状に剥離されたものがみられる。

形状の違いは脚部と基部でみられる。脚部は、a 先端を尖らせるもの,b 丸 くするものになる。

基部は残るもので、凹基式と、平基式がみられ、袂 りが入らないものと入るものに分かれる。

磨製石鏃 (845～ 852)第 71図

磨製石鏃は12点確認でき、 6点が完形品であった。未製品は 2点図化できたが、二等辺三角形の平

基式に形作った段階で、止めている。

完形品 6点は、法量・形状がそれぞれが異なる。形状はA類 とB類に分かれる。形状が戎る4点か

ら、長さ:幅は 1:1と 3:2を 計る。基部は凹基式と平基式に分かれ、凹基式は緩やかな弧を描 くよう

に内側に入つていく。側辺部は基部から立ち上が りぎみに直行 し、直 ぐに内側に折れ、直線的に廷び

ていく。そして先端部で再び折れて、矢先を鋭角に調整している。

法量は幅が1.4cm、 2.2cm、 2.9cmの 3つ に大まかに分けられる。それに長さと幅の比率から最も大き

いものと小さいものは 3倍近い差がある。

調整は研磨によっておこなわれている。全体的に平坦に仕上げ、側辺部断面を鋭角に磨き上げてい

る。中心から徐々に側辺に向かって緩やかなレンズ状になるものと、側辺部 2 1nHl前 から鋭角に磨かれ

ているものがある。また基部は断面角形のまま仕上げたものと側辺部と同じように鋭角に磨かれたも

のがある。

石匙 (856～ 866)第 72・ 73図

石材の一部に袂 りを入れて、つまみ部を作 りだしている石器を集めた■,点 を「石匙」と分類 し、図

化 した。つまみ部を上に置き、両側の扶 りを軸として並べた。そのため刃部は主に縦方向になったも

のが多い。加工には縦長と横長の剥片を使用している。刃部は両面に加工を施すものや一面のみおこ

なったものや、剥離面をそのまま利用 したものが見られる。

石錐 (867～ 873)第 74図

石材を縦長に加工 し、その一端を鋭 く仕上げた石器を7点集めて「石錐」として分類 し、図化 した。

他の石器 と異なり、 (870、 873)の ように軟 らかい石材を使用 したものもある。形状は錐部を長 くす

るもの (873)や 短 くするもの (869、 870)が見 られる。断面は平坦なものと丸いものに分かれる。

断面丸型に対 しては (871)の ように石核 と考えられるものが含まれる。
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その他 (875～ 877)第 74図

その他分類分けに入らなかった 3点をここにおいた。剥片には 2次加工が見られる。主に石匙の一

部と思えるが、確定できなかった。

石核 (878)第 75図

石核 と思えるものは数′点あった。図化された (878)以外は全て黒曜石である。剥離痕が見られな

い原石 も確認できる。 (878)は 変成岩と思われる。変成岩の剥片は多 く検出されたが、石器としての

もは少ない。 (878)は石核の中で最 も大きなもので、剥離面も最 も多い。剥離面は 6面体からなり、

広い面が 2面ある。広い面は細かく剥離された面とある程度大きく剥離された面に分かれている。部

分的に原石の表面が残るため、原石から大きく変わるものではないと思われる。

石斧 第76,77図

第76・ 77図 には石斧と思われるものを集めた。しかし混乱もあって曖味なものも含まれている。こ

こでは訂正も含めて述べていきたい。

(883)は頭部に両面から打撃を加えて、握 り状の部位をつ くっている。刃部にあたる部位も打撃が

加えられ、尖ってはいない。使用によって潰れたのか不明。下方は調整しておらず自然面を残す。側

辺の断面は楕円形となる。最大幅は打撃面と自然面の境界にあたり、中央付近になる。

(884)は 両面に自然面を残す。裏の面は研磨されたように滑 らかな表面となる。刃部にあたる部位

も剥離されているが尖ってはいない。側辺は表の面のみに剥離を加えて調整している。表の面左側が

刃部の可能性もある。頭部は折れたような痕跡が見られ、握 り状の部位があった可能性があるが不明。

全体的に粗雑に成形されている。

(885)は剥片に対 して、刃部にあたる部位のみ 2次加工をおこなっている。側辺は石核から剥離し

た段階で止めており、断面短冊型となる。右側は刃部成形後に剥離されたと思われる。表の面からの

一方向からの剥離で、カンナ状 となる。

(879、 882)は敲打痕が観察される。ほぼ未加工である。(879)は敲打面から中心に沿って、切 り

目が観察される。

磨製石斧 (886～ 891)第 77図

表面に研磨部分が観察され、縦長の石材を利用 した石器を磨製石斧 とした。その中で (886、 888、

889)の 3点は下部を薄 くする刃部とする。大小の 2つの法量がある。大小の長さの比は約 2:1と な

る。 (886)は最 も法量の大きいものと思われる。石材が軟らかく、研磨の痕跡が観察されにくい。刃

部は両面から研磨され、中央にそろった両刃 となる。側辺の断面は厚みのあるレンズ状の形をして、

全体的に刃部のような成形をしている。最大幅は下方の刃部 となる。刃部から7.3cm上 まで内傾 し、

そこから立ち上が り頭部を小さくするも頭部も刃部のように先端を細 くしている。長さ:最大幅:最大

厚は 7:3:1と なる。

(888)は最も法量の小さいものと思われる。刃部は両面から研磨されて両刃となるが、やや一方に

傾いているため、カンナ状になる。側辺の断面は一辺のみ鋭角に研磨された砲弾状 となる。最大幅は

下方刃部にあるが、最小幅の差は0.6cmの み計 り、長方型に近い。長さ:最大幅:最大厚は 5:3:2と な

る。

(889)は頭部を欠損 している。法量は (886)イこ近いと思われ、同じく最大幅が刃部にくる。刃部

は片刃状となる。

(890、 891)は刃部にあたる部分が剥離 している。研磨が見られるが自然石の状態に近い。側辺の

断面は楕円状 となり前者の 3点 とは様相が異なる。研磨部分があるということでここにおいたが、
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(879、 882)と 同じく敲石と思われる。

以上主に縦長の石器を集めて「石斧」としていたが、その形状の違いに混乱をきたしている。ここ

で確実に石斧といえるものは、刃部の成形と見られるもので、その他は刃部と思われるものは欠損ま

たは無い。 (884、 885)は刃部の成形が見られるが、石核と剥片しか出土していない変成岩の石器の

中で唯-2次加工が見られる2点である。その点を考えて製品となるのか不明である。 (880、 881)

は欠損が多く不明。(887)は 形状から磨製石斧に入ると思われる。(883、 890、 891)は形状は石斧に

近いが、刃部が大きく欠けている。(879、 882)は敲石になる。

その他 (892～ 894)第 78図

板状の薄い石材の周辺を打ち欠いて刃部を作りだしている。 3点 とも同じ軟らかく脆い石材を使用

している。同じ原石が多数出土している。 (894)イ ま円盤状石器である。打製石斧と考えられている。

(892、 893)イよ (894)と 同じ石材を使用しており、同じような打ち欠き方をしている。一部割れたよ

うな形をするため全体の形態は不明である。同じく打製石斧になると思われる。

石錘 (895～ 981)第 79図

石錘が37点 出土している。その内切り目石錘が34点、打製石錘が 3点 となる。

切り目石錘は主に長短の差がある楕円形、円形、不定形の川原石を利用する。小さいものほど不定

形の石を使用する傾向がある。切 り目は基本的に長部両端に2本の切 り目を入れている。中には

(925)の ように一端のみ切り込むものもある。石錘の横断面は1.Ocm前 後の薄い板状となるが、 (927)

のように厚みのあるものも検出された。長部の長さは2.lcm～ 7.8cmを 計る。重さは2.7g～ 71.3gを 計

る。切り目は両面から、断面三角に切り込まれている。 1～ 3回の切り痕が観察できる。切り込みは

主に2.1伽前後の長さを計り、徐々に浅く細くなって消えていくように削られていく。中には (923)

のように均一の切り目を入れるものや (921)の ように切り込みの長さが0.5cmと 短いものがある。ま

た (915)に は切り日以外に石の表面に擦痕が観察できるものがある。

打製石錘は前者と同じく長短のある石を使用する。やや粗雑な打ち方をする。両端が残るものは

(930)のみで、最も長短差のある石を使用している。

以上 2種類の石錘をみてきた。数量の点で、切り目石錘が多いことが第一の点といえる。

凹石 (933、 934)第 80図

出上した凹石は、くぼみのある薄い石の広い面の部分に径2.5cm程度、深さ0.1釦程度の窪みが観察

できる。

敲石 (879、 882、 932～ 963)第 80、 81図

敲打による破損が観察できる石34′点を敲石とした。大きく3種類の形に分けられる。

a類は長径12.Ocm前後、短径8.0帥前後を計る楕円形と、直径8.0伽前後とする円形の石で、断面を

長楕円とするもので集める。敲打痕は、主に側面に観察できる。側面左右対称 4方 に集中された敲打

痕と、(936、 937)の ように側面一帯に敲打痕があるものが観察される。中には (932)の ように狽1面

に加え表裏面にも敲打痕があるものが観察される。

b類は長径6.Ocm前後、短径4.Ocm前後を計る楕円形から直径5.Ocm前後を計る円形の石を使用する。

断面直径4.Ocm前後の円形となり、いわゆる卵型となる。 6～ 7区から断面直径2.0～ 10.Ocmの このタ

イプの石が200点近く出土している。敲打痕が観察できたのはその内の 1/8程度である。 a類 と同

じように数力所に集中されたものと多面にわたるものが観察できる。全体的に後者が多い。(945)は

特に敲打痕が多く観察された。そして表面全体が熱を受けて赤変している。

c類は棒状の石を使用する。10.Ocm前後の長さを計る。両頂部に敲打痕が観察できる。(879)も こ
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の類に入る。

以上敲石を3類 に分けてみた。 a類 とb類は主に大小で分かれる。 b類の型でも10,Ocm以上を計る

石が多数あったが、敲打痕は観察 されなかった。また (945)以外 にも熱を受けたものはみられ、

(942)は 熱によって破損 している。

石皿 (964、 965)第 82図

石皿及び大石は20点近 く検出されている。石の大きさは30.0～ 50.Ocmを計る。図化 した 2点は砂粒

質で脆 く崩れやすい。そのために顕者に凹部ができあがっている。その他図化できなかったが、平板

形をした大型の石はいずれも石皿になると思われる。安山岩質の硬質の石類で明確な凹部は無いが擦

痕等が観察できる。

礫

石類の900/O近い量で確認された。遺物中最 も多 く掘 り起こされたものである。自然石が主である。

主な石は熱を受けており、大部分が一回以上割れていた。敲打によってではなく熱によって割れたも

のと思われる。割れてない自然石300点 を統計に取ると、20～ 1500gの重さで、平均密度3.Okg/を 計

る。拳大の大 きさで、200g前後が最も多い。最 も大きな河原石は土渡7-1の石 1(第図)で、10kg

近い重さと思われる。

焼礫の出土状況は土器と同じく包含の形で出上 した。集石状で出土 した礫はない。また割れ石の接

合は土竣7-1の石 1と 4の一部、そして他 1点の計 3点見つかり、当地で割れた石があることも確認

できた。

石庖丁 (966)第 84図

当遺跡で石庖丁が 1′点出土した。左右 と断面の半分が欠損 してお り残存状況は悪い。残存の片面か

ら2つの研磨による紐孔 と表面の研 ぎ跡が観察される。

土錘 (967)

土錘が 1点のみ出土している。同じ漁猟用具と考えられる石錘に対 して少ない。

不明 (968)

用途不明の石器を 1点図化 した。細長い棒状の石材の一部で尖端部を打ち欠かれた跡が見える。

五輪塔 (969)第 85図

当遺跡の第 3区 に、以前から畑の横に放置されていたという石塔である。空風輪のみ残っている。

加工しやすい凝灰岩を使用しているため、表面が摩滅して形が崩れている。断面の半分が失われてい

る。高さ320m、 幅20cmを 計る。空輪部の頂部を尖端に延ばし、九みを帯びて下方に下がっていく。最

大径は中央に位置する。下の風輪部は円柱の形をする。摩滅しているため詳細は不明だが、やや九味

を帯びているものと思われる。水輪との接合部は、同じく円柱形をしているが、接合部先端の口径は

幹部の口径より小さい台形の形をする。

古銭 (974～ 977)第 85図

古銭が 6点第 6区から出上している。銅銭が 4点、鉄銭が 3点 (不明 1点 )、 そして近代以降の貨

幣が 3点である。鋼銭と鉄銭は第Ⅱ層から黒色土層の最上層の間で検出されている。鉄銭は錆が激し

く図化できなかった。
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銅銭は「洪武通費」 (974、 976)の 2点、「永楽通費」(975)の 1点、そして「寛永通費」(977)の 1

点である。裏面の一文字は判読不明である。最も状態の良好なのは (974)で、状態の悪いものは

(975)の永楽通費で厚さが0.5Hull程度に薄くなっている。「永」の字が辛うじて浮かび上がっていた。

鉄銭は「仙蔓通費」と思われる。腐食が激しく、判読は出土直後の腐食が進行する前に辛うじて一部

可能だった。図面は図版のみである。この古銭は1 鉄製である、2 形態が角の九い長方形をする、

3「蔓」が判読できたこと、の3点から判断している。

その他近代以降の貨幣として、大正、昭和の五銭と半銭が、取り出されている。

キセル (971～ 973)第 85図

銅製のキセルが 3点出上している。先の部分の煙管でそれぞれ欠損している。(971)は腐食による

欠損で、 (972、 973)は破損によるものと思われる。盛土や第Ⅱ層から検出されている。(979)は第

6区のイモ穴内から検出された。銅版を丸めて溶接しているが、溶接部を上に向けるものと正面右に

向けるものに分ける。
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とま

これまでおこなった観察をある程度の整理をして、前記の追記を兼ねて若干の考察を試みてまとめ

にしたいと思う。

梅木原遺跡出上の上器について

梅木原遺跡(以下梅木原)の調査は約 lm堆積する第Ⅲ層の黒色土に含まれる遺物の採集を中心にお

こなわれた。調査の性格上、縄文前期から古代まで一括した採集となった。土器の破片化がはげしく、

復元径が出たものは主に大型になる。細かい断面図を呈示することによって残存状態の良い資料だけ

を選別することを避け、多種の器形と法量があることを示すことに努めた。挿図の編集は形の分類を

おこなうを最優先とした。その結果、時間を軸とした考慮できなかったことを了承してもらいたい。

ここでは観察のまとめとともに、時期を考えてみたい。

縄文時代の土器は前期から晩期まで確認される。その中で第Ⅳ層下からでる早期の押型文土器

(134～ 136)が数点確認できた。

最も多く出上した縄文土器片は、前期の曽畑式土器 (1～ 133)で あった。ただし個体数からいえ

ば、多いとはいえない。梅木原出上の曽畑式上器には胎土に滑石は混入されていなかった。曽畑式土

器が出土した遺跡で、最も近い所で柿川内第 I遺跡がある。「南九州における曽畑式上器群の動態と

その背景」 (桑畑光博『鹿大考古』第 6号)に は、Ⅱ期の場所に柿川内第 I遺跡が明記されている。

その他の形式はいずれも数′点であった。縄文土器においては前期から晩期に至るまで満遍なく資料

が、確認されていることが今回の成果と言えよう。曽畑式上器はこれまでの発掘調査において西諸県

郡で類例を増やしてきている。早い発掘例では「本田遺跡」 (『 宮崎県史』考古 1)や 「平木場遺跡」

(『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告 (― )』 宮崎県教育委員会 1973)、 そして「柿川内遺跡」で

確認され、近年の例では「内屋敷遺跡」 (宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第14集  1999年 )

や「上長谷遺跡」においても出上が確認されている。梅木原における曽畑式上器は後半にあたる。前

期においてはその他に野久尾式上器が指摘される。

中期では前期から一時期おいて後半の春日式上器轟木ヶ迫段階から見られる。そして尾田Ⅲ式土器

(144)か ら大平式土器 (153)、 阿高式土器 (192)と 分かれ、阿高式から岩崎式上器、そして出水式

土器に続いて後期に入ると指摘された。その中で尾田Ⅲ式については特に在地化の傾向が強いと指摘

を受けた。

後期も中期と同じく一時期おいてから見られる。九尾式土器、納曽式土器、辛川式上器から始まる。

そして西平式上器 (160～ 166)、 三万田式上器 (167～ 171)が指摘される。

晩期の上器には刻み目突帯文土器 (239)が確認された。

その他に網代の型をもつ底部が 2点今回出土した。以上の形式名は、早期の押型文土器や前期の曽

畑式上器、そして後期の西平式上器、三万田式上器等の典型例を除くと小林市においてはほとんど確

認されていない。

弥生時代から古墳時代にかけての上器は主に奏、重、高杯が出土し、その中で甕類が最も多い。奏

類は主に突帯付きと無しの2種に分かれる。そしてさらに突帯付きはⅡa、 Ⅱb、 Icと 3つ に分け

ることができるが、基本的にⅡa、 bと Ⅱcの 2系統になると思われる。突帯は縄文晩期の刻目突帯

から土師器まで幅広く見られるため、第Ⅲ層一括資料となる梅木原の突帯付の上器は、これまでの資
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料に頼る所が大きい。

宮崎県下の弥生時代は研究が始まりだしたころは前 。中 。後期 3区分に大別され、近年では『宮崎

考古第 9号』ではさらに終末期を加え■期に細分されている。ここでは大まかに3区分で分けて、そ

れぞれ前半 。後半でみてみたい。口縁部や胴部の貼付け突帯は主に下城式上器や亀ノ甲式上器に見ら

れ、県下では弥生時代前期後半頃から後期前半頃まで見られる。前期後半に口縁部や胴部に一条から

二条の断面を三角形となる突帯を有した土器が現れる。突帯には刻目を持つものや持たないものがあ

る。中期に盛行し、突帯の肥大化や多条化されたものが分化する。後期に再び一条から二条の断面三

角形のみに戻り、後期中頃から多様化して消えていくものとおもわれる。梅木原ではⅡb類が最も近
い形態となる。そして多条化や口縁部突帯の肥大化されたものが見られることから、Ⅱb類からIa
類にかけては弥生時代中期頃の土器と位置付けたい。

後期は土器の形態が多様化していく。瀬戸内系の搬入のように、外からの流れがみられる。また複

合口縁部が現れ、顎部や体部に多重突帯が見られる。線刻土器もこの頃現れ、土器の装飾化が強まる。
この時期に大萩遺跡では土援墓に土器の副葬が見られる。梅木原では複合口縁部 1点、線刻土器片 1

点確認される。

弥生式土器の伝統を引き継ぐ素焼きの上器が土師器として古墳時代には登場する。しかし県下では

形態や手法もまた引き継ぐものと思われる。明確に時期を示唆するものと供伴しなければ古墳時代の

土器を推定することは不可能と思われる。その意味では梅木原における古墳時代の遺物を確認するこ

とはできない。

梅木原では突帯付の上器に対して、突帯のない「ク」の字型に曲がる土器が多数出上している。個

体数からいえば、最も多い出土数となる。歪みある粗雑な作りが多いが、口縁部は全体的に外反すし

ている。一括してⅢ類に分類している。「ク」の字型は、弥生時代後期に現れる。突帯をもつ「ク」
の字型口縁部をする中溝式上器もこの頃現れるが梅木原では「ク」の字型口縁と突帯は接合できなか

つた。梅木原の「ク」の字型土器の調整は、大半が以下の通りだった。外面では口縁部を横ハケ又は

カキロ調整で、体部は指ナデをおこなう。内面では口縁部を横ハケ又はカキロ調整で、体部は削られ

ている。すべてがこの調整ではないが、弥生時代後期以降に入るものはないと考えている。またⅡa

～c類はそれぞれ同一の素材を使用しているが、「ク」の字型土器は個々の粘土を使用している。「ク」
の字型土器は後述する杯類との供伴が強いとおもわれる。

梅木原で同じく多く出土した遺物では杯類がある。杯類は、黒色土器と2種に分けられる。そして

さらに台付と無しに分けられる。右図は口径と底部の法量のグラフとなる。高台付の底部は、貼り付

け吉Бを言十る。                 .
口径には4cmの差が見られる。突出したものでは口径21cmを計る。数量は高台無しが多い。県下

における杯類の明確な時期区分は確定していないと思われる。今回梅木原においても年代観を与える

ことは困難だと思われる。ここでまた荒迫遺跡を引用したい。同遺跡で検出された高原スコリアの年

代観が、化学分析によって10世紀以降と分析された。これによって高原スコリアの下層から出上した

杯類は高台無しの杯に限定しているが、概ね 9世紀後半に位置付けられている。

また今回梅木原では、墨書土器が検出された。近年出土例を増やしているもので、えびの市の昌明

寺遺跡では多量の墨書土器が見つかっている。今後小林市でも類例を増やすと予想できる。昌明寺遺

跡の墨書土器は、主に杯と黒色土器に書かれ、概ね9世紀後半と位置付けている。墨書土器に関して

は奈良、平安、中世を中心にみられているようで、特に9～ 10世紀の平安時代に多いという。
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布痕土器は、県下においても比較的早 くから発掘事例がでている。小林市でも「こまくりげ遺

跡」 。「竹山遺跡」で報告されている。近年の発掘では各遺跡から報告されており、 (『 高千穂町文化

財調査報告書第■集』1999)一 般化 した遺物 と言えるのではないか。10世紀代の平安期に特に多いと

言われているが、正確な位置付けは出ていない。

須恵器について梅木原においても少ない量で出土する。出土量の比率からすれば県下における須恵

器の出土は少数に留まると思われる。梅木原の中には平底の重が 1点確認される。この平底は、 8世

紀からといわれる佐土原町の下村瓦窯跡から類例が見いだされる。     
‐

以上の点で、比較的時期設定が考慮される杯や黒色土器、布痕土器、墨書土器が 1時期のグループ

としてまとめられるものと思われる。この点において、大半の「ク」の字型の上器や須恵器もグループ

内に収めておきたい。現時点から周辺の遺跡を考慮 しても、大まかに 9世紀の上器群と捉えておきた

ヤヽ。

以上、梅木原の土器について述べてきた。集中するものは縄文時代前期、弥生時代中期、平安時代

前期の 3区分になると思われる。さらに今回図化されることがなかったが、近世陶磁器が入る。主に

薩摩焼になると思われるが、割愛させてもらった。縄文時代では早期、中期、後期、晩期が数点なが

ら確認される。そして弥生時代や平安時代に関しても、大まかに類推によるものなので、前後の時期

が確認される。古墳時代に関しては、不明な点が多 く、Ⅱc類が古墳時代に入るのではと推察する。

遺構と遺物の関係について

今回の調査における遺構の検出は、基本的に第Ⅳ層のアカホヤ上面であった。遺構内の埋土は全て
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黒色土が入 り込む。黒色土は基本的に第Ⅲ層と変わらない土質をしている。その中で第Ⅲ層を掘 り下

げる中でも遺構の確認はできた。後述するとして、最初にアカホヤ上面で検出された遺構を見ていく。

最も多い遺構は総数約5000の ピット群であった。県下においてピット数そのものは突出したものでは

ないが、大部分は用途不明となることである。実際に掘建柱建物として並ぶと思われるものもあった

が、今回は敢えて割愛させてもらった。このようにアカホヤ上面から検出された遺構は不明な部分が

目立つ。その中で唯一類例が確認できたのは 2基の陥穴状土媛であった。同じく荒迫遺跡において、

似た土墳が 2基確認されている。概略するが、 2基 とも底部面積が1.7× 0.581fnを 計る。梅木原遺跡の

2基は1.9× o.5mと 1.5× 0.44mを 計る。主に長方の法量に違いが見られる。

ところで今回の今回の調査において、諸制約上から全て遺物の出土地点を把握することはできなか

った。そこで第86図を参考に、概ねの出土状況からⅢ層内の状況を見ていきたい。

第86図は 6区第Ⅲ層の分布図である。 6区は遺構 と遺物が最も集中した区で、第Ⅲ層もゴボウ穴に

よる撹乱も無 く良好な層であった。図には主に土器や石器等の製品類、そして主に黒曜石、チャー ト、

変成岩、玉髄等の剥片類の出土地点を落とした。出土地点から以下の傾向があった。

土器片は中央を中心に満通なく分散 している。時期的に見ると、杯や甕形の上器 I― a～ c類等の

弥生から古代を中心とする土器片は中央部に密集して集まっていた。そして縄文時代の上器片は全体

的に分散 して採集された。層位的に見ると古代を中心とする土器片は第Ⅱ層下からⅢ層上までに主だ

ったものが採集され、縄文時代の上器片はⅢ層下から採集された。剥片類は6区の中央部を中心に分

散 して広がっている。層位的にも第Ⅱ層に満遍なく分散 していた。遺物はⅣ層上面約20cmま でくると、

ほとんど採集されていない。このことは遺構 と遺物の間には溝が生 じることとなった。そこで第Ⅲ層

の掘 り下げ中から確認することができた遺構を把握 しておきたい。

確認された遺構は、橙色土が入 り込む土壊 と第V層 を含む第Ⅳ層が天地返 しによって浮き上がった

撹乱羨の 2種類である。橙色土墳は中央から南側に集中する。橙色土墳は本文では焼土渡として捉え

ている。同じⅢ層内からは焼礫が大量に出上 している。数点接合できたことから、同地で割れたもの

もあると考えられる。しかし3区において焼礫は数点しか出上してない。橙色土娠内から焼礫が伴う

ものは僅かで、2～ 3′点しか出上していない。基本として橙色土墳内から遺物は見つかっていないが、

同じ面から縄目状刻目突帯土器1333)が まとまった形で出上した。また第86図 1に示すように6区で

は南北に幅約2.Omの硬 く踏み締められた黒色上の帯が検出された。厚さは5～ 6伽 で所々で切れて

いる。断面ブロック状となるため、遺構となるのか1層位となるのか今回類例を調べるまでにはいた

らなかった。同じ面からはσ8り の須恵器や大石等の遺物や橙色土壊が出上している。

ところで 6区のアカホヤ層面の検出は緩やかな傾斜面上となった。梅木原は基本的に傾斜面の遺跡

である。しかし橙色の上墳と撹乱媛から第Ⅲ層で検出される遺構は、アカホヤ層の傾斜とは関係なく

平面上となる。場所によってアカホヤ層を切るものある。 6区の第Ⅲ層中にある遺跡は平地になると

思われる。

さらに上の層を見ていきたい。第Ⅱ層とⅢ層の間からは、「洪武通費」や「寛永通賓」、「仙墓通賓」が

出土し、「イモ穴」内からはキセル(973)が出上している。主に陶磁器を中心とする遺物が採集された。

「仙重通賓」は仙台藩によって天明四年(178つ から5年間鋳造されている。第Ⅲ層を切る遺構は、第86

図1に点線で示されたもので、細長いものと丸いものに分けられる。本文では「イモ穴」と明記し、撹

乱墳としたものである。しかし第20図35が示すように、第Ⅱ層の上が入る。第Ⅱ層は2～ 3 cmの 薄い

層とブロック状の層で構成する複合層で、火山灰層となる。梅木原遺跡における火山灰層の分析はお

こなわれなかった。イモ穴の埋土は大粒のスコリアを含む暗灰色の湿り気の無い土だった。所々に空

-132-―



洞が見られた。 1つ の「イモ穴」の底から藁または筵と思われる災化物が検出された。

東方栗巣野地区について

梅木原遺跡は、三方を河川に一方を山稜に阻まれた河岸段丘にある。立地は閉鎖的な空間にある。

梅木原のような立地条件は、東方地区において何処にでも見られる普通の条件である。梅木原の調査

区域は立地条件によって二つに分けられる。 4～ 7区 は後方から廷びる山稜の尾根部に位置し、 1～

3区は谷部に位置する。このような立地条件の違いは遺構には見られなかったが、遺物に大きな差が

あった。繰り返すように梅木原の遺物は4～ 7区で占めている。 1～ 3区では土器や礫を含む石器類

がほとんど出上していない。 1～ 3区から出た遺物は、西平式等の縄文時代後期から晩期の土器、脚

台付の底部やⅡc類の上器、そしてキセルや「寛永通賓」を含む近世陶磁器である。いずれも数点とな

る。ここで今回梅木原地区でおこなわれた発掘調査について、再確認しておきたい。

調査は1～ 7区で、総面積約 2万 H12と なる。梅木原全体の第 5図が示すように1/10に も満たない

面積である。

縄文時代は、調査において、前期から晩期まで確認される。最も多く確認された曽畑式土器は周辺

の遺跡でも多くみられ、この時期の盛行さをうかがわせる。また縄文時代の特徴として、石器の製品

と石材が確認されたことだつた。石材は黒曜石が最も多く、未加工の原石まであった。確認される製

品の石材のほとんどが、梅木原に持ち込まれ、原石から加工されたものと思われる。ただし女臣島産に

ついては不明である。遠方からの搬入は黒曜石のみで、他の石材は周辺から集めたと思われる。この

時期の住居等の生活跡は確認されなかった。 4～ 7区 は石器の製作場としての様オロが強く周辺に生活

場があると思われる。現在の所、周辺に集落趾は見つかっていない。梅木原周辺から見つかる可能性

も考えられる。

小林市における弥生時代は、不明な点が多 く、辛うじて野尻町大萩遺跡等によって弥生時代後期の

様相が伺うことができる。このコ点から梅木原から出土した弥生土器を中期に中心をおくことは現段階

で早計と思われる。西諸地区における明確な時期編年を待ちたい。

古代の栗巣野は西海道の整備とともに発展 していつたと思われる。冒頭で述べたが、栗巣野から 1

km程南には、日向国府から肥後国府を結ぶ内廻 りの官道があったと推定される。明確なルー トを推定

することは栗巣野を含め周辺の歴史性を研究するための課題の一つと思われる。梅木原と官道との関

係を結ぶものでは布痕土器が上げられる。今回出上 した量は少ないが、梅木原出上の布痕土器も官道

ルー トによって運ばれた製品の一つと思われる。この時期の梅木原は焼土娠、根痕、陥穴状土壊、井

戸状土壊、集石状土墳がセットになると思われる。すべて同時期 といえるのか不明だが、ある程度の

大木が茂っていたと思われる。この時期に荒迫遺跡では大規模な開墾がおこなわれている。梅木原で

も畝状遺構が検出されるが、時期決定には至らなかった。陥穴状土墳から猟場の様な時期や焼土墳、

井戸状土壊から生産場のような時期があつたと思われる。掘立柱建物は数件建つが、仮小屋の要素が

強い。焼土羨は炉跡 ととも取れるが、現段階では用途不明としておきたい。いずれにしても弥生時代

以降、再び活性化された時期と受け止められる。

中世の遺構や遺物は特に多 くは出上 していない。五輪塔の一部、空風輪や「洪武通賓」、「永楽通賓」

の出土に留まる。この時期のものとして、岩瀬川沿いには永仁元年(1293)銘の古碑、栗巣野には永正

一四年 (151り 銘と、天文一九年(1550銘 の六地蔵、高津佐や穂屋下集落には古墓が残る。

近世の遺物では、「仙重通賓」が出土する。鋳造年間が 5年 という短い時期なので、細かい層位区分

ができたかもしれなく、今回できなかったことが残念に思う。
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土器観察表 (1)

挿

図

図面

番号
出土地区 器種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

成

実

韻」

図

備   考

口径 表 裏 表 裏

1

4区
耕作土層

鉢 コ縁部 胴ヽ∃
榎イ立の界U突 、横位→

縦位のやや浅い沈線
文→ナデ

横位の刺突→ナデ
灰掲 こぶい赤確

5VR4/2

0 1mI～ 0 5 mlの 透色、自透
色、黒透色、灰自、 2剛の

自色の粒
少 ○ 断面

2
6区

里色土下擢
鉢 日縁端部～ 斜位、横位の沈線文

(羽状文)一ナデ
斜位、横位の沈線文
(羽状文)→ナデ

にぶい黄沼
(1∝R7μ )

【ぶい責増
(llYR6/3)

0 1mmの 透色 05～ l mmの透
色、灰 白、黒透色、茶色の

粒
少 ○ 断面 煤

3
6区 Ⅱ

婁色土上擢
鉢 日縁端部

口縁部 :縦位の沈線文
胴部 :横位の沈線文
→ナデ

端部 :縦位の刺突
日縁部 :横位→斜位
の沈線文→ナデ

黒褐
6Ч昭 /1)

灰褐
Ы輿 /2

0 1mmの透色、0 5mmの灰白、
黒透色、白透色、茶色の粒

少 新面 煤 (外面 )

4
6区 Ⅱ

黒色土下燥
鉢 胴 部

縦位、横位、斜位のや
や浅い沈線文→ナデ

横位の条痕
にぶい橙
1 5WR7/4)

黒褐
101TR3/0

01～ 05mの 透色 、灰 白、
黒透色、茶色の粒

少 ○ Vr面 県

5 7区 A-1 鉢 ヨ縁部～胴訂

日縁部 :縦位の沈線文
胴部 :横位の沈線文
→ナデ

条痕→横位→縦位の
沈線文→ナデ

にぶい責櫃
(10VIR6/3)

こぶい責准
1側

“

/3)

01剛 の透色、05～ l mm¢

灰白、黒透色、灰色、乳亡
色、自透色の粒

少 ○ 祈琶

6
6区 Ⅲ

ヨ色上下兵
鉢 ヨ縁部～胴甘

口縁剖∫:尻線文
胴都 :横位の沈線文
→ナデ

条痕→横位→縦位の
沈線文→ナデ

にぶい橙
(7 5HR6/4 廟幽

014mの 透色、05～ l dI¢

灰自、黒透色、乳自色、亡
透色の粒

少 ○ 断面

7
6区 Ⅱ

黒色土下耀
鉢

縦位、横位のやや浅
い沈線文→ナデ

横位の条痕→ナデ
褐灰

(7 mR4/1
灰褐

天白、自透色、黒透色、茶
色の粒

少 ○ 断面 煤 (外面 )

7区 A― I 鉢 月同言ト
横位、縦位のやや浅
い沈線文→ナデ

ナ デ
灰褐

(7 nR4/2)

にぶい花
Xl dnの 透色、05～ l IBの
更自、白透色、黒透色、 3
mの灰色の粒

少 ○ 断面 煤 (内面 )

9
5区

黒色土層
鉢 日縁端部ヽ 横位、縦位の浅い沈

線文→ナデ

横位の浅い沈線文
端部 :斜位の短沈線
文→ナデ

にぶい黄
(10V「 R・/2)

にぶい責浩
(lωR7/4)

91～ 0 51ulの透色、自透色、
黒透色 、05～ 1剛 の灰 自
の粒

少 ○ 新騒

区
採

６
表 鉢 口縁端部ヽ 横位のやや浅い沈線文

ナデ、端部 :刺突
横位のやや浅い沈線
文→ナデ

浅黄橙
α帆電/0

,こ ぶい責娼
(lllYR6ん )

)1～ 0 5mmの透色、黒透色、
ヨ透色、灰自の粒

少 ○ 新言 煤 (外面 )

11
6区 Ⅱ

鉢 日縁端部～ 縦位、斜位のやや浅
い沈線文→ナデ

横位の沈線文
灰褐

′税邸 /お

灰黄褐
(1帆R4/2)

〕ltamの透色、黒透色、05
～ l mmの 乳白色、灰自の粒

少 ① 断面 煤 (内面 )

区
採

６
表 鉄 日縁端部～ 積位、縦位の浅い沈

線文→粗雑なナデ

条戻→梗 4ヱの原い況
線文、端部 :刺突→

ナデ

黒褐
0傲昭/0

浅責橙
(1観 qγ 3)

01剛の透色、0 5mIの 自透
色、灰白、黒透色の粒

少 ○ 断面 煤

13 7区 A― I 鉢 日縁端部～
横位の沈線文→ナデ

端部 :縦位→斜位の

刺突
横位の沈線文→ナデ

にぶい褐
9 hR5/0

にがい橙
(7開質74)

01m4の 褐色 、自透色、
色 、05～ l mmの 灰色、
自色、黒透色の粒

茶

乳 少 ○ 断面 集 (外面 )

14
6区

黒色土下擢
鉢 日縁端部～

Ilt4ヱ 、梗 イヱの花線 文
→ナデ
端都 :沈線文

横、縦位の沈線文 倣
剛

にぶい黄橙
(10YR6/3)

0 1EInの 透色、黒透色、灰
自、茶色の粒

少 ○ 断面 来 (外面 )

6区 コ
鉢 日縁端部～ 横位、縦位のやや浅

めの沈線文
横位のやや浅い沈線
文→ナデ

にぶい橙
7 mi/4)

にぶい責憲
(lωR7/3)

01～ 0 5umの透色、黒透色、
灰白、乳白色の 1血の茶色、
薄茶色の粒

中 ○ 断面 県

6区
表採

鉢 日縁端部～ 横位のやや浅い沈線
文→ナデ

横位のやや浅い沈線
文→ナデ

にぶい橙
(7 5ЧR7/3)

明掲灰
′5WR7″ :

)lmmの透色0 5mIの 自透色、
天白、黒透色、茶色の粒

少 ○ 断面 煤

17 剛雛
６

色 鉢 日緑端部～ 縦位、斜位のやや浅
い沈線文→ナデ

横位のやや浅い沈線
文→ナデ

黒褐
7副町/1

にぶい褐
(75Ч町 3'

0 1uIの透色05剛の自透色、
黒透色、灰白、茶色の粒

中 ○ 断面 煤

7区 A― I 鉢 日縁端部ヽ 横位の沈線文→ナデ 横位の沈線文→ナデ
にぶい褐 にぶい褐

(7 5YR5月

'

)1～ 05m4の 自透色、黒透
ヨ、灰 自、乳 白色 05～ 1

皿の茶色、薄茶色の粒
少 断面

剛
ゴ

６

色 鉄 日縁端部ヽ 横位、冬位の浅い沈
線文→ナデ

丁寧なナデ 韓瑚
に

Ｆ
灰褐

7 5YR4/2

0 1nunの 透色 、自透色、黒
透色の粒

少 ○ 断面 壊

6区
黒色土

鉢 口縁端部ヽ 横位 の浅い沈線文、
端部 :凍J突

横位の沈線文→ナデ 鶏
咄

にぶい黄鵜
(lω電 /3)

01皿の透色、自透色、05
mIの 灰 白、黒透色の粒

少 ○ 断面 煤

7区 A 鉢 日縁端部～ の浅い沈線文→ナデ

端部 :刺突
横位の沈線文→ナデ

黒掲
75W昭/1

にぶい褐
7副電 /3)

01側 の透色0511の灰白、
自透色、黒透色の粒

中 ○ 断面 煤

29 剛蝉
６

色 鉢 胴 部
維位、横位のやや浅
い沈線文→ナデ

丁寧なナデ
ぶい赤寮 明赤褐

25Ч町 61

01～ 0 5mmの 自透色、黒透
色、黄鉄色、灰自の粒

少 ○ 断面

6区 Ⅱ

阜色土下擢
鉢

縦位のやや浅い沈線
文→ナデ 横位のナデ

灰黄褐
(lllYR4/D

えオリーブ
(5Y4/2)

0 11ddの 透色、05～ 1硼 の
灰白、黒透色、乳自色の粒

中 ○ 断面 煤

7区 A― I 鉢 胴 部

やや浅い、長短組み
合わせの沈線文→ナ
デ

横位のナデ
こぶい赤雅
2開留 /41

橙
01～ 05剛の自透色、黒透
色、灰色、赤褐色、乳自色
の粒

中 祈面

7区 I 鎌 胴 部
縦位の浅い粗雑 な沈
線文→ナデ

横位の条痕
灰褐

7 5WR4/2

黒褐
(751R3/2

)ll dの透色、05～ 1硼 ¢
え自、黒透色、茶色の粒

少 ○ 祈琶 媒

6区 Ⅱ

景色土上兵
鉢 胴 部

縦位、横位の沈線文、
縦位の押引文

丁寧なナデ
褐

05Ч馳潟)

にぶい花
(7風電 /3

01～ 0 5mIの 自透色、黒透
色、乳白色、茶色の粒

少 ○ 断面 煤

7区 A― コ 鉢
横位の浅い幅広の沈
線文

丁寧なナデ
明赤褐

惚側町『

明赤褐
01～ 054mの 自透色、黒透
色、乳自色、茶色、黄鉄色、
灰色の粒

少 断面 煤

6区 Ⅱ

具色土上姫
鉢 胴 部

横位のやや浅い沈線

文
粗いナデ

赤褐
(熙 /d 橙瑚

)1鰤 の透色、05～ l mmの
天白、自透色黒透色、自透
ヨの粒

少 新面 煤

醒い
鉢 日縁端部ヽ

横位の泥線文→ナデ

端部 :斜位の短い沈
線文→ナデ

横位→斜位の沈線文
→粗いナデ

にぶい赤糖
6W馳/0

褐
7 5ЧR4/4

Xl～ 0 5ddの 自透色、灰 自、
ミ透色、茶色の粒

少 ○ lTE 煤 (外面 )

Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢 口縁端部
横位の沈線文→ナデ

端部 :斜位の短い沈
線文→ナデ

横位の沈線文→粗ヤ
ナデ

こぶい赤η
l闘恥 /1

にぶい褐
7om5//4)

〕1～ 0508の自透色、透色、
灰白、黒透色、乳自色、茶
色の粒

中 ○ 断面 煤
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土器観察表 (2)

挿

図

図面

番号
出土地区 器種 残 存

法量 (crll) 調整及び文様 色

胎  土

石

量

焼

　

　

成

実

韻J

図

備  考

回径 表 裏 表 裏

6区
畢色土下尾

鉢 日縁端部～
横 位 →縦 位 の沈 繰

文、斜方向の刺突→

ナデ

横位の押引文、縦位
の短い沈線文→ナデ

灰褐
7 nR4/2

にぶい掲
●5HIR57/3)

0 5mmの 白透色 、黒透色 、

茶色、灰自の粒
少 ○ 断面 策

7区 A― I 鉢 回縁端部

横位→ flc位 の沈線
文、斜位の沈線文→

ナデ

横位の押引文→沈線

文→ナデ
にぶい橙
(75激町 4)

にぶい責褐
(1帆

“

/4)

0 1mltの 透色、051mの 黒透

色、白透色、灰 白、乳白色
の粒

少 ○ 断面

38 7区 A― ロ 鎌 口縁端部

横 位 → 縦 位 の沈線

文、斜位の沈線文→

ナデ

横位→の押引文→ナ にぶい褐
(7副

“

/3)

にぶい橙
●51R6/0

05mの 黒透色、白透色、
灰白の粒

少 ○ 断面

7区 A― I 鉢 口縁部
横位→縦位の沈線文
→ナデ

横位の押引文、やや

短い沈線文→ナデ
にぶい橙
(75Ч町 4:

にぶい褐
75W邸 )々

0 1mmの 透色 、05～ l mIの

自透色、黒透色、灰 白、茶
色の粒

少 O 断面

7区 A-1 鎌 日縁都
横位の浅い沈線文→

縦位の沈線文
横位の沈線文→ナデ

にぶい赤殺
(5収R5/4

にぶい橙
徳Ч電 /0 巾穂動

透色、05～ l mmの

自透色、茶色、灰 少 ○ 斬E

7区 A― ] 鉢 口縁部
横位→縦位の沈線文
→ナデ

横位の押引文、沈線

文→ナデ
灰褐

7例馳 /グ

にぶい橙
7 5YR6/0

荘lmの 透色、05～ 14Mの
ミ透色、自透色、茶色、灰
ヨの対

少 O 新種

ェ

下

区

土

６

色 鉢 日縁部～胴き
横位、縦位の沈線文
→ナデ

横位の沈緑文→ナデ
褐

7副馳βl

にぶい糖
1税電 /4

Э5mmの 黒透色、白透色、
乳白色、灰自の粒

少 ○ 新騒

7区 A― I 鉢 口縁部
横位→縦位の沈線文
→ナデ

横位の沈線文→ナデ
にぶい橙
観電 /→

にぶい橙
0開隔/E

95～ ユmmの黒透色 、日透

色、乳白色、茶色、灰 自の

粒

少 AFr面

Ⅲ
種

区

土
６
色 鉢 胴部 横位、縦位の沈線文 ナ デ

褐
75Ч黎 /3

にぶいjIE 01～ 0 5mmの 透色、自透色、
黒透色、灰自の粒

少 O 断面

Ⅱ

上

区

土

６

色 鉢 日縁端部
横位の押引文、刺突
→ナデ

やや浅い横位の押引

文→ナデ
赤褐

OW斑/0
にぶい茫
(7 5YI15/4

01～ 05血の透色、黒透色、

白透色、灰白、乳自色の粒
少 ○ Ll面

番

層
８７
土

区
色

６
望
〔

鉢 ]縁端部～胴君
横位の押引文、縦位
の沈線文

横位の押引文、縦位
の押引文→ナデ

にぶい増
(7開 R7μ l

にぶい橙

(7副電 /4:

01剛 の透色、051nの 自透

色、黒透色、乳自色、灰自
の粒

少 断面 煤

6区 I

景色上下提
鉢 胴 部

縦位、横位の沈線文、
短い沈線文→ナデ

横位の条痕
にぶい褐
75Ч略 /0

にぶい花
(7「DVR6/3

0 5mmの 自透色 、黒透色 、

灰色、乳白色、灰 自の粒
少 ○ 断面

6区
黒色土下提

鉢 日縁端部ヽ
猿4立の押引又→Itt4ヱ

の沈線文→斜方向か

らの刺突→ナデ

横位の押引文、刺突
→ナデ

にぶい橙
7税肥 /0

にぶい橙
(7 5Ч R7/4

01m4の 透色、05mの 黒透

色、白透色、灰自の粒
少 tFf頂

6区 Ⅲ

亀色土下掘
鉢 縦位、横位の沈線文 横位の条痕

こぶい赤矩 にぶい程
ω 電 /4

01～ l mIの 透色、黒透色、

自透色、灰色、乳白色の粒
少 ○ lI面 朱 (外面 )

6区 Ⅲ
ミ色上下層

鉾 胴 部
縦位、横位のやや浅
い沈線文→ナデ

条 痕
ぶい赤鞭 にぶい褐

7副町β)

0541nの 黒透色、灰 白、 亡
透色の粒

少 ○ 斬面

区
採

６

表 鉢 胴 部
縦位、横位、斜位の

沈線文→ナデ
摩滅

橙
754・ 6

ζぶい黄澄
10HR6/り

0111mの 黒透色、01～ 05n,
の褐色、乳白色、自透色の

粒

少 断面

6区 Ⅲ

阜色土下厄
鉢 胴 部

縦位、横位の沈線文
→ナデ

横位の条痕
こぶい赤種
n邸 /1

にぶい橙
(7 rolR6/4)

0 1mIの 透色、05～ 14mの
黒透色、白透色、乳 白色 、

灰 自の粒

少 ○ 断面 朱 (外面 )

6区 Ⅲ

阜色土上拒
鉢

縦位、横位の沈線文、
短い沈線文→ナデ

横位の条痕
にぶい権
95W邸 /4

にぶい橙
ク51R6/0

05鰤 の黒透色 、 日透色 、

灰 白、乳白色、 5 mmの 黄鉄
色の粒

少 ○ 断面

6区 Ⅲ
鉄 胴 部

縦位、横位の沈線文
→ナデ

条痕
にぶい黄浩
(101R6/3)

褐
7ak/3

01～0 5EDの透色、黒透色、

自透色、灰 自、乳白色の粒
少 ① 断面 朱 (外面 )

6区 皿
鉢 胴 部

縦位、横位の沈線文
→ナデ

条痕
にぶい赤烈
(罰留 /3

にぶい橙
17 5YR6/4)

0148の 透色、0 54unの 黒透

色、灰 白、灰色の粒
少 ○ 断面

30
6区 8香
黒色土層

鉢 口縁部
斜位の沈線文 (羽状
文)→ナデ

州 人の柳 な標位 の

沈線 文 、斜 位 の連 点

状 の沈線 文→ ナ デ

褐
QOhIR4/4

にぶい責紀
t侃馳/0

01～ 05剛 の透色、黒透色、

白透色、05～ l taの 灰自、茶

色、暗茶褐色、乳白色の粒

中 ○ Ll面 煤 (外面 )

表採 鉢 口縁部

斜 位 の短 い沈線 文

(粗雑 な羽状文)→
ナデ

斜 位 の短 い泥線 又

(粗雑 な羽状文)→
ナデ

にぶい貰お
(1帆R7/1

|こ ぶい責鵜
(1倒 R6/4)

01～ 0 5mmの透色、白透色、
05～ l IIの 黒透色、乳 白

色、 1～ 2 mmの 茶色の粒

中 ○ 断面

Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢 日縁部
横位のやや浅い沈線

文

横位の沈線文→一条
の山形状の沈線文―

ナデ

黒褐
(1鋭昭 /1

灰白
(1帆RV2)

0 1mmの 透色、051mの 灰白、
自透色、黒透色の粒

少 断面 煤

Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢
縦位、横位の浅い幅

広の沈線文→ナデ
横位の幅広の沈線文
→ナデ

にぶい橙
175政R7/3

褐灰
(1帆躍 /1)

たlIIの 透色、黒透色、05
mの 自透色、茶色、 1.mの
え色、灰自の粒

少 ○ LT面 煤

7区 A― I 鉢
縦位、斜位の沈線文
(菱形文)→ナデ

ナ デ
灰 褐 橙

閑

01～ 0 5mlの 透色、灰 自、

茶色、黒透色、 l mmの 自透

色の粒

少 ○ 断面

7区 A― I 鉢 胴 部
斜位のやや浅い沈線
文→ナデ

貝殻状条痕→ナデ 鶏
剛

にぶい橙
(7 5HRi/41

01～ 05剛の透色、自透色、

黒透色、灰 白05～ l mmの

茶色の粒

少 ○ 断面
煤

朱 (内面 )

6区 Ⅱ
ミ色上下層

鉢 胴 部

縦位、斜位のやや茂
い沈線文 (菱 形文 )

→ナデ

横位のナデ
灰褐

75W町 2)

にぶい黄鵜
(101R6/3)

0 1mmの 透色、0 5mmの 自透

色、黒透色、灰 白、茶色の
粒

少 ○ 断面 燥

7区 A― E 鉢 胴 部
斜位の沈線文→粗雑
なナデ

横位のナデ
黒褐

75Ч昭 /ゆ

にぶい褐
7躙 β:

01～ 05剛 の透色、自透色、

黒透色、灰 白、茶色の粒
少 ○ 断面 煤

59 7区 A― I 鉢 胴 部
斜位の沈線文→粗雑
なナデ

貝殻条痕→ナデ
こぶい赤寵
15W硝 /4)

にぶい赤推
6W町 /→

01～ 051Bの 自透色、黒透

色、灰 白、 2 mmの 乳自色の

粒

少 ○ 断面 煤

60 7区 A― I 鉢 胴 部

位
文

縦
線
デ

斜位の浅い沈
(菱形文)→ナ 貝殻条痕→ナデ

灰褐
751R4/D

にぶい黄モ
(lllYR6μ )

0111の 透色 05～ l maの 自

透色、灰 白、茶色、灰色の

粒

中 Ll面 菜 (外面 )
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土器観察表 (3)

挿

図

図面

番号
出土地区 器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

月台   土

石

］蔓

焼

成

笑

誤J

図

備  考

口径 高 表 裏 表 裏

剛
耳

６

色 鉢 胴 部
縦位、横位のやや浅
い沈線文→ナデ

条痕→ナデ
灰自

はlYR3/2)

褐灰
(lω町 /1)

0 1mmの 透色 、黒透色、灰
白、 l mmの 灰色の粒

少 ○ 新面 屎 (外面 )

征管
鉢

縦位、斜位のやや浅
い沈線文 (菱 形文 )

→ナデ
横位の条痕

こぶい黄を
1仙R7/9

にぶい黄程
(1帆Rγ 3)

)1～ 0511Bの透色、黒透色、
え白、乳自色、茶色の粒

少 断面 煤

6区 Ⅲ

星色上下歴
鉢 胴 部

縦位、斜位のやや浅
い沈線文 (菱 形支 )

一ナデ
横位の条痕→ナデ

こぶい黄橙
1∝R7/3)

にぶい責毛
(1鋭聰/0

01～ 0 5mmの 黒透色、自透
色、茶色、灰 自の粒

少 断面 媒 (外面 )

7区 A― I 鉄 胴 部
斜位の浅い沈線文→

ナデ 条痕→ナデ 倣
卿

にぶい貰冶
(1帆R7/3)

0 1mmの 透色、o5～ 1剛 の

自透色、黒透色、灰自の粒
少 断面

6区 Ⅲ

旦色土下擢
鉢

縦位、斜位のやや浅
い沈線文 (菱 形文 )

→ナデ
条痕→丁寧なナデ

にぶい黄雇
(lωR7/2

褐灰
(1帆Rν l)

0 1mmの 透色 、黒透色、 3

11nの 白透色の粒
少 ○ 断面

6区 Ⅱ

阜色土下擢
鉢

斜 位 の浅 い沈線 文

(菱形文)→ナデ
ナ デ

にぶい橙
(7 5WR7/31

褐灰
7 5YRrt狗

01剛の透色、o5～ l IImの

黒透色、灰色、灰白の粒
少 ○ LT面 煤 (外面 )

区

採
６
表 鉢 胴 部

斜位のやや 1完 い沈線
文

横位の条痕
にぶい橙
(7 5Ч R6/41

にぶい黄増
(1帆R5/4)

01～ 0 5mmの 自透色、黒透
色、灰 白、灰色、 l mmの 赤
褐色、茶色の粒

中 ○ 断 面

68
6区 Ⅲ

呈色土下擢
鉢 胴 部

縦位、斜位のやや浅
い沈線文→ナデ

条 痕
にぶい黄冶
(lωR7/4)

にバい黄櫃
⊂∝邸/0

01剛 の黒透色 、 白透色 、
灰 白、 l mltの 自色の粒

少 断面

6区 I

阜色土下庭
鉢

斜位のやや浅い沈線
文 (菱形文)→ナデ

横位の条痕
こぶい責猛
7税R7/4

灰黄掲
lωttρ)

01～ 0 5mmの 黒透色、自透
色 、灰 白、05～ l mmの 白
色の粒

少 ○ Ll面

7区 A― I 鉢 諏
緻
デ

縦位の浅い沈
(菱形文)→ナ 横位の粗い条痕

たぶい黄娼
(lω R7/4)

こぶい黄浴
1帆mν 4)

0 5mmの 自透色 、黒透色 、
茶色、 l mmの 茶色、乳白色
の粒

少 断面 煤 (外面 )

71
6区 I

黒色上下提
鉢 胴 部

縦位、斜位の沈i7R文

(菱 形文 )→粗雑 な
ナデ

横位の条痕→ナデ
にぶい橙
7「olFR6/0

にぶい栓
0 1mmの 透色、0 5mmの 黒透
色、白透色、茶色、乳白色、
l mmの 自色の粒

少 ○ 析面

7匡 A― コ 鉢 胴 部

横位の浅い沈線文→

やや浅い沈線文→ナ
デ

斜位の条痕
にぶい赤茫
6激留 /0 橙

鴎

05～ l II Iの 自透色 、黒逐
色、灰 自、乳自色、灰色¢
粒

中 ○ Ff覆 媒

73 7区 A― I 鉢
横位、斜位のやや浅
い→ナデ

横位のナデ
暗赤褐

6Ч電 /め

にぶい所

褐
t熙 /3

01～ 0 5mmの 透色、黒透色、
乳 白色 、05～ l mmの 暗茶
掲色、灰 白、赤褐色の粒

中 ○ 断面 摸

7区 A― I 鉢
縦位、横位のやや浅
い沈線文→ナデ

横位のナデ 橙
躙

黒褐
偽Ч電 /1

05～ l nmの 透色 、灰 白、
茶色、黒透色の絃

中 ○ 断面

6区
表採

鉢 胴部
縦位、横位の沈線文
(四 角文)→ナデ

横位のナデ
にぶい褐
9説恥 /0 7開馳 /1

)lmmの 透色、0 5naの灰 白、
l mmの 茶色、灰色の粒

少 ○ 断面 煤

6区 I 鉢 浅い沈線文→ナデ ナデ
黒褐

(7開昭 /ギ

灰褐
7 5YR6/2

91～ 0 5mmの 自透色、
色、灰 白、黄透色 、
l n IIの 赤掲色の粒

透

一

黒

０ ５ 少 新顧 爆

77 7区 A― Ⅱ 鉢 横位のやや浅い沈線
文→ナデ

斜位のナデ
褐灰

住lJIR4/1)
灰黄褐
(10YR6/2)

)lШ の透色、05～ l mmの

ミ透色、自透色、茶色、灰
コ、乳白色の粒

少 ○ 新種 煤

7区 A-1 鉢

横位の浅い沈線文→

縦位の細い沈線文→

ナデ
ナ デ

褐灰
(101R41)

灰黄褐
(10YR4 2)

〕1～ 0 5mmの 自透色、黒透
色、灰 白、乳白色、茶色の

位
少 ○ 断面 煤

79
6区 I

黒色土上彊
鉄

やや浅い沈線文→ナ
ナ デ

黒褐
観略 /D 橙

躙

0 1mmの 透色、0 5nmの 自透
色、黒透色、茶色、乳自色
の粒

少 断面 煤

6区 Ⅲ

黒色土上撞
鉢

縦位、横位の沈線文
→ナデ

横位の条痕
褐

7税馳 /3

にぶい褐
75XR6月 )

0111nの 透色、01～ 0 5rIの

黒透色、自透色、 1硼の乳
自色の粒

少 ○ 断面

6区 Ⅲ

黒色土上尾
鉢 胴 部 一

デ

位

ナ

縦

↓

横位の沈線文
横位の条痕

灰褐
75W“″)

にぶい橙
9税略 /0

〕1～ 0 51uBの黒透色、透色、
天自の乳白色、灰自の粒

少 ○ tF面

82
6区

黒色土層
鉢 胴 部

縦位、横位の沈線文
→ナデ

条 痕
褐

7税馳 /0
にぶい責准
(10WR6/4)

01mの 透色 、05～ l mmの

黒透色、灰 自、自透色の粒
少 O 断面 朱 (外面 )

7区 A-1 鉢 月同吾L
縦位、横位の沈線文
→ナデ 条痕

褐
7開留ハ

にぶい褐
751「R6お

|

014mの透色、01～ 0 5mmの
黒透色、自透色、褐色、子[

白色、茶色の粒
少 ○ 断面

6区 Ⅲ

景色土下擢
鉢 斜位、横位の沈線文 条 痕

黒褐
75W昭/2

黒褐
7税網刀

0 1mmの 透色、05～ l mmの

白透色、灰自の粒
少 断面

区
採

６
表 鉢 胴 部

縦位、横位の沈線文、
短い沈線文→ナデ

横位の条痕
こぶい赤花
″税馳/1

にぶい褐
9 5XIR5潟 )

)1～ l mmの 透色、黒透色、
え自、黄鉄色の粒

少 O 断面 媒

7区 A― Ⅱ 鉢 胴部
斜位の沈線文 (菱形
文)→ナデ

横位の粂痕
明赤褐

⑫5Ч邸 /6

赤黒
25激脅 /1

0 1mmの 透色、01～ 0 5mmの

黒透色、乳 白色 、白透色、
灰色、茶色の粒

少 断面

87
6区 Ⅲ

鉢 胴 部
縦位の沈線文、短沈
線文→ナデ

横位の条痕
にぶい花
(7税町 /8

にぶい橙
(75W町4)

0 1nmの 透色、05～ l mmの

白透色、黒透色、茶色、灰
自の粒

少 ○ 断面

7区 A― ] 鉢 回縁端部 横位の細い沈線文 横位の押引文→ナデ
にぶい福
9 roYR6/3

灰褐
7 5LR4/D

01～ 0 5mmの 白透色、黒透
色、赤褐色、乳白色の粒

少 ○ 断面 煤

剛
耳

６

色 鉢 口縁端部～
lgIイ 立の沈線文→ナデ

端部 :縦位の細い沈
線文

横位の押引文、沈線
文→ナデ

こぶい赤確
51R4/】

暗褐
7開電/0

01～ 051mの 白透色、透色、
黒透色、乳自色、灰白の粒

中 ○ Ll面

Ｉ

上

区

土

６

色 鎌 日縁端部～ 横位のやや浅い沈線

文→ナデ
横位の浅い沈線文→

ナデ
褐

75Ч馳 /3

にぶい栓
7511R6/0

01～0 5mmの 透色、自透色、
黒透色、灰 白、茶色の粒

少 O 断面
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土器観察表 (4)

挿

図

図面

番号
出土地区 器種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

噂車

焼

　

　

成

実

韻!

図

備   考

日経 一局 表 裏 表 裏

6区 I
鉢 日縁端部ヽ 横位の沈線文→ナデ

端部 :斜位の沈線文
横位の沈線文→ナデ

にぶい赤纏
6戟馳 /S

暗赤褐
01～ 051mの 自透色、黒透

色、灰 白、05～ l mmの 灰
色、茶色の泣

少 ○ 新こ 媒

6区 Ⅲ

阜色上下姫
鉢 口縁端部ヽ

横位の浅い沈線文→

ナデ

端部 :斜位の沈線文

横位の沈線文→ナデ
灰黄褐

(1帆町 /2)

黒褐
(10YR3″ )

01～ 0 5mmの 自透色 、黒透

色、灰 白、灰色の粒
少 ○ lf面

7区 A― E 鉢 日縁端都ヽ
横位の浅い沈線文→

ナデ
端部 :刺突

横位の押引文→ナデ
褐

(751「R4月 )

褐
7 5YR4/4

01～ 0511mの透色、自透色

黒透色、灰白、乳白色の粒
少 ○ 断面 煤

94 7区 A― ] 鉢 口縁部 横位の沈線文→ナデ 横位の沈線文→ナデ
黒褐

9 5ЧΨ /2

にぶい橙
(75Ч電 r41

01～ 0 5mmの灰 白、01m¢
黒透色、透色の粒

少 O 断面 煤

7区 A― 【 鉢 日縁端部ヽ
横1立 の茂い泥線→ナデ

端部 :斜位の細い沈

線文

横位の沈線文→ナデ
〔ぶい赤殖
い 電 /1

にぶい橙
6Ч電 /■

0110mの 透色、0 5mmの 黒透

色、自透色、乳白色、灰 白
の粒

少 ○ 断面

6区 I

R色土下提
鉢 回縁端部～

国縁部 :榎位、斜位
の沈線文 端部 :斜

位の押引文→ナデ

条痕→横位の沈線文
→ナデ

こぶい赤や
IЧ邸 /1

灰 褐 01～ 05m4の 透色、灰 自、

黒透色、茶色の泣
少 ○ 祈頂 煤

"

6区
黒色土下層

鉢 日縁端部～
条反→横位、斜位の沈

線文→ナデ、端部 :斜

位の短沈線文→ナデ
横位の沈線文→ナデ

褐
7511R4/3

にぶい褐
7 5YR5月 )

01～ 0 5mmの 透色、灰 白、
黒透色、茶色の粒

少 ○ 析面 媒 (内面 )

6区 Ⅲ

黒色土下層
鉢 口縁部～胴部

日縁部 :横位、沈線文

胴都 :斜位の沈線文
→ナデ

横位の沈線文
黒褐

75Ч昭 /2

灰褐
75取恥 /か

耐
白色、

少 ○ 断面

6区 Ⅲ
ミ色土上層

外 日縁部
横位→斜位の沈線文
→ナデ

条痕→横位の沈線文
→ナデ

:ぶ い赤雅
醜質 /1

灰褐
5YR5/2

0 1mmの 透色 、黒透色 、灰
白、05～ l mmの 茶色、薄
茶色の粒

少 ○ 断面

6区 Ⅲ

旦色土下擢
鉢

横位、斜位のやや浅
い沈線文→ナデ

条痕→ナデ
暗褐

75W聰角
暗褐

(1鎚昭 /3)

0 1mnの 透色 、自透色 、黒
透色、茶色 05～ 188の灰
白の粒

中 ○ 断面 柔 (外面)

6区 Ⅲ

里色上下擢
鎌 斜位の沈線文 条痕→ナデ

暗褐 暗褐
(lllYR3/3)

0 1mmの 透色、黒透色、05
～ lIBの暗茶褐色 、灰 白、

茶色の粒

少 O 断面

6区 Ⅲ

県色土下厄
鉢 胴 部

斜位の沈線文 (四角

文)→ナデ
条痕→ナデ

灰褐 にぶい褐
75Ч硝 /n

0 1mRの 透色、05～ l mmの

黒透色、茶色、乳自色、灰
色、暗茶褐色の粒

少 ○ 断面 集 (外面 )

6区 皿
鉢 斜位の沈線文→ナデ 条痕

黒褐
(7om3/1

にぶい褐
(75政駅5/4)

0 1mmの 透色、o5mmの 黒透

色、05～ lld茶色、灰 白、

赤褐色の粒

少 断面

104 7区 A-1 鉢 斜位の沈線文→ナデ 貝殻条痕
褐

9 5hR4/3

黒褐
75Ч電 /1

0 1nU4の 透色、05～ l mmの

灰 白、灰色、自透色、黒透

色、茶色の粒

中 ○ 断面

105
6区

阜色上下煙
鉢 斜位の沈線文→ナデ 条痕→ナデ

褐灰
(7 5Ч R4/1

灰褐
7「oYR5/2

Э lII Iの透色、黒透色、0
～ l mmの 茶色、灰 自の粒

少 ○ Lh面

106 6区 鉢 胴 都 斜位の沈線文→ナデ 貝殻状条痕→ナテ
黒褐

7戯彎/2
灰責褐
住側馳/D

0 1mmの 透色、05～ 2剛の

茶色、灰色の粒
少 ○ 断面

6区 Ш

景色土上層
鉢 コ縁部～胴部

口縁部 :横位→斜位
のit線文

ナ デ 廟
剛

灰黄褐
(lllYR4/2)

0 1mmの 透色、0 1mmの 黒透

色、茶色、 5mBの 灰 白の粒
少 ○ 断 面

Ⅲ

媒

区

土

６

色 鉢 斜位の沈線文→ナデ 条rR→ ナデ
にぶい褐
7「JhIR6/3)

灰褐
75W電 /ガ

)lmmの 透色、黒透色、03
mの灰自、茶色の粒

少 ○ 断面 煤

区
採

６
表 鉢 胴 部 縦位、横位の沈線文 横位の粂痕

黒褐
(llll「 R3/1)

にぶい黄程
(1帆R7/4)

01～ 0 5mmの透色、黒透色、

掲色、白色、 lm.の茶色の
対

中 ○ 断面 煤 (外面 )

7区 A― E 鉢 縦位の沈線文→ナデ 横位の条痕
こぶい赤准
うl鸞 /】

こぶい赤龍
5YRD/E

0 1mllの 透色、01～ ユ4nの

自透色、黒透色、茶色、茶

褐色の粒

中 ○ 断面

7区 A― 週 鉢

縦位、斜位、梗位の

やや浅い沈線文→ナ

デ

ナ デ
褐

75W馳ん)

明掲
7税

“

/0

01～ 0 51unの 自透色、黒透

色、灰色、灰 白、乳 白色、

茶色の粒

中 ○ 断面 某

6区 A― ] 鉢 胴 部

維位、斜位、横位の

やや浅い沈線文→ナ
デ

ナ デ
黒褐

5YR3/0
橙

6税斡 /0
0 5mmの 白透色、黒透色、
茶色、灰自の粒

少 ○ 断面 果 (外面 )

7区 A― D 鎌 月同音Ь

縦位、斜位のやや浅
い沈線文 (菱形文 )

→ナデ

横位の貝殻条痕→ナ にぶい栓
(7 5ЧR7/4)

にぶい黄橙
(1鋭R7/3)

0 1mmの 透色05～ l mmの 自
透色、黒透色、茶色、灰 白、

乳自色の粒
少 断 面 集 (外面 )

6区 Ⅱ

黒色土下擢
鎌 底 部

斜位の沈線文 (菱形

文)→斜位の連点状
の沈線文→ナデ

横位のナデ
黒褐

7引彎 /2

黒褐
95W「 R3/2

01～05o4の透色、黒透色、
05～ l mnの 自透色、灰 白、

赤褐色、平L白 色の粒

中 ○ 断面 葉

6区 Ⅲ

黒色土下擢
鉢 底 部 の沈線文 (三 角文 )

→ナデ
横位のナデ

こぶい赤種
5Чl記5/3

にぶい黄増
(llYR6/3)

010mの 透色、05～ l mmの

黒透色、乳自色、茶色、赤

褐色の粒

中 断面 粟

6区 Zrk
底 部 の沈線文 (三 角文 )

→ナデ
横位の丁寧なナデ

にぶい赤,

6政留 /】 絡〕
0 1mmの 透色、05～ l mmの

自透色、茶色、黒透色の粒
少 ○ 断面 葉

区
採

６
表 外 底 部

横位の浅い沈線文→

ナデ
横位のチデ→ ?

にぶい黄培
(101R6/3)

黒褐
住OHR3/ゆ

0 5mmの 白透色 、黒透色 、

灰 自の粒
中 ○ 断面 煤

7区 A― Ⅱ 鉢 底 部
斜位の沈線文 (菱形

又は三角文)→ナデ
丁寧なナデ

:ぶ い赤蒙
25Ч馳 /4

赤灰
2開R4/1

)1～ 051mの透色、黒透色、
え白、乳白色の粒

少 ○ 断面 煤

7区 A― Ⅱ 鉢 底 部
横位のやや浅い沈線

文→縦位のナデ
丁寧なナデ

赤黒
,働W/1

こぶい赤鷲
2引聖 /4

Xlmmの 適色、05■lmの黒盪

と、自透色、 l Hmの 茶色 、

え自の粒
少 新琶 煤

120 剛
耳

６

色 鉄 底 部
横位の短い沈線文→

ナデ
縦イ立のナデ

にボい責揺
(1帆電/4) 嘲］

)1～ 0 51uRの 白透色、透色、
ミ透色 、05～ l mmの 乳 自
二の粒

中 新覆 県
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土器観察表 (5)

挿

図

面
山

［万

図

番
器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

日重

焼

成

実

韻j

図

備   考

口径 高 モ部宿 表 裏 表 裏

7区 A― I 鉢 底 部 斜位の浅い沈線文 横位のナデ
黒 褐

7 nR3/3
XlIJlの 透色、黒透色、o
J4の茶色、灰自の粒

少 O 断面 煤 (外面 )

122
6区

量色上下姫
鉢 底部

横位の短い沈線文、
縦位の沈線文→粗い

ナデ
横位のナデ

褐 黒褐
7例電 /1

0 1EIの 透色、黒透色、0〔

Hmの 自透色、乳白色の粒
少 ○ 断面 煤 (内 面 )

6区 Ⅲ
鉢 底部

縦位の放射状の泥線

文→横位の沈線文→

粗いナデ
丁寧なナデ

にぶい赤報
(p511R4/4

橙
75政町 6

01～ 0 5mmの 透色、黒透色
05～ l mIの 自透色、乳 白
色、灰 白、暗茶褐色の粒

中 断面 煤 (内面 )

7区 A― ] 鉢 底 都
横位、浅い沈線文→

ナデ 横位、ナデ
灰黄褐

(lllYR4/21

にぶい黄増
(10HRi/4)

01～ 0511の 白透色 、黒透
色、灰 白、茶色の粒

少 新E 集 (外面 )

Ⅱ
商

区

土
６
色 鉢 底 部

横位の浅い沈線、羽
状文→ナデ

条痕→ナデ
黒褐

751R3/1
掲

7例馳 /4

01～0541の透色、黒透色、
乳白色、灰 自の粒

中 ○ 断面 集 (外面)

7区 A― ] 鎌 底 部
横位、斜位の浅い沈
線文→ナデ

ナデ
にぶい覆 黒褐

75WRVl)
0148の 透色、0 5mmの 自透
色、黒透色、灰自の粒

中 断面 菓 (内面 )

6区 Ⅲ

雲色上下厄
鎌 底 部

斜位の浅い沈線文→

ナデ
横位の丁寧なナデ、
縦位のナデ

にぶい権
(751R5/3

褐灰
7闘馳 /1)

0144の 透色、05～ 101mの

白透色、黒透色、乳自色の

粒
少 断面 煤 (内面)

128 7区 A 鉄 底 部
斜位の浅い沈線文→
ナデ 横位の条痕

7説馳/1

黒褐
7 nR3/1)

01～ 0511の 自透色、茶色、
黒透色 、05～ l IIの 灰 自
の粒

中 ○ 断面 煤 (外面 )

129

'区

A― I 鉢 胴 部
横位の沈線文、縦位
の短い沈線文→ナデ

ナデ
こぶい赤確

嚇蜘
01～0 5mmの透色、黒透色、
乳 自色 、05～ l mmの 自透
色の粒

中 ○ 祈面 媒

130 7区 A― I 鉢 胴 部
斜位の浅い沈線文
(羽状文)→ナデ

横位の条痕
明赤褐 赤褐

ЪЧ躍 /d

01～051mの 透色、黒透色、
05～ l nIの 自透色 、茶色
の粒

中 ○ 係覆 媒

6区 Ⅱ

髯色上下庭
鉢 胴 都

標位の泥線文、斜 lr

のやや浅い沈線文→

ナデ

ナ デ
暗褐

7n昭/4 鶏
剛

)1～ 0 5ndの透色、黒透色、
)5～ l n4の 自透色、灰自、
曽茶掲色の粒

中 tr面 煤 (内面 )

6区 Ⅲ

ミ色土下提
鉢 胴 部 縦位、横位の沈線文 ナデ

灰白
75Ч昭 /2

にぶい黄

“
(1011R7/3

011Bの 透色、054dの 日惚
色、黒透色、灰自、 3p」 n¢

茶色の粒
少 断面 煤

醒
Ｐ・３

鉢 胴 部
斜位の浅い沈線文→
ナデ 横位のナデ

[ぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい責培
(1鋭 R7/2)

01～ 0 5dBの 自透色、黒辺
色、乳白色、茶色、 1～ 2
08の茶色の粒

少 ○ 断面 煤

134
6区 Ⅱ

旱色土下耀
鉢 口縁端郡 山形押型文 ナ デ

褐灰
7Ы町/1

灰黄掲
00YR5/21

Xl～ 051mの 透色、黒透色、
天自、乳自色の粒

少 新面

135 7区 A― I 鉢 日縁部 山形押型文 押型文
にぶい責電
(1鋭 R7/3)

にぶい黄娼
(10YR7/0

D5■ lの 透色、黒透色、05
～ 21mの乳白色、灰自の粒

中 新顧 煤

136
6区 Ⅱ

量色上下姫
鉢 胴部 山形押型文 ナデ

にぶい黄モ
(10YR7/3)

にぶい黄追
(101R6/3)

)1～ 05の 透色、黒透色、
え白、0 1aunの 茶色、乳自
ヨ、暗茶褐色の粒

少 新顧

137
3区

黒色土層
鉢

貝殻条痕→斜位の貝
殻刺突

員殻条痕
にぶい橙
(5YR6/3〕 橙

躙

3111の 透色 、黒透色、 白
透色 、灰 白、灰色、o5～
l mmの 茶色の粒

中 新E 煤 (外面 )

7区 A-1 鉢 日縁端部ヽ 只殻条痕→斜位の只
殻刺突→ナデ

貝殻条痕
にぶい褐
(7 5WI赳5/41

にぶい褐
7税邸/3)

〕lIIの透色、o5maの 白透
色、黒透色の粒

少 ○ 断面

7区 A― E 鉢
条痕→斜位の貝殻刺
突→ナデ 条痕→ナデ 掲

7 5YR4/3

栓
色、黒透色、乳白色、茶色
の粒

中 ○ 断面

6区
景色上下姫

鉢 ]縁端部～胴I

突〒姑付→条痕→沈
線文、押引文、貝殻
辣」突、ナデ

横位の条痕→ナデ
にぶい橙
95Ч硝 /31

にぶい掲
ca硝 /o

自

の

乳
色

ヽ
透弾黒透色、

蹴
白、

や０
灰

０．
色
、粒

中 断面 集 (外面)

6区 Ⅱ

黒色土下痛
鉢 回縁端部～ 条痕→沈線文→ナデ 横位の条痕

にぶい黄鵜
(lllYR4/3)

褐灰
(7例駆 /1)

01～ 05mの 透色、05～ 1

1mの 自透色、灰 自、茶色、
黒透色の粒

中 断面 集 (外面 )

142
6区 3

黒色上下厄
鉢 日縁部～胴樹

突帯貼付→沈線文、
縄文→ナデ

条痕
橙

7 5YR6/0
にぶい責澄
(10YR6/4)

01m8の 透色、05～ l IBlの

自透色、黒透色、灰 白、茶
色、灰色の粒

中 断面

143 7区 A― I 鉢 日縁端部
沈線文→貝殻刺突→

ナデ
ナ デ

こぶい赤確

`取

邸 /41

橙
(7m6/d

01剛 の透色、05～ l mmの

灰自、黒透色、自透色、乳
白色の粒

中 ○ 断面 屎

144
6区 93番

黒色土層
鉢 口縁端部～ 横位の浅い沈線文、

→ナデ 横位の条痕
黒褐

75Ч昭/D
褐

7「DIR4/41

01～ 0511の透色、自透色、
黒透色、灰自の泣

多 断面 煤 (内面 )

6区
髯色土下層

鉢 日縁端部～ 縦位の沈線文→条痕 貝殻条痕→ナデ
橙

7 5YR6/0
褐

7nM/♂
01～ 0 5mtの透色、自透色、
黒透色、 1剛 の灰自の粒

中 ○ 断面 媒 (内面 )

剛
ゴ

６

色 錬 ヨ縁部～胴4 貝殻条痕→刺突→ナ
デ

貝殻条痕
橙 橙

7m6/6
)1～ 05回の透色、黒透色、
え自、乳白色、茶色の粒

中 断面

表採 鉢 ヨ縁部～胴群
突帝貼付→貝殻条痕
→斜 位 の浅 い沈線
文、刺突→ナデ

横位の貝殻条痕
橙 にぶい黄鵜

(10YR6/4)

0 10udの 透色、05～ l HHの

灰白、自透色、茶色、黒透
色の粒

中 LT面 煤 (外面 )

148
Ⅲ

碑

区

土

６

色 鉢 ヨ縁部～胴部
突帯貼付→貝殻条痕
→端部 :沈線文、刺
突→ナデ

横位の貝設条痕 坤帥
に

イ
橙

im6/6)
01～ 051nの 透色、黒透色、
白透色、灰自、灰色の粒

中 断面 煤

149 表採 鉢 日縁端部～ 粂痕→刺突→ナデ 条痕→ナデ
にぶい花
(7 5YRiry4

明責褐
住OIR6/0

01～ 05d14の透色、黒透色、
灰自、乳自色の粒

中 断面 煤

150 剛
耳

６

色 鉢 頸 部 条痕→刺突、ナテ 横位の只殻条痕
こぶい糖
7 5YR6/4

橙
7前R7ん〕

01mの 透色、05～ llnの
乳白色、自透色、灰 自、黒
透色、灰色の粒

中 断面 集 (外面 )
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土器観察表 (6)

挿

図

図面

番号
器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

　

　

量

焼

　

　

成

実
　
測
　
図

備  考

口径 高 表 裏 表 裏

Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢 日縁部～胴部
尖帯貼付→貝殻条痕
→刺突→ナデ

横位の只殻条痕 橙瑚
明赤褐

0 1mmの 透色、05～ l mmの

白透色 、黒透色、乳 白色、

灰白の粒

中 断面 煤

剛
耳

６

色 鉢 口縁部～胴部

突帯貼付→貝殻条痕
→刺突、円形刺突→

ナデ

横位の条痕
にぶい橙
(7 5Ч R7/4)

橙
剛

014mの透色、05～ 1剛 の

白透色、黒透色、灰 白、乳

自色の粒

中 ○ LT面 煤

番

層
８２
土

区

色
６
里
”

鉢 縁端部～1同
→押引文→沈線文→

ナデ
条痕→横位のナデ

にぶい赤茫
い

“

/1 橙
湘

01～ l mllの 透色、黒透色、

自透色、灰白、乳白色、 2

11の茶色、赤褐色の粒
多 析面

番

層
８．
土

区
色

６
黒 鉢 ]縁端部～胴!

突帯貼付→横位の条

痕→押引文→ナデ
横位の条痕→ナデ

こぶい赤荘
n“ /1

=ぶ
い責喧

lllVR6/4)

01～ l mIの 透色、黒透

自透色、乳自色、茶色、

自の粒

色 、

灰 多 tF面

155
Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢 日縁端部～ 条痕→押引文 貝殻条痕→ナデ
こぶい赤輩
う政R5/1 勅醐

に

，

01～ l mmの 透色、黒透色、

灰白、乳白色、 2 mmの 茶色
の粒

多 ○ 断面 燥 (外面 )

6区 11番

駿色上下据
鉢

突帯貼付→横位の条

痕→押引文→ナデ
横位の貝殻条痕 的］ 囃蜘

01～ l mmの 透色、黒透色、

灰 白、灰色、 1～ 2 umの茶

色の粒

多 Ll面 煤 (外面 )

Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢
突帯貼付→条痕→押
引文→ナデ

横位の貝殻条痕 瀧瑚 螂醐
に

７

01～ l mnの 透色、黒透色、

灰白、乳 白色、茶色、白透

色の粒

多 断面

6区 Ⅱ
鉢

突帯貼付→横位の条

痕→押引文、沈線文
→ナデ

横位の貝殻条痕 橙
躙 魏醐

に

絋

01～ l TImの 透色、黒透色、
乳白色、灰自、茶色、暗茶
褐色、灰色の粒

多 断面 煤 (外面 )

159
Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢 胴都
突帯貼付→沈線文、

縄文→ナデ
条痕→ナデ

にぶい赤詔 橙 Эl～ l mmの 透色、黒透色、
灰自、茶色の粒

多 断面

160 層

区

土
３
色里

一
鉢 日縁部

瑞音卜:標消縄文→沈線

口縁部 :ヘ ラ磨キ

胴部 :刺突

丁寧なナデ ］蜘
褐

7 5YR4/4

0 1mmの 透色、01～ 1画 の自

透色、灰色、黒透色、乳自色、

茶色、褐色、暗茶褐色の粒

中 断面

層
区

土
３
色里

ヽ
鉢 顕 部

横位の沈線文→斜位
の刺突、縄文→ナデ

丁寧なナデ
黒福

75Ч昭 /1) 蜘螂
0 1mmの 透色、05～ 2 mmの

灰 白、05mの 白透色 、乳

自色の粒

中 O 断面

162 層

区

土
３
色里

い

鉢 1縁端部～胴! 悟豊昇ξ遣患哲暮
癸

条痕→磨 き
灰自

(lllYRi/1)

灰白
(1似 R7/つ

)ll dの透色、黒透色、0こ

8Bの灰色の粒
少 O 断面

163
3区

黒色土層
鎌 日縁端部～ 横位の沈線文→縄文

→ナデ、磨 き
丁寧なナデ 廟］ 嘲］

0 1mmの 透色、05～ 1剛の

灰白、茶色、黒透色、自透

色の粒

少 Ll面

層
区
土

３
色里

い
鉢 日縁端部 横位の沈線文→磨き 磨 き

にぶい褐
95Ч騒/9 勅醐

に

，

01■ ldの 透色、0 5mIの 白透

色、黒透色、灰 白、黄透色
の粒

中 断面

層

区

土
３
色里

い
鉢 日縁端部～ 横位の沈線文→磨 き 丁寧な磨き

にぶい責福
位∝噸/0

〔ぶい責裾
(10Ч硝 /3)

01m4の 透色、05mの 日透

色、黒透色、灰自、黄透色
の粒

少 断面

3区
黒色土層

鉢 回縁端部

横位の沈線文→縄
文、刺突、→ナデ、
磨き

条痕→ナデ
黒褐

(1鋭電 /2) 倣
剛

31鰤 の透色、05～ l maの

自透色、灰 自の粒
少 ○ llf面

167 7区 A [ 鉢 日縁端部ヽ 横位のやや浅い沈線
文→丁寧な磨き

ナ デ 橙
爛 輔醐

に

に

)1～ 0 5mmの 自透色、黒透

二、灰 白、茶色、暗茶褐色
つ粒

中 ○ 新E

168 I 鉢 回縁部
口縁部 :丁寧なナデ

端部 :沈線文→ナデ
丁寧なナデ 坤瑚

に

， 辮帥
に
俯

Э lumの 透色、05mの 自透
色、黒透色、灰色、灰白、
茶色の粒

中 ○ 新 百 煤

6区
量色土下尾

鉢 日縁端部～ 横位の沈線文→縄文
→丁寧な磨 き

条痕→横位のナデ 褐
剛

灰褐
751R4/1

01～ 05剛 の透色、黒透色

白透色、茶色、灰 自の粒
中 断面

7区 A― コ 鉢 ]縁端部～胴培
条痕→横位の浅い沈

線文→磨 き
条痕→横位の丁寧な
ナデ

褐
剛

黒
′5W馳 /1

0 11unの 透色、05～ l mm■

白透色、黒透色、乳白色¢

粒

中 ○ 断面 煤 (外面)

7区 A― I 鉢 口縁部
日縁 部 :横 位 、胴

都 :横位の磨 き
横位の磨 き

褐
7引整 /J

褐
(7 5Ч R4/3

0 1nmの 透色、05～ l amの

自透色、黒透色、暗茶褐色、

灰自の粒

中 ○ 斬覆

172 層
区
土

３
色

/fh
額部～胴部

横位の沈線文→円形
押圧、磨き、刺突→

ナデ
条痕→ナデ

黒褐
7例W/2 鶏

剛
0 1mmの透色、05mの灰白、

自透色、赤褐色の粒
中 祈面 煤 (外面 )

173
3区

黒色土層
鉢 胴 部

の
　
ヽ

位
圧

デ

横
押

ナ

泥緑文→円形

磨 き、刺突→ 条痕→ナデ 紳鋤
に

は 廟
剛

014mの 透色、05～ l IInの

自透色、黒透色、灰 白、茶

色の泣

中 ○ k」 面

3区
黒色土層

鉢 胴 部 押圧、磨き、刺突→

ナデ
条痕→ナデ 橙

田 廟瑚
01～05mの 自透色、灰 自、

黒透色、乳白色の粒
中 ○ Ll面

層
区
土

３
色里

一

鉢 月同旨Б

It仁のん T7R又 → 円形

押圧 、磨 き、刺 突→

ナ デ

条痕→ナデ
褐 褐

75W留海)

01mの 透色、05～ l mmの

白透色、灰自、灰色の泣
中 〇 断面 集 (外面 )

176 層
区
土

３
色里

〔

錬 頚部～胴部
横位の沈線文→刺突
→ナデ

条痕
黒褐

住帆昭/2 ］山
01～0 5mmの透色、自透色、

05～ 14u4の 灰 自、茶色 の

粒

中 断面

177
3区

黒色土層
鉢 胴部

横位の沈線文→円形
押圧、縄文→ナデ

条痕→ナデ 橙
閑

こぶい赤種
れ町 /1

01～05血の透色、白透色、
黒透色、灰自の粒

中 断面

層
区
土

３
色里

【
鉢

横位の沈線文→円形
押圧、縄文→ナデ

条痕
にぶい赤詔
51TR4/4

灰褐
5W鸞 /2

Эl～ 0 5nIの 白透色、黒透
色、灰自の統

中 断面

層

区

土
３
色里

〔
鉢 頚部～胴部

横位の沈線文→縄文
→丁寧な磨き

丁寧なナデ 里〔剛
褐灰

7戯恥 /1

)l wBの 透色、05～ l mmの

え白、茶色、白透色の粒
少 ○ 断面

180 7区 A― E 鉢 胴部
横位の沈線文→縄文
→ナデ

横位の条戻→ナデ
黒褐

75W町/0
灰褐

7 oW「R5/21

)lII mの 透色、05～ 1剛の

え白、自透色、黒透色の粒
中 ○ 断 面 膜 (外面 )
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土器観察表 (7)

挿

図

図面

番号
器種 残 布

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

量

焼

成

冥

渡1

図

備  考

口径 表 裏 表 異

3区
黒色土層

鉢
横位の沈線文→縄文
→丁寧なナデ

丁寧なナデ
にぶい責お
(1帆R7/4)

にぶい黄刺
(lllYR6/4

01mの 透色 、05～ 141dの

黒透色、自透色、灰 白、茶
色、乳自色の粒

中 析面

6区 Ⅲ
ミ色上下爆

鉢 胴 部
横位の沈線文→粋電文
→丁寧なナデ

丁寧なナデ 灰褐 明褐
0 1EIの 透色、05～ l mIの

自透色、黒透色、灰 白、赤
掲色の粒

中 ○ Lr面 煤 (外面 )

区

土
３
色皇

¨
鉢

横位の沈線文→縄文
→ナデ

ナ デ
黒褐

い 電 /0
にぶい赤烈

“

W馳/3
)l dRの 透色 、05～ l lm¢

天自、自透色、茶色の粒
中 ○ 新面 煤 (外面 )

184
4区

耕作土層
鉢 月同き日

横位の沈線文→縄文
刺突→ナデ

ナ デ
にぶい赤窄
6散馳 /E 縮】

た1～ 0 5mmの透色、自透色、
ミ透色、灰 自の粒

少 ○ 新E 媒 (外面 )

185
4区

耕作土層
鎌

横位の沈線文→縄文
→ナデ 繰 FR

にぶい福
●51TR5潟

:

黒褐
tllYR1/D

た1～ l mmの 透色、自透色、
ミ透色、灰 白、乳白色の粒

中 断面 煤 (外面 )

4区
耕作土層

体 口縁き【 浅い沈線文→縄文→

ナデ 条痕→ナデ
にぶい赤霜
(5YR5/4)

にぶい栓
751R6/n

〕llnmの透色、05～ l mmの
自透色、灰 自、茶色の粒

中 断面

4区
耕作土層

鉄 胴 部 貝殻条痕 貝殻条痕→ナテ
:ぶ い赤,
51TR5/1

にぶい褐
7税電 /0

01～ 0 5mmの透色、自透色、
灰 自、黒透色、乳白色の泣

中 Ll面

層
区
土

３
色黒

【
鉢 沈線文→縄文→ナデ ナ デ

ぶい赤兼 黒掲
(lω鞘 /2)

01～ 0 5mmの透色、日透色、
黒透色、 1～ 2 mmの 灰 自、
茶色の粒

中 断面 案 (外面 )

189
区
採

６
表 鉢 胴 部 員殻条痕 条痕→ナデ

浅黄橙
7548独 〕

褐灰
9税割 /り

0111mの 透色、05～ l IImの

自透色、灰 白、乳白色、灰
色の粒

中 ○ Ll面

7区 A― I 鉢 瞭端部～胴!
斜位、横位の沈線文、
刺突→ナデ

条痕→ナデ
にぶい褐
(75Ч町 4)

黒褐
95Ч昭江

01～ 0 5mmの透色、黒透色、
白透色、灰自の泣

中 断面 煤

6区
黒色土層

鉢 口縁部 1/て 沈線、凹線→ナデ ナ デ
橙

2 5YR6/0 溺則
01～ l mmの 透色、黒透色、
乳白色、灰色、灰 白、茶色
の粒

中 ○ 反転

4区
耕作土層

鉢 I縁 端部～胴君
浅い沈線文→ナデ

端部 :円形押圧
条 FR→ ナデ

にぶい褐
7 51Ry3)

明赤褐

「DYR5/0

01m4の透色 、05～ l mltの

自透色、灰 自、灰色、黒透
色の粒

中 断面

193
4区

耕作土層
鉢 1縁端部～胴君

条痕→沈線文→ナデ

端部 :刺突
条痕→ナデ

橙 褐灰
ιOHIR4/♪

91～ l mmの 透色、黒透色、
自透色、灰自の粒 多 Lr面

194
区
採

６
表 鉢

やや浅い沈線文→ナ
デ

条痕→ナデ
明赤褐
2 5WR5/6

こぶい赤帽
れ硝 /0

01～ 0 5mmの透色、自透色、
黒透色、灰白、乳白色の粒

中 LF面

4区
耕作土層

鉢 日縁端部ヽ 筒状工具による刺突
→ナデ

ナ デ
にぶい裾
(75Ч略 /3

にぶい橙
(75畿R7/3)

01～0 5mmの透色、黒透色、
灰 白、茶色の粒

多 ○ 断面

4区
耕作土層

鉢
沈線文、筒状工具に
よる刺突→ナデ

条痕→ナデ
明褐灰
7 nR7/2

にぶい橙
(7 5ЧR7/4)

01～ 0 5mmの透色、黒透色、
灰白、茶色、乳白色の粒

中 O 断面

197 7区 A― I 鉢
粗雑な浅い沈線文→

ナデ 条痕→ナデ
褐灰

tlYR4/つ

とぶい責橙
IttR6/3)

0 1mmの 透色、05～ l maC
灰白、灰色、自透色の粒

中 ① tT面 煤 (外面 )

198
層

区

土
３
色里

い
鉢

爪形状工具による刺
突→ナデ

条痕→ナデ
こぶい赤稚
511R4/41

暗赤褐
ЪЧ聴 /3

01～0 5mmの透色、自透色、
黒透色、茶色、灰 白の粒

中 O 斬覆 煤

6区 I

黒色土下耀
鉢

浅い沈線文、刺突→

ナデ 条痕→ナデ
にぶい褐
7 5YR5/4)

灰褐
′税町 /2

0 1mmの 透色、05～ l mmの

自透色、黒透色、茶色、灰
自の粒

中 断面 煤 (内面 )

区
土

３
色里

一
鉢 票部災は胴部

横位の浅い沈線文→

縄文→ナデ
丁寧なナデ 翻

瑚
黒褐

(llllIR3/2)

01～ l mmの 透色、自透色、
茶色の粒 多 ○ 断面

6区 Ⅱ

阜色土下履
鉢

条痕→やや浅い沈線

文→ナデ
貝級条痕→ナデ 以

剛
倣
咄

91～ 1■ aの透色、黒透色、
乳白色、灰 白、 1～ 3 mmの
茶色、 5 mmの 暗茶褐色の粒

多 ○ Il桓 煤 (外面 )

202
層

区

土
３
色里

〔
鉢 胴 部 浅い沈線文→ナデ 丁寧なナデ

にぶい褐 にぶい褐 Xl～ 0 5mOの 透色、灰 自の

笠
中 ○ 断面 集 (外面 )

203 鉢 口縁部 断面

層

区

土
３
色皇

【
鉢 胴 部 横位の沈線文→ナデ 丁寧なナデ

橙
751R5/4

にぶい掲
95Ч硝/0

01～ l mmの 透色、自透色、
黒透色、茶色、灰 白の粒

多 断面

層

区

土
３
色里

い
鉢 横位の沈線文→ナデ ナ デ

にぶい褐
9税電μ)

にぶい褐
9n邸/o

01～ l lmの 自透色 、黒透
色、掲色、茶褐色の粒

中 断面 果 (外面 )

206 7区 A― D 鉢 頚 部
条痕→貝殻刺突→ナ
デ 条痕→ナデ

灰褐
751馳窮

にぶい赤雅
6激恥 /■

01～0 5mmの透色、白透色、
乳自色、灰 自の粒

中 ○ 断面

207
6区

黒色土層
姜霊

日縁端部
～底部 1た

74 沈線→ナデ ナ デ
橙

5ヽR7/6)
橙

7税電/d

01～ l mmの 自透色、透色、
黒透色、褐色、茶色、灰 自
の粒

多 反転 表上褐灰 (税R4/1)

7区 A― I 鉢 胴 部 貝殻条痕 条痕→指圧痕
こぶい赤花 こぶい赤烈

5■R4/4

0 1mmの 透色 、05～ l mmの

白透色、黒透色、灰自、 2
mmの赤褐色の粒

中 ○ 断面 煤 (外面 )

7区 A― I 鉢 胴 部 貝殻条痕 丁寧なナデ
こぶい赤召
rolTR4/4

ぶい赤帯 0 1mmの 透色、0 5mmの 黒透
色、灰自、茶色の粒

少 ○ 断面 煤 (外面 )

6区 Ⅲ
鉢 胴 部

横位 の浅い沈線文、
端都 :短沈線文→ナ
デ

条痕→ナデ
黒褐

(75釈 3/1

褐
75Ч馳 /3

01～05側の透色、黒透色、
l mmの 自透色、灰 白、茶色、
赤褐色の粒

多 ○ 断面 煤 (外面 )
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土器観察表 (8)

挿

図

図面

番 号
出土地区 器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

成

笑

韻↓

図

臆   考

日径 表 裏 表 裏

7区 A― I 鉢 瞑部又は胴部
突帯貼付→刻 目→横

位の沈線文
丁寧なナデ

にぶい責荘
(lllYR6/〕

にぶい責花
はOhR5/0

0 1mmの 透色、0 5mmの 日透

色 、黒透色、灰 自、茶色 、

暗茶褐色の粒

中 断面

Ⅱ

下

区

土

６

色 鉢 突帯貼付 け→ナデ ナ デ
こぶい黄増
(1鋭R7お

浅黄橙
住OIR8/0

0 1mmの 透色、05～ 2 mmの

茶色、赤褐色、灰色の粒
中 断面

4区
耕作土層

鉢 口縁端部ヽ 突帯貼付→筒状工具
による刺突→ナデ

条痕→ナデ
橙 にぶい褐

0「DYR5/→

01～ 0 5mmの透色、自透色、

黒透色、茶色、灰 自の粒
中 断面

4区
耕作土層

鉢 口縁端部 横位の条痕、沈線文 条痕
こがい赤花
5W懃 /ず

明赤褐
5YR5/6

O mmの 透色、05～ 3側の自
透色、黒透色、茶色、責透
色、灰色の粒

多 ○ LF面

3区
黒色土層

鉢 頚 部
横位の浅い多重沈線
文

ナデ
橙

「DYR6/d
明赤褐
151R5/6)

0 1mmの 透色、05～ 144の
黒透色、自透色、灰色の粒

中 断面

6区 I

R色土下擢
甕 底部1/8 122 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ 橙

躙
浅黄

0 1mmの 透色、05～ l mm自

透色、黒透色、茶色、灰 白、

乳白色の粒

少 反転

6区 I

景色土下層
甕 底部1/8 沈線又は叩 き 底部 :指 ナデ

橙
5YR6/6

にぶい黄モ
(1帆隕γ4)

0 1EIの 透色、05～ l mmの

自透色、乳白色、赤褐色、

茶色、黒透色の粒
少 反転

6区
黒色土下摺

養 底都1/12 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ
橙

7 5YR6/0

にぶい黄培
(1側 R7/4)

01～ 0 51alの透色、日透色、
黒透色、05～ lldの乳 白

色、掲色の粒

中 反転

6区 30番

髯色土下雇
甕 底部3/4 底部 :指 ナデ 底部 :条痕

橙
5YR6/6

黒褐
t側電 /つ

01剛 の透色、01～ 0 5mllの

乳白色、褐色、灰色、奈色
の粒

中 反転

220
6区 Ⅱ

黒色上下尾
菱 底 部 網代底→ナデ ナ デ

橙
751略/0

切赤褐
衝騒 /6

01～ l IIuIの 透色、自透色、

灰白、暗茶褐色の粒
中 断面

6区 Ⅱ

黒色土下尾
嚢 底 部 網代底→ナデ ナ デ

黄橙
7 AR3/8

にぶい赤花
(nIR5/■

01～ l mmの 黒透色、 白透

色、灰自の粒
中 断 面

222
6区

黒色土下厄
甕 底部1/8 底部 :指 ナデ 底部 :条痕

橙
751R6/6

にぶい責色褐
(1帆

“

/4)

014Uの 透色、01～ l mm灰

白、乳自色、黒透色、茶色
の泣

中 反転 某

223
6区 I

黒色土下嬉
奏 底部1/12 沈線文 底部 :指 ナデ

赤掲
5YR4/0

黒褐
(鴎 /0

0 1mnの 透色、05～ l IIの

灰自、灰色、赤褐色、乳白

色の粒

中 反転 果

4区
耕作土層

奏 底部1/8 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ
橙

7 5YR・/6

橙
6Ч電 /0

05～ 1剛 の灰 色 、 自色 、

茶色、茶褐色、褐色の粒
多 反転

7区 A― I

黒色土層
養 底部V3 底 部 :条 rR→ ナ デ

底 :指 ナデ
指ナデ

こぶい赤福
n電/9

にぶい黄喧

(1鋭辮 /3)

01～ 1 4Lnの 透色、日透色、
黒透色、褐色、灰色、乳白
色、茶色の粒

中 反転

6区 Ⅱ
ミ色土下厄

甕 底部1/8 条痕 底部 :指 ナデ
ぶい赤種 黒褐

tOW町 /1)

0 1mnの 透色、05～ l mmの

白透色、灰白の粒
中 反転

4区
耕作土層

弩 底 部 71 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ
橙

rDYR6/6
灰

(5Y4/1)

05血 の乳 白色 、 白透色 、

茶色、褐色、灰色の粒
中 反転 実

228
6区

阜色土下姫
驚 底部1/10 71 底部 :指 ナデ 底部 :条痕

にぶい橙
6Ч邸 /0

にぶい橙
75W町 /→

0 1mmの 透色、05～ l mmの

乳 白色 、自透色 、黒透色、

赤褐色、灰白の粒

中 反転

Ⅱ

下

区

土

６

色 甕 底部1/4 底部 :指 ナデ 底部 :条痕 橙
躙

にぶい黄裾
(1帆

“

/8)

01～0511mの透色、自透色、

乳白色、灰色、黒透色、黒
色、褐色の泣

多 反転

Ｉ

下

区

土

６

色 饗 底 部 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ
橙

75Ч肥 /8

明黄褐
(1帆R7/6)

0 1mmの 透色、01～ 0 5mmの

自透色 、黒透色、乳 白色、

灰色、茶色の粒
多 反転

4区
耕作土層

甕 底 部 脚部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ
明赤褐
闘硝 /6

黒褐 Dl～ l mmの 透色、黒透色、
乳白色、茶色、灰白の泣

多 反転

6区 ― I
甕 底部 指ナデ

にぶい橙
9 5YR6/1

褐灰
7罰恥 /1

5～ 2Ш の灰色 、茶色 、
茶色、乳白色の粒場色、

多 反聴

4～ 7区
量色土下尼

甕 底部V12 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ
橙

6税電 /0
にぶい貢藉
(lllYR6μ )

上lmnの 透色、05～ l mmの

ミ透色、自透色、灰自、乳

ヨ色の粒

中 反転

234
6区

罠色上下擢
甕 底部1/2 底部 :指 ナデ

部

エ

底

サ
指ナデ、指押 にがい貨花

00WIR5/D

明褐
7n邸/8

)lmの 透色、05～ 1剛 の

ヨ透色、黒透色、灰 白、灰
二の粒

中 反菊

235
7区 A― Ⅱ

黒色土層
餐 底部1/2 9+= 底部 :指 ナデ 底部 :指 ナデ

にぶい橙
(7置R7/r

灰褐
75Ч電 /2

〉lmIの 透色、051mの 灰自、
FL白 色、茶色、赤褐色の粒

中 ○ 反菊

236
6区

具色土下姫
甕 底 部 沈線、刺突→ナデ 指ナデ

橙
(7 nR6/d

明赤褐
DAR5/6

)1～ 0 51tmの 透色、自透色、
ミ透色、褐色、黒色、乳白
■の対

多 反窮

層
区
土

３
色里

【
養 回縁部V4 ナ デ 貝殻条痕→ナデ

にぶい責花
tllR5/0

にぶい黄 Эl～ 0 5nrの透色、白透色、
黒透色、褐色、茶色の粒

中 O 反蒟

6区 ―Ⅲ

黒色土層
甕 口縁都1/6

口縁部 :ナ デ

端部 :短沈線文
ナ デ

橙
5Ч電 /0

黒掲
観電 /1

91囲の透色、01～ 0 54Unの

自透色、黒透色、灰色、自
色、暗褐色の粒

少 O 反壷

区
土

６
色望

一
養

口縁部
～底部1/2

240
口縁部 :突〒姑付→

貝殻刺尖
体部 :条痕

指ナデ、指押サエ にぶい橙
Ъ散電 /■

橙
た1～ 14mの 自透色 、黒透

と、灰色、褐色、茶色、自
ヨの粒

多 FkHI 出土状況図有

区

土
６
色黒 甕 口縁部

縁

部
口
体

横 ナデ
ヘラ磨 き

ヘラ磨 き、指ナテ 級
剛

赤
住lllR5/0

0 5mmの 自透色 、黒透色 、
1～ 2 ntの茶色、乳自色の

粒

中 ○ lh面
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土器観察表 (9)

挿

図

面

号

図

香
出土地区 器種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

　
　
　

量

焼

　

　

成

実

測

図

備   考

口径 高 表 裏 表 裏

6区 ―Ⅱ
ミ色土上擢

鉢 回縁都 1々 ヘラ磨キ ヘラ磨キ
黒掲

7 5YR3/2)

にぶい赤花
G鸞 /ど

0 1mmの 透色、01～ l mI¢

掲色、自透色、黒透色、 1
画の芥色、暗茶褐色の粒

多 反転 煤 (外面 )

242
6区

黒色土層
霊 口縁部

痕

デ

条

ナ指
部

‥

醒
榔 指ナテ 勘蜘

橙
t螂 /6

0 1mmの 透色、0 5PInの 自透
色、灰 白、乳自色の粒

中 断面 煤

243
6区

黒色土層
棗 回縁部 指ナデ 指ナデ

こぶい赤褐
5W硝/O ］Ψ

)lmnの 透色、05～ 2画の

え白、黒透色、茶色の粒
多 断 面 煤

244
6区

具色土下厄
甕 口縁部 突帯貼付→ナデ 指ナデ 躙］

痛
即

D lIBの透色、0 5mmの 日透色、
掲色、自色、茶色、黒透色、
嗜茶褐色、乳白色の粒

中 lll面

245
6区

黒色土層
甕 日縁部 指ナデ 指ナデ

橙 橙
5VTR6/8

Э inaの 透色、05～ l mmの

自透色、乳白色、灰 自、茶
色の粒

多 断面 煤

表採 菱 口縁部 条戻 条痕
褐灰

(10HR4/1 踊
嘲

01～05mの透色、自透色、
黒透色、褐色、黒色の粒

中 断面

40 247
4区

耕作土層
箋 口縁部1/11 ヘラ磨キ 指ナデ、指押サエ 橙増

赤褐
5YR4/81

01～ 1剛の透色、自透色、
黒透色、灰 自、赤褐色の粒

多 反転

層

区

土
６
色里

〔
発 日縁部 1ス ケヽ又は条痕 ヘラ磨キ

赤褐 暗赤褐
5Ч斑 /D

01～ 0511の 透色、自透色、
l mmの 茶色、乳白色の泣

中 ○ 反転

層

区
土

６
色望

〔
甕 回縁部 1/( 指ナデ 指ナデ

栓
7開電 /6 螂勅

に

７
l mmの 自透色、黒透色、灰
白、灰色の粒

多 反転

7区
黒色土層

甕 日縁部 1/( 横ナデ 指ナデ
にぶい福 橙

751R6/0
01～ 0 5mIの透色、白透色、
黒透色、灰色、灰自の粒

多 ○ 反転

6区
黒色土層

甕 口縁部
口縁部 :指 ナデ、体
部 :ハ ケ

指ナデ
暗赤褐

］勒
05～ llnの 自透色、灰 白
の粒

中 O 断面

6区
黒色土層

甕 回縁部 ヘラ削 リ 指ナデ
ぶい赤望 鶏

嘲
01～ l mmの 白透色、黒透
色、乳白色、茶色の粒

多 ○ 断面

6区
黒色土層

養 日縁部 指ナデ 指ナデ
暗赤灰
2開昭/1 蜘卿

05～ llnの 自透色、黒透
色、1 5mmの茶色の粒

多 析面

254 層
区
土

６
色 費 日縁部周辺 指ナデ 指ナデ

赤褐 こぶい赤確
2引留/r

l mmの 自透色、黒透色、 1
-34mの 乳自色、茶色の粒

多 ○ 祈面 端部上に穴有

255
6区

憂 日縁部 1/〔 横ナデ 横ナデ 灘］
浅黄

2 5ЧR7/3
1～ 3 maの茶色、灰 自の瓶 多 反転

7区
黒色土層

壷 回縁言【 横ナデ 横ナデ 反転

区
土

７
色里

い

一霊 口縁部 1/(
回縁部 :指 ナデ、体
部 :ハ ケ

指ナデ
橙 橙

1～ 3 mmの 灰色、灰自の粒 多 ○ 反転

258
6区

黒色土擢
一霊 頚 部 指ナデ 指ナデ

橙
(7 5YRi/6)

にぶい橙 05～ 2 mnの 透色 、灰 自、
黒透色、茶色の粒

多 反転

7区
黒色土擢

壺 口縁部1/18
日縁部 :指ナデ
体都 :ヘ ラ磨キ

口縁部 :指 ナデ、体
部 :指 ナデ

橙
蠅

浅貢橙
(10YR3/4)

ユ～ 20mの 透色、灰色、黒
透明、茶色の泣

多 ○ 反転

区
土

６
色黒

一車 日縁部 1/2 156 指ナデ 指ナデ 橙
則

橙 X5～ l lmの 乳白色、灰 自、
天色、茶色、黒色の粒

多 反転

層

区

土
６
色里

¨
底 部 指ナデ 指ナデ 栓

問
橙
”

狂5～ l mmの 乳白色、灰白、
え色、茶色、黒色の粒

多 尻転

262 剛卸
６

色 胴 部 ケヽ→線刻 ケヽ
明赤褐

(2開

“

/d ］蜘
X14mの 透色、黒透色、o5
mの 自透色、灰白、 14mの

～
色、乳白色の粒

少 ○ 新E

263
4区

耕作土層
甕 日縁部1/1` 492 指ナデ 指ナデ

橙 こぶい赤蒙
n邸 /1

Xl dmの 透色、05～ l mmの

匂透色、黒透色、茶色の粒
多 ○ 魔蒟

264
層

区
土

６
色里

〔
甕 日縁部 1/( 指ナデ 指ナデ

浅黄橙
175税町 3'

橙
7開R7/6

たll dの透色、0 5mmの 日適
と、黒透色、灰白、赤褐色、
え色の粒

中 反車 県

265 層
区
土

６
色里

【
甕 回縁部lA 282 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
(101R3/0

栓
7 5WR7ん |

〕5～ lmの 自透色、黒透
色、茶色、乳白色の粒

中 反帝 集 (外面 )

6区、7区

黒色土層
菱 体部 指ナデ 指ナデ

浅黄橙
7闘昭 /6

明褐
75Ч略 /8

05～ l mmの 自透色 、黒透
色、乳自色、茶色、灰色の

粒
多 反転 策

層

区

土
６
色望

い
霙 ヨ縁～体部1オ 244 回縁部 :指ナデ

体部 :指ナデ
口縁部 :指ナデ、体
部 :指 ナデ

橙
75W町 /6

にぶい黄増
(1側電 /3)

0 1mIの 透色、01～ 05m8の
黒透色、白透色、灰 自、茶
色、褐色の粒

多 反重 煤

層

区

土
６
色里

い
甕 口縁部1/虫 横ナデ 横ナデ

橙
5YR6/D

浅黄橙
(10YR8/4)

05～ l lmの 白透色、黒透
色、灰 白、乳白色、茶色の

粒
多 反転

269
6区

黒色土層
甕 日縁部1/11 指ナデ 指ナデ

浅黄栓
7 5YR3/6 呻蜘

01～ 051111nの 白透色、黒透
色、茶色、乳白色の粒

多 反転

270
6区

黒色土層
甕 体 部

日縁部 :指 ナデ

体部 :指 ナデ
指ナデ、指押サエ 翻］

黒褐
(1側昭/0

05～ l mmの 透色、自透色、
黒透色の粒

多 反転
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土器観察表 (10)

挿

図

図面

番号
静 種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

量

焼

成

実

韻1

図

備   考

日ぞ 高 兵部績 表 裏 表 嚢

6区
黒色土層

斐 口縁部 1/( 横ナデ 指ナデ、指押サエ 黄橙
(1鎚RV6)

暗褐

(1侃昭月)

01～ llnの 透色、黒透色、

茶色、乳白色の粒
多 反転

272
6区

黒色土層
甕 体 部 横ナデ 指ナデ

橙
7 5ЧR7/6

にぶい黄橙
(1帆Rγ 4)

0 1mmの 透色、05～ llnの

自透色、灰自、乳白色の粒
中 反転

273 層
区
土

６
色望

い
斐 口縁部2た 指ナデ 指ナデ

浅黄栓
(10Ч 町 4)

にぶい責矩
05Ч電 /】

0 1mmの 透色、05～ l mdの

白透色、黒透色の粒
多 反転 集

6区
黒色土層

不明 体 部 指ナデ 指ナデ
黒褐

75Ч昭 /2

にぶい橙
7Π隔 /4)

05～ lmの 自透色 、黒透

色、茶色、乳白色の粒
多 ○ 反転 栗

6区
黒色土層

奏 体部 指ナデ 指ナデ
こぶい所兼
&留 /α

にぶい橙
(75政町 4)

)lIIの 白透色、透色、 2

mの 乳白色の粒
中 O 断面 突帝は 5つか

276
6区

黒色土層
不明 体部 指ナデ 指ナデ

橙
(5ЧR7/8〕

灰黄褐
(1∝馳 /2)

)lmmの 透色、05～ l mmの
「L白 色、灰自の粒

中 ○ ll猛 煤

277
区
土

６
色黒 菱 体 部 横ナデ 指ナデ 橙

剛
橙 )5maの 自透色 、黒透色 、

天自、 2鰤の茶色の粒
中 ○ 断面

278
区

土
６
色里

〔

墾 体 部 指ナデ 指ナデ
浅黄橙
住∝肥 /0

にぶい権
(1帆臼γ】

0 1mmの 透色、05～ l IIn¢

黒透色、自透色、乳白色¢

粒
甲 断面 煤

6区
黒色土層

奏 体 部 指ナデ 指ナデ
にぶい黄台
はOHR6/0

橙
(「DYR6/6

01～ 0548の 自透色、黒逐

色、 l mmの 茶色、乳自色¢

粒

少 断面 煤

280
6区

黒色土層
甕 体 部 横ハケ 指ナデ、指押サエ 浅黄橙

住OYR8/3
貢灰

25Y5/1)
01～ 051mの 透色、 1剛¢

黒透色、自透色の粒
中 係琶

6区
黒色土層

甕 体 部 指ナデ 指ナデ
浅貢橙
7 5VR3/6

こぶい責燈
llYRiμ )

05～ 1 5amの 自透色、茶色、
黒透色、乳白色の粒

中 ① 析面

7区
黒色土層

甕 体部
回縁部 :指 ナデ

体部 :横ハケ
指ナデ

黄栓
(10YR3/6)

浅黄橙
(1帆Rν 3)

1～ 1 5ndの 黒透色、乳 白

色、灰白、白透色の粒
多 ○ 断面 突帯は 2つか

7区
黒色土層

甕 体部 指ナデ 指ナデ
灰黄褐

(1側馳/グ

こぶい赤確
25Ч馳 /4

05～ l mmの 自透色 、黒透

色、 2～ 4剛の茶色の粒
多 ○ 断面 嬢

284
6区

黒色土層
霊 口縁部 1/` 横ナデ 指ナデ 灘帥

にぶい責鵜
(1∝Rγ 4)

05側 の透色 、黒透色 、自

透色、 l tunの 乳白色の粒
中 LFf面

6区
黒色土層

甕 ヨ縁旨Б1/( 横ナデ 横ナデ
明赤掲 褐

7開馳 /3

01～ l18mの 透色、黒透色、
2 mmの 灰白の粒

多 尻革
面)つ な ぎ目
の篭見察力Sよ く
で きる。

6区
黒色土層

憂 口縁部1/10 横ナデ 指ナデ
こぶい責確
I帆

“

/り

にぶい寅培
(lω R4/3)

05～ l mIの 透色、黒透色
の粒

中 ○ 反転

6区
黒色土層

甕 日縁部
口縁部 :指 ナデ

体部 :ヘ ラ磨キ
指ナデ

栓
5ヽR7/6)

にぶい寅拒
住帆

“

/0
0 1mIの 透色、05～ l oIの

自透色、黒透色の粒
中 ○ 反転 煤

288
6区

黒色土層
甕 口縁部 横ナデ

黄橙
7 5kIR3/9 橙則

05～ l almの 炊色、日透色、

茶色、暗茶褐色、乳白色の

粒

多 新面 墜減、煤

289 層
区

土
６
色里

い
奏 回縁都

口縁部 :指 ナデ

体部 :ヘ ラ磨キ
指ナデ

浅黄橙
(lllYR8潟 )

浅黄
(2醜R7/4)

05～ l ILIの 自透色、黒透
色、茶色、乳白色の粒

少 O 断面 箕

7区
黒色土層

甕 口縁部

日縁 罰
`:指

ナ デ、ヘ

ラ削リ
体部 :ヘ ラ磨キ

回縁部 :指 ナデ
体苦Б:ハ ケ

黒褐
7 5YR3/1

褐灰
(75Ч町 1

01～ 0 5mmの 透色、茶色の

粒
少 ○ 断面 集

6区
黒色土層

甕 口縁部 指ナデ 指ナデ
黒褐

751「R3/2 鶏
嘲

01～0 5mrの透色、黒透色、

l mIの 茶色、乳白色の粒
中 ○ 断面

292 層
区
土

６
色望

【
奏 国縁部 指ナデ 指ナデ

明黄褐
(1鋭R7/6)

明黄掲
(1側 R7/6)

L5HIの 自透色、黒透色の
立

中 O 断面

293
7区

黒色土層
甕 日縁部 積ナデ 横ナデ

灰褐
7副馳/2

浅黄橙
75Ч電 /6

D ldmの 透色、01～ lmの
黒透色、乳白色、茶色、黒

色、褐色の粒

多 ○ 新種 集 (外面 )

294 層
区

土
７
色皇

ヽ
養 体をЬ

口縁部 :横 ナデ

体部 :ハ ケ
指ナデ、指押サエ 灰自

住llYR3/D

浅黄橙
住側電/0

91Ш の透色、05～ 2 mmの

灰自、赤褐色、白透色、黒

透色、茶色の粒

多 O 反革

区

土
６
色里

〔
奏 口縁部1/6 324 丁寧な横ナデ 指ナデ

橙
(5WR7/6) 栓

剛

05～ 2 mmの 赤褐色 、茶帝

色、黒透色、茶色、乳自t
の粒

反転

荷
摩

無

条
は
有

の
目

る

部
み
よ

上
刻

に
田

6区
黒色土彊

斐 日縁部V6 302
口縁部 :横ハケ
体部 :指ナデ

指ナデ 廂］
浅黄橙
η躙 れ

05～ 2 1tlmの 茶色、黒透色、
自透色、乳白色の粒

多 ○ 反転

297
6区 、7区

黒色土層
霊 □縁部V2 横ナデ

口縁都 :ハケ

体部 :指 ナデ

にぶい橙
(7 5WR7/4)

にぶい貨モ
(lω R7/2)

0 1mmの 透色 、 1～ 3m¢
茶色、暗褐色の粒

多 ○ 反転

一 片 の み 別
地、点か ら仕
上、煤

298 層

区

土
４
作 甕 日縁部1/13 270 ケヽ

口縁部 :ハ ケ

体部 :指 ナデ
浅黄橙

(lllYR3/0

ζぶい責橙
IttR7/3)

05～ 211の茶色、赤褐色、

暗茶褐色、灰色の泣
多 ○ 反転 煤

7区
黒色土層

甕 口縁部 1/( 200
日縁部 :指 ナデ

体部 :横 ナデ
指ナデ

褐
751R4/4

橙
5Ч電 /6

0 1mmの 透色、05～ l m4の

黒透色、灰色、赤色、赤褐

色、白透色の粒

中 反転 煤

層
区

土
６
色里

ト
甕 口縁部1/■ 指ナデ 指ナデ

黄橙 にぶい栓
(7 5WR7/4)

05～ l IIIIIの 平し日色、灰色、

透色、黒透色、赤褐色、自

透色の粒

多 反転
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土器観察表 (11)

挿

図

図面

番号
出土地区 静 憧 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

畳

焼

威

実
　
測
　
図

備  考

口径 表 裏 表 一暴

44
6区

黒色土層
甕 日縁部Vl( 226 横ナデ 横ナデ 浅黄橙

(lωRy3)
浅黄橙

(10WR3μ )

9 1mmの透色、05～ 1 5mmの

茶色、赤褐色、黒透色、自
透色、灰 自の粒

多 反車

層

区

土
６
色皇

い
霙 体部 指ナデ 指ナデ 淡黄 浅黄橙

(10YR8 3)

3 1mmの 透色、0 5mmの灰 白、
1～ 3 mmの茶褐色、灰色の
位

多 断面 栗

303
7区

黒色土層
不明 体 部 指ナデ 指ナデ

にぶい責娼
住OIR6/3)

褐灰
10YR4/0

011mの 透色、05～ 2 mmの
灰自、灰色、乳白色の粒

多 ○ 断面 果

304
7区

黒色土層
鶏 体 部 積ナデ 指ナデ 橙

7 5Ч R7/6)

明赤褐
(闘R5/0

05～ 310の茶褐色、灰色、
赤褐色、灰 自の粒

中 断面 突言はひとつか

6区
黒色土層

葵 日縁部1/10
口縁部 :横ハケ

体部 :指 ナデ
指ナデ 浅黄橙

lllYI18/4)

灰白
(1帆Rν 2)

)5～ l mmの 黒色 、灰色 、
え白、茶褐色の粒

多 反転 燥

6区
黒色土層

甕 172 横ナデ 横ハケ 明赤褐 橙
躙

0 1mmの 透色 、05～ l mmの
黒透色、茶色、赤褐色、自
透色の粒

中 反転 煤

307
層

区

土
６
色里

¨
奏 口縁部 1/C 指ナデ 指ナデ

浅黄橙
(10YR3/J

浅黄橙

(lllYR8月 )

0 1mIの 透色 、05～ l nllの

白透色、黒透色、茶色、赤
褐色、乳自色の粒

多 ○ 反転 煤

6区
黒色土層

甕 口縁部 1/( 横ナデ 指ナデ 浅黄橙
(lωRV4)

浅黄橙
75散町 3)

l mmの灰 自、茶色 、灰色 、
自透色の粒

多 反転

回
れ

の
わ

霙
思

付
と

帝
部

突
縁

る

309
7区

ミ色土層
甕 回縁部1/4

日縁部 :横ハケ
体部 :指 ナデ

指ナデ、指押サエ にぶい責鵜
(1側 R7/4)

こぶい貢浴
illYR‐ /3)

05～ 2mの 黒透色、茶 Ite

色、茶色、赤褐色、灰色、
乳白色の泣

多 ○ 反転 煤

7区
黒色土彊

奏 口縁部1/8 166 指ナデ 指ナデ
にぶい責鵜
(1帆R7μ)

浅黄橙
住OYR3/4

)5～ 3 mmの 黒透色、灰 自、
天色、茶褐色、白透色の粒

多 反転

3区
トホヤ上厚

甕 日縁部 横ナデ 浅黄橙
9開電 /り

浅責橙
01～ 2 mBの 茶色 、灰色 、
掲色、茶褐色、乳白色、白
色の粒

多 反転 煤 (内 面 )

層

区

土
６
色里

一
甕 日縁部V14 指ナデ 指ナデ 橙

蹴
橙

5YR7/6
1～ 1 5mmの 茶色 、灰 白、
乳白色、灰色、透色の粒

多 尻転

6区
黒色土層

甕 日縁部V15 指ナデ 指ナデ
にぶい橙
5YR6/0

褐灰
(10YR4/1)

0 1mmの 透色 、 1～ 2 nmの
灰 白、乳白色、茶色、灰色、
赤褐色の粒

中 ○ 反転

層

区

土
６
色望

い
箋 日縁部1/11 横ナデ 指ナデ 浅黄栓

(10LR3/4)

〔ぶい責鳩
(1鋭電 /4)

01～ l mlRの 透色、自透色、
黒透色、茶色、赤褐色の粒

少 ○ 反転 膜

6区
黒色土層

甕 回縁部 指ナデ 指ナデ 浅黄橙
(101R3れ )

にぶい責准
(1鋭 R7/4)

1 4utの 乳白色、灰 白、灰色、
透色の粒

中 断面 膜

6区
黒色土層

甕 日縁部
日縁部 :横ハケ、指
ナデ

体部 :指 ナデ
指ナデ 明黄橙

1帆R7/6)
淡赤褐

25政 R7/3'

0 1malの 透色、05～ l mmの

自透色、黒透色、茶色、赤
掲色、灰色の粒

中 ○ Ll面

317
6区

黒色土層
甕 口縁部

口縁 許 横 ハ ケ、指

ナデ
体都 :指 ナデ

指ナデ 赤 黒 明褐
7働肥 /6

0 1mmの 透色、054mの 自透
色、灰白の粒

中 断面

層
区
土

６
色望

〔
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ 浅黄橙

(10LR3潟 )

浅黄橙
(1帆電 /4)

01～ 0511mの 白透色、茶色、
褐色、黒透色の粒

中 断面 煤 (外面 )

6区
黒色土層

甕 日縁部 指ナデ 指ナデ 浅黄袴
75Ч電 /4

こパい責鳩
上側R7ん )

01剛の透色、05～ 1剛 の
自透色、茶色、灰色、赤褐
色、黒透色の粒

多 断面 煤

6区
ミ色土層

養 日縁部 指ナデ 指ナデ 浅黄橙
75W昭ん

浅黄橙 0 5mmの 黒透色 、自透色 の
粒

少 ○ 祈面

6区
黒色土拒

奏 日縁部 指ナデ 指ナデ
にぶい赤裾
(5Ч駅7/4)

にぶい橙
(7 5WR7/4:

010mの 透色 、0 5mmの 黒透
色、自透色、茶色、 l maの
灰自の粒

少 ○ 断面

322
区

土
６
色望

〔
甕 回縁部1/9 横ナデ 指ナデ 黄橙

(751R8 31

にぶい橙
(7開留 /→

2～ 4 mmの 茶 色 、灰 色 、
)5mmの黒透色、白透色 の
笠

多 反 転 媒

323
6区

黒色土層
甕 口縁部1//1 230 横ナデ 横ナデ

(75散 馳 刀

にぶい貢鵜
(1鋭肥μ)

2～ 4 mmの 茶 色 、灰 色 、
)lmmの 透色の粒

中 反車 煤

層
区
土

６
色里

ヽ
甕 日縁部 横ハケ、指すデ 指ナデ 浅黄橙

(1帆RV4)
灰責褐

(1侃 R6/2)
0 5mltの 黒透色 、灰 白、自
透色、乳白色の粒

中 ○ 断面

層
区
土

７
色皇

¨
奏 日縁部 指すデ 指ナデ 淡栓

5YR3/め
にぶい黄澄
(lllYIli/4)

0 5mmの 灰色 、茶色 、乳 白
色、自透色、黒透色の粒

中 ○ 断面 集

6区
黒色土層

菱 口縁部 指ナデ 指ナデ 浅黄橙
75W財 4)

浅黄橙
7 AR3/♂

l mmの 黒透色、茶色、乳白
色、白透色の粒

多 断面

層
区
土

６
色皇

【
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ 栓

］蜘
05～ 1剛 の自透色 、黒透
色、乳白色、茶色の粒

中 断面

328
層

区

土
６
色里

〔
甕 日縁部 横ナデ ヘラ削 リ 褐灰

9 5hR4/1
褐灰

(lllYR4/1)

0 1mmの 透色、05～ l maの
白透色、黒透色 、乳 自色、
灰 白、茶色、銅色の粒

中 ○ 新面

6区
黒色土層

甕 回縁部 指ナデ 指ナデ 浅黄橙 橙
75戦R7/6)

0 1mlの 透色、 1～ 2 mmの

茶色の粒
中 断 面

6区
黒色土層

甕 回縁部 指ナデ 指ナデ 明赤褐

］蜘
05～ l luRの 透色、自透色、
黒透色、乳白色の粒

中 ○ 断面
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土器観察表 (12)

挿

図

面

号

図

番
出土地区 器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

成

実

預1

図

備  考

口径 高 底部径 表 裏 表 裏

6区
黒色土層

襲 口縁部 横ハケ 指ナデ
黒褐

75W鞘/0
暗赤灰
(2 oh3/1)

01剛の透色、 l o4の 灰白、
暗茶褐色の粒

少 O 断面 媒

6区
黒色土層

甕 口縁部1/■
回縁部 :横ハケ

体部 :横ハケ

日縁部 :横ハケ、指押サエ

体菩[:横ハケ、指押サエ
こぶい赤殖
5YR4/■

にぶい赤推
(熙 /ど

01剛 の透色、0 5nmの 自透

色、乳白色、黒透色、灰色
の粒

少 ○ 反転 媒

6区
黒色土層

甕 日縁部 1/〔

回縁部 :梗ハケ

体部 :横ハケ、指押
サェ

赤褐
n馳 /o

橙
5YR4/4

0 1mmの 透色、05～ l mmの

灰白、自透色灰色、 2～ 5

11の 茶色の粒

中 ○ 反転 煤

7区
黒色土層

霙 口縁部1/7
回縁部 :ハ ケ
体部 :ハケ

口縁部 :横ハケ

体部 :横ハケ

にぶい褐
9瓜 Iり

赤褐
●5Ч馳/0

0 1mmの 透色、05～ l lmの

白透色、黒透色、灰 白、茶

色の粒

中 ○ 反転 葉

層
区
土

６
色里

い
甕 突帯部

口縁部 :指 ナデ

体部 !横ハケ

日縁部 :指 ナデ

体部 :横ハケ
褐

7 rDYR4/3

にぶい褐
(7 5YI15/4)

01～ 0 5mmの透色、白透色、

黒透色、灰色、茶褐色、茶

色の粒

多 ○ 反転

6区
黒色土層

奎 口縁部
横ナデ
ハケ

口縁部 :横 ナデ

体部 :横ハケ
褐

7熙 lα

明褐
7傲町 /6

〕lmmの 透色、05～ lm■lの

白透色 、黒透色、乳 白色、

灰自の粒

中 ○ 断面 策

層

区

土
６
色里

〔
甕 日縁部

横ナデ
ノヽイオ

積ハク
こぶい赤花
6W鸞 /α

赤褐
2説整 /8 弾黒透色、

�
歓

0 5mmの 自透

灰自の粒
少 ○ 新顧 煤

6区
黒色土層

菱 くびれ部 横ハケ、指ナデ 指ナデ
にぶい橙
9 5WR6/r

明赤褐
5Ч硝 /6

)lI Bの 透色、黒透色の地 少 ○ 断面 媒

339
区

層剛
壁

６
里
〔

斐 回縁部1/7 328
口縁部 :横 ナデ

体都 :横ナデ

口稼部 :標ハケ、指

押サエ

体部 :横ハケ

明褐
(7税略 /0

明掲
7n“/6

)1～ 0 5mmの透色、黒透色、

天色、乳自色、茶色の粒
少 ○ 反転

区

層区、７仕
６
里
一

甕 口縁部

回縁部 :積ハケ、

指押サエ、指ナデ

体部 :横ハケ、指ナデ

口縁罰∫:梗ハケ、指押サ
エ、指ナデ 体部 :横ハ

ケ、指押サエ、指ナデ

栓
6W電/0

橙
躙

01～ 0 5mmの透色、黒透色、

乳白色の粒
少 〇 反転

6区
黒色土層

奏 日縁部1/10 横ハケ
赤褐 明赤褐 01mの 透色、黒透色 、01

～ 2剛の茶褐色の粒
少 ○ 反転 煤

342
6区

黒色土層
甕 日縁部1/12 横ハケ、横ナデ 横ハケ 橙

躙
ζぶい黄糧
ユOVm673)

0 5mmの 透色、黒透色 、馴

白色の粒
少 ○ 反転

343
6区

黒色土層
甕 回縁部 1/(

口縁都 :横ハケ
体部 :ハ ケ

横ハケ
明赤褐 暗赤褐

2 5YI13/0

0101の 透色 、 l mmの赤 4・L
色、茶色、灰白、自透色の

粒

少 ○ 反転

7区
黒色土層

奏 口縁部 1万
口縁部 :横ハケ

体部 :横ハケ

日縁部 :横 ナデ、指

押サエ

体部 :横 ナデ

赤黒
25W肥 /1

明赤褐
251R5/8

01～ 054mの 透色 、灰 白、

茶色、 l mmの 白透色の粒
少 ○ 反転 煤

3区
包含層

霙 突帯部1/C 横ハケ 横ハケ
暗褐

(1銀電 /4

暗褐
75W肥 /3

01～ l muの透色、日透色 、

黒透色、褐色茶色、乳自色
の粒

多 尻転 煤 (内面 )

48 346
4区

耕作土層
墾 体部 横ハケ

回縁部 :横ハケ

体部 :横ナデ 橙
閑

明赤褐
0 1mmの 透色 、 l mmの 自透

色、灰 自、 2 nIの乳白色の

粒

多 ○ 反落

347 層

区

土
６
色里

〔

甕 口縁部 横ハケ、指ナデ 横ハケ
にぶい赤権
6燕町 /■

明赤褐
5■IR5/6

l mmの 自透色、 3 mmの灰 白
D対

少 ○ 新 面

6区
黒色土層

奎 日縁部
口縁部 :横ハケ

体部 :横 ナデ

こぶい赤種
5W鸞 /■

橙
5激騒 /C

)1～ 0 5mmの透色、黒透色、
l181の 灰 白、 3 mmの茶色の

陛

中 ○ 断面

6区
黒色土層

甕 口縁都 横ハケ→指ナデ 横ハケ→指ナデ
暗赤灰
25Ч肥 /ゆ

明赤褐
251R5/d

011mの 透色、0 5mmの灰白、
白透色の粒

中 ○ 断面 煤

6区
黒色土層

寮 日縁部 横ハケ 横ハケ 橙
閑

橙
閑

01～ 05mの透色、白透色、
乳自色、 181nの 白色の粒

中 ○ 断面

7区
黒色土層

襲 口縁部
口縁部 :指 ナデ

体部 :ハ ケ

口縁部 :指 ナデ

体都 :ハ ケ
明赤橙 明赤橙

,開硝/6
01剛 の透色、 l maの 自透

色、灰色、灰自の粒
少 ○ LF面

352 層
区
土

６
色里

い
奏 日縁部 横ハケ 指ナデ

にぶい橙
9風肥 /む

にぶい黄鳩
(1佃 R7/4)

01硼の透色、05～ l mmの

白透色、灰自、茶色の粒
少 ○ 断面

層

区

土
６
色里

〔

整 口縁部
日縁部 :横 ハケ

体都 :指 ナデ
指ナデ

にぶい褐
(7前邸 /ど

橙
?税電 /6

0 14Urの 透色 、 l lomの 自色
の粒

少 ○ 断面

層
区

土
７
色里

〔
甕 回縁部 横ナデ

赤黒
9説馳/E

赤
Q側

“

/0
9 1mllの 透色 、黒透色 、 ユ
～ 3Haの灰白、茶色の粒

中 ○ 新重 煤

355
6区

黒色土層
甕 日縁部 横ナデ 横ハケ

明赤褐
Q5Ч騒/S

明赤褐
91剛 の透色、05～ 1剛 の

白透色、赤褐色、 4 maの灰

色の粒

中 ○ 新顧 燥

356 層

区

土
６
色里

〔
甕 日縁部 指ナデ 指ナデ 橙

爛
橙

)lmlの 透色、0 5mmの 日之

と、黒透色、灰 白、茶色¢

笠

少 ○ Ll面

区

土
６
色皇

【
発 口縁部 指ナデ ケヽ

にぶい責橙
(1帆R6/4)

にぶい貢璃
(1011R64

)1～ 0 5mmの透色、黒透色、
l mmの 自透色、乳白色の粒

少 断面 媒

6区
黒色土擢

甕 口縁部 横ハケ 横ハケ 蜘脚
明赤褐
25W邸 /6

01～ 0 5mmの透色、黒透色、

灰自の粒
少 ○ 斬顧

7区
黒色土層

斐 日縁部 指ナデ 指ナデ
橙

7税R7/6
にぶい准
9 5YR6/3

○ tl面

360
6区

黒色土層
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ

暗赤灰
2開昭 /1

明赤褐
2副町/1

0 1mmの 透色、0 5mmの 乳 白

色、 14mの茶色の絃
少 ○ 断面
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土器観察表 (13)

挿

図

面

号

図

番
器 種 残  存

法量 (cln) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

　

　

成

実
　
測
　
図

備  考

ヨ客 高 底部径 表 裏 表 裏

48 361 層
区
土

６
色里

い
甕 日縁部 指ナデ 指ナデ 褐

にがい赤
褐

15YR5/0

0 11mdの 透色、黒透色、 1
m8の 乳白色、灰 自の粒

少 ○ 断面

6区
黒色土層

甕 口縁部 横ナデ 綾ナデ
にぶい黄権
t鋭町/0

浅黄橙
(10YR3/3)

01mの 透色、05噸の黒透
色、灰色の粒

少 ○ 断面

363
6区

黒色土層
奏 回縁部 指ナデ 指ナデ

明赤褐 こぶい赤確
5Ц

“

/ど

05481の 自透色、乳 自色、
茶色、灰自の粒

中 ○ 析琶

364
6区

霊 日縁部 指ナデ 指ナデ
浅黄橙
7a町/4

こぶい樫
01剛 の透色、05～ lm互
白透色、黒透色、乳自色¢

粒
少 ○ 析面

365
6区

黒色土彊
襲 口縁部 指ナデ 指ナデ 呻蜘

にぶい唱
(7 5YR6/4

)141の 透色、黒透色、o
aIの 自透色の粒

少 ○ 断面

6区
黒色土層

甕 口縁部 指押サエ、指ナデ 指ナデ 縮
(251R4/6)

赤褐 )1～ 05t4の 透色、黒透色、
天自、茶褐色の粒

少 O 新面

367
6区

黒色土層
養 口縁部

日縁部 :指押サエ

体部 :指ナデ
口縁部 :指押サエ

体部 :指 ナデ
灰褐

師馳 /お

明赤褐
光14 dlの 透色、黒透色、05
mの 自透色、 2～ 34dの茶
ヨの粒

少 ○ 新騒 媒

368
層

区
土

６
色里

い
莞 日縁部 指ナデ 指ナデ 栓

5H4R6/0
にぶい橙
(7attD

)llmの 透色、054mの 自透
ヨ、黒透色、 lШの灰白、
雫色の粒

少 ○ 新種 嘆

4区
耕作土層

養 日縁部 横 ナデ 指ナデ 明赤褐 灰 赤 0111の透色、0511の 灰自、
乳白色の粒 少 ○ 断面

370
6区

黒色土層
奏 日縁部 指ナデ 指ナデ 掲灰

:5YR4/1)
明赤掲
修aR5/S

〕1幽 の透色、o5～ l IIの

天白、赤褐色の泣
少 ○ 析面

7区
黒色土層

養 日縁部 横ナデ 横 ナデ
浅黄橙
7 nR3/4)

にぶい責を
(10YR6/3)

0 1EIIBの 透色、05mの 自透
色、灰色、茶色の粒

中 断面

6区
黒色土層

奏 口縁部 指ナデ 指ナデ
こぶい癖

― /ど

暗掲
7 5YR3/31

014dの 透色、乳白色、茶
褐色の粒

少 ○ 断面

373
6区

黒色土層
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ 橙

剛
橙

86/7
X5～ 1」dの 自透色、灰色、
子し自色、茶色の粒

多 断面 燥

374
6区

黒色土層
養 口縁部 横ナデ 横ナデ 浅責橙 にぶい黄鵜

(10YR7/3)

Эl～ 0 5mIの 自透色、 1 4Ud
の自色の粒

中 断面

375
6区

黒色土層
発 日縁部 横ナデ 横ナデ

灰黄褐
(10YR4/2)

にぶい黄追
(10YR7/3)

0 1ttuの 透色、0 5duの 黒透
色、灰色の粒

少 O 断面

表採 養 日縁部 横ナデ 横ナデ にぶい橙 橙
仏5YR7/6)

)5剛 の白透色、黒透色、
l maの 乳白色、茶色の粒

中 ○ 断面

49 377
6区

ミ色土層
霙 突帯周辺

口縁部 :横 ナデ

体部 :横ナデ
回縁部 :横ナデ
体部 :横ナデ

橙 にぶい褐
75YR5/4)

0 11alの 透色、05～ 14mの
自透色、乳自色、灰 白、茶
色の粒

中 ○ 反転 煤

378
6区

ミ色土層
甕 突稀部 指ナデ 明赤褐 暗赤褐 )51u4の 透色、灰自、 1～

3側の茶色の粒
中 ○ 析顧

379
6区

黒色土握
発 突帯部 横ハケ、指ナデ 横ナデ 橙

閑 嚇勅
)1～ 0 5mIの透色、黒透色、
叉自の粒

少 ○ 断面

区
土

７
色黒 甕 体部 ハケ、指ナデ ハ ケ

黒褐
(双門/1

橙
閑 /6

0 1maの透色、0 5nIの灰色、
乳自色の粒

少 ○ 断面 媒

6区
黒色土層

甕 突帯部 横ハケ ケヽ
にぶい赤権
OW馳 /→

橙
7 aR7/6

たlDutの 透色、05～ l EIの

与透色、灰 白、乳白色、茶
B色の泣

中 ○ 新祗

382
層

区

土
７
色里

い
甕 突帯部 ケヽ 横ハケ 明赤褐

5YR5/6
灰黄褐
(10YR4/2)

3 1HEの 透色、黒透色、05
～ l IIの 灰 自、 34mの茶色
の粒

中 O 断面

7区
黒色土層

霊 突帝部 ケヽ 横ハケ 褐灰
観R4/1

赤
(lllYRj/6)

0 1EIの透色、05剛の灰自、
自透色、茶色の粒 少 ○ 断面

384
6区

黒色土層
甕 突帯部 横ハケ、指ナデ 指ナデ 浅黄橙

75m/4
にぶい黄橙
(10YR6/4)

01～0 5DIの透色、黒透色、
茶色の粒

少 断面

385
6区

黒色土層
霊 突市部 横ハケ 指ナデ 黄橙

7m7/8) 橙
蜘

0 1uaの 透色、05～ l tuの

自透色、乳白色、灰色の粒
少 Hf面

386
7区

黒色土層
羹 突帯部 横ハケ 指ナデ 褐灰

7 5YR4/1

赤褐
(5YR4/6〕

Xlmの 透色、0 5mIの 自透
色、灰自、 2 EIlの 茶色の粒

甲 ○ 断面

6区
黒色土層

菱 突帯部 横ハケ 指ナデ 暗赤褐 にぶい褐
(7副邸 /4)

0110uの 透色、05～ l ddの

灰自、乳自色、 3～ 5 nIの
ス自の粒

少 O 新面 煤

388
7区

黒色土層
甕 突帯部

口縁部 :横ハケ

体部 :指 ナデ
指ナデ 橙

″例R7/6
明

7 FDYR5/6

01W4の 透色、黒透色、0〔

Duの 自透色、乳白色の粒
少 断面

389
6区

黒色土層
菱 突帯部周辺 横ハケ 指ナデ 褐 浅黄橙

■5Ⅵ篭V8)
01剛 の透色、05～ l ndlの

乳白色、白透色の粒
少 ○ 断面

6区
黒色土層

垂 突帯都
口縁部 :ハ ケ

体部 :指 ナデ
指ナデ

鵜

需〕
01剛の透色、0 5HIdの灰 白、
自透色、茶色、 3～ 5Hdの
灰色の粒

中 O 新面
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土器観察表 (14)

挿

図

面

号

図

番
出土地区 器種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石
　
　
　

量

焼

　

　

成

実

測

図

備   考

回径 底部後 表 裏 表 裏

層
区
土

６
色里

ト
奏 突帯部 ケヽ 指ナデ

浅貢橙
151R8/1

赤褐
6ヽ馳 /0

181nの 透色 、 0 5mmの八 日、

～ 2 HL4の 灰 色 、 赤 褐 色 、

泊 色 の粒

少 ○ 断面

層
区
土

６
色里

〔

奏 突帯部 横ハケ 指ナデ
明赤褐
5疵駅5/6 浦瑚

0 1mmの 透色、05～ l lmの

自透色、黒透色、灰 白、茶

色の粒

中 O 断面

393
6区

黒色土層
甕 突稀部 指ナデ 指ナデ

こぶい赤褐
5hTR4/0 縮勲

01～ 0 5runの 透色、05～ 1

mtの 灰自、茶褐色、乳自色

の泣

中 ○ 断面

394 層

区

土
６
色里

い
葵 突帯部 横ハケ 横ハケ

橙
7税R7/6 橙

閑
0 1mmの 透色、05～ 1剛 の

白透色、黒透色、茶色の粒
中 断面

395
6区

黒色土層
甕 突帯部 横ナデ 指ナデ 橙

剛
橙

7 5WR6/6

〕lldmの 透色、黒透色、0〔

Ⅷの灰 自の粒
少 断面

396
6区

黒色土層
甕 体 部 横ハケ 指ナデ 嚇脚

黒褐
2519/1

914mの 透色、 l nmの 自透

色、茶色の粒
少 ○ 新猛 煤

397
区

土
７
色黒 愛 突帯部 横ハケ、指ナデ 指ナデ

にぶい橙
(75W宝7/4)

橙
′5ЧR7/6

Xlmmの 透色、黒透色、0〔

皿の自透色、乳自色の粒
少 断面 煤

398 層
区
土

６
色皇

ト
甕 突帯部周 横ハケ 横ナデ

明赤褐 橙
躙

014mの 透色、05～ lIB¢

乳自色、白透色、赤褐色¢

粒

少 ○ 断面 煤

399
7区

黒色土層
巽 突帯部 指ナデ 指ナデ

黒褐
5Ч馳 /1 縮瑚

01～ 05剛の透色 、 l II Iの

自透色、灰白、 3 mmの 赤裾

色の粒

中 O 析面

7区
黒色土層

甕 突帯者ト 横ナデ ヘラ削 り、指ナデ
にがい黄椙
(1∝R7/4)

栓
7511R6/0

〕lmmの 透色、黒透色 、05
～ 14mの 茶色、灰 白の粒

少 断面

7区
耕作土層

甕 突帯部 横ナデ 指ナデ
にぶい赤縦
い 理 /4

赤褐
0 1mmの 透色、05～ 1剛 の

灰 白、黒透色、乳白色、 3

maの灰色、茶色の粒

中 ○ 断面

402
7区

黒色土層
奏 突帯部 指ナデ、ヘラ磨キ 指ナデ

赤褐 明赤褐 Э lmmの 透色、0 5mmの 乳 白

色、白透色、灰色の粒
少 ○ 断面 媒

6区
黒色土層

重 突帯部 横ハケ 横ナデ
赤

10R4/8)
橙 014mの 透色、黒透色、05

～ l mmの 乳白色、茶色の粒
少 ○ 反転

7区
黒色土層

一臣 体 部 127 横ナデ 指ナデ 醐呻 醐卿
0 1mmの 過色、 l mmの 茶色、

灰色の粒
少 ○ 反転

6区
黒色土層

壷 突帝部 横ハケ 嘲勲
縮則

011mの 透色、05～ l mllの

白透色の絃
少 ○ 断面 集

層
区
土

６
色里

一

一更 突帯部
口縁部 :横 ナデ

体部 :横ハケ
指ナデ

明赤褐
2 roYI15/6

赤褐 0 1mmの 透色、暴透色、05
mmの 茶色、灰色、灰自の粒

少 ○ 断面

407
6区

黒色土層
一軍 突帯部

日縁部 :横ナデ、ヘ

ラ削 り
体部 :横ナデ

横ハケ 橙
閑

赤掲
5!留 /61

)1剛 の透色 の粒 、05～ ユ

Ⅶの灰 白、茶色の粒
中 ○ 新顧

6区
黒色土擢

壷 突帯 横ナデ ］卿
赤褐

2 5VR4/6

Э lmmの 透色、

自透色、灰 自、

色の粒

の
褐

剛
茶

１
の

一　
ｍ 少 ○ kf面

409
6区

黒色土層
士軍 回縁部V7 横ハケ 横ハケ

明赤褐 明赤褐
95W“ /6

0 1mmの透色、0 5mmの灰色、

乳白色の粒
中 ○ 反嘉

6区
黒色土層

一臣 突帯部
開

・５

日縁部 :横 ハケ

体都 :横 ナデ
指ナデ

明赤褐 赤褐
0 1mmの 透色、05～ 1剛 ¢

白透色、灰色、灰 白、茶t
の粒

中 ○ 反転

6区
黒色土層

壷 口縁部1/? 216 横ハケ 横ハケ、横ナデ
明赤褐 こぶい赤確

5Ч鸞 /■

0 1mmの 透色、05～ 2 mnの

自透色、赤褐色、灰色、灰

白の粒

少 ○ 反転 媒

層
区

土
３
色里

一

一軍 突言部1/1℃ 指ナデ 指ナデ 鶏
咄 靱蜘

01～0 5mIの透色、白透色、

乳白色、黒透色、茶色の泣
中 ○ 反転 煤

層
区
土

７
色里

ト

壷 日縁部1/6

日縁部 :ハ ケ
体部 :ヘ フ状の工具
で押庄

横ナデ 嚇榊
赤 褐 0 11unの 透色、05～ l mmの

透色、茶色の粒
中 ○ 反転

層

区

土
６
色里

い

一霊 くびれ部 指ナデ 横ハケ、指ナデ 橙
剛

明赤褐
25戦略 /6

011Bの透色、05～ l mmC

白透色、乳白色、 2～ 3硼
の茶色の粒

少 O 断面

7区
黒色土層

士霊 口縁部 ハ ケ 橙
剛

栓
躙

01～ 0 5nmの 乳白色、灰色

の粒
中 ○ 断面

層
区
土

６
色里

ト

一霊 突帯部 横ナデ 指ナテ
こぶい赤確
a硝 /1

にぶい提
7副葛 /4

01811の 透色、05～ 1剛 ¢

白透色、茶色、灰自の粒
中 ○ 断面 屎

層

区

土
６
色望

〔

壷 突帯部
日縁部 :横 ナデ

体部 :横 ナデ
指ナデ 期瑚

赤褐
Q5YR4/S

0 1nmの 透色、 lmの 自透
色、乳白色、茶色の粒

多 ○ 断面

層
区
土

６
色里

〔

甕 口縁部 横ハケ、指ナデ 横ハケ、指ナデ
明褐

7説邸/0 鞠嘲
上1～ 0 5mmの透色、黒透色、

184の 乳白色、灰 自の粒
少 ○ 断面 煤

419
6区

黒色土層
奏 口縁部

口縁部 :横ハケ

体都 :ハ ケ
ケヽ

赤黒
25W馳/1

赤褐 )lHU4の 透色、0 5mmの 自透

二の粒
少 O 新題 煤

6区
黒色土擢

甕 口縁部 横ハケ 横ハケ、指押サエ 橙
剛

栓
7硯R7/7

0 1mmの 透色、0 5mmの灰色、

乳白色の粒
少 ○ 断面
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土器観察表 (15)

挿

図

図

吾
出土地区 器 種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

量

焼

成

実

測

図

備   考

口径 高 底部径 表 裏 表 裏

50
6区

黒色土層
甕 日縁部 ケヽ、指ナデ 横ハケ、指ナデ

明赤褐

'例

町 /6

橙 014mの 透色、05～ lЩ の
自透色、乳白色の粒

中 O 断面

422
7区

黒色土層
甕 口縁部 ケヽ ケヽ

赤
(10る /8)

赤黒
10R2/1)

01mの 透色、05～ l nulの

乳白色、自透色、茶色の粒
多 断面

6区
賓 日縁部 横ハケ 横ハケ

橙
熙驚 /d

にぶい橙
751R6/4)

011mの 透色、o5～ lldの
黒透色、乳自色の粒

中 ○ 新面

424
6区

黒色土擢
養 口縁部 横ハケ 横ハケ 橙 ぶい福

)lHU4の 透色、黒透色の粒 少 ○ 祈琶

425
6区

黒色土層
甕 口縁部 横ハケ 横ハケ 橙

傷W驚/6:

明期
脱略 /6

)lmdの透色 、黒透色 、 2
ouの茶色の粒

中 ○ 断面

426
7区

黒色土層
甕 日縁部 横ハケ 指ナデ 明赤褐

′風電/0
明赤掲

Xlnnの透色、01～ 0 54tl¢

戻色、黒透色、白透色、 2
mの 白色の粒

少 O Lrf面

427
6区

黒色土層
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ

里
一

橙
786/6

X14tの透色、ol～o5HIの
,L白 色、褐色、茶色の粒

中 ○ 4「E

428
6区

黒色土層
霊 日縁部 横ハケ 横ハケ

褐灰
7 5YR4/1

橙
7 oqR7/6

0 1uUFの 透色、01～ 054uの
自透色、黒透色、茶色、褐
色、乳白色の粒

少 ○ 断面

429
7区

黒色土層
甕 体 部 ケヽ ケヽ

暗赤褐
5YR3/3)

黒掲
15YR2/D

01山の透色、o5utの灰白、
乳白色、茶色の粒

少 ○ 新巨 集

430
7区

黒色土層
発 突帯部 横ハケ 指ナデ 橙

186/0
橙

15YR6/S

0 1Dlの 透色、0 5maの 自透
色、 l lanの 乳自色、灰色の

粒
少 ○ 断面 康

鶴 1
7区

黒色土層
箋 突常部 ハ ケ 横ハケ

こぶい赤確
税R4/1

にぶい赤稽
6W踊/→

0 1nIの 透色、0511の 乳自
色、黒透色、自透色の粒

少 ○ 断面

432
4区

耕作土層
甕 突帯部 横ナデ 横ハケ 栓 明赤褐

0111の 透色 、 lmの 自透
色、茶色、乳白色、灰色の
位

中 ○ 新面

433
6 EXF

黒色土層
養 突帯部 横ハケ

にぶい培 にぶい褐
75W町 /つ

01～05硼の透色、黒透色、
l wIの 灰 自の粒

少 ○ 断面

434
6区

黒色土層
蓑 突帯都 横ハケ 横ハケ、指ナデ 赤掲 明赤褐

2 5YR5/6)

01～ 0 5ntの 透色、
uuの 乳自色、茶色、
の粒

２
色

”
透

１
白 中 ○ 断面

435
6区

ミ色土層
愛 突荷部

口縁部 :ハ ケ

体部 :指 ナデ
横ハケ

赤褐
開梨 /d 橙

蜘

0 1EIの 透色、05～ l wdの
黒透色、白透色、灰 自、茶
色の粒

中 O 断面

436
区

土
６
色黒 襲 突帯部 ヘラ削リ 横ハケ 橙

ID46/0
赤褐

284/d
)l dmの透色、05～ l dI¢

天自、茶色、灰色の粒
少 ○ 析面

437
区
土

６
色黒 甕 突帯部 横ハケ、指ナデ 指ナデ

にぶい橙
7観電 /4〕

赤褐
5YR4/6

01～ 05剛 の透色、黒透色
白透色、乳白色、赤掲色¢

粒
中 懸面

438
6区

黒色土層
甕 突帯部

口縁部 :横ハケ
体部 :横ナデ

ハケ、指ナデ 明赤褐

'545/0

明赤褐 えlIIの 透色、黒透色、OX
mの灰自、灰色の粒

少 新面 煤

439
6区

黒色土層
葵 突帯部 横ハケ 指ナデ 栓

′m7/0
赤褐

上llwdの透色、0541の 自透
二、灰 白、 2～ 411の赤褐
との粒

中 ○ 新E

440
6区

黒色土層
甕 くびれ部 横ハケ、指ナデ 指ナデ 浅黄橙

7観電/4

浅黄TEH

(10YR3/4)

01～ 0 5ullの透色、乳白色、
灰自の粒 中 断面 集

7区
黒色土層

甕 突帝部 横ナデ 指ナデ
暗赤褐 赤褐

(2m4/8)
)lEIの 透色、 1～ 2側 の
赤褐色、乳白色の粒

少 ○ 断面

442
6区

黒色土層
霙 突帝部 横ハケ 指ナデ 赤灰

2m4/1)
明赤褐 0 11mdの 透色、o5硼の乳白

色、灰自の粒
少 ○ 断面 保

443
6区

黒色土層
箋 突帯部

回縁部 iハケ
体部 :横ハケ

指ナデ
にぶい橙 赤褐 0 1EUの 透色、黒透色、 1

～ 2 dIの乳自色、茶色の粒
少 ○ 断面 媒

444
層

区

土
６
色望

い
箋 突帯部 横ハケ ヘラ削 リ 赤掲 明赤褐 91画 の透色、05～ l IIの

自透色、乳自色、灰自の粒
中 ○ 断面 煤

445
6区

黒色土層
甕 突帯部 横ハケ 指ナデ

こぶい赤,

ID44/1
明赤褐
185/6

0111の 透色、黒透色、05
4UIの 灰 白、茶色、乳白色の
粒

中 O 断面

7区
ミ色土層

箋 突帯部 横ハケ、指ナデ 指ナデ 浅黄橙
7側町 4

こぶい責瑠
10YR6/3)

0111の 透色 、黒透色、 2
mmの 灰 白の粒

少 Ll面 煤

7区
養 突帯部 横ハケ、指ナデ 指ナデ 明赤褐 赤褐

01剛 の透色、o5Ddの 自透
色、黒透色、乳白色、灰荏
の粒

中 ○ 析頂

448
区
土

７
色黒 甕 突帯部 指ナデ、ヘラ削 リ 指ナデ 黒褐

6Ч曙 /0
明赤褐
1剛 /6

)lDaの 透色、05～ l md¢

え白、自透色、茶色の粒
少 ○ 断面 媒

449
6区

黒色土層
甕 突帯部 横ナデ

デナ

デ

指

ナ
‥
指

部嚇
榔 橙

剛
にぶい黄浩
(10HIR6/3)

0 1utの 透色、黒透色、05
～ l ltuの 白透色、灰 自、茶
色の粒

少 ○ 新面

450 層
区
土

４
締 甕 突常部 横ナデ

日縁部 :横ハケ

体部 :指 ナデ
にぶい黄檻
(10YR6/4)

明赤掲

騨動
透色、麓ｍ茶色、

卜は
中 ○ 新E
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土器観察表 (16)

挿

図

図面

番号
出土地区 器種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

０重

焼

成

実

韻1

図

備   考

口径 一局 表 裏 表 裏

6区
黒色土層

斐 突帯部 横ナデ 指ナデ
にぶい橙
(7税R7/4:

浅黄橙
tllYR3/4)

D1014の 透色、05～ l mrtの

乳白色、黒透色の粒
少 新種

7区
黒色土層

変 突帯のみ 横ナデ 指ナデ
赤褐

511R4/S 納瑚
】1～ 0 5mmの透色、黒透色、
疋白、自透色の粒

中 ○ 新騒

453
7区

黒色土層
饗 目縁都 1々 290 横ナデ

口縁部 :横 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
浅黄橙

(10YR8/4)

橙

膨

l IIunの 黒透色、灰色 、01
uの透色、 3剛の茶色の粒

中 ○ 尻窮 煤

454 枷韓
賽 コ縁部1/1 ○ 尻転

455 層

区

土
６
色里

〔
甕 日縁部1/6 282 横ハケ

浅黄橙
76Ч肥/1

にぶい黄増
(1傲R7/4)

)5～ 14mの 透色 、灰 色 、

乳白色、茶色の粒
多 反転

456 層
区

土
７
色里

ト
奏 回縁部1/8 264 横ナデ

口縁部 :横 ナデ

体都 :ハ ケ

にぶい責褐
(10YR5/3)

にぶい責檻
(1鋭電れ)

)lmm透色、0 5mmの黒透色、
l nmの 茶色の粒

中 O 反転 燥

457
7区

黒色土層
箋 日縁部1/1 262 横ナデ 横ナデ

明黄褐
(1帆R7/6)

にぶい責お
(lωR7/4

)1～ lERの 透色、黒透色、
l mmの 灰色、茶色の粒

多 反転 煤

区

土
７
色黒 襲 ヨ縁部1/猟 横ナデ

一ア
リ

ナ
削

横

ラヘ

数
Ｗ
…

聯
榔

にぶい黄澄
(1側 R7/4)

にぶい責荘
(10HR・ /1

1～ 2 mmの 透色、黒透色、

茶色、乳自色、 3 mm大 の茶

色の粒

多 O 反覇

6区
黒色土擢

甕 コ縁部 1/1 横ナデ 横ナデ
橙

7 5ЧR7/0
浅黄橙

守税電 /6

1～ 2剛の透色、茶色、軍

透色の粒
多 更輔

区

土
７
色里

い
甕 ヨ縁部1/1 横ナテ

デナ

デ

横

ナ
‥
指

部縁
部

日
体

にぶい橙
(75取R7/4)

浅責橙
●5Ч堅 /6

lmの 透色、黒透色、灰色、

茶色、白色の粒
多 反転

7区
黒色土層

霙 ヨ縁部1/1` 236 横ナデ 横ナデ
橙 明赤褐

(roYR5/6

01硼 の透色 、05～ 1剛 ¢

自透色、乳自色の粒
中 O 反転

462
6区

黒色土擢
墾 日縁部 1/〔 横ナデ 横ナデ 辮］

にぶい責増
(1侃 R7/3

1剛 の透色、灰色、黒透色、
1～ 2 mmの茶色の粒

多 反転

463
7区

黒色土層
斐 口縁部 横ナデ 横ナデ

橙 にぶい花 )1～ 0 5mmの透色、黒透色、
100の 乳白色、茶色の粒

少 ○ 反転

464
7区

黒色土層
奏 コ縁部1/11 横ナデ

口縁部 :横 ナデ

体部 :指ナデ
橙

7開電 /3
橙
剛

l lmの 透色、灰色 、茶色、
黒透色、乳自色の粒

中 反転

7区
黒色土層

甕 口縁部1/3 横ナデ
口縁部 :横 ナデ
体都 :ハ ケ

浅黄橙
75WW3

橙
2 5WR7/6)

1～ 2 mmの透色、灰色、雰
色の粒

多 反転

466
7区

ミ色土層
甕 ヨ縁部1/“ 166 横ナデ

口縁部 :横 ナデ

体部 :指 ナデ
橙

51R7/8
橙

7闘R7/6)

1～ 211nの透色、灰色、茶
色の粒

多 反転

467
7区

黒色土層
甕 日縁部 1/( 横ナデ 横ナデ

浅貢橙
0∝電 /3)

灰自
tOl「R3/D

0511mの 灰色、茶色、01m4
の透色、 2側の茶色の粒

中 ○ 反転 煤

6区
黒色土層

甕 口縁部 1女 ケヽ

回縁部 :横ハケ

体部 :横方向ヘラ削
リ

橙 橙
rDYR6/6 1剛の透色、灰色の粒 多 反転 整滅

6区
黒色土層

整 ヨ縁部1/1 横ハケ 横ハケ
黄橙

7開R7/8
【ぶい責増
(1帆魚γ4)

01m以下の透色、0 5mmの

乳白色、黒灰色、灰 自の泣
少 O 反転

7区
黒色土層

霊 口縁都 1/( 270 指ナデ
口縁部 :ハケ
体部 :ヘ ラ

橙 こぶい赤帽
5Ч馳 /0

0 1mmの 透色 、 l mmの 自透

色、乳白色、 2剛の自色の

粒

中 O 反 転

層
区
土

６
色里

い
甕 回縁部 175 積ハケ 横ナデ

浅黄橙
(lllYR8/4)

灰黄
25ヽ℃/2

0 1maの黒透色、透色の粒 少 ○ 反転

層

区

土
６
色里

〔
甕 日縁部 1/ク

口縁部 :横 ナデ

体部 :指 ナデ
日縁部 :横 ナデ

体部 :指 すデ
浅黄橙

(lω宝7μ )

にぶい責娼
(1帆R7/3)

0 1mmの 透色、 l mmの 透色、
黒透色、茶色の粒

中 ○ 反転

層
区
土

７
色望

〔
甕 ヨ縁部1/1 横ナデ

日縁部 :横ハケ

体部 :ヘ ラ
橙

″硯肥 /6

黒褐 0 1muの 透色、05～ l luRの

乳 白色、黒透色の粒
中 ○ 反転

474
7区

黒色土層
賓 口縁部 横ナデ 横ハク

浅黄橙
7税電 /3

浅黄橙
tllYR3/3)

0 5mmの 自透色 、黒 透色 、

仄色、茶色、 2 HuRの 茶色の

粒

中 度転

475
6区 、7区

黒色土層
型 口縁部 1/2

都

‥

縁
部

日
体

横ナデ
ケヽ

灰自
(2開電 /4

にぶい貢唱
(10ЧR7/4)

2～ 4剛 の茶色、灰 白の粒 多 ○ 尻転

476
7区 A

黒色土層
甕 ヨ縁部1/1 ○ 反落

層
区
土

６
色皇

一
甕 コ縁部 1/t 橋ハケ

口縁部 :横 ナデ

体部 :横ナデ 橙
爛

栓
7 5WR7/6

1～ 2 mmの 透色、黒透色、

灰色、 2～ 3 mmの透色、茶
色の粒

多 尻薪 燥

478
6区

黒色土層
発 ヨ縁部1/1 横ハケ

デ
リ

ナ
削

横

ラヘ

節
叩

疏

椰
灰黄

25Ч7/2
橙 l mmの 透色、黒透色、乳白

色、 3 mmの 茶色の粒
多 ○ 反覇

層
区
土

７
色里

〔
甕 ヨ縁部1/遷 123

口縁部 :指 ナデ

体都 :ハ ケ

デナ

デ

指

ナ
‥
指

部

‥

縁
部

日
体

淡責
25税8/4

浅黄橙
101R8/0

)1～ 0 5mmの 透色、灰色の

立
中 ○ 反転

6区
黒色土層

甕 ヨ縁部1/4
口縁部 :ハ ケ

体部 :指 ナデ

回縁部 :ハ ケ

体部 :指 ナデ
明赤褐 暗褐

(1帆昭 /3)

0 1mmの透色、01～ 0 5mlの

自透色、黒透色、灰色、 1
～ 4Mの灰 自の粒

中 ○ 反転
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土器観察表 (17)

挿

図

図面

番号
出土地区 許 種 残  存

法量 (cna) 調整及び文様 色

胎  土

石

量

焼

　

　

成

実

根!

図

備  考

回径 高 表 裏 表 裏

層

区

土
６
色里

〔
餐 口縁部 1/2

部

‥聴
椰

:横 ナデ
ハケ

ケヽ
浅黄橙

(7 rDYR3/4

浅黄橙
7 5WR8/4

05～ l mIの 白透色、黒透
色、茶色の粒

中 ○ 反転

層
区
土

６
色里

〔
甕 ヨ縁部VI 250 横ナデ

日縁部 :横ハケ

体都 :ヘ ラ削 リ
浅黄橙
7側郎 /4

浅黄橙
7 5YR8/4

0 5Hwlの 透色 、黒透色 、 2

E lnの茶色
中 ○ 反転

層
区
土

７
色里

〔
甕 回縁部 横ナデ

回縁部 :横ハケ

体部 :ハ ケ
05～ l lmの 灰色、黒透色、
透色の粒

多 反転

層
区
土

７
色里

い
甕 回縁部 1/1 横ナデ 横ハケ

浅黄橙
(1"電 /→

浅黄橙
(lωRy3)

2～ 4 mmの茶色、灰白、乳
白色の粒

中 ○ 反転

6区
黒色土層

甕 口縁部1/4
口縁部 :指 ナデ

体部 :横ハケ

口縁舌卜:積ハケ

体部 :ヘ ラ削 り及び

指ナデ

黄橙
(101R8/6)

にぶい貢櫃
(1帆R7/4)

l IIの 透色、灰白、茶色の

粒
多 反転 事減

7区
黒色土層

贅 口縁部 1/〔 指ナデ 指ナデ
橙 橙

税驚 /6
l mmの 自透色、黒透色、乳
白色の粒

多 O 反転

7区
黒色土層

変 口縁部1/7 指ナデ
口縁部 :指 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
橙 黒褐

lω彎 /1)

1～ 2嗣の茶色、灰色、灰
白の粒

多 ○ 反転 煤

438
7区

黒色土層
奏 体著ト 指ナデ

日縁部 :指 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
黄橙

7働昭 /8

こぶい黄澄
7 5ЧR7/4)

i nmの 自透色、黒透色、茶
色

多 ○ 反転

439
7区

黒色土層
甕 ヨ縁部1/1 指ナデ

回縁部 :指 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ 附
嘲

購
即

0511の 透色、灰色、 1
の茶色

中 O 反転

490
6区

黒色土層
甕 口縁都V2 日縁部 :横 ナデ

体部 :縦方向指ナデ
縦方向ヘラ削 リ

明赤褐
5Ч聴 /6

こぶい赤准
51TR5/■

)1～ 0 5mmの 透色、 1～ 2

皿の茶色の粒
中 ○ 反転 媒

区
土

７
色 誕 ヨ縁部1/J 指ナデ 指ナデ

にぶい貢
住仙電/0

ζぶい責鳩
1伽R6/4)

)1酬の透色 、黒透色、01
81の灰色

少 ○ 反転

492
区

土
７
色黒 斐 ヨ縁部1/“ 243 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
7D4R3/4

こぶい貢増
(1佃R7μ

)5mmの透色、黒透色の l‐ 少 ○ 反転

493
7区

黒色土厄
発 口縁部1/7 指ナデ

日縁部 :指 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
橙

廟］
)lIIの透色の粒 少 更革 煤

6区、7区

黒色土層
甕 日縁部1/3 横ナデ

口縁都 :横 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
栓

(5激 R7/6)
にぶい花

(75Ч

“

独

05剛の黒透色、 自透色 ¢

粒
中 ○ 更霊

495
7区

黒色土彊
甕 回縁部1/7 横ナデ 横ナデ

にぶい橙
51TR6/0

明赤褐
ワ5W“ /6

0 1nmの 透色、051mの 自透
色、黒透色の粒

少 ○ 反聴 媒

区
土

６
色里

〔
甕 ]縁部1/よ 横ナデ 横ハケ

黄橙
(10HR8/6)

浅黄橙
(loⅥ趙れ

l mmの 透色、灰色、黒透色、
3～ 410mの茶色の粒

多 反転

区
土

６
色望

い
奏 口縁部1/7 横ナデ

口縁部 :横 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
赤褐

(2 oh「R4/0
掲

91mの 透色、0 5mmの 日之
色、 l mmの 灰色、茶色、馴
白色の粒

少 ○ 反転 煤

498
区

土
７
色里

〔
甕 口縁部1/5

回縁部 :指 ナデ

体部 1部分的ヘラ磨
キ

指ナデ
橙

●5YR6/0
明赤褐 )lmmの 透色、乳 白色 、茶

ヨの粒
少 ○ 叉落

た

み
つ
ぼ

ぐ

く

・た
工な

で

き

指

大

有

499
区
土

７
色里

“
甕 日縁部1/ 125 横ナデ

日縁部 :横 ナデ
体部 :ハ ケ

灰自
t鋭町/D

灰 黄 Xl～ 0 5ooの 透色、黒透ね
つ粒

中 ○ 叉窮

500
7区

黒色土層
日縁部 1ス 124 日縁部 :ヘ ラ磨キ

体都 :指 ナデ

回縁詈卜:ヘ ラ肖Jリ
体部 :指 ナデ、指押
サエ

明赤褐
25Ч邸/0

明赤褐 た1～ 05剛 の自透色、灰自、
え色、乳白色の粒

中 ○ 叉聴 煤

層
区

土
７
色皇

一
餐 回縁部lA 248 丁寧な横ナデ 横ナデ

明黄褐
(lωR7/6)

にぶい責鵜
(1働 R7″ )

95～ l mmの 黒透色 、白透
色、灰 白、灰色の粒

中 反章

502
3区

黒色土層
甕 頚部1/6 指ナデー ミガキ 横ナデ 褐灰

(10WR4/1)

暗灰黄
Xl～ 05画の透色、自透色、
ミ透色、灰色、茶色、 l IB
D乳白色、茶褐色の粒

中 反転 煤 (外面 )

503
層

区
土

６
色望

【

一霊 口縁部 1/千 憤ハケ
口縁部 :横ハケ

体部 :ハ ケ
橙 橙 た10dの 透色、黒透色、0〔

Ⅲの灰色、乳白色の粒
少 ○ 反 章

504
6区

黒色土層
壺 回縁部1/4 横ハケ、指ナデ

日縁部 :横 ナデ
体部 :ヘ ラ削 リ

浅黄橙
(lωRV4)

灰黄
2 rDY7/2

)5mmの 黒透色 、乳 白色 、
2～ 4硼の茶色の粒

中 O 反転

6区
黒色土層

菱 日縁部
口縁部 :横ハケ、指ナデ

体部 :横ハケ、指ナデ
指ナデ

浅黄橙
(1帆RV3)

灰白
25Y8/2

0111mの 黒透色、 1～ 3 ml
の茶色、灰色、乳白色の粒

多 断面

層

区

土
６
色里

い
霊 日縁部 積ハケ 横ナデ 橙増

橙
閑

011nの 透色、05～ l mmの

黒透色、自色の粒
中 ○ 断面

層
区

土
６
色望

【
奏 口緑部 横ハケ、指ナデ 指ナデ

栓
7副町 6

にぶい黄鳩
(1鋭R7/3)

0 1mmの 透色、 l maの 灰色、
灰自の粒

中 ○ 断面

508
7区

黒色土層
斐 口縁部 横ナデ ケヽ

浅黄橙
(10W電 /0

にぶい黄橙
(1帆略 /3)

0 1mOlの 透色、o5～ 15血 の

透色、黒透色、茶色の粒
中 O 断面

509
層

区
土

６
色里

¨
養 日縁部 指ナデ 横ハケ

橙
rDYR6/D

橙
(碗R7/6)

05～ llnの 透色 、灰色 の

粒
多 断面

7区
黒色土層

甕 回縁部 指ナデ ケヽ
にぶい責浩
(1∝R7/4)

にぶい責准
(1側 R7々)

0 14ttの 透色、0 5rtmの 乳白
色の粒

少 ○ 断面
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土器観察表 (18)

挿

図

図面

番号
許 種 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

］重

焼

成

実

潰↓

図

備  考

ヨ径 高 表 裏 表 裏

6区
黒色土層

費 日縁部 横ナデ 横ハケ
橙

7 5WR7/6
橙
剛

05～ l Hunの 自透色 、黒透

色、乳自色の粒
中 断面

7区
黒色土層

奏 回縁部 横ナデ
浅黄栓

(lllYR3/4)

にぶい責浴
(10YR6/4)

0 1maの 透色、05～ lШ の

透色、灰自の粒
中 ○ 断面

層
区
土

７
色里

い
菱 口縁部 横ナデ ケヽ

橙
7開R7/6

栓
(5W駅7/6)

1～ 211の灰自、乳自色の
粒

多 ○ 断面

6区
黒色上層

箋 口縁都 指ナデ 横ハケ 浅黄栓
●OYR8/0

【ぶい貨増
00YR6/0

05～ 1剛の透色、黒透色、

茶色の粒
中 ○ 断面

7区
黒色土層

奏 口縁部 ケヽ
日縁部 :指 ナデ

体部 :ハ ケ
責橙

175激町 3

橙
7開R?/6

〕lmmの 透色、05～ l II aの

自透色、黒透色、乳白色の

位

少 ○ 断面

7区
黒色土層

菱 日縁部Vl 160 ケヽで調整後指ナデ 指ナデ
黒褐

(oWR2/1

にぶい黄捉
tllYR4/0

た5～ l mmの 自透色、乳白
ヨ、茶色の粒

中 反転

層

区

土
６
色里

一
奏 口縁部 横ハケ 横ハケ

浅黄橙
(7配電/`

,こ ぶい責鳩
(lllYR‐ /4)

l mnの 透色、灰色、茶色 、
ミ透色の粒

中 ○ JfE

6区
黒色土層

甕 口縁部 横ナデ 横ハケ
にぶい橙
(5YRi/4〕

橙
5WR7/d

Xl～ lmの 自透色、黒透

と、褐色、透色 、乳 白色 、
ヨ色の粒

多 新顧

層
区
土

６
色里

〔
甕 口縁部 横ナデ 横ハク

橙
(5YR7/6〕

にぶい橙
(熙 /0

Э5～ l mmの 黒透色 、自透

色、茶色、灰色、褐色の粒
多 新顧 煤

520 層
区
土

７
色里

〔
斐 日縁部 横ハケ 横ハケ

黒褐
(闘R3/1

こぶい赤絆 D5～ l IIの 褐色 、茶色

黒色の粒
少 ○ 新騒 煤

層
区
土

７
色里

〔
養 口縁部 横ハケ ケヽ

明赤掲
2n硝/0

こぶい赤4

n硝 /1
01～ 0 5mmの 透色、 l ndlの

乳自色、灰 白、茶色の絃
中 ○ 断面

522
区

土
６
色里

一
奏 口縁部 横ナデ 横ナデ

灰自
(7引電 /つ

浅黄栓
(101「 R3/4)

XlIIの透色、 21aの茶色、
天色の粒

中 ○ 断面 煤

区

土
７
色里

〔
甕 回縁部 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
(101R8/4)

にぶい責檻
(lω R7μ )

05～ l mrの 透色、黒透色、

茶色、乳白色の粒
多 Ll面

7区
黒色土擢

甕 回縁部 指ナデ 指ナデ 蜘脚
橙
蠅

01剛 の透色、0 5mIの 白透
色、褐色、黒透色の粒

少 ○ 断面

7区
黒色土彊

甕 口縁都 横ナデ 横ナデ
浅黄橙

75Ч電 /δ

にぶい黄鷲
(1帆R7/1

)5～ 1剛の透色、黒透色、
え色、茶色の粒

断面

6区
黒色土層

甕 回縁部 横ナデ 横ナデ
橙

5H電 /31

灰黄褐
(1帆

“

/2

)14mの透色 、 1～ 2 mm¢

天色、茶色の粒
少 ○ 斬面

6区
黒色土層

奏 口縁部 横ナデ 横ナデ
橙

5ЧR7/6 巌
剛

1～ 2 mmの透色の粒 多 析琶

528
6区

黒色土層
甕 口縁部 横ナデ 横ナデ

にぶい黄塔
(llYR7/4)

淡黄
17 5HR8/3

014mの 透色 、黒透色 、 1
～ 2 mmの茶色、灰色、褐在
の粒

中 ○ 祈覆

529
7区

黒色土層
甕 口縁都 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
tω邸/ゆ

橙
5ЧR7/8,

1～ 2 4Ulの 透色、自透色、
灰色、茶色の粒

多 祈面

530
6区

黒色土層
甕 回縁部 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
7開Ry6

栓
7働R7/6)

1～ 2 ndの 透色、黒透色、
茶色の粒

多 th面

6区
黒色土層

墾 口縁音[ 横 ナデ 横ナデ
浅黄橙

(lllYR8れ )

浅黄橙
10HR8/4)

1～ 2画の透色 、乳 白色、

灰白、茶色のli
多 断面

7区
黒色土層

甕 端 部 横ナデ 横ナデ
浅黄橙
7n電/6 麟帥

l mmの 透色、黒透色、灰色、
茶色の粒

多 断面

7区
黒色土層

甕 口縁部 積ナデ 横ハケ
橙
FR6/6

橙
rDYR6/C

0 1mnの 透色、0511tの 自透

色、黒透色、 2～ 4 11uBの 透

色、灰色、赤褐色の粒
少 ○ 断面

6区
黒色土層

甕 日縁部 横ナデ 横ナデ
にぶい栓 【ぶい責鳩

(1鎚 R7/3)
l mmの 透色、灰色、乳自色
の粒

中 ○ 断面

6区
黒色土層

甕 日縁部 横ナデ 横ナデ
橙 橙

5■IR6/6
01mの 透色、 l Emの 灰色、
乳白色の泣

中 ○ 断面

6区
黒色土層

弩 回縁部 横ハケ 横ナデ 橙
爛

にぶい橙
7 ohR6/4)

01～051Bの黒透色、灰色、

乳白色の粒
中 ① 断面

層
区

土
６
色望

ヽ
甕 日縁部 横ナデ

回縁部 :横 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
明赤偶 こぶい赤准

a硝 /1

01～0 5amの透色、黒透色、
1～ 211の 自透色、灰色 、

赤褐色の粒

中 ○ 断面 煤

層
区
土

７
色里

一
甕 口縁著[? 横ハケ ヘラ削 リ

橙
2 AR6/6

こぶい赤捉
5Ч硝 /0

0 1mIの 透色、05～ l ldの

白透色、乳自色、 3 mmの灰

自の粒

少 O 断面

539 層
区
土

７
色皇

〔
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ

橙
(弱R7/6

橙
5ЧR7/6)

01～ 0 5mdの 透色、黒透色
の粒

少 ○ 断面

540
6区

黒色土層
甕 日縁部 指ナデ 指ナデ

浅黄栓
(1鎚Ry】 爆

剛
0 5ddの 黒透色 、 l mrの 灰
色、透色、茶色の泣

多 断面
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土器観察表 (19)

挿

図

図面

番 号
出土地区 許種 残 存

法畳 (cln) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

　

　

成

実

韻!

図

備  考

回径 高 底部径 表 裏 表 裏

57 層

区

土
６
色里

一
発 日縁部 横ナデ 横ナデ

灰白
(lαn(72

灰 自
2風電 力

05～ lmの 灰色、自透色、
黒透色、乳白色、茶色、褐
色の粒

中 ○ 断面

7区
黒色土層

菱 回縁言Ь 指ナデ 指ナデ
にぶい葺栖
(llYR7/41

橙 l EIの 透色、乳自色、黒透
色の粒

多 断面

6区
黒色土層

霙 日縁部 横ナデ
日縁部 :横 ナデ

体部 :ヘ ラ削 リ
黄橙

(10YR6/3)

05～ l mmの 透色、黒透色、
灰自の粒

多 ○ 断面 煤

6区
黒色土層

甕 口縁部 指ナデ ヘラ削リ
赤褐 暗赤褐

2 5YR3/4

0111の 透色、o5～ l dIIdの

灰白、茶色の粒
中 ○ 断面

口縁 の調整 は

手捏

7区
黒色土層

甕 日縁部 指ナデ ハケ
橙

5YR6/6
灰褐

7側躍 /2)

0 1ndの 透色、05～ l Halの

自透色、黒透色の粒
少 ○ 断面

546
6区

ミ色土層
甕 口縁部 指ナデ 指ナデ

明赤褐 にぶい褐
7例硝/0

01mの 透色、0 5nIの 自透
色、黒透色、茶色、灰色の

粒
中 ○ 断面

547 層

区

土
６
色 養 日縁部 横ナデ 横ハケ 浅黄橙 明黄褐

2風7/0
05～ 2 nlaの 黒透色、透色、
灰色、茶色、乳自色の粒

多 断面

548
7区

黒色土層
霙 回縁部 指ナデ 指ナデ

橙 こぶい黄確
10YR4/3)

〕1～0 5amの透色、自透色、
1剛の茶色、灰自の粒

少 ○ 断面

549
7区

黒色土層
甕 口縁部 横ナデ 横ナデ 橙

”
明赤褐
5YR5/d

01～ 0511の 白透色、乳白
色、黒透色の粒

少 ○ LT面

550
7区

奏 日縁部 ハ ケ 横ナデ
κぶい黄杞
(lllYR5/4)

にぶい橙
7引

“

/4)

0111の 透色、054mの 灰佳
の粒

少 ○ 断面 媒

4区
甕 口縁部 横ナデ 横ナデ

橙 にぶい燈 01血 の透色、0 5mIの 黒認
色、自透色の粒

少 祈面

552
7区

黒色土層
甕 日縁部 ハケで調整後横ナデ ハケで調整後横ナデ

赤橙
(10R6/6)

とぶい赤翠 0 11unの 黒透色、 l m8の 5
白、茶色、透色の粒

少 ○ 析頂

6区
黒色土層

甕 口縁部 横ナデ 指ナデ
浅黄橙

(10YR3/3)

にぶい黄瘤
(10YR7/】

)5uLdの 黒透色、灰色の粧 少 ○ Υ面

6区
黒色土擢

養 口縁部 横ナデ 横ナデ
明赤褐
徹 硝 /6

暗赤褐
(DqR3/4

0 1Halの 透色、01～ l II¢

自透色、乳自色、褐色、雰
色、黒褐色の粒

中 ○ 断面 煤

7区 A― I

黒色土層
甕 日縁部1/8 指ナデ 指ナデ

にぶい黄程
(1帆R7/4)

栓
躙

0 1ullの 透色 、05～ l HJl¢

灰色、黒色、褐色、乳白t
の粒

中 ○ 確面 媒

58 556
区

土
７
色里

い
甕 口縁部1/3 指ナデ ヘラ削 リ

明赤褐
(2副町/0

明赤褐
25Ч略 /6

01剛 の透色、05～ 1剛 の

黒透色、自透色、乳 白色、
茶伍の粒

多 ○ 反転 媒

557
区

土
６
色黒 鉢 口縁部 1/Z

日縁部 :横ハケ
体部 :指ナデ

口縁部 :横ハケ

体部 :指 ナデ 鶏瑚
明赤褐 011Bの透色、05～ 1硼 の

自透色、乳白色、茶色の粒
中 ○ 繭 煤

558６区一簡
口縁部 1ス 横ハケ 横ハケ

褐灰
(10YR4/1)

灰 黄
,1剛の透色、01～ 05D81の

有透色、褐色、茶色、黒透
ヨ、自色の粒

少 ○ 反葛 煤 (外面)

559
6区

黒色土層
と霊 日縁部 1カ 横ハケ 横ナデ

にぶい責君
(10a7/3)

浅黄
25Y7/3

)14aの 透色、黒透色、 1
mの乳白色の粒

少 ○ 叉車

560
層

区

土
６
色塁

〔
日縁部1/1 指ナデ 指ナデ

橙
7例R7/6:

橙
7 5YR7/6

)lmaの 透色、灰色の粒 少 叉萌

6区
黒色土層

口縁部1/( 指ナデ
口縁部 :ヘ ラ
体部 :横ナデ

明赤褐 明赤掲 1画の透色、0 5dmの 乳 白
、 l IIの 透色の粒

少 ○ 又鞘

562
6区

黒色土層
変 回縁部 1イ 225 橋ハケ 指ナデ 嚇榊

こぶい赤確 比1～ 0511の透色、黒透色、
ヨ透色、灰白の粒

中 ○ 反転

563
6区 45番

壷 胴 部 丁寧なナデ 指ナデ
明赤褐 明赤褐 )1～ 0 5nIの透色、自透色、

黒透色、茶色、黒色の粒
中 ○ 反重 策 (外面 )

6区
黒色土層

甕 口縁部 指ナデ 指ナデ
明赤褐
5YR5/0

明赤褐
5YRb/6:

01伽 の透色、自透色、黒
透色の粒

少 ○ 断面

層
区
土

６
色 口縁都 指ナデ 指ナデ

赤褐 赤褐
(2 5YR4/a

01噸の透色、05～ 1血 の
自透色、自色、黒透色の粒

中 ○ 断面

層

区
土

６
色望

〔
回縁部 指ナデ 指ナデ、指押サエ 明赤掲 赤褐

(5YR4/6)

01血 の透色、01～ 05Ш の

自透色
中 ○ 断面

567
6区

黒色土層
口縁部 横ハケ 横ハケ にぶい責唱

(10YR6/3)

褐灰
QOYR5/ゆ

01■ uの 透色、01～ 05剛 の

白透色、褐色、黒色、黒透
色の粒

少 lr巨

568
6区

黒色土層
甕 日縁部 指ナデ 指ナデ

栓
7税邸 /6) 褐

瑚
011Eの 透色、05剛の乳自
色の粒

少 ○ Wr覆 某

569
7区 A― コ

黒色土層
甕 口縁部 横ナデ 横ナデ

黒褐
2om3/1)

にぶい黄唱
(10YR7/3)

0 11aIの 透色、 1～ 2 EIの

茶色、褐色、赤褐色の粒
中 ○ 断面

570
7区

黒色土層
菱 口縁部 指ナデ 指ナデ 雄

隠 嚇勅
)ln」 dの 透色、05～ l IIの

ヨ透色、乳白色、灰色の粒
中 ○ 断面
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土器観察表 (20)

挿

図

図面

番号
出土地区 器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

日菖

焼

成

実

測

図

備  考

日径 高 表 裏 表 裏

6区

黒色土層
箋 口縁部 横ハケ 横ハケ

橙
5W電/0

橙
75散R7/S

01～ 05mの 自透色、黒透

色の粒
少 ○ 断面

572
6区

黒色土層
甕 口縁部 指ナテ 指ナデ

明赤褐 こぶい赤で
5YR4/1

01～ lmmの 透色 、白透色の

粒
多 断面

573
6区

黒色土層
巽 回縁部 横ナデ 指ナデ

にぶい貰名
(1011R5/4)

にぶい責裾
(101R「o/3)

)llunの 透色、05～ 11taの 自
透色、黒透色、茶色、灰 白、

ふ褐色の粒

中 ○ 断面

574
7区

黒色土層
賓 口縁部 横ナデ 横ナデ 橙

躙
橙
躙

上1画 の透色、0 58alの 自透

と、黒透色、灰自の粒
少 ○ 新騒

4区

耕作土層
甕 ヨ縁部1/1 298 横ナデ

回縁部 :指押サエ

体部 :指ナデ
浅黄橙

(75W電 /1
にぶい黄櫃
(1開R7/3)

lmmの 白透色、黒透色、灰

色、2mmの 茶色の粒
多 ○ 反 E

7区

黒色土層
甕 口縁 部 指ナデ 横ハケ

黄橙
(7 RR3/『

橙
7 5Ч R7/6

)1～ 0 5nunの黒透色、黒色、
尺色、05～ lmmの 乳白色の

立
多 新顧

6区 Ⅱ
襲 底 都 71 ヘラ磨キ、指ナデ 指ナデ

明赤褐
:5Ч略 /6:

にぶい黄花
101R4/0

)1～ l10dの 透色、黒透色
え自、赤褐色の粒

多
反転

6区 Ⅲ

阜色土上履
甕 底部1/2 ヘラ磨キ 指ナデ

明赤褐
(o95/6) 橙

閑

9 1mmの 透色、0 5mmの 日透

色、黒透色 、 l mmの 灰色 、

乳白色、灰白、茶色の粒

中 ○ 反転 煤底に線刻

579
醍
鯉

駆
監 甕 底部V2 指ナデ ヘラ磨キ

黄橙
住帆電/0

貢灰
25Y4/6

)1～ lmmの 透色 、黒透色、
天白、赤褐色、灰色の粒

中 ○ 反聴 焼成部分的軟

580
4区 45番
具色土下擢

奏 底部1/2 指ナデ 指ナデ にぶい責橙
(llYR6/4)

灰白
(1帆躍 /2

0111mの透色、05～ llmの 自
透色、黒透色、灰 白、茶色、

暗茶褐色の粒

中 ○ 反転

6区 I

景色土下婦
整 底 部 指ナデ 指すデ 縮瑚 瀧瑚

0 1mmの透色、05～ 2mmの 馴

白色、茶色、自透色、灰t
の粒

中 毛形 煤

延
軽

賓 底部1/2 ヘラ削 リ 指ナデ
にぶい責栂
(1帆R7/3)

にぶい赤字

“

Ч剛 /4
01～ lIIの 自透色、黒透色、

茶色、灰色の粒
多 反転

国
躇

甕 底 部 指ナデ 指ナデ、指押サエ 赤褐
5W馳 /∫

赤褐
5W鸞 /6

0 1mmの 透色、黒透色、0〔

～lT8の 自透色、1～ 2mmの

灰白、茶色、暗茶褐色の粒

中 完形

6区 13番
黒色土上層

羹 底部1/2 指ナデ ハ ケ
橙

751R6/6 橙
剛

011nの 透色、05～ lmm自 透

色、乳 白色、3mmの 茶色 の

粒
中 完形

585
7区 A― I

黒色土層
甕 底部1/2 指ナデ 指ナデ、指押サエ にぶい貰鵜

(1侃 R77/4)

浅黄
25政7/3

01～ 0 5mmの透色、黒透色、

茶色の粒
少 反転 煤

586
7区 A-1
黒色土層

菱 底部1/3 指ナデ 指ナデ
橙 浅黄栓

(lllYR3/0

0 11BIの 透色、01～ 05111の

白透色、黒透色 、lmmの 茶
色、乳自色、掲色の粒

中 ○ 反転

Ｉ

下
駆
仕

甕 底部1/2 指ナデ 指ナデ
橙 にぶい貢裡

(1灘14)

0 1mmの 透色、05～ 101の 日
透色、黒透色、灰白、灰色、

茶色の粒

中 O 反転

6区 Ⅱ
ヨ色上下彊

墾 底部1/3 指ナデ 指ナデ
責褐

25Y5/3
明赤褐 05～ lmmの 白透色、黒透色、

白色、褐色の粒
中 反転 媒

6区 I

里色上下姫
霊 底 部 指ナデ 指ナデ

にぶい寵
95Ч硝 /4

黒褐
75W彎 /2

0 1mnの 透色、01～ 0 5Hmの

白透色、乳白色、褐色、茶
色の粒

少 反転 煤

6区 Ⅱ

里色上下歴
甕 底 部 指ナデ 指ナデ

明赤掲
観 恥 /6

κぶい責福
色OH「R5/3)

05硼 の自透色 、 自色 、黒

透色、乳白色、黒色、褐色
の粒

多 完形

6区 I

阜色土下厄
斐 底 部 指ナデ 橙

躙
橙

7税略 /6

01～ 0 5mmの 自透色、乳自

色、自色、黒透色、4.L色 の

泣

中 反落 煤

592
6区 Ⅱ

量色土下擢
甕 底部1/4 指ナデ 指ナデ

にぶい花
05W硝 /4

にぶい責格
(10YR・ /4)

Э lmmの透色、05～ 211の 訊

白色、茶色、赤褐色、灰色
の粒

少 ○ 叉転
底部底 は欠警
の可能性有

593
3区

黒色土層
甕 底部1/3 指ナデ 縦方向ナデ

にぶい纏
t5XR5/4

橙
5Ч邸 /6

Э llmの 透色、0 5mmの 日透

色、茶色、褐色、1剛 の茶
色の粒

中 反転 媒

594
7区 A― I

黒色土層
甕 底部1/4 54 指ナデ 指ナデ

橙
7 5ЧR7/6

にぶい黄冶

(llYRi浴 )

0 1mnの 透色、黒透色 、茶
色、2mrの灰色 、赤褐色の

粒

中 反転

4区

耕作土層
奏 底 部 指ナデ 指ナデ

にぶい橙
(5WR7/4)

にぶい貢瑠
(1似 R7/3)

注5～ 14mの 自透色、灰色、
)5～ 3剛 の乳白色の粒

多 反転

6区 24番

景色土上彊
甕 底 部 指ナデ 指ナデ

にぶい橙
75WR7/4)

澄
011mの 透色、05～ lmmの 自

透色、黒透色、2血 の茶色、
乳白色の粒

中 ○ 反転

7区 A― I

黒色土層
甕 底部1/4 指ナデ 指ナデ 橙

躙
灰黄

7副R721
011mの透色、灰色、灰 自、

黒色、3mmの 茶色の粒
少 反転

6区 I

ミ色土下層
奏 底部1/2 指ナデ 指ナデ

明赤褐
5W硝/8

黒褐
住帆電 /D

01～ 1血 の透色、黒透色の

粒
中 反転

Ⅱヽ
僅

Ｉ

土
醒
艶

斐 底 部 指ナデ 指ナデ
にぶい責i_E

C鋭葛/9
黒褐

2519/1 透色、乳白色、茶色、黒色、

赤褐色、黒透色の粒
多 完形 煤

600
6区 I

黒色土下嬉
甕 底都1/2 横方向指ナデ 指ナデ

橙
75Ч随 /0

暗灰黄 01～ O SIInの 透色、白透色、

黒透色、灰白、茶色の粒
中 反転
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土器観察表 (21)

挿

図

図 面

番号
出土地区 静悟 残 存

法量 (cm) 調整及び文様 色

月台   土

石

量

焼

成

実

預1

図

備  考

日径 高 表 裏 表 裏

601
6区 Ⅱ

黒色土上擢
奏 底 部 指ナデ 指ナデ

にぶい責鵜
10YR5/ゆ

明黄褐
(lω R7/6)

01～ 1血の透色、自透色、
黒透色、灰色の粒

多 反転

７区Ａ．‐諄
甕 底 部 横ナデ 指ナデ

にぶい褐
ク税邸/0

にぶい貰器
(lllYRi/2)

0 1mmの 透色、01～ l mmの ▼[

白色、自色、茶色、黒透色、
1～ 3 tdBの褐色、茶色の粒

多 ○ 反転

3区
包含層

斐 底都1お 横方向指ナデ ハ ケ
黒褐

5Ч電 /つ

明赤褐
5YR5/6

0111mの 透色、01～ 05剛 の

自透色、黒透色、乳 自色、
掲色、自色の粒

多 ○ 反転 媒

6区 I

景色土下擢
菱 底部1/1 指ナデ 指ナデ

橙
7 5YRi/6)

明赤褐
開邸 /0

051mの 透色、自透色 、馴
白色、黒透色、褐色の粒

中 ○ 反転 集

605
Ｉ

下

区

土

６

色 養 底部1/3 指ナデ 指ナデ
橙

7 5YR6/0
橙

75ゝ町 6

01m4の透色 、05～ 13mの
黒褐色、灰色、白透色、茶
色、乳白色の粒

中 反転

606
6区 I

甕 底部1/2 指ナデ 指ナデ 橙 橙
7 5ЧR7/6

0 1mIの 透色、0511aの 日透
色、黒透色、乳白色、茶色、
灰色の粒

少 皮転 煤

607
7区 A― I

黒色土層
甍 底部 ケヽ、指押サエ ケヽ

にぶい橙
′5ЧR7れ i

明赤褐
7 51Ri/2

0 11Fmの 透色 、 311の 茶色
の粒

少 ○ 断面 煤

608
7区 A― I

黒色土層
整 底 部 ケヽ、指押サエ 指ナデ

ー部ハク
明赤褐
&邸 /6

にぶい黄糖
(lllYR5/3)

9 1JBの 透色、05～ 1剛の

自透色、黒透色、茶色、乳
白色の粒

中 ○ 断面
底は焼成時に
はがれたもの

6119
6区 ]

奏 底 部 ヘラ磨キ ヘラ磨キ 橙 橙
れ驚 /6

01鰤の透色、05～ l mmの

白透色、乳白色の粒
少 ○ 反転

7区 A― Ⅱ

黒色土層
甕 底 部 指ナデ 指ナデ

にぶい黄瑠
(10YR6/り

橙
7 5hR7/6

01～ l lBIの 透色、黒透色、
茶色、灰 白、赤褐色、乳自
色の粒

多 反転

番

層
７８
土

区
色

６
黒 菱 底 部 指ナデ 指ナデ

灰白
(lωRV2)

灰自
2税電 /つ

01～ 0 5mmの 黒透色、05～
211の茶色、赤褐色、灰自、
乳白色の粒

多 LT面 煤

6区
黒色土層

奏 底 部 指ナデ 指ナデ
にぶい橙
添 |ヽ

にぶい橙
鰤 驚 /■

0111の透色、01～0511の
白透色、黒透色、乳自色の

粒
中 断面

7区 A
景色土層

甕 底 部 指ナデ
にぶい黄鵜
(10HIRi/3)

浅黄橙
7 AR3/4)

05～ l Fnの 白透色、乳 白
色、黒透色、黒色 、灰色、
茶色、茶褐色の粒

中 反転 煤

6区 19番

ミ色土上層 霊 底 部 指ナデ 指ナデ
にぶい責鵜
(1側 R7/4) 驚

醐

05～ 24mの 茶色 、灰色 、
乳白色、黒透色、自透色の

粒
多 完形

表採 麗 底 部
指ナデ、横ナデ、
縦方向ハケ

指ナデ にぶい黄櫃
Q鴎 Nヽ

褐
(lllYR4た )

01～ 1剛 の乳 白色、黒透
色、 1～ 311の自透色の粒

多 ○ 完形

7区 A― I

黒色土層
菱 底部1/2 ヘラ磨キ 指ナデ

【ぶい責裡
(1帆恥/4)

黒褐
(10YR3/1

)1～ 1血の透色、黒透色、
2～ 31「mの灰自の粒

甲 更転

5区
黒色土擢

菱 底 部 指ナデ 指ナデ
ヱ完黄

2税7/3
浅黄

125Ч7/3
0 5mmの 黒透色、灰色、赤
掲色、自透色、茶色の粒

多
反転

煤

6区 25番

黒色土層
箋 底 部 指ナデ 指ナデ

赤褐
0 5VR4潟 )

縮
則

01剛 の透色、05～ l uIの

白透色、黒透色、茶色、灰
白の粒

中 完形 媒

6区 32塔

亀色土上厘
奏 底 部 指ナデ ヘラ磨キ

にぶい貢荘
(10HRiた )

橙 )lmmの 透色 、 1～ 2 uIの
え自、自透色の粒

中 ○ 完 形

620
6区 21番

里色土上摺
甕 底 部 指ナデ 指ナデ

橙
(751R6/61

橙
7 5YR6ん

Xl dmの 透色、05～ l amの E
金色、黒透色、 1～ 311¢
え白、乳自色、茶褐色の粒

中 完カ

番

層
８９
土

区
色

６
黒 甕 底 部 指押サエ 指ナデ

浅責栓
7開電 /4!

にぶい橙
(7 5ЧR7/4)

Э lunの透色、黒透色 、 1
～ 2 mmの 乳自色、茶色の粒

少 ○ 完尭 県

層

区

土
６
色皇

〔
雪杯 日縁部 1た 236 回縁部 :横ハケ

体部 :指 ナデ
横ハケ、指ナデ

橙
175W町 61

にぶい黄鵜
(1側 R7/3)

たlmIの 透色、01～ 0 5nmの

ミ透色、白色、灰色、 1剛
つ茶色の粒

中 ○ 反転

623 層
区
土

７
色里

【
苛打 杯部2/3

ハケ、ヘラで調整後
指押サエ、指ナデ

ハ ケ
浅黄橙

(1側町 3)

にぶい黄鵜
(1帆R7/4)

)ittuの 透色、05～ lmの
自透色、黒透色、 2～ 5 mm

の学し白色、茶色の粒
中 両 面

内狽1に 九 い形
で煤がつ く

7区
黒色土層

高T/T F底部～脚上 横ナデ 指ナデ
浅黄橙

(1帆町 4)

にぶい黄絹
(1側 R7/3)

011U4の 透色、自透色 、黒
透色、自色、褐色の粒

少 両 面

6区 I、 Ⅱ
高杯 業部～脚上君

部

部

杯

脚
指ナデ

指ナデ
杯部 :一

脚部 :指ナデ
浅黄橙
7例V4

浅責栓
住鋭電/0

011dの 透色、05～ lmの
白透色、黒透色、灰色、茶
色の粒

中 ○ 完形

626

７区Ａ．‐諄
高杯 脚 部 指ナデ 指ナデ

にぶい橙
1税R7/4)

にぶい橙
(7観R7/4)

)lIBの 透色、01～ 0 5mmの

自透色、黒透色、茶色の粒
少 反転

627
層

区

土
６
色皇

い
葛14 ヨ縁部ツ 232 横ナデ 横ナデ 浅黄澄

(10HR8/4)

浅黄橙
(lω肥 /6)

0 11jdの透色、01～ 054mの
黒透色、茶色、自透色の粒

中 反転

6区
黒色土層

葛材 ヨ縁部1/11 横ハケ 横ハケ
浅黄栓
75Ч町 6)

にぶい責鵜
(101R7/4)

01mの 透色 、05血 の灰 、
黒透色、 2 mIの茶色の粒

中 ○ 反転

629
6区 ― X

黒色土上擢
葛打 杯 部 指ナデ 指ナデ 橙

5Ч留 /0
橙

Ы砲6/0

01mの透色、01～ 05剛 ¢

黒透色、自透色、灰色、ヨ
白色の粒

少 O 反転

630
7区

黒色土層
葛1/T 日縁都 丁寧な指ナデ 丁寧な指ナデ

橙
5ЧR7/6)

浅黄橙
75ЧW4

01mの透色、灰色、黒透
色、自色の粒

少 ○ 断面
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土器観察表 (22)

挿

図

面

号

図

番
出土地区 維 残  存

法畳 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

握

焼

成

冥
　
測
　
図

備  考

口径 高 表 裏 表 裏

631
6区

肇色土彊
高杯 口縁部 横ハケ、指ナデ 横ナデ

褐灰
6W馳/1

橙
5YR6/6

01～ 05m81の 透色、黒透在
の粒

中 ○ 断面 煤

632
6区

黒色土層
高杯 日縁部 横ハケ 横ハケ、指ナデ

橙
7 5YR7/0

橙 )lmの透色、黒透色の粒 少 ○ lrf面 煤

6区
黒色土層

高杯 口縁部 横ハケ 横ナデ
明赤褐 橙 01～ 05H」Iの 自透色、黒逐

色の粒
中 ○ 析種 煤

634
6区

黒色土層
葛杯 日縁部 指ナデ 横ハケ

橙 橙
躙

01～ 054uの 透色、黒透t
の粒

中 ○ 祈面

635
6区

黒色土層
高杯 回縁部 横ハケ 指ナデ

赤褐 橙
則

〕l dtuの 透色、黒透色の粒 少 ○ 断面

6区
黒色土層

高4T 口縁部 横ハケ、指ナデ 横ハケ、指ナデ
橙 にぶい黄准

(lllYR7/4〕

01～ 0 5mmの 透色、自透色
の粒

少 ○ 断面

637
6区

黒色土層
高杯 口縁部 横ナデ 横ナデ 橙

躙
明赤褐

0 1ddlの透色の粒 少 ○ 断面

638
6区

黒色土層
高杯 口縁部 ヘラ磨キ 指ナデ

澄
7 5YR7/6

倣
(10YR4/1)

0111の 透色、05～ l lduの

白透色、黒透色、灰色の粒
中 ○ 断面

7区 A― I

黒色土層
寄材 口縁部 横ナデ 横ナデ

にぶい責租
(10YR6/】

橙
7 5YR7/6

0 11Dlの 透色、01～ 0 5HIの

白透色、黒色、黒透色、茶

色の粒

少 ○ 断面 煤 (外面 )

640
6区

黒色土層
葛打 口縁部

日縁部 :横ハケ

体部 :指 ナデ

口縁部 :横ハケ
体部 :指ナデ

にぶい唱 明赤褐
Э llaIの 透色、黒透色の粒 少 断面 煤

641
6区

黒色土層
毒 杯 口縁部 横ナデ 横ナデ

赤褐 期
，

Xldudの 透色、黒透色、0(
Шの乳白色の粒

中 断面

6区
黒色土層

高杯 日縁部 横ナデ 横ナデ
にぶい糧
75YR6/41

にぶい霜
●5Ч町 /4

光1剛の透色、黒透色の粒 少 ○ 断面

643
7区

黒色土層
高杯 口縁部 横ナデ 横ナデ 離

瑚
橙
躙

01硼の透色 、 1硼の白透

色、黒透色の粒
少 断面

644
6区

黒色土層
葛打 回縁部 横ナデ 横ナデ

にぶい黄瑠
(1011R7/4)

にぶい黄唱
(1047/3)

01～ 05mの 透色、灰色 ¢

粒
中 ○ 断面

645
6区 I

ミ色土下尾
葛44 発部～脚上著

部
部

杯

脚

ヘラ磨キ
ヘラ磨キ

部
都

杯
脚

丁寧なナデ
指ナデ

橙
15YR6/0

橙
(FoYR7/6)

0111の 透色、05～ 1鰤 の

乳白色、灰色、茶色の粒
少 ○ 完形

646
7区 A-1
黒色土層

葛材 発部～脚上吉 脚部 :指ナデ
都
部

杯
脚

丁寧なナデ
指ナデ

にぶい橙
75YR7/4)

にぶい黄篭
(10YR7/4)

0 1uttの 透色 、黒透色、 2
～4mの茶色の粧

少 ○ 完形

647
7区

黒色土層
高杯 発部～脚上岩 脚部 :ヘ ラ磨キ 脚部 :指 ナデ

明赤掲
:訊硝 /8

明赤褐
(2税邸 /8)

0 1malの 透色、0 5ndの 白透
色の粒

少 反転

648
7区 A― I

黒色土層
高窮 脚部上 脚部 :ヘ ラ磨キ 脚部 :指ナデ

橙
7税剰76

浅黄橙
(10YR8/4)

0 14dlの 透色、05～ 141の
乳白色、自透色の粒

少 反転

649
6区 42香

守FT 脚部上
脚部 :指ナデ、指押
サエ 脚部 :ナ デ

にぶい唱
(7 5YR7/4

橙
0 1HHの 透色、05～ 1血 の

自透色、黒透色、乳白色の
粒

少 ○ 急形 箕

7区 A― I

黒色土層
笥杯 脚部上 脚部 :指 ナデ 脚部 :ナ デ

にぶい黄程
(10YR7/3) 嘲噸

〕5 EIIの 透色 、 2mの 茶色
の粒

少 ○ 叉窮 集

7区 A― I

黒色土層
司打 脚部上 丁寧な指ナデ 指ナデ

にぶい黄洛
(1侃

“

/3)

暗灰黄 た14 dlの 透色、0 5Halの 黒透
ヨ、茶色の粒

少 反転

652
6区 I

苛打 脚部上 脚部 :ヘ ラ磨キ 脚部 :指 ナデ
にぶい培 橙 たlumの透色、黒透色、0〔

mの白透色の粒
少 ○ 尻菊

653
7区 A

黒色土層
「。

r打
脚部上 脚部 :ヘ ラ磨キ 脚部 :指 ナデ

橙
イ副R7/C

黄褐
(10YR7/61

Xl～ 0 5EDの透色、黒透色、
2～4tu4の乳白色の泣

中 完形

654
番

層
９８
土

区
色

６
黒 高杯 脚部上 脚部 :ヘ ラ磨キ 脚部 1指 ナデ 離］

浅黄
2M/3

01画 の透色、05～ l HIの

自透色、茶色の粒
少 ○ 完カ

655
7区 A― I

黒色土層
高杯 脚部上 脚部 :横ハケ 脚部 :ナ デ

灰自
,税RVガ

灰 白 XlIIの透色、黒灰色、3nt

つ茶色の粒
少 反葛

656
6区

黒色土擢
高杯 脚 部 指ナデ 粗維 な指ナデ 橙

剛
浅責橙

(1鋭Ry4

01～ 0 5mnの 透色、LS透色、

黒透色、白色、乳白色、灰
色の粒

少 両 面 δ区と7区 の境

657
6区 158瑠

黒色土擢
葛窮 脚 部 脚部 :横 ナデ 脚部 :指 ナデ

橙
(5YR7/8) 橙

躙
)1闘 の透色、05～ l mn¢

ヨ透色、乳自色の粒
中 完形

658
7区 A― I

葛打 脚都下 横ナデ 横ナデ
浅黄橙
7 aRν4

浅黄橙
(10ゝ司R8/4

0 1HITの透色、01～ 05血 ¢

自透色、黒透色、茶色、房
色、乳白色、黒色の粒

中 ○ 反転 媒

659
区

上 高杯 脚部1/8 横ナデ 指ナデ
責橙

(1似
qV6)

にぶい黄荘
(10YR7/41

0111の透色、01～ 0 5nII C

白透色、黒透色、乳自色互

粒

中 更覇 煤

660
7区

需色土層
葛杯 脚部1/8 タヽ 指ナデ、横ハケ

にぶい橙
(5ЧR7/4)

褐
01n」 の透色、01～ 0511¢

乳自色、自色、白透色 、葬
色、暗茶褐色の粒

中 ○ 繭
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土器観察表 (23)

挿

図

面

号

図

番
器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

　
　
　

量

焼

成

実
　
測
　
図

備  考

回径 高 表 裏 表 裏

7区
黒色土擢

葛猪 脚部1/7 指ナデ 橙 にぶい培
0 11mdの 透色、01～ 0 5uH¢

黒透色、自色、自透色、権
色の泣

中 反 転

662
区
土

６
色里

【
高杯 脚端部 横ハケ 指ナデ 橙

(5ЧR7/6)
橙

7税R7/6

0 5EIの自色、05～ 1血の景
透色、 1～ 2剛 の灰色、茶を
の粒

多 断面 煤

64 663
7区

黒色土層
杯 口縁部

口縁部 :横 ナデ

体部 :横ハケ
横ナデ

浅黄橙
7M8/1

浅黄橙
(lωRν 4)

0511の 灰色、自透色、景
自色、茶色、黒透色の粒

少 ○ 叉菊

664
6区

黒色土層
杯 日縁部1′ 170 横ナデ ヘラ磨キ

浅黄橙

(1帆町 4)

にぶい莞俗
(10YR7/4)

たl10dlの 黒透色、透色の粒 少 ○ 叉車

665 表採 杯 積ナデ 横ナデ
灰自

(1帆Ry2)
灰白

2制72
たl dIの 黒透色、灰色、茶
との粒 少 反 聴

666
6区

黒色土層
杯 日縁部1/ 横ナデ 横ナデ 橙

剛
橙

15YR7/J
〕llatuの 透色、黒透色、01
-lIIの茶色、自透色の粒

少 尻重

667 層

区

土
６
色里

【
杯 口縁部 1ス 横ナデ 横ナデ

澄 にぶい橙
7ЫR7/4〕

LlEIの 透色、0 5Hoの 白透
ヨの粒

少 ○ 反車 笑

層
区
土

６
色里

〔
杯 日縁部 1沐 147 横ナデ 指ナデ 橙

7 5YRi/6

栓
15YR6/61

01～ 05山の自透色、黒透
色、自色の粒

中 ○ 反転

7区
黒色土層

杯 ヨ縁部1/1 横ナデ 横ナデ
橙

DWR7/0
橙

修87/d
∝
粒

lIIの 黒透色 、乳 自色 の
少 反転

670
7区

黒色土層
杯 148 横ナデ 横ナデ

浅責橙
7 5YR8/6

橙
(5YR7/6)

01鰤の透色、01～214の 茶
色、白透色、乳白色の粒

少 反転

671
7区

黒色土層
杯 横ナデ 横ナデ

橙
5YR7/6)

橙
(m6/6)

0 1maの 透色 、灰色、黒透
色、 1～ 2EIの 茶色の粒

少 ○ 反転

672
6区 ―Ⅱ

黒色土上厄
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ

浅黄
2 AR7/S 厳

瑚
01～0 5tuの 自透色、黒色、
茶色、褐色、灰色の粒

少 ○ 反 転

673
6区

黒色土層
杯 体 部

日縁部 :横ナデ
体部 :横ハケ

指ナデ 橙
瑚

橙
2 5YR7/81

0 1EIIの 透色、1～05硼の自
透色、自色、灰色、黒色の
粒

少 反転

674
7区

黒色土層
杯 ヨ縁部1/1` 横ナデ 横ナデ

橙
5YR7/6) 橙瑚

0 1DBの 透色 、灰色、黒透
色、乳白色の粒

少 ○ 反 転

675
7区

黒色土層
杯 ヨ縁部1/■ 横ナデ 横ナデ 欝］

にぶい黄洛
(10YR7/4)

Xlmlの透色、054dの 茶色、
え色の粒

中 反転

676
6区

黒色土層
杯 横ナデ 横ナデ

浅黄橙 橙
7税R7/6

光lIIの 黒透色の泣 少 叉蕪

677
6区

黒色土層
杯 横ナデ 指ナデ

橙
R7/8

橙
彫

95～ lHldの透色、灰白、茶
色、赤褐色、自透色の粒

少 叉転

678
6区

黒色土層
杯 ヨ縁部 1々 横ナデ 積ナデ 橙Ｗ

橙
7 FoYR7/6

○ 反転 墨書土器

679
6区

黒色土層
杯 ヨ縁部VI 横ナデ 横ナデ

橙 にぶい栓
7DqR7/4)

01側 の透色、01～ 0 5mHの

黒透色、灰色の粒
中 ○ Fk車

680
7区

黒色土層
杯 口縁部 1ス 横ナデ 横ナデ 橙

Ｍ
橙

2 5YR7/61

0111の 透色、05側の灰色、
黒透色の粒

少 反転

681
6区

黒色土層
杯 口縁部 1/( 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
7税電 /4

浅黄橙
7548/δ

01硼の透色、黒色、054u
の茶色の粒

少 反転

7区 A― I

黒色土層
杯 日縁部 123 横ナデ 横ナデ

橙
7 5YR7/6

橙
剛

01～ 05■ uの 透色 、黒色

灰色、茶色の粒
少 ○ 反転

683
6区

黒色土層
林 口縁部1/〔 横ナデ 横ナデ 浅黄橙

(1側町 3)

浅責橙
1鋭昭/4)

0111の 透色、o5h・ Iの 黒色、
白透色、茶色の粒

中 反転

684
6区

黒色土層
杯 口縁部 1/1 横ナデ 横ナデ

橙
5YR6/0

栓
(闘驚 /6

)lII mの灰色の粒 少 ○ 更聴

685
7区

杯 日縁部 横ハケ、指ナデ 横ナデ
にぶい橙
(5YR7/4)

にぶい黄お
(10YR6/1

0 5Haの 灰色、 自透色 、副
自色、茶色、黒透色の粒

中 ○ 更嘉

686
6区

黒色土擢
杯 ヨ縁部1/〔 横ナデ 横ナデ

にぶい橙
7 5YR7/4)

にぶい葺悟
tOYR7/J

)lH dの 透色、01～ o5udの
黒透色、白透色、茶色の粒

中 ○ 反転

687
6区

黒色土尾
杯 116 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
(1鋭Rν3)

浅黄
2 oW7/3

0 1uldの 透色、自透色、揮
透色の粒

少 反転

7区
黒色土擢

杯 ヨ縁部1/■ 116 横ナデ 横ナデ
浅黄橙
75W町1

浅黄栓
7a驚/6

XlI Iの 透色、0 5ndlの茶色、
え色の粒

少 度転

689 剛
量

６

色 杯
口縁部～

体部1/
杯部 :横ナデ 杯部 :横 ナデ

浅黄橙

(1側町 3)

にぶい黄椙
(lllYR7/4)

たlE Iの 透色の粒 少 叉革

690
6区 41番

杯
口縁部～

体部1/

杯部 :横ナデ
底部 :ロ クロ切離後
指ナデ

部
部

杯
底

横ナデ
指押サエ

橙
75YR7/C

浅黄橙
7開Ry6

X14uの 透色、05～ 1縞の黒
二、乳自色、茶色の粒

中 ○ 反転
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土器観察表 (24)

挿

図

図面

番号
出土地区 静 種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎  土

石

量

焼

成

実

韻!

図

備   考

口ぞ 二部宅 表 裏 表 裏

691
7区 A― I

黒色土層
杯 底 部

‥

‥
痕

部
部

庄

否
底

土

懐ナデ
ロクロ切離後 杯部 :指 ナデ

浅黄橙
75Ч町 4)

浅黄栓
(10YR8/3)

0111の 透色、05～ lIIの 黒

色、茶色の粒
中 反転 底に土の圧痕有

692
6区 8番
黒色土上層

杯 底 都
底

デ

ヘラ切離後ナ
杯部 :横 ナデ

にぶい黄鵜
(1銀R7/4)

浅黄橙
(10YR3殉

0 1mmの透色、0 5mrの黒色、

灰色、05～ llo dの 茶色、赤

褐色の泣

少 反転

693
6区 Ⅲ

黒色土上雇
杯 底 部

底部 :積 ナデ

底部 :ロ クロ切離後
指ナデ

杯部 :横 ナデ
|こ ぶい黄鵜
(1帆 R7/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

)ln aの 透色、0 5uttlの 黒色、
)5～ 1硼の茶色の粒

中 反転

694
7区 A― I

黒色土層
杯 底部1/6

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離後

指ナデ
杯部 :横 ナデ

にぶい貢鳩
(1帆R7/3)

にぶい黄澄
(1価R7/3)

0 1mmの透色、0 5mmの黒色、

黒透色、乳白色の粒
中 反転 兵

6区 Ⅱ

ミ色土上婦
杯 底 部

杯部 :横 ナデ

底部 :指 ナデ調整後
土圧痕

杯部 :横ナデ、指押
サエ

橙 橙
(51R7/6)

0111nの透色、黒色、05～ 1

amの 乳白色、茶色の粒
少 反転

6区 Ⅱ
杯 底 部

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離後

指ナデ
杯部 :横 ナデ

にぶい橙
(75Ч町 4:

にぶい橙
ク税電 /4)

01画 の透色、01～ 05mの
黒色の粒

少 ○ 反転 煤

697
6区 Ⅱ

杯 底 部

杯罰
':積

ナデ

底部 :ロ クロ切離後

指ナデ
杯部 :横 ナデ

橙 橙
5ЧR7/S

)lIImの 透色、0 5mmの黒色、

ミ透色、茶色の粒
少 反策

698
6区 ―Ⅱ

星色上下履
杯 底部 杯都 :横 ナデ 杯部 :指 ナデ

浅黄橙
(1帆Ry4)

浅黄橙
(1011R3/3)

1lludの 透色、0510mの黒色、

終色、褐色の粒
少 死車

699
6区 Ⅲ

杯 底部 杯部 :横 ナデ 杯部 :指 ナデ
にぶい黄君
(lωR7/4)

にぶい黄鵜
(10YR7/2)

)1～ 0 5EUの 自透色、黒透

ヨ、茶色、灰白、灰色の粒
少 ○ 叉索

m9o
7区 A― I

黒色土層
杯 底 部

杯部 :積 ナデ

底部 :ロ クロ切離後
指ナデ

杯部 :横 ナデ
浅黄橙
住側電/9

浅黄橙
Q側電/0

01血の透色、0 5mmの黒色、

茶色の泣
少 完形

7区 A― I

黒色土層
杯 底 部

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離後
やや粗雑 な指ナデ

杯部 :横 ナデ
橙

(5WR7/8)
橙

(5ЧR7/6
0 1mIの透色、05～ 1剛の灰

色、赤褐色の粒
多 反転

Ｉ

上

区

土

６

色 杯 底 部

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離後

指ナデ
杯部 :横 ナデ

橙
(5ЧR7/8)

灰自
2「DY8/2

)lmdの透色、054mの 黒色、
え色、黒透色、赤褐色の粒

少 反覇

7区 A― I

黒色土層
杯 底 部

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離後

指ナデ
杯部 :横ナデ

橙
(7 5WR7/6

にぶい責雇
(1研 R7/1

0 1mmの透色、054nの 黒色、

黒透色、乳白色の粒
少 更乖

704
6区 7番
ミ色土上層

杯 底都1/4
デ

部

部

ナ

杯

底

指

指ナデ
ロクロ切離後 杯部 :指 ナデ

にぶい黄栂
(10HIRi/3)

にぶい黄増
(1側 R7/3

)inulの 透色、黒色、05～
皿の茶色の粒

少 ○ 反転 煤 (外面 )

705
6区 Ⅲ

星色土上尾
杯 底部1/6 杯部 :横 ナデ 杯部 :横 ナデ

橙
5YR7/∫

橙
翼R7/6)

0 1mmの 透色、05剛 の茶荏
の粒

少 反転

706
6区 46番
黒色土層

杯 底 部 杯部 :横 ナデ 杯部 :指 ナデ
にぶい黄鵜
(10YR6//4)

こぶい黄橙
1帆電 /り

01～ 0 5Enの 黒色 、灰色 、

茶色の粒
中 O 反転 媒 (外面 )

7区 A
黒色土層

杯 底部1/6 杯部 :横 ナデ 杯都 :指 ナデ
にぶい責権
(1帆R4/3)

褐
1仙Rγ4)

0 1mmの透色、01～ lllmの 黒

透色、乳白色、灰褐色、茶

色の粒

多 反転

6区 I
杯 底 部 ―

デ

部
部
ナ

杯
底
指

横ナデ
ロクロ切離後 丁寧なナデ

橙 橙
熙R7/8)

0 1Dulの透色、05～ lmnの 黒

透色、灰色の粒
中 反転

6区 Ⅱ
杯 底 部 杯部 :横 ナデ 杯部 :指 ナデ 橙

閑
橙
閑

011L4の 透色、01～ 051m¢

自透色 、黒透色、乳 自色 、

灰色の粒

中 ○ 反転

6区 37番
杯 底 部

杯部 :横ハケ

底部 :ロ クロ切離後

指ナデ
杯部 :横 ナデ 橙

躙
橙

5WR7/6)

01皿の透色、054mの 黒色、

乳白色、05～ l omの 茶色の

粒
少 ○ 反転 燥 (外面 )

6区 ― I
杯 底部

杯
底

デ

梗ナデ
ヘラ切離後ナ 杯部 :横 ナデ

橙
7 5WIR6/6

橙
7 5ЧR7/6

01剛の透色、051uの灰色、

乳白色、自透色、茶色の泣
中 反転 煤 (内面 )

7区 A― I

黒色土層
杯 高台

庄

に
け

指

り

付

り

じ
貼

′
回

ね
を

′
計

上
台

“
対
鵜

綿

即
部

よ

る

↑
底

に
よ

杯部 :横 ナデ
橙

(2開 R7/8
橙 0 1ndの 透色、黒色、05～ 1

mの茶色、灰色の粒
少 完形

6区 40番

路色土上層
杯 高台V3

圧
じ

指

ね

り

上

方
回
粘

ナ
計

部

標
時

一

部
都

よ

冷
底

に
り

杯部 :横 ナデ
橙

(5ЧR7/8
橙 01414の 透色、0511nの黒色

灰色、茶色、乳白色の粒
少 反転

7区 A― I

黒色土層
杯 高 台

庄
後

指

り

ガ
回
ね

ナ
計

上

け

棋
時

粘

付
る
貼

部
部

よ
台

弥
底

に
高

杯部 :横 ナデ
浅黄橙
1帆Ry4)

浅黄橙
(10YR3β )

)lmmの 透色、0 5nIの黒色、
X5～ ln mの 茶色の泣

少 反糠

Ｉ

上

区

土

６

色 杯 高 台 圧指

り

デ
回
ね

ナ
計

上

横
時
粘

部
部

よ

杯
底

に
杯部 :横 ナデ

橙
7働R7/6)

浅黄橙
(10W幣/4)

01剛の透色、05～ lmIの 療
色、茶色、赤褐色の粒

少 ○ 反転

7区 A― I

焼± 1
杯 高台

底 部 :ロ クロ切 離後
高台 を賠付 け、丁寧

杯部 :横 ナデ、指押
サエ

こがい黄浴
1側R7/4)

浅黄橙
(1帆Ry4)

)lntllの 透色、05鰤の黒色、
)5～ 14mの 茶色の粒

中 ○ 反転 焼土内出土

6区 14番

黒色土上尾
杯 高 台

庄
後

指

り
回
ね

け

計

上

付

時

粘
貼

部

よ
台

底

に
高

杯都 :横 ナデ
橙

5ヽR7/6)
にぶい橙
(5ЧR7/4〕

)1剛の透色、黒色、05～ 1

mの茶色の粒
少 完 形

6区 I

ミ色土上厄
杯 高台

庄
じ

指

ね
り
上

フ
ロ
粘

ツ
計
部

像
時

一

φ
部

よ

↑
底

に
め

杯部 :横 ナデ
浅黄橙
75W電 /6

橙
(5WR7/6

)lmの透色、0 51dmの黒色、

)5～ 1剛の茶色の粒
少 完形

7区 A― I

黒色土層
杯 高台

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離 し

後指ナデ
杯部 :横 ナデ

浅黄橙
751R3/0

浅黄橙
751R3/4

0 1mIの透色、05～ lmmの 灰
色、茶色、赤褐色の粒

少 反転

720
7区 A

黒色土層
杯 高台1/8 台高後

デ
し

デ

ナ
離

ナ

横
切
指

部
部

付

杯
底
貼

杯都 :指 ナデ
浅黄橙
tOYR8/0

浅黄橙
(1帆RV3)

0 1ntの透色、054Mの 黒色、

乳白色の粧
少 反転 果 (外面 )
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土器観察表 (25)

挿

図

図面

番号
静 種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

成

実

韻J

図

備   考

口径 高 底部径 表 裏 表 裏

7区 A― I

黒色土層
杯 高台

杯部 :横ナデ
底部 :ロ クロ切離 し
後高台貼付け

杯部 :横 ナデ
浅黄橙

守5hR8ん
浅責橙
75Ч町 暫

0111の透色、0518mの黒色、
灰色 、05～ l anの 茶色 の

粒
少 反転

7区 A― I

黒色土層
杯 高台

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離し後
高台貼付け、指ナデ

杯部 :横 ナデ
浅黄橙

(10YR3μ )

浅責栓
(10HR8/3)

011「 の透色、05n」 lの黒色、
黒透色 、05～ lldの 茶色
の粒

少 反転

7区 A― I

黒色土層
杯 高台

杯

底
積ナデ
指ナデ 杯部 :横 ナデ

浅黄橙
(lω略 /4)

浅黄橙
(101R8/3)

0 1mmの 透色、0 5mmの黒色、
乳白色、茶色の粒

少 反転

6区 Ⅲ

長色土上握
杯 高台

杯詈卜:頼 ナデ

底部 :ロ クロ切離 し

後高台貼付 け
杯部 :横 ナデ

淡黄
251B/3

灰黄
25W7/2

011mの透色、054mの 黒色、
白透色、05～ l mmの 茶色
の粒

少 反転

被熟有
時計回 りの回
転有

Ｉ

上

区

土

６

色 杯 底 部

杯部 :横ナデ
底部 :ロ クロ切離 し
後高台貼付け

杯部 :横 ナデ
栓 にぶい橙

(51R7/4)

0 1nmの 透色、01～ 0 5mmの

黒透色、茶色、黒色、灰色
の粒

少 反転

燥
ヘ ラ記号のよ

うなもの有

726
Ｉ

上

区

土

６

色 杯 底部1/3

部
部

杯
底

デ

横ナデ

切離 し後指ナ 杯部 :横ナデ 橙 にぶい橙
(5WR7/4)

011mの 透色、0 5mmの黒色、
黒透色、 1～ 2EBの茶色の

粒

中 反転

727
6区 I

呈色土下彊
杯 底 部

杯部 :横 ナデ

底部 :ロ クロ切離 し

後横ナデ
杯部 :横 ナデ

橙
5改R7/8

浅黄橙
7例電/0

0 1nmの 透色、05～ l mm¢

黒透色、黒色、乳白色、 1
～ 2nmの 茶色の粒

中 反転

3区
黒色土層

杯 底部1/3
一
‥
デ

部
部

ナ

杯
底

指

横ナデ
ヘラ切離 し後 杯部 :積 ナデ

橙
7 5Ч R7/6

灰貢
25W7/2)

01剛 の透色、054mの 自逐
色、黒色、茶色、赤褐色¢

粒
少 ○ 反転

7区 A― I

黒色土層
杯 底 部

■
　

デ

部

部

ナ

杯
底

指

横ナデ
ヘラ切離 し後 杯部 :横 ナデ

浅黄橙
(1帆Ry4)

浅貢栓
住OYR8/4

0 1nlBの 透色、o5mmの 黒色、
茶色の粒

少 更菊 体部のみ

7区 A― I

黒色土層
杯 底 部 ‥

デ

部
部

ナ

称
底
指

横ナデ
ヘラ切離 し後 杯部 :横 ナデ

こぶい責モ
104i独〕

にぶい黄理
(10YR・ /4

)lnmの 透色、黒色、05～
1剛の茶色の粒

少 更重 煤 (外面 )

7区 A― I

黒色土層
杯 底 部

一一
‥
デ

部
部

ナ

杯
底

指

横ナデ
ヘラ切離 し後 杯部 :横ナデ

にぶい橙
(7 5WR7/4)

にぶい責増
(10YR6/4

01041の透色、01～ 05411¢

白透色、黒色、茶色の紅
少 反転

区
土

６
色里

〔
杯 底 部 杯部 :横 ナデ 杯部 :横 ナデ

橙
添

・
0

にぶい橙
(7 5Ч R7/4,

91～ 0 5ddの透色、日透色、
黒透色、灰色、灰 白、乳白
色、茶色の粒

少 ○ 反転

7区 A― I

黒色土層

日縁部1/12

～底部1/4
杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ

にぶい責橙
(1帆R7月 )

黒
剛

014mの透色、05mの 乳 白
色の粒

少 ○ 反転

734
6区 Ⅱ

阜色土上厄

口縁部～

体部1/
杯部 :横ナデ 杯部 :ヘ ラ磨キ

にぶい黄准
(lllYRi/3)

暗灰
(N3)

えlmBの 乳白色の粒 少 叉蕪

735
7区 A― 肛

黒色土層
日縁部Vl( 杯部 :横ナデ 杯部 :磨 キ

にぶい黄唱
(1熙イ4)

暗灰
(3N)

5～ l mmの 自透色 、黒透

、茶色、黒色の粒
少 ○ 叉薫

736
7区 A― I

黒色土層
日縁部1/12 杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ

にぶい寅程
(1鎚R7/4)

暗灰
(3N)

9 1ndの透色、01～05mの
黒色、乳白色、自色、褐色
の粒

中 ○ 反重

7区 A― I

黒色土層
i色土 日縁部1/1( 杯部 :横ナデ 杯部 :ヘ ラ磨キ

にぶい責唱
(1帆 R7/4)

暗灰
(N3)

上lmmの 透色、01～ 0 5mIの

亀褐色、黒色、自色の泣
少 ○ 反聴

738
6区 I

日縁部1/1( 杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ
にぶい黄鵜
(1側 R7/4)

トリーブ写
(519/1)

)1剛の透色、ol～ o5剛 の
ヨ透色、白色、乳自色の粒

少 ○ 反範

4区
景色上下厄

口縁部1/12 杯部 :横 ナデ 杯部 :一部ヘラ磨キ 灰黄
25ゝ7/2 敬

剛
01～ 0 54Unの黒褐色、茶色、
白透色の粒

少 反転

7区 A― I

黒色土層
日縁部1/12 杯部 :横 ナデ 杯部 :ヘ ラ磨キ

にぶい黄 黒掲
(25Y3/1

0 1mmの 透色、01～0511の
白色の粒

少 ○ 反転

741
7区 A― I

黒色土層
日縁部V10 杯部 :横ナデ 杯部 :磨 キ

にぶい黄鵜
(1側 R7/3)

灰黄褐
(llllR57/2)

0 1mmの 透色、01～ 05剛 の

茶色、自透色、黒透色の粒
少 ○ 反転

7区 A― I

黒色土層
口縁部1/12 杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ

にぶい責唱
(lωR7/3)

褐灰
⊂llVR4/1)

0 1mIの 透色、01～ 0 5mmの

黒透色、茶色の粒
少 ○ 反転 曇 (外面 )

743 い韓
日縁部1/10 111 杯部 :横 ナデ 杯都 :一部ヘラ磨キ

にぶいH‐鵜
(1帆R7/3)

褐灰
住llYR5/0

01～0 5nmの黒透色、黒色、
白透色の粒

中 ○ 反転

744
6区 31番

底 部 杯部 :横 ナデ ミガキ 浅黄橙
(10YR8ん )

皇
)la mの 透色の粒 中 完形

5Ч馳/1

6区 I

黒色土下擢
底 部 杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ

こぶい黄澄
10YR6/3)

黒褐
(1帆昭 /1)

01～ 05血 の自色、黒色、
茶色の粒

少 反転

7区 A
黒色土層

底部V2 杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ
浅黄橙
10YR3/4)

灰
QOY5/つ

01～ 0 5mmの透色、黒透色、
茶色、黒色の粒

少 反転

6区 ― I

ミ色土上煙
高台1/4 杯部 :横ナデ 杯部 :磨 キ

ζぶい責電
lωR7/4)

にぶい黄鵜
(1帆R7/3)

01～ 0 51BIの 黒透色、茶色、
自透色、自色の粒

少 ○ 反転

748
6区 ― I

景色上下辰
底部1/6 杯部 :横 ナデ 杯部 :ヘ ラ磨キ

灰 黄 黄灰
25Y4/1

9 1mrの 透色 、自色 、茶色
の粒

少 叉転

749
Ⅱ

上

区

土

６

色 Hをと, 底部1/1 杯部 :横 ナデ 杯部 :ヘ ラ磨キ
にぶい貰荘
(10YR7/J

褐灰
(1鋭電/0

0 5Hu4の 透色、茶色 、赤褐
色、黒透色、白透色、灰 白
の粒

中 え形

750
7区 A― Ⅱ

黒色土層
体者[ 杯部 :横 ナデ 杯部 :磨 キ 栓

7副電 /6

黒掲
7開昭 /1

0 1mnの透色、0 5mBの黒色、
乳自色、茶色の粒

少 元形

―-158-一



土器観察表 (26)

挿

図

図面

番号
器種 残  存

法量 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

　
　
　

量

焼

　

　

成

実

韻J

図

備  考

日径 高 表 裏 表 裏

6区
黒色土層

杯 口縁部 横ナデ 横ナデ
橙 栓

(引R7/8)
0 1dmの 透色、01～ 05mの
乳白色、自色、白透色の粒

中 断面 果

6区
黒色土層

杯 回縁部 横ナデ 横ナデ
橙 橙

(5ЧR7/6)
01～ 0 5mIの 茶色、灰色 の

粒
少 断面

753
6区

黒色土層
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ

橙
7例R7/6

にぶい橙
9511R7/ゆ

05～ 0 5HLllの 透色 、灰色 、

灰 白、茶色、黒透色の粒
少 ○ 断面

754
6区 ― I

黒色土下拒
杯 ヨ縁部1/“ 横ナデ 横ナデ ］］ 呻呻

01～ 05111の 日透色、黒透

色、灰色、乳自色、茶色の

粒

少 反重 煤

層

区

土
６
色里

〔
杯 日縁部 横ナデ 横ナデ

にぶい橙
(7開R7/0

にぶい黄
(25Y6/3)

31～ 0 5mmの透色、黒透色、

民白、茶色の粒
少 ○ 断面 墨汁留か

6区
黒色土層

杯 口縁部 丁寧な横ナデ 丁寧な横ナデ 橙
瑚

橙
閑

た14Wの透色、黒透色、灰
Jの粒

少 ○ 断面 煤

層

区

土
６
色里

一

杯 日縁部 指ナデ 指ナデ
浅黄栓
7 alR3/d

橙
5Ч駅7/0

たlIIの透色、黒透色、灰
ヨの粒

少 新E

758
6区

黒色土層
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ 橙

躙
橙
剛

た1～0 5mTの透色、白透色、
え色、黒透色の粒

少 新顧

759 層
区
土

７
色里

〔
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ 欝卿

黄橙
(10YR7ry4)

)lmHの 透色、黒透色 、灰
ヨの粒

少 新E

760 表採 杯 回縁部 横ナデ 横ナデ
橙

(5YR7/6' 橙
爛

Xln dの 透色、白透色、灰
ヨ、茶色の粒

少 新面

表採 杯 日縁都 横ナデ 横ナデ
浅黄橙

(7副R7/6)
橙 0 1nmの 透色 、茶色、灰色

の粒
少 断面

区

土
７
色黒 杯 口縁部 横ナデ 横ナデ 橙

剛
にぶい橙
(7 5WR7/6:

)1～ 05m4の 透色、茶色、
天色、乳自色の粒

少 断面

表採 杯 口縁都 横ナデ 横ナデ 囃岬
橙

(7闘R7/6
01～ 05mの 透色 、灰色 、

乳白色、茶色の泣
少 舒面

区

土
７
色里

い

杯 口縁都 指ナデ 横ナデ
栓

5ЧR7/8) 灘脚
011mの 透色、05～ lmmの 雰
色、乳自色、灰色の粒

中 奸琶

765 表採 杯 回縁部 横ナデ 横ナデ
浅黄橙
7副硝/4 橙

躙
)lltの 透色、灰 白、灰色、
)5剛の白透色の粒

少 折覆

766 表採 杯 口縁部 横ナデ 横ナデ
浅黄橙
7a電 /6

浅黄橙 01～051mの透色 、茶色 、

灰色の粒
少 析面

767 い鉾
杯 日縁部 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄
25W7浴 )

01画 の透色、01～ 0 5mmの

自透色、黒透色、灰色の粒
少 祈面

768 層

区

土
６
色 杯 回縁部 横 ナデ 横ナデ

橙
5ヽR7/8 橙

蜘
01～0511の透色、自透色、
灰色、黒透色の粒

中 断面

769
7区

黒色土層
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ

浅黄橙
(10YR3/4) 謝呻

0 1mdの灰色、乳 白色、茶

色の粒
少 Ll面

770 表採 杯 日縁部 横ナデ 横ナデ
橙

15YR7/d
橙

5YR7/8)
01～ 1 5mmの乳自色、灰色、

茶色、透色の粒
中 断面

6区
黒色土層

杯 口縁部 指ナデ 横ナデ
橙

FDYR7/6
橙

5政駅7/6)
0 1mmの透色の池 少 断面

表採 杯 日縁部 積ナデ 横ナデ
橙

(5YR7/6
淡橙

引R8/4)
01mの透色、05～2剛の茶
色、灰自の粒

少 断面

773 層
区
土

７
色里

〔

杯 回縁部 横ナデ 横ナデ
浅責橙 にぶい黄鵜

(1剛ザ4)
01～ 0511の 透色、茶色、
灰色、灰自の粒

少 断面

6区
黒色土層

杯 口縁郡 横ナデ 横ナデ 橙
閑

橙

「DYR7/6)
0111の 透色、黒透色、0〔

硼の灰色の粒
少 断面

6区
黒色土層

杯 日縁部 横ナデ 横ナデ
浅責橙

(1帆RVl
橙

7 5WR7/6

01～ 0 5 EIIの 黒透色、黒色、

茶色の粒、灰褐色、茶色の

粒

中 断面 県

776 層

区

土
６
色里

〔
杯 口縁部 指ナデ 指ナデ 橙

剛
橙

5YR6/6
01Шの透色、0 5mllの 黒透

色、乳白色、灰色の粒
少 LT面

777
6区

黒色土層
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ

橙
(7 AR7/6

浅黄橙
(1帆堅 /4)

01mの 透色、0 5mmの 自透

色、自色、黒色の粒
中 断 面

778
6区

黒色土層
杯 日縁部 横ナデ 横ナデ

橙
5YR7/6

橙
7激 6ヽ

01～ 0 5rlの灰色 、茶色 、
透色の粒

少 新面

779
6区

黒色土層
杯 口縁部 横ナデ 横ナデ

橙 橙
7闘R7/6

011dの 透色、灰色、乳白
色の粒

少 断面

7区
黒色土層

杯 口縁部 横ナデ 横ナデ 辮］
浅黄栓
17511R8/4

014mの 透色、灰色、茶色
の粒

少 断面
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土器観察表 (27)

挿

図

図面

番号
出土地区 器 種 残 存

法屋 (cm) 調整及び文様 色

胎   土

石

量

焼

成

実

韻J

図

備  考

回径 高 表 裏 表 裏

6区
黒色上層 賽

体部 格子 ロタタキ 平行線文→指ナデ
褐灰

(1似町 1)

黄灰
2n臼γl)

01～ 0 5mmの 透色 、自色 、
黒色の粒

少 ○ 断面

体部の形 は不
明。

長胴になるか

782
6区 Ⅱ

黒色土層
体 部 格子 ロタタキ 平行線文

灰黄 にぶい黄
フ踊 /3)

01～ 0511の透色 、黒色、
灰色、褐色の粒

少 O 断面

783
6区 Ⅲ

黒色土拒
体部 格子 ロタタキ 指ナデ 灰

(5Y4/1)

灰
(5Y5/1)

0 1mIの 透色、自色、黒t
の粒

少 ○ 析面

6区 I

黒色土層
体 部 格子 ロタタキ 指ナデ 暗灰黄 暗灰黄 01～ 0 5HIの 自色、灰色、

黒色の粒
少 ○ 析面

785
7区

黒色土擢
体 部 平行線 タタキ 同心円文

にぶい赤褐
6Ч馳 /9

褐灰
(5YR5/1

0511の 自色、褐色、茶花
色、乳白色の粒

中 ○ 断面

786
6反 Ⅲ

体部 格子ロタタキ 指ナデ 浅黄橙
(1048お )

浅黄 Xl画 の透色、黒透色、Ox
tIの茶色の粒

多 ○ Ll面

787 層
区
土

６
色里

い
養

底 部 格子日文 指ナデ 褐灰
(10YR5/1)

褐灰
QllYR5/♪

X5～ l dIの 黒色、褐色 の
立

少 O 尻塩
検 出状況の写
真有

69 788 7区 A― ] 端都 布 目
にぶい橙 浅黄橙

75W財 6

3511の 白透色 、乳 自色 、
2～ 5 ntlの 茶色の粒

中 新覆

7区 A― I 底 部 布 日
澄 鵜

一
2～ 6 utlの 茶色、赤褐色の
小石の粒 多 断面

790 7区 A― I 布 目
栓

87/0
にぶい掲
(75Ч町 4)

01～05D4の黒透色、灰 自、
2～ 5鰤の茶色、赤褐色の

種
多 断面

6区 I

黒色土上厄
胴 部 万 目

橙 にぶい赤褐
6W整/0

1～ 611の 茶色、赤褐色、
灰色の粒

多 Lf面

792 7区 A― I 体 部 布 目
橙

2 hR6/0
にぶい赤確
(禦硝 /4;

1～ 5血の灰色、茶色、薄
茶色の粒 多 断置

6区 Ⅲ62君

黒色土層
胴 部 布 目

明赤褐
25政

“

/0
明赤褐
闘邸 /6

2～ 5 mmの 灰色、茶色 、
)5～ l tuの 黒透色の粒

多 LFr面

794 7区 A― I 胴 部 布 目 橙帥
にぶい橙
(7副R7/ぢ

2～ 5血の灰色、茶色、所
場色の粒 多 bT面

795
Ｉ

上

区

土

６

色 胴部 布 日
橙 にぶい褐

(7a邸 /4〕

た5～ 4mの 灰色 、茶色 の
立 多 断面

796
7区 A― I

黒色土層
,痕」 布 目

にぶい橙
(5YR7/4)

にぶい黄権
(ll14/4)

2～ 6 BIの茶色、薄茶色の

位
多 断面
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石器観察表 (1)

図面番号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重さ(cm) 側面実浪1 備 考

7区
黒色土層

石鏃 チャー ト 断面

798
3区

黒色土層
石鏃 チャート 断面

799
6区

黒色土層
石 鏃 チャート 断面

800
7区

黒色土層
石鏃

姫島産
黒曜石

断面

7区
黒色土層

石 鏃 黒曜石 断面

802
7区

黒色土層
7区

石 鏃 黒曜石 17 断面

黒色土層 石鏃 黒曜石 断面

804 4～ 7区 石鏃 黒曜石
(推定)

14 綾
・４

断面

805
7区

黒色土層
石 鏃 黒曜石 断面

7区
黒色土層

石鏃 黒曜石 LFf面

807 層
区
土

７
色里

一

石 鏃 黒曜石 断面

808
7区

黒色土層
石鏃 黒 llg石 断面

5区
黒色土層

石鏃 チャート 断面

4～ 7区 石鏃 チャー ト 断面

6区
黒色土層

石鏃 チャー ト 断面

7 EXE

黒色土層
石 鏃 変成岩 断面

3区
黒色土層

石 鏃 変成岩 11 断面

6区
黒色土層

石鏃 黒曜石 断面

4区
包含層

石鏃 チヤート LFf面

4～ 7区 石鏃 チャート 断面

6区
黒色土層

石鏃 チャー ト 断面

躯欝
石 鏃 変成岩 11 断面

3区
黒色土層

石鏃 チャート 断面

820
4区

包含層
石 鏃 チヤー ト 断面

4～ 7区 石鏃 チャート Lf面

822
6区

黒色土層
石鏃 変成岩 断面

823 躯鱒
石鏃 黒曜石 断面

824
3区

黒色土層
石鏃 黒曜石 断面

825 4～ 7区 石 鏃 黒曜石 断面

7区
黒色土層

石 鏃 黒曜石 ユ 断面
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石器観察表 (2)

図面呑号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重 さ(cm) 側面実測 備 考

827 4～ 7区 石鏃 チャート 推定16 断面

828
7区

黒色土層
石鏃 黒曜石 断面

829
7区

黒色土層
石鏃 ? チャー ト

断面

830 6区
黒色土層

石 鏃 黒曜石 14 11 断面

831
7区

黒色土層
石 鏃 黒曜石 断面

832
6区

黒色土層
石 鏃 チャート 15 17 断面

833
5～ 7区
黒色土層

石鏃 黒曜石 14 断面

834
6区

黒色土層
石鏃 黒曜石 断面

7区
黒色土層

石鏃 ? 黒曜石 断面

886
4区

包含層
石鉄 黒曜石 断面

387
4区

包含層
石 鏃 チャート 断面

4～ 7区 石 鏃 チャート 断面

839
3区

黒色土層
石鏃 黒曜石 14 断面

840
6区

黒色土層
石鏃 黒曜石 (推定)

16 断面

6区
黒色土層

石鏃 黒曜石 (推定)

17 17 断面

842
7区

黒色土層
石 鏃 黒曜石

断面

843 7区
黒色土層

石鏃 黒曜石 断面

844
7区

黒色土層
石 鏃 チャー ト 11 断面

845
7区

黒色土層
磨製石鏃 変成岩 14 断面

846 躯鱒
磨製石鏃 片 岩 断面

5区
黒色土層

磨製石鏃 片 岩 断面

848
5区

黒色土層
磨製石鏃 片岩 断面

849 3区
黒色土層

磨製石鏃 片岩 断面

850
3区

黒色土層
磨製石鏃 変成岩 断面

3区
黒色土層

磨製石鏃 変成岩 17 断面

852 6区
黒色土層

磨製石鏃 片 培 断面

853 4～ 7区 石匙 玉 髄 断面

854 4～ 7区 石匙 玉確 断面

855
7区

黒色土層
石 匙 チャー ト 241 Ll面

7区
黒色土層

石匙 チヤート 断面
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石器観察表 (3)

図面番号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(cm) 側面実測 備  考

7区
黒色土層

石 匙 チヤート 断面

858 層
区

土
７
色里

い

石 匙 チヤート 断面

7区
黒色土層

石匙 チャート 223 断面

8611
6区

黒色土層
石匙 玉髄 断面

861
6区

黒色土層
石匙 チャート 065 断面

4～ 7区 石 匙 砂岩 断面

863
7区

黒色土層
石 匙 チヤート 断面

8御
7区

黒色土層
石匙 玉髄 断面

865 4～ 7区 石匙 チヤート 断面

866 不 明 石匙 チャート 断面

867
7区

黒色土層
石 匙 チヤート 095 断面

4～ 7区 石 錐 チャート 断面

869
7区

黒色土層
石錐 チャー ト Lf面

870 不 明 石 匙 チャー ト 断面

871 不 明 石匙 チヤート 145 断面

872 層
区
土

６
色里

い

石錐 チヤート ■7 断面

873
6区

黒色土層
石錐 チャート 断面

874
7区

黒色土層
剥 片 チヤート 断面 末製石鏃

875
7区

黒色土層

二次加工

剥片
変成岩 LT面

7区
黒色土層

副片 チャー ト 断面

877 層
区

土
３
色里

一

二次方H工
剥片

変成岩 断面

878
7区

黒色土層
石核 変成岩 402 478 見通 し

4区
包含層

赫 砂 岩 断面

880
3区

黒色土層
石斧 砂岩 1456 断面

881 躯蜘
石斧 砂岩 断面

躯鱒
敲石 砂岩 524 断面

883
4区

包含層
石斧 砂 岩 断面

884 躯欝
スクレイア`― 変成岩 14 1067 断面

硼攀
スクレイアヽい 変成岩 615 17 見通 し

886 躯欝
石斧 買岩 114 断面
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石器観察表 (4)

図面番号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重 さ(cm) 側面実測 備 考

躯韓
石斧 頁岩 330 断面

888 躯蜘
石斧 砂 岩 断面

絡 9 躯韓
石斧 頁岩 断面

躯蜘
石斧 頁岩 断面

4区
包含層

石斧 砂 岩 17 580 断面

892
6区 Ⅲ

黒色土上層
6区 Ⅱ

花筒岩 1035 2297 断面

黒色土上層 花両岩 175 308 断面

894
6区 Ⅲ

黒色土上層 醐琳
花商岩 2398 断面

895
6区

黒色土層
石錘 変成岩 713 断面

6区
黒色土層

石錘 変成岩 断面

897 躯鰤
石 錘 砂 岩 41 629 断面

898
6区

黒色土層
石鍾 変成岩 490 断面

6区
黒色土層

石錘 頁 岩 505 断面

9C ll
6区

黒色土層
石錘 砂 岩 499 断面

901
6区

黒色土層
石錘 変成岩 545 断面

躯鱒
石錘 変成岩 489 断面

903
6区

黒色土層
石錘 買岩 15 435 断面

904
6区

黒色土層
石錘 変成岩 断面

6区
黒色土層

石錘 断面

906
7区 A― I

黒色土層
石錘 砂 岩 断面

907
7区

黒色土層
石錘 変成岩 379 断面

7区
黒色土層

石錘 変成岩 断面

909 6区
黒色土層

石錘 変成岩 断面

3区
黒色土層

石鍾 変成岩 断面

7区
黒色土層

石錘 変成岩 Ll面

912
6区

黒色土層
石錘 変成岩 341 断面

6区
黒色土層

石錘 変成岩 358 断面

6区
黒色土層

石錘 変成岩 290 断面

4区
包含層

石錘 変成岩 11 断面

916
4区

包含層
石錘 変成岩 断面

-164-



石器観察表 (5)

図面番号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重さ(cm) 側面実測 備 考

層

区

土
６
色里

い

石 錘 変成岩 断面

6区
黒色土層

石錘 変成岩 47 308 断面

層
区
土

６
色里

い

石錘 変成岩 断面

920 躯欝
石 錘 変成岩 断面

921
4区

包含層
石錘 変成岩 121 断面

922
6区

黒色土層
石錘 変成岩 断面

躯鱒
石 錘 変成岩 179 断面

924 4～ 7区 石錘 変成岩 断面

925
6区

黒色土層
石錘 変成岩 122 断面

926 躯欝
石錘 変成岩 断面

927
7区

黒色土層
石鍾 砂 岩 断面

5区
黒色土層

石錘 変成岩 525 155 断面

5区
黒色土層

石 鍾 砂岩 285 断面

980 躯齢
石 錘 砂岩 14 断面

931 層

区

土
３
色里

ヽ
石錘 変成岩 206 断面

932
7区

黒色土層
敲 石 変成岩 1365 485 断面

933 層
区
土

７
色塁

〔

凹石 変成岩 1275 955 548 断面

6区
黒色土層

凹石 変成岩 断面

躯欝
敲石 変成岩 2360 晰面

936 躯鱒
敲石 砂 岩 9171 見通 し

滅 485 9501 見通 し

938
7区

黒色土層
敲石 変成岩 532 断面

939 躯鱒
敲石 変成岩 5949 断面

940
6区

黒色土層
敲石 変成岩 3249 断面

6区
黒色土層

敲 石 砂 岩 775 3302 LF面

層

区

土
７
色里

い
敲石 砂 岩 1051 断面

943
7区

黒色土層
敲石 変成岩 655 894 脈面

944 躯欝
敲石 変成岩 1363 断面

945
4区

蔽 石 変成岩 495 断面

946 包含層 敲 石 砂岩 595 45 断面
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石器観察表 (6)

図面番号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cln) 重さ(cm) 側面実測 備 考

947
7区

黒色土層
散 石 ―変成岩 2138 断面

948 赦石 変成岩 455 1鶴 4 断面

949
4区

包含層
続 変成岩 525 1799 断面

7区
黒色土層

蔽 石 変成岩 295 1276 断面

3区
黒色土層

敲 石 変成岩 1545 断面

952
3区

黒色土層
続 砂岩 475 1726 断面

953
7区

黒色土層
敲石 砂岩 345 1722 断面

954
3区

黒色土層
敲石 変成岩 385 345 1506 断面

955 躯蜘
筋 砂 岩 1640 断面

956
7区

黒色土層
蔽 石 変成岩 585 753 断面

957
3区

黒色土層
敲 石 砂 岩 375 1116 断面

958 躯鱒
敲石 買岩 1057 断面

1区
黒色土層

赫 変成岩 535 365 746 断面

7区
黒色土層

敲石 変成岩 1681 断面

躯魏
敲石 買岩 635 798 断面

962 躯蜘
敲石 変成岩 1742 断面

963 躯韓
敲石 変成岩 375 2088 断面

964 石皿 凝灰岩 2815 断面

石皿 級 岩 266 断面

番号な し 石斧 断面

他のそ

図面番号 出土地区 器 種 石 材 長さ(cln) 幅 ((� ) 厚さ(cm) 重さ(cm) 側面実浪」 備 考

966 4～ 7区 石包丁 変成岩 384 断面

967
3区

黒色土層
土錘 断面

968
6区

黒色土層 見通 し

969
区

土
３
盛 石搭 凝灰岩 断面

970
6区

黒色土層
砂岩 1476 断面
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古銭観察表

図面番号 出土地区 貨  名 時  代 材  質 残  存 径 ((� ) 備  考

974
6区

黒色土上層
洪武通費 中世 銅 225

975
6区

黒色土上層
永楽通賀 中世 銅

976
5区

黒色土上層
寛永通費 近 世 銅

977
5区

黒色土上層
覚永通費 近世 銅 225

6区
黒色土上層

仙基通費 近世 鉄 図面なし

6区
黒色土上層

仙茎通賓 近世 鉄 図面な し

区
土

３
盛 機 近代 銅 図面な し

区
土

３
盛 五銭 近代 銅 図面なし

区
土

６
盛

鉄 図面なし

キセル観察表

図面番号 出土地区 種  類 残  存 材  質 径 (cm) 長さ (cm) 備  考

971
3区

黒色土層
キセル 火 皿 鋼

972
6区

黒色土層
キセル 雁 首 銅

973
6区

黒色上層
キセル 雁首 銅
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Ⅵ 口



図版 1

梅木原地区調査前

調査風景
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図版 2

2区全景 北より

3区全景 北より

4‐ c,d区全景 南西より
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図版 3

6区上層全景 北西より

7区全景 南より

7区全景 北西より
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